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H71・H84号住居址出土遺物
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例　　昌

1・本報告書は・佐久市岩村田字地籍において平成15年度に行われた（株）ヤマダ電気店舗建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の

『一本柳遺跡群西一本柳遺跡Ⅹ』の報告書である。

2．発掘調査は佐武建設株式会社の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が担当した。

3・本書に掲載した地図は、建設省国土地理院発行の地形図（1：25，000）、佐久市発行の基本図（1：2，500）を使用した。

4．発掘調査は須藤隆司、上原　学、出澤　九森泉かよ子が担当し、本書の編集・執筆は森泉かよ子が行った。

5・自然科学分析・鑑定は株式会社古環境研究所、炭化物の14C年代測定は株式会社加速器分析研究所、黒曜石の産地推定は

望月明彦氏、石器の分類・記述は株式会社アルカに依頼した。

6．須恵器器台については長野市飯島哲成・風間栄一の両氏に御指導いただいた。

7．本遺跡の遺物等の資料は佐久市教育委員会の責任下に置かれている。

凡　　例

1．遺構の略号は次の通りである。

H一竪穴住居址　F一掘立柱建物址　D－土坑　P－単独ピット　M－溝址

2．挿図中の遺構の縮尺は原則として1／80、遺物の縮尺は1／4である。異なる場合は明記してある。

3．遺構の海抜標高は、水糸標高を「標高」として記した。

4．土層・土器の色調は1999年板『新版　標準土色帳』に基づいて示した。

5．住居址の規模は床面で測り、周溝のある住居は周溝の外側下場での数値である。掘立柱建物址の規模は四隅の柱穴の中心

を方形に囲んだ範囲である。

6．挿図の遺物番号、遺物一覧表、写真図版の遺物番号は対応している。

7．挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構

地山断面　図　焼　土 粘　土　「㍉∵十l

遺物

須恵器断面－　黒色処理I l　礫

赤色塗彩　　　　　　　　　　　紬

8．遺物の出土地点は下図の遺構分割によるものである。

ニー＝＝
9．発掘調査の進行上、調査区をE区・W区・S区の3地点に大別して調査した。

遺物の注記はINPX．E、INPX．W、INPX．Sの後に遺構名が記されている。

報告書刊行にあたり、通番に変更している。遺構一覧表を参照されたい。
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調査の経緯

第I章　発掘調査の概要

第1節　調査の経緯

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。岩村田市街地の南西1km、標高

690mを測る。浅間第1軽石流が地盤をなしているが、その上に南に流れる湯川の河川堆積層である砂層が堆積している。一

本柳遺跡群は台地上を東西の帯状に展開し、中央から西半分を西一本柳遺跡、東半分を東一本柳遺跡、中央部北部を北一本柳

遺跡と呼称している。本遺跡群内では昭和胡年に東一本柳遺跡が、また昭和亜年度には金銅製馬具の飾り金具などを出土した

東一本柳古墳が発掘され、貴重な資料を得ている。さらに国道141号線の開通に伴い、西一本柳遺跡を南北に貫く調査がなされ、

平成4年の公共下水道事業に伴う西一本柳遺跡Ⅱ、また平成7・8年度の国道141号線の工事に伴う西一本柳遺跡Ⅲ～Ⅵ、平

成12・13年度の市道1ト1号線緊急地方道路整備事業に伴う西一本柳遺跡Ⅷ、平成14年の店舗新築に伴う西一本柳遺跡Ⅸが調

査される。西一本柳遺跡I～Ⅸまでの調査で竪穴住居址亜5棟が検出され、密集した古代集落であることが判明している。弥

生時代中期から中世に至るまで連綿と人々の痕跡が残されている佐久市内でも有数な遺跡の一つであり、一本柳遺跡群は県の

重要遺跡とされている。

今臥（株）ヤマダ電気店舗建設が計画され、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出され、遺跡の破壊が余儀なくされ

る事態となり、遺構が破壊される部分を発掘調査し、破壊されない部分は埋土保存することとなった。

佐武建設株式会社より委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が発掘調査を実施することとなった。

遺　跡　名　一本柳遺跡群西一本柳（にしいっぽんやなぎ）遺跡Ⅹ（略号INPX）

所　在　地　佐久市大字岩村田字下樋田1780－1　他

調査委託者　佐武建設株式会社

開　発　事　業（株）ヤマダ電気店舗建設

発掘調査期間　平成15年6月11日～8月5日

整　理　期　間　平成15年7月28日～平成17年2月28日

調　査　面　積1，500ni

調　査　担　当　須藤　隆司　上原　学　出澤　力　森泉　かよ子

－1－



2．調査結果の概要

検出遺構

竪穴住居址　　105棟 弥生時代中期

弥生時代後期

古墳時代中期

古墳時代後期

奈良時代

平安時代

時期不明

34棟（B C前1。2C頃～）

12棟（1。2C頃～）

12棟（5C頃～）

15棟（6C～7C頃）

21棟（8C頃～）

9棟（9C頃～）

2棟

掘立柱建物址　14棟

土　　　　坑　19基

溝　　　　址　14本

単独ピット　　151個

出土遺物

縄文時代

縄文土器（鉢e深鉢）、石鉱、スクレイパー、

弥生式時代

弥生土器（鉢。高杯。壷。嚢。蓋）、太形蛤刃石斧、扇平片刃石斧、小形扁平片刃石斧、磨製石鉱、打製石鉱、

石鍬、擦切石。ヒスイ勾玉。管玉e土製管玉、磨石、砥石

古墳時代

土師器（小型丸底壷e壷。襲e杯。高杯。甑）、須恵器（蛮e壷e施。杯e高杯。器台）、ガラス小玉、臼玉、

石製模造品（剣形e勾玉）、編物石、磨石、砥石

奈良。平安時代

土師器（杯。鉢e賓）、須恵器（杯。杯蓋e賓。壷）、灰紬陶器（皿。杯e壷）、鉄製品（刀子。紡錘車。鉄鉱）、

砥石、炭化材。骨

調査の成果

西一本柳遺跡Ⅹは爪形文の小破片、後期加曽利Bの浅鉢などの縄文土器や石鉄をわずかに含むが、主な時代は弥生時代中期

から平安時代の遺構。遣物である。全体図に示したように新旧の住居址が重なり、密集した遺構が検出された。西一本柳遺跡

Iから西一本柳遺跡Ⅹまでの住居址の調査総数は、西一本柳遺跡Ⅹの住居址数105棟を合わせると、510棟となる。ことに弥生

時代中期の遺構は湯川右岸地帯の西隣にある北西の久保遺跡、さらに西の鳴沢遺跡群まで含めて、佐久地域では最も濃厚に分

布している所であろう。本調査で弥生中期誕棟、周辺遺跡の一本柳遺跡群e北西の久保遺跡e五里田遺跡の合計は197棟を数

えることができる。弥生時代後期の竪穴住居址は周辺遺跡を含めて合計68棟あり、一本柳遺跡群全体に調査が及べば相当数で

あろうことが解明されてきた。西一本柳遺跡Ⅹ地点では弥生時代中期の集落から始まり、古墳時代前期は検出されないが古墳

時代中期から平安時代にわたり長く集落が営まれ、居住環境に恵まれた地といえる。

弥生時代中期後半の集落は、重複関係が3段階はあり、時間差を示せた。また住居址と同期であるM12溝址はこれまでの西

一本柳遺跡ⅧeⅨで検出された住居址を囲む溝の延長であり、弥生中期の集落を円形に囲むようである。

弥生時代後期初頭の住居址はまとまった土器群や石器群多量に出土している。ことに磨製石鉱は製品とともに原石、剥片、

未製品があり、あらたな製作技法に検討を加える資料が出土した。弥生後期初頭の住居址と、本調査域の北にある西一本柳遺

跡Ⅸで検出された方形周溝墓とは同期と推察され、弥生時代後期の集落と四隅の切れる方形周溝墓の存在が明らかになった。

古墳時代中期のH71からは須恵器の器台が出土し、長野県では3例日にあたる稀少例で、時期も最も旧いものであろう。須

恵器器台を出土する集落は積極的にカマドをとり入れたりという性格を持つという。また北西の久保遺跡に多くあるカマドを

持たない古墳中期前半の住居址は本調査でも2棟ある。この古墳時代中期前半の集落と同期の遺物を出土するM8溝址が調査

区中央を南北に延びている。M8溝址の西側に集落が分布している。

古墳後期e奈良時代は通して集落がみられ、平安時代は10C代の集落が営まれたようである。
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調査体制
調査日誌

第3節　調査体制

調査受託者

教　育　長　高柳　　勉

事務局

教育次長　赤羽根　寿文

文化財課長　島崎　節夫（平成15年度）　小林　正衛（平成16年度）

文化財係長　高村　博文

文化財係　林　幸彦　三石　宗一（平成15年度）　須藤　隆司　小林　真寿　羽毛田卓也（平成16年度）

冨沢　一明　上原　　学　出澤　　力　　赤羽根太郎

調査主任　佐々木宗昭　森泉かよ子

調査副主任　堺　　益子

調査担当者　須藤　隆司　上原　学　出澤　力　森泉　かよ子

調　査　員

阿倍　和人　　荒井ふみ子　　岩崎　重子　　碓氷　知子　　小幡　弘子　　柏木　義雄　　木内　明美

木内　節夫　　菊池　喜垂　　神津ツネヨ　　小林まさ子　　小林百合子　　小山　　功　　佐々木　正

佐々木久子　佐藤　愛子　佐藤志げ子　　中候　悦子　　中島とも子　　中嶋　良造　林　美智子

羽田　貴意　　比田井久美子　細萱ミスズ　　細谷　秀子　　柳澤千賀子　　三石　園子　　山浦　豊子

渡辺久美子　　百瀬　新治

（報告書作業分担）

（図面修正）細谷秀子　（遺物実測）堺益子　高見沢綾　田中ひさ子　中候悦子　森角雅子　柳澤孝子

（トレース）副島充子　林美智子　柳澤千賀子　　（拓　本）佐藤愛子　柳澤千賀子

第4節　調査日誌

平成15年度（2003）

6．11重機を入れ表土を剥ぎ始める。

6．12　機材搬入。

6．16　調査員により、検出作業を行い作業開始。

6．18　遺構の掘り下げに入る。調査区をE区（東

建物基礎、出入り口）・W区（西側建物基礎）・S区

（擁壁・排水溝）地点に便宜的に分けて調査。

7．9　S区終了。

7．23　W区終了。

7．28　E区調査区が残り少しとなり、一部室内に

て遺物の洗浄作業開始。

8．4　E区の調査終了。

8．5　調査区を重機により埋め戻し。

8．25　注記作業開始。

9．25　注記作業終了。

平成16年度（20〔姓～2005）

4．1～2．28

土器の接合、石膏復元、遺構図の図面修正、遣物の

実測、遣構図・遺物の実測図トレース、版下作成、

遺物の写真撮影を行い、報告書の編集し、刊行する。
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第Ⅱ章　遺構と遺物

第1節　竪穴住居址

1．弥生中期　　　H5・H6・H11・H16・Hl7・H18・Hlg・H2l・H22・H23・H24・H25・H28・H29・H35・

H36・H40・H43・H44・H47・H49・H5l・H52・H59・H66・H69・H70・H73・H79・H8l・

H86・H92・H94・H104　（プラン確認のみ）2住・3住・4住・5住・10住

弥生時代中期の竪穴住居址は誕棟を調査した。新しい遺構に壊され、また部分的な調査であるため、全容の明らかなものは

ない。この他にプラン確認のみの住居址5棟と試掘調査時に7棟検出されており、総数は45棟以上になるであろう。弥生中期

の住居址は炉を住居址中央に持ち、コの字または一辺に握り拳大の礫を置いている地床炉である。炉址を検出し得たのは9棟

のみである。

住居址は重複により新旧がある。

H49（旧）→H5（新）（Bい7グリッド）（重複部分が多く遺物の新旧が捉えにくい。）

H18（旧）→H17→H16（新）（Aけ10グリッド）（H16の時期が明確ではない。）

H22（旧）→H21（新）（Bお2グリッド）

H24（旧）→3・4住→H25（新）（Bう4グリッド）

住居址の形態は4分類される。

1．隅丸方形　　　H21・H28・H40・H47・H73・H81・2住・10住

2．隅丸長方形（矩形が強い）Hll・H18・H22・H23・H24・H29・H35・H43・H44・H49・H52・H59・H66・

H69・H73・H79・H86・H92

3．楕円形A H19
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竪穴住居址・弥生中期
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弥生中期

1．隅丸方形

2．隅丸長方形　　　　3．楕円形A
ペンガヲすl

第6図　弥生竪穴住居址形態図　　　4・楕円形B 6．隅丸長方形
（弥生後期）

4．楕円形B H5・H6・H17・H51・H70

5．不整方形（円形に近い）　H16・H25

6．隅丸長方形（弥生後期）　H27・H34・H48・H77

住居址形態

住居址形態は隅丸方形・隅丸長方形（矩形が強い）→楕円形B・不整方形へと新しい傾向が窺える。

本遺跡は2．隅丸長方形が18棟と53％近くを占める。

土器様相

弥生土器は壷・嚢については縄文・へラ描文・櫛描波状文を施文し、杯・高杯・鉢は無彩も少数あるが大半はミガキ赤色塗

彩されている。これまでの北西の久保遺跡・西一本柳遺跡Ⅲ・Ⅳと同様のものであり、弥生時代中期後半に位置づけられる。

また同じ中期後半の集落であり、湯川対岸の根々井芝宮遺跡の住居址の重複関係から形態変化を追ってみると、楕円形の住居

址Y31、隅丸方形の住居址Y37（旧）→隅丸長方形（矩形が強い）住居址と新旧がみられ1．隅丸方形・3．楕円形Aの住居址

が旧くなっている。北西久保遺跡では隅丸長方形（矩形が強い）のYllを楕円形のY12が切っている。根々井芝官・北西の

保遺跡の楕円形のY31・Y12からの出土遣物はいずれも太頸の壷である。深堀遺跡Ⅱ・Ⅲ・VのH50も大型で太頸の壷が出

土している。これら壷は胴上半・下半にかけて横帯の施文がなされ佐久では弥生中期後半では古相とされている土器群である。

本遺跡では破片資料として存在するのみである。松原遺跡（2000。長野県埋蔵文化財センター）では弥生中期4段階の住居址

形態中で、1段階では隅丸長方形、4段階では円形（ここでいう円形は縄文からの伝統的な円形）を呈するものがないとして

いる。西一本柳・北西久保・五里田・根々井芝宮・深堀遺跡など佐久市内の中期後半の遺跡でも縄文的な円形の住居址は検出

されていない。松原遺跡2段階では隅丸方形主体、3・4段階では隅丸方形が減少し、楕円・隅丸長方形が増加しているとし

ている。円形・隅丸方形→楕円・隅丸長方形といった変遷の方向性があり、5．やや不整形な隅丸方形・4．楕円形Bに変遷する

としている。佐久市の遺跡の新旧関係も同様である。

西一本柳遺跡Ⅹの弥生中期の土器様相は第5図に示した。住居址形態の変遷とほぼ一致している。（P19に続く）

第1表INPX H5号住居址出土遺物一一覧表
番 Ij‾ 昔昔　 碗 ～去 ；l≒ 成　　　 形　　　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 I 城　 存 ・イ応　 変 ＝上位i

】 勃 I

壷

（18．2 ） 内

外

縁 ヨコナチ　 パ ケナデ 表面崩 落

縁 ヨコナ ‾　 へ ごナ ノ （柚 ‖） －′ミガキ

内　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い佗） 細 長石 ・細は湖 粒 予含む。 頸部定 形 N u ．1

く25 ．5）

T　　　　 フ

11線都 へラ描 波1天文

へラ描 サ行線 文　 体 部

へラ描 、H ‾紹経 文　 へ ラI

フ‾　　 ．

劫 剖；糾1文一・ヘラ描 山形 文

中位 縄文→ ヘラ描 波状 文

こよ る押 し引き線 文

外　 7．5Y R 7／4 （にぷい億 ）

目線休 部 1／4

lリ】転実 測

2 弥 ′1ニ 内　 ナ デ lJ、題 細長 石 ・細 石英杓 子含む。 注 I l郡完 形 検出

注I l lニ器 外　 ナ デ 外　 7．5 Y R 5 ／4 （にぷ い抱）

こう

（10 ．5）

く2 7．9 〉

［Al へ うナデ （柾 「l） 両 10 Y R 7／4 （に ぷい必俺 ） 細長 石 ・和 fi英粒 子含む。 朝 部、底 部 1／2 桧山

壷 外　 頸 郡紐文　 へ ラナデ （柾 目） －・ミガキ

底 部へ ラケズ リー・ミガキ

外　 7．5 Y R 6 ／4 （にぷ い爵穏 ） 回 転突測 IV 区

4 弥生

痢

（3 6．2 ） 内　 へ ラナチ （柾 目） → ミガキ 内　 5 Y R 6／6 （佗 ） 細長 fト 細fi 葵粒 子含む。 日は～休 部 1／4

く2 2．0 ）

外 縁 ヨコナ 丁　 休 部へ

再 ・目線 離純 文　 体

ナ丁 （fm 」） → ミガキ

i榔描斜 走文 （縦位羽 状）

外 】011′R 7 ／3 （にぷ い拓橙 ） 綿捕藍．小目血、 剥離。 H 転実測

Jl 弥 ′［

鋼

日 ．0 ） 内

外

縁 ～胴部 ミガキ

J　　 J‾7 む

向　 7 ，5Y R 7／4 （にぷ い境） 細 石英 ・緑長 石 ・紺黒 色粒 子含む。 緻軋 I l綾 部 】／7 E 区 H 5 Ⅳ K

（4 0〉

l禄 ヨコナ テ＋ H 唇 部

1 速 IL　 6 本 1 組）

文　 こ誠部櫛描 膝状文

部櫛描波 状丈 （単佗 不明）

外　 7 ．5Y Rう／3 （にぷ い褐）

6 弥 ′】 （9 ．0） 内 Il級 ～胴部 ミガキ 内　 7 ．5Y k 7／4 （にぷ い橙） 細 長石 ・翻石英 ・出 色粒子含 む。 r l緑 1／6

裂

く3．3 〉

外 l

I

】緑 ヨコナ丁

l肩部i縄 文　 駆
樺 描杖状 文 （6 本 】飢）

外　 7．5Y R 7／、i （にぷい橙 ） 緻 浩。

7 ウJ （12 ．7）

く5．1〉

向　 日級へ ラナデ

外　 H 緑へ ラナチ

円）

＝） lけ詔職縄文

内　 7．5 1′R 6 ／3 （にぷい 裾）

外　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷい橙）

細石 英 ・糊 k ff ・細上、l．㌔色粍 ／一合む。 日緑 1／ノ1

番り 相　 好j 長 さ （mm ） ‖ （mm ） Jリさ （m雨　　 I　　　 g 備　　　 考 1 l‾位；省

2 3 磨 製†イ綴 2 5．0 17，5 2．0　　　 1　　　 0 ．8 ノ欄 】欠礼　 紬板 需 ・研 磨 ・穿孔 □区
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H5土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、小石を含む。
2．（周溝）
3．黒褐色土層（10YR2侍）

（柱痕）

4．暗褐色土層（10YR3／3）
砂、黒褐色土ブロックを含む。

5．黒褐色土眉（10YR2／2）
砂、小石を含む。

6．黒褐色土層（10YR3／2）
砂に黒褐色士を含む。

7．時黒褐色土眉（10YRコ／3）
砂ブロック混在。（貼床）

ー10－



弥生中期

刊
隙
恩
3
琢

P2　　　　　　　　　　　　　Pl

H6土層説明
1．にぷい黄褐色土届（10YR4！3）

砂を多く含む。
2．褐色土層（10YR4／4）

パミスを含み、砂粒を多く含む。
3．褐色士層（10YR4／6）

砂粒を多く含む。
4，暗褐色土層（10YR3／4）

パミス、砂粒を多く含む。（柱痕）
5．黒褐色土層（10YR訂3）

砂、ロームを少量含む。
6．暗褐色土層（10YR3！4）

（貼床）

■■■㌔■■CcV

珍＼

標高690，321m
O　　　（1ニ80）

：十一・点ノー．

第8図　H6号住居址
第2表INPX H6号住居址出土造物一覧表

0　　（1こ4）　　　10cm

成　　　形　・　調　　　整

内　ミガキ　赤色塗彩

外　ミガキ　赤色喚彩
内10R5／6（赤）
外　75R4／6（赤）

底部　橙5YR6／6

細石英・紺長石粒f含む。

Pl

O　　（1こ4）　　　10C汀l

完掘（西より）

＼」血　王グ2

H16土層説明
1．黒褐色土層（10YRか2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、小石を多量に含む。
3．黒褐色土層（10YR2佗）

（柱痕）
4．暗褐色土届（10YR3月）

砂を多量に含む。（ビット堀方）

第9図　H16号住居址

第3表INPX H16号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 械 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出 t 付m

1 弥生

（5．6 ）

（4 ．4 〉

内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 6 ／4 （にぷ い滝） 細長 石 ・細 石英粒 子含 む。 底 部 1／4

・4 外　 ミガキ 外　 5Y R 5／4 （にぷい 赤福） 回 転実測

2 弥 生

壷 （1 0．6 ）

くま4 〉

内　 剥 落 内　 7．5Y R 5 ／2 （灰枢 ） 細長石 ・細石 英粒 子含む。 底部 1／4 検出

外　 へ ラナデ→ ミガキ 外　 7 ．5Y R 5 ／2 （灰褐） Fjl転 実測

ー11－



P2

D’旦　　3　E’

PI

Hll土層説明
1．黒褐色土屑（10YR3／2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YRa3）

砂、小石を含む。
3．赤褐色土層（5YR4／6）

焼土。
4．黒褐色土眉（10YR3／2）

（柱痕）
5．にぷい黄褐色士屑（10YR4／3）

砂、多量に含む。

6，褐色土層（10YR4／6）
砂主体。

7　黒褐色土層（10YR3／2）
砂、小石を多く含む。（貼床）

8．黒褐色土層（10YR2佗）
砂、小石を含む。

9　褐色土層（10YR4／4）
砂主体。

第10図　Hl1号住居址

2　　　　炉（南より）　　　炉掘方（南より）

第5表INPX H17号住居址出上遺物一覧表
番 号 器　 椰 は　　 ≒ 成　　　 形　 ・　 渕　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 城　 存 ・備　 考 目上L 偉；；ノ亡

I 弥 ′lミ （17．6 ） 両　 ミガキ　 赤 色塗彩 内 1t）R 4／6 （赤 ） 細 長1－f．紬f 英粒 子含む。 I l紬 1／8 Ⅲlメし

鉢

く3 ．2）

外　 ミガ キ　 赤 色塗彩 外 10R 4 ／6 （赤 ） 緻 軋 Il絃満 都l而取

2 弥 生

（4 ．8）

（4 ．・男

内　 ミガ キ　 赤 色塗彩 内 1 0R 4 ／6 （赤） 細 ff英 ・細 長石相 子含 む。 底部 1／4 Ⅱ［ぺ

鉢 外　 ミガ キ　 赤 色喚彩 外 1 0R 4 ／6 （赤）

底部 7 ．5Y R 7 ／4 （にぷ い紹）

鰍 軋

3 弥Jト

（5 ．6）

〈1．6 〉

山　 王ガ キ　 赤 色塗彰 内 l UR 4 ／8 （赤） 細山 爽 ・細 長心髄イ・含む。 底 【雉 1／2 検出

鉢 外　 ミガキ　 赤色 堕彩 外 1 0R 4 ／8 （赤） 級雑 。

′ユ 弥′ト

（4．8 ）

〈3．0 ）

lAl ナデ→ まば らなミガ キ　 赤 色塗彩 内　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 組） 細石 英 ・細 長石地 f 含む。

緻密 。

脚 部 1／2 Ⅲ区

，亡．了杯 外　 ミガキ　 赤色 塗彩 外 10 R 4 ／6 （赤） ミニチ ュア品

5 弥′t

痢

（14 ．4 ） 内　 ミガキ 内　 2 ．5 Y R 4 ／2 （灰 赤） 細石 英 ・紺 k ん棺 予含む。 l l縁 1／4 ‖区

く3．2 ）

外 IJ

＝

ヨ コナフ一

部縄 文　 胴 部紺相磯 状 文

外　 2 ．b l R 4 ／2 （灰赤 ）

6 弥 ′I

絢

（19．2 ） 内　 へ ナデ （f 日） 一一ナ チ 内　 7 ．5Y R 6 ／6 （橙） 細 1 英 ・柵 k ん親子 含む。 日録 1／4 N o．4

く13．9 〉

外 I l首純文

頭 紗肌 郡射

絃縄 文→ ヘフf蜘」＿川ク文

文　 体吾l瀾 描波状 文　 胎＝ご部 ミガキ

外　 5 Y R 6／8 （橙 ） H 転 つミ測

7 弥 ノヤミ

（7．4 ）

（7 ．5〉

内　 へ ラナデ （ 月） → ミガキ 両　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い橙） 綱 〃英 ・細Iミイi輪 r 含む。 底部 1／3 Ⅲ「く

焚 外　 へ ラナデ （粧し」） → ミガキ 外　 5 Y R 6 ／6 （楕）

8 朝出

璃

‖ 6．6 ）

く3．5）

山　 王ガ キ

外　 ヨコナ デ

支　 ＝桐 駄i縄 文　 胴部 へラによ る文様

内　 7 ．5Y R 6／3 （にぷ い褐）

外　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い接 ）

細 ！潤 ・細長ん 粒 子含 む。 r l級 】／10 E 区 H 17 Ⅲ1ぺ

一12－



弥生中期

P5　P4　P3

H17上層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2，黒褐色土層（10YRガ2）

砂、小石を含む。
1層より黒色強い。

3．黒褐色土屑（10YR封3）
砂、小石を含む。

4．黒色土層（10YR2／1）
砂をわずかに含む。

5．黒褐色士層（10YR2／3）
砂を多く含む。（周溝）

6．黒色土層（10YR17／1）
炭化材を含む。

焼土。炭焼土粒子を多量に含む。　　　砂細ブロック、小石を含む。
8．黒褐色士屈（IOYR2／2）　　　　　　　　締まりあり。（貼床）

焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。15．褐色土層（10YR4！4）
9．暗褐色土層（10YRj／3）

砂主体。
10．黒褐色土層（10YR2／3）ないし

暗褐色土層（10YR3／3）（柱痕）
11．黒褐色土層（10YR〟3）

砂を多く含む。（ピット堀方）
12．暗褐色土層（10YRj川）

砂主体（ピット堀方）
13．黒色土層（10YRl．7／1）

砂をわずかに含む。

砂非常によく締まる。（床下貼床）
16．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体に黒褐色土細ブロックを含む。
17．暗褐色土屑（10YR3／3）

砂を多量に含む。（床下周構）
18．黒褐色土層（10YR2／3）

（床下ピット柱痕）
19．褐色上層（10YR4／4）

砂主体。（床下ピット）

第11図　H17号住居址（1）

ー13－
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諒恕5

第12図　H17号住居址（2）

9 弥 生 （1 0 ．3） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 胴 部 ナ デ 向 1 O R 4 ／8 （赤 ） 瑚 石 英 ・湖 長 石 粒 予含 む 。 「1 線 那 1／8 Ⅱ区

梁

く4．6 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 1 0 R 4 ／8 （赤 ） 緻 密 。

1 0 弥 生

（9．4 ）

く3．7 〉

内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ナ デ 内 1 0 Y R 6 ／3 （に ぷ い 舌 禍 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 底 部 1／3 Ⅲ 区

壷 外　 ミ ガ キ　 底 部 へ ラ ケ ズ リ ー・ミ ガ キ ？ （器 面 剥 落 ） 外 1 0 Y R 4 ／2 （灰 黄 褐 ）

1 1 弥 生 内　 へ ラ ナ デ （柾 目） 一一ナ チ 内　 7 ．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 将 ） ～ 1 m m 大 長 石 ・石 英 粒 子 含 む 。 胴 部 1／3 I 区 ． 汀 区

壷 外　 頸 部 細 文　 体 瓢 ミ ガ ヰ → 休 部 下 平 赤 色 塗 彩 あ り 外　 7 ．5 Y R 7 ／6 （滝 ） 回 転 実 測

1 2 弥 生

壷

内　 へ ラ ナ デ （‡虎口 ） －．ナ デ 内 1 0 Y R 7 ／3 （に ぷ い 蛮 橙 ） 細 長 ポ ・細 石 英 杓 子 含 む 。 胴 離 1／4 N o ．7

外　 へ ラ （柾 目 ） －・ミ ガ キ 外 1 0 Y R 7 ／4 （に ぷ い 黄 佗 ） riiI転 実 漸

1 3 弥 生

（1 0 ．2 ）

く1 8 ．5〉

内　 剥 落

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 叫 ミ ガ キ （底 部 剥 落 ）

内 1 0 Y R 7 ／3 （に ぷ い 黄 招 ） 細 長 石 ・翻 石 英 粒 子 含 む 。 休 部 一 底 部 3 ／4 N o ．5

壷 外 1 0 Y R 7 ／4 （に ぷ い斎 憺 ）

2 9 弥 生

磯

内　 ミ ガ キ

外　 櫛 栖 斜 走 文

細 長 石 ・細 山 夷 粒 「含 む 。 写 ぺ の み

実 測 不 Ilr能

N o ．1 2

－14－



弥生中期

番 号 緬　 惣 長 さ （m m） 再 （m l） 厚 さ （m ） g 備　　　 考 出 土 付 置

3 り 靡 辿 石 拡 3 1 ．5 1 5 ．0 2 ．0 1．0 粘 板 乱　 右 脚 欠 損
N o ．3

暦 褒 石 敗 3 5 ．0 1 3 ．0 2 ．0 1．1 粘 板 岩 。 基 部 欠 損
N o l l

2 勝 則 欄 拗 私 111剥片 5 2 ．0 4 2 ．0 3 ．5 9 」 末 製 品 。 溝 あ り 。 N o ．1

砥 石 5 3 ．0 4 3 ．（） 1 5．0 4 9 ．9 砂 リ。 手 持 ち 砥 石 で 、 砥 由 が 面 と し て 多 く 形 成 さ れ る 。 Ⅱ 区

3 4 砥 石 8 6 0 5 4 ．0 1 9 ．0 1 1 1 ．9 砂 昌。 部 分 的 に 底 面 あ I 区 検 出

：1 5 擦 切 石 器 3 9．8 4 8 ．7 7 ．2 1 0 ．8 貢 岩 。 横 方 向 磨 耗 級 体 上 辺 蝉 発 加 工 。

3 6 枠 切 石 器 4 2 3 7 5 ．2 8 ．6 1 6 ．6 ホ ル ン フ ェ ル ス 。 刃 離 横 方 向 磨 耗 痕 。

第6表INPX H18号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 槌 法　 ′1t 成　　　 形 ・　 調　　　 惣 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 H H H も匪

1 弥生

〈3．9 〉

内　 ナデ　 わずか にミガ キ 両　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い危） 脚 部 1／3

脚 付深 鉢 ？ 外　 ミガキ　 赤色塗 彩　 剥落す る 外 10 R 4 ／6 （赤） 完 全実測

2 弥′主

席

＝2 ．0） 内　 ミガキ

I

内　 川 Y R 6 ／4 （にぷ い舌 橙） 細石 英 ・湖 投石粒子 含む。 日経 1／6 E 区 H 18

く2．8 〉

外　 ヨコナデ＋ ‖唇 部刺突 文

1瞞摘侶捌乱波状 文 （4 本 1 組） 頸部伸 雄徽状 文

外 10 Y R 7 ／3 ・4 ／2

（にぷい童 招 ・灰 責褐）

3 弥t

（12 ．6）

く2．3 〉

勺　 へ ラナデ 内 10 Y R 7 ／3 （にぷ い奇相 ） 底部 1／4 桧 山

壷 外　 ミガキ 外　 7 ．5Y R 5 ／2 （灰褐） llJl転実 測rl

解け 椰　 軌 長 さ （m ） り1 （nlm ） 厚 さ （mm） g 備　　　 考 Jlは 位置

20 打 製石斧 7 9．0 7 5．0 13．0 90 ．3 安 山岩。 披熱 な し。 上部及 びガ 飢左欠礼　 正一裏節理画 →磨滅。 刃郎磨 耗瓜

刃瓢縁 辺整形 加工泊接 、謂体 加 工直接。

N o ．3

H18土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2．黒色土層（10YR17！り

砂、小石を含む。
3．暗褐色土層（10YR3！3）

砂、小石を多数に含む。
4，暗褐色上層（10YR3／3）

砂に黒褐色土ブロック、
小石を多量に含む。（貼床）

5．黒褐色土層（10YR2／3）
（床下ピット柱痕）

6．暗褐色士層（10YR3／3）
砂主体。（床下ピット）

（1ニ80）　　　　2m

l l

、一旦竺堅≡重工：こ看
料・・ごぜも惑簿巌反感岨」●

堀方（東より）

ニ芸一二‾毒草＿杢一束二

Pl・紅・‘・‾忽
t′

寒

第13図　H18号住居址
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H19土層説明
1．黒色土層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
2．黒暗褐色土層（10YR封2）

砂、小石を含む。
3．黒色土層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
4．黒褐色士層（10YR23）

砂を多量に含む。（周溝）
5．明赤褐色士層（5YR5／6）

焼土。
6．黒褐色土層（10YR封2）

（炉堀方）
7．詰褐色士屑（10YR2／2）

（柱痕）
8．暗褐色土崩（10YR3！3）

砂主体。
9．黒褐色士層（10YR2／3）

（周横堀方）
10．黒褐色土層（10YR3／2）

砂に黒褐色土ブロックを含む。
締まりあり。（鮎床）

」
ノ

一

㌔

′
・
劇
か

（1こ4）

正

．

．

■

　

　

　

′

l
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第16図　H19号住居址（3）
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第7表INPX H19号住居址出土遺物一覧表

終り 器　 械 法 11と 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 1 残　 存 ・備　 考 1 1朝 潮

1 弥 ′1ミ

（7．6）

く3 4〉

内　 ミガキ　 赤 色塗彩 内 lUR 3 ／4 （暗赤 ） 細f i英 ・郷 長石 粒子 含む。 底部 l／4

鉢 外　 三ガキ　 赤 色喰彩 外　 2月Y R 3／2 （賠 赤褐）

2 弥 生 （17．0 ） 内　 ミガキ　 赤 色塗彩 l勺 1 0R 4 ／8 （赤） 細石 英 ・細 長石杓 子 含む。 目線 1／2 N u ．8

鉢

く6 3〉

外　 しl緑 上端 ミガキ　 赤色一案彩　 ミガキ 外　 7．5 Y R 7／4 （にぷい恰 ）

3 弥 生 （18．2 ） 内　 へ ラナデ （柾 目） → ・郡 ミガキ 両　 7．5 Y R 4／1 （禍灰 ） 湖石 英 ・細 長石純 一予含む。 底部ほ ぼ完調 N u ．3

甑 （6 ．0 ）

9 4

外　 へ ラナデ （柾 目） →　 淵i三ガキ　 底部ナ デ 外　 7．5 Y R 4 ／1 （褐 灰） ・孔

4 弥 ノl 7．3 内　 休部 ミガキ　 脚部 へラナ デ （柾 目） ナデ→ ミガキ 内　 周】 5Y R 6／6 （澄 ） 細石 英 ・細 長ム粒 子 含む。 定形 N o ．1

器 台 10．0

6 8

外　 へ ラナデ （柾 即　 → ミガ キ　 ＝ 恒常ス リ切 り 休部 5Y R 4／2 （灰褐）

外　 7．5 Y R 7／6 （滝）

台目焚 転用

5 弥 生 6 ．3 内　 つ まみ 部分 ミガキ　 休部 へラナ デ→ ミガキ 向　 7．5 Y R 5！4 （にぷ い褐 ） 細石 英 ・紺 Iと石杓 子含 む。 Il紐ほ ぼ完形 N u ．2

蓋

く4 1〉

外　 ミガキ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い境 ）

r 弥 生

4 ．2

く3 1〉

lム題　 関 都ミガキ　 脚部 へラナ ヂ→ ミガキ 両　 杯珊 7．E Y R 6 ／3 紐石 英 ・細 長ホ約 十 含む。 底部ほ ぼ完形

rE‘占杯 外　 へ ラナ デ （柾 目）一・三ガ キ

外　 7．5 Y R 5／3 （にぷ い褐）

7 弥 ′t （日 劇 内　 へ ラナ デ （柾 目）一・三ガ キ 両　 7．5 Y R 6／2 （灰 抱） 細長 わ粒 f 多 く含み、 ff英粒 f・ 日紐は ば完形 N o ．12

N 13
焚

く7 ．8〉

外　 へ ラナ T （柾 目） ll緑 ヨコナT

U 国都 縄文　 口辺 郡縄文→ ヘラ描 山形 文

胴部㈲ （ヘ ラ 9 ）抽 波状 文

外　 7．5 Rヽ 5／3 （にぷ い褐） Lうむ。 0 ．

8 弥 生 （1 6．0 ） 向　 へ ラナ デ （柾 目） 一・三ガ キ 内　 7．5 Y R 6 ／3 （にぷ い赤 褐） 紅長石 ・細 石英粒 子含む 。 ‖縁 1／3 検出

焚

く1 2 2〉

外　 へ ラナ チ （柾 目）→ ミガ キ l 「再郡柵 文 外　 5t rR 5 ／4 （にぷ い赤褐） H 21 ．H 2 2 碩 日。

9 弥 生

7 ．0

く2 R〉

内　 ナデ 内　 7．5 Y R 6 ／3 （にぷ い褐） 細長ム 純子 含む。 底部完 形 頻出

攻 外　 へラナ デ （flL‖）－′三ガ キ　 底 郡ナデ 外　 7．5 Y R 5／3 （にぷ い祖） 細石‾英粒子 少 し含む。

10 弥 生

（7 ．4）

く5 0 〉

内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 2／2 （黒槻 ） ～ 3 mrn 大長石 ・細石 英純 子含む。 底紹；3 ／4

焚 外　 へラナ ヂ （柾 目）→ ミガキ

底部ナ デ　 砂戦 押ほ 痕あ り

外　 7．5 Y R 7／4 （褐）

‖ 弥 生

9 ．3

〈1 9〉

両　 へラナ チ （柾 目）→ ミガキ 両　 7．5 Y R 7／4 （にぷ い臆） 親良市 ・細 石葵粒 子含む 。 底 部完 形 N o ．14

競 外　 へラナ デ （鉦 口）→ ミガキ＋ 底 部ミガキ 外　 7．5 Y R 4 ／2 （尿褐 ）

12 弥 ′1ミ

（9 ．4）

く4 ・1〉

内　 へラけ ず り及 びナデ 内　 5Y R 6／6 （紹 ） 細長石 含み 、まわ に細山 英軋 「含む。 底 部 1 ／4

台付焚 外　 へラナ チ （柾 目） 外　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橙）

13 弥 生 （18 ．4） 内　 へラナ チ （柾 目）→ ミガキ 内　 7．5 Y R 5 ／3 （にぷ い褐）

7 ‾Y R 6 ／3 （にぷ い褐）

剤長石 ・細 石葵粒 子含む 。 Ll練 1 ／4

頚

（8 ．5〉

外　 目線 ヨコナT　 L l唇 酢縄 文 I lは 部へ フ描 波状 文

頸部櫛 描廉状 文

胴 部櫛 描羽状 文　 へ ラ描縦線 文

外　 ．D

14 弥生

畑

（2 1．0） 向　 へラナ デ （柾 目）一・三ガキ 内　 7．5 Y R 4 ／I （陽灰） 細長石 ・紺 石英的 子含む 。 11線 1 ／3 N o，6

（7 ．6）

（26 ．2）

外　 へラナ デ （柾 目）→ ミガキ

文　 日将郡 ・目線 的縄文　 胴部櫛 柑斜 走文 （縦 羽状 ）

外　 7．5 Y R 6 ／6 （橙） 底潮目 J‘：j

渕 上で 合成

ー18－



弥生中期

1 5 弥 ′Iニ 1 3 ．7 内

外

文

離 ミ ガ キ　 脚 部 ナ デ 内　 2．5 Y R 5 ／8 （明 赤 褐 ） 細 長 ム‘・細 石 粟 粒 1 1含 む 。　　　　　　　　 底 部 1／3

台 付 嚢 （8．5 ）

1 7 ．1

綾 部 ヨ コ ナ デ　 胴 部 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ）

珊 下 半 ～ 脚 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ

肩 部 縄 文　 L l綾 部 縄 文 → ヘ ラ 描 山 形 文

郡 へ ラ 柑 rコ 』 の 字 重 ね 文

紐 ・頚 部 ・胴 部　 円 形 貼 付 文

外　 2．5 Y R 5 ／8 （町 赤 恥

1 6 弥 生

・ム　　 鋼

1 7．5 内　 ナ デ → ミ ガ キ 内　 7 ．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い憺 ） 細 士をむ ・細 石 英 粒 r 含 む 。 l J紐 2 ／3 N c I．9

H 付 凪

く1 2．5 〉

外　 u

文 l

隣

紐 ～ 瑚 部 ナ デ　 相掴 靴 へ フ ナ ァ （柾 目）

1屠 離 縄 文　 目 線 邪 縄 文 → 櫛 描 波 状 文

可部 へ ラ 描 rコ 』 の 字 重 ね 文

外　 7．b Y R 6 ／3 （に ぷ い 橙 ） N o ．1 1

1 7 弥 Jヒ （1 2 ．0 ） 内　 ヨ コ ナ デ 内　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 相 ） 細 石 英 ・細 良 心 を 少 1 1と含 む 。 日 録 1／7 検 出

や

く2 ．0〉

外　 ヨ コ ナ 丁

文 I l唇 離 縄 文

外　 7．5 Y R 6 ／2 （灰 栂 ）

1 8 弥 ′ト

痍

（1 1．2 ） 内　 ミ ガ キ 内　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 位 ） 細 石 葵 ・和 長 石 を 少 i lモ含 む 。 目 線 1！5

（4 ．2 〉

外　 ヨ コ ナ 丁

文　 口 緑 瓢 榔 描 波 状 文 （5 本 組 ） 頭 部 櫛 措 操 状 文 （単 位 不 明 ）

外　 7．5 1 R 5 ／2 （灰 褐 ）

】9 弥 生

3 ．9

（7．6 〉

内　 輪 紙 痘　 ナ デ か ？ 内　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 欄 長 石 ・細 石 英 精 子 含 む 。 底 部 完 形 N o．1 7

壷 外　 へ ラ ナ ヂ （柾 目 ） －′ミ ガ キ 底 部 ナ チ　 砂 状 の 旺 痕 あ り 外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 橙 ） r l級 欠 細 の ま ま

使 用 か ？

2 0 弥 生

（6．0 ）

〈1 3 ．3 〉

内　 へ ラ ナ チ （址 日 ） ナ デ 内　 7．5 Y R 4 ／3 （褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 多 く 含 む 。 底 部 1／2 検 出

壷 外　 頸 部 縄 文 → 頚 部 へ ラ 描 、It行 線 文

胴 部 ミ ガ キ

外　 7 ．5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 内 曲 全 体 に

ベ ン ガ ラ 付 着 。

2 1 弥 生 （1 6．0 ） 内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） ナ デ → ミ ガ キ　 R 緑 ヨ コ ナ デ 内　 7 ．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 位 ） 日 録 1／2 N o ．5

W

く6．7 〉

外　 へ フ ナ デ （紋 日 ） → u 縁 ヨ コナ T

頸 瓢 ・口 唇 部 縄 文

外　 7 ．5 Y R 6 ／6 （億 ） N °．7

2 2 弥 生

壷

（1 7．0 ）

く4 ．6〉

JA l ミ ガ キ

外　 R 緑 ヨ コ ナ チ → へ ラ ナ チ （柾 目 ）

内　 5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 琶 ）

外　 5 Y R 6 ／6 （胞 ）

細 良 石 ・細 石 茶 杓 子 含 む 。 l l級 1／6 検 出

2 ：3 弥 生

ちぎ

1 6．7 内　 目 線 ～ 頭 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ　 胴 部 ナ ヂ

‾緋 へ う ナ ー （ こ ） ナ J

向　 い 緑 7．5 Y R 7 ／3 細 長 石 粒 子 多 く 含 み 、 細 石 英 含 む 。 1 1線 完 形 N o ．9

く2 2 ．7 〉
外　 剃 。 ヘ フ　 デ （柾 目　　　 丁

文 I l肩 部 縄 文　 瑚 都 縄 文 → ヘ ラ 描 絨 線 文 ・ヘ ラ描 連 弧 文

・へ ラ描 山 形 文　　 一郎 赤 色 塗 彩 残 る

（に ぷ い 橙 ）

掴 那 7．5 Y R 8 ／3 （洩 針 担 ）

外　 5 Y R 5 ／2 （J天 褐 ）

N o ．1 1

2 4 弥 生

彙

1 6 ．3

（2 2 ．5〉

向　 日 級 ～ 頸 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ

胴 部 へ ラ ナ チ （柾 目）

外　 日 録 ～ 頸 部 へ ラ ナ ヂ （柾 目 ） 胴 部 へ ラ ナ チ （潮 目 ）

→ ミ ガ キ I l何 部 3 個 1 線 の 突 起

頸 郡 へ ラ 描 横 線 文 ・円 形 の 貼 付 文 → ヘ ラ 描 横 扱 文

胴 上 郡 櫛 抽 懸 垂 文

胴 中 化 へ ラ 描 横 線 文 ・へ ラ描 迦 弧 文 ・円 形 貼 付 文

※ 部 分 的 に 赤 色 塗 彩 残 る

内　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ）

外　 7．5 Y R 6 ／3 （に ぷ い 褐 ）

淵 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 日録 1／2 N c，．4

N o ．1 5

2 5 弥 ′主 （2 0 ．8 ） 向　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 後 粗 い ミ ガ キ 内 1 0 Y R 6 ／3 （に ぷ い 詭 橙 ） 細 石 乳　 細 長 石 径 1 m 以 下 の l l繰 1／9

1 2く

く4 ．2）

外　 へ フ ナ 丁 （紬二日 ） l l岡 部 縄 文　 目 線 離 縄 文

櫛 描 波 状 文 （2 本 1 組 ） 貼 付 文

外 1 0 Y R 6 ／4 （に ぷ い 苦 境 ） 異 色 粒 子 ．1む ．

2 6 弥 1こ

廿こ （l U．2 ）

〈3 ．8〉

内　 ナ デ

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 休 部 卜‘絹 ナ デ　 底 部 ナ デ

内　 7 ．5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 砲 ）

外　 7 ．5 Y R 7 ／6 （橙 ）

細 長 石 杓 子 多 く 、 細 石 英 純 子 含 む 。 底 部 1／3 検 出

2 7 弥 生

lSE

（1 9 ．3 〉

内

外

ナ チ （柾 目 ） 一・三 ガ キ

ナ チ （柾 目 ） → ミ ガ キ　 胴 部 純 文 → ヘ ラ描 戦 線 文 ・

描 波 状 文 ・へ ラ 描 連 弧 文

内 1 0 Y R 7 ／4 （に ぷ い 載 橿 ）

外　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ）

細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 底 部 完 形 N o ．5

2 8 弥 生

’亜

く1 2 ．3〉

両　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ

外　 へ ラ ナ チ （椎 F ） → ミ ガ キ → 望融 βへ ラ 描 横 線 文

内　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橙 ）

外　 5 Y R 6 ／6 （柁 ）

細 投 石 拉 予多 く 含 む 。 頸 部 3／4 N U ．1 0

5 5 弥 ′l 1 ．7 内　 ミ ガ キ　 赤 色 喰 彩 A題　 7．5 R （赤 ） 緻 密 。 完 形 。 杯 の 二 次

1 製 円 恒 0．5 外　 ミ ガ寸 ．赤 色 塗 彩 外　 7．5 R （赤 ） 利 用 。 カ ッ ト面

に ス り あ り 。

5 6 弥 生 内

外　 上 面 ナ デ　 へ ラ 状 工 具 に よ る 洗 練 と押 引 文

内

外　 7 ．5 Y R 6 ／6 （橙 ）

細 長 石 杓 子 含 む 。 断 片

遠 ミ ニ チ ュ ア か

終 冒－ 腱　 難 長 さ （m m） 巾 （m rn） Jlノさ （m m ） g 備　　　 考 LIj l ’位 置

5 7 太 形 姶 刃心 ‘岸 1 6 7 ．0 7 6 ．0 3 9 ．0 8 4 0 ．0 変 質 輝 緑 岩 。刃 郵 研 臥 両 仰価 に 研 上酎 こよ る 面 取 り 詔抽 ㌔ 逓 部 の 厚 み を 整 え る 剥 離 加 工 。拇 体 耐 妾胤 軋 検 出

5 8 僻 製 イ1娘 2 3 ．0 1 9 ．0 2 ．0 1 ．0 緑 色 片 岩 。 研 磨 。 穿 孔 。

5 9 二 次 ノJ日T 剥 片 1 8 ．0 4 8 ．0 4 ．0 3 ．7 貢 乱　 被 熱 な し 。 ノlミ側 欠 砲 。 話 体 加 東 Lll 接 。

6 0 砥 石 8 4 ．0 4 3 ．0 1 4 ．0 6 0 ．0 砂 岩 。 磁 石 痕 あ り 。 波 1ニ

6 1 台 7 2 1 0 ．0 2 1 6 ．0 7 4 ．0 5 0 0 0 ．0 安 山 岩 。 N u ．2 0

6 ニヨ 台 石 1 7 3 ．0 1 6 8 ．0 2 6 ．0 1 0 2 0 ．0 安 山 嵐 N o ．1 9

6 こう 擦 切 石 器 5 8．3 9 5 ．8 1 2 ．0 6 1 ．8 巧 岩 。 刃 離 横 方 向 磨 耗 瓜　 置 体 上 辺 潰 し加 工 。 検 出

6 4 擦 切 ん 器 5 5．3 8 7 ．8 1 7 ．7 8 5 ．8 貢 岩 。 ナノ部 椒 方 向 磨 耗 痕 、 器 体 上 辺 消 し加 工 。

住居址形態1．隅丸方形・2．隅丸長方形（矩形が強い）・3．楕円形A住居址一H28・H86・H19

寮・壷の口綾部の外反・外傾が強く平らに近く長い。口唇部に指頭の押圧痕が残る。聾の頸部文様の意識が薄い。

鉢・高杯の口縁・高杯の頚部に装飾がなされる。

4．楕円形B・5．不整方形（円形に近い）H17・H25

壷・賓の口綾部形態の外反度が弱まり、外傾度が弱くなっている。

本遺跡の資料は重複関係から3段階の変遷がある。しかし、新しい資料であるH25は資料が少なく、比較できないが、4・

5の楕円形Bと不整方形住居址出土遺物には新しい傾向がみられ　おおむね新旧2段階を確認した。

周辺の遺跡で調査された弥生中期の住居址の数は

本遺跡　　　　　西一本柳Ⅱ～ⅩⅡ　　　　　北西の久保　　　　　五里田　　　　　合計

34　　　　　　　　　　　53　　　　　　　　　　　　91　　　　　　　　20　　　　　　198

これらの他に弥生中期としてプラン確認されている住居址があり、本遺跡の東では、西一本柳遺跡Iで弥生中期の住居址が

多数検出されており、この西一本柳・北西の久保遺跡地点は弥生中期後半から集落が発生し、展開していた様子が窺える。

H28－17・H29－14の賓は関東北部からの搬入晶と思われ、北西の久保遺跡でも同様の破片が出土している。

弥生中期の住居址から出土した炭化材（ナラ材）を放射性炭素年代測定をした結果、H17は1950年から2240‡－70、H86は

2320ト70という年代が得られた。（P32に続く）

－19－
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H21土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、小石を含む。
2．黒褐色±層（10YR2！2）

砂をわずかに含む。
3．黒褐色土層（10YR3／2）

砂を多量に含む。
4・黒褐色土層（10YR23）

（柱痕）

竺聖‾∵
8

一20－

堀方（南より）

5．暗褐色土層（10YR3／3）
砂主体。

6．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）
砂に黒褐色士を含む。（P8）

7．黒褐色土（10YR2／3）と
暗褐色土ブロック（10YRjノ4）混在。（貼床）



弥生中期

P5　P2

H23士層説明
1．黒褐色土層（10YR以2）
2．黒褐色士屑（IOYR2／3）

（周溝）
3，暗褐色土層（】OYR2〟）

（柱痕）

4．暗褐色土層（10YR3！3）
砂、パミス、小石を含む。（ピット）

5　黒褐色土居（10YR2／3）
砂ブロックを多量に含む。（貼床）

6．暗褐色土眉（10YR3！4）
砂、小石を含む。

7．黒褐色上層（10YR〟3）
砂ブロックが多く混入する。

8．暗褐色土層（10YR3／］）
砂多量に混入。（床下ピット）

9．暗褐色土層（10YR3〟）
砂鼠砂が多量に混入。（床下ピット）

第18図　H23号住居址

第8表INPX H21号住居址出土退物一覧表

L塑匿』2　＼し血圧グ3

∴工
二ュ宮

7I区

番 り ㌍　 種 法　 に1 成　　　 形　 ・ 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 士 残　 存 ・備　 考 出 土 佗 m

1 牛

杯

（15 ．8） 内　 三 ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 1 0R 4 ／8 （赤 ） 細 拉 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 Il級 1 ／7

く3．5 〉

外　 ミ カ キ　 赤 色 塗 彩

外 10 R 4 ／8 （赤 ）

lL－1転 実 測

2 弥 ′L

〈5．2 〉

肉　 体 部 ミ ガ キ　 ヘ ラ ナ ヂ　 脚 部 へ ラナ チ 内　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 楕 ） 細 長 石 拉 f 含 む 。 完 全 実 測 N o．2

脚 付 深 鉢 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 突 帯 の 剥 落 部 へ ラ ナ デ （柾 別

外 10 R 4／6 （赤 ）

3 弥 生 （17 ．8） 内　 ミ ガ キ 内　 5 Y R 2／1 （恐 褐 ） ～ 1Tum 大 砂 粒 、 3 臥　 細 長 石 目 線 ユ／3

憩 7．0

（2 1．0 〉

外　 日 毎 馳 縄 文＋ n 縁 那 縄 文 →儲 儲 破 状 文 （2 本 ）

刑 上 部 櫛 描 波 状 文

外　 5 Y R 3／1 （黒 褐 ） ・抑 石 英 含 む 。 底 部 完 形

回 転 実 測

4 弥 生

7 ．5

（4 ．3）

内題　 脚 部 へ ラ ナ チ （鉦 R ）　 ヨ コナ デ　 胴 部 ミ ガ キ lノ、1 7 ．5Y R 6 ／6 （援 ） 細 長 石 ・細 石 英 含 む 。 脚 部 ほ ぼ 完 形 N o．1
台 付 褒 外　 ミ ガ キ　 ヨ コ ナ チ 外　 7 ．5Y R 6 ／4 （に ぷ い 招 ） 完 全 実 測

5 弥 生

碗

（1 1．8 ） 内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 細 石 英 、 繍 長 石 径 1 mm 以 下 の 黒 色 日 蝕 1／7 H 2 2 検 出

（4 ．4 〉

外　 ヨ コ ナ フ一

文　 口 唇 部 ・日 録 部 縄 文　 胴 部 畑 描 波 状 文 （単 佗 不 明 ）

外　 7 ．5Y R 6／3 （に ぷ い 褐 ） 粒 子 d む 。

6 弥 生 （17 ．8） 内　 ミ ガ キ

ミ ガ

内　 7．5Y R 7／4 （に ぷ い 招 ） 径　 mm 以 下 の 長 石 ・赤 褐 色 粒 子 目 線 1／1 0

く5．6 〉

外　 三 ガ キ

文 「1層 部 ・目 線 上 部 縄 文

外　 7．5 Y R 8／4 （浅 黄 橙 ） ・盟 色 粒 子欄 む 。

7 弥 生

‘頭 （13 ．2）

〈4．3 〉

向　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 両　 5Y R 7 ／4 （に ぷ い 積 ） 紺 石 英 粒 子 ～ 1 mm 人 赤 色 粒 子 含 む 。 底 部 1／2 H 22 如 月

外　 ミ ガ キ 外　 5Y R 6／6 （橙 ） 回 転 実 測

蘇 り 槌　 甑 長 さ （m ） 巾 （mm）　 l　 厚 さ （mm ）　 l　　　 g 備　　　 考 出 土 仲 田

2 3 扁 平 片 刃 石 斧 9 5．0 5 4，0　　　 1　　　 9．0　　　 1　　　 8 3．0 未 製 品 。 蛇 紋 岩 、 刃 乱 射 別 Ⅲ ∴　 器 体 政 後 加 工 。 縁 辺 剥 舶 加 工 で 整 形 途 上 。

第9衷INPX H23号住居址出土退物一覧表
番 号 器　 純 法 ll主 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出 土付 置

1 弥 生 （19 ．6 ） 内　 ミガ キ　 赤色 塗彩 内 1 0R 4 ／6 （赤 ） 緻 密。 目線 1／6 検出

鉢

く0．9 〉

外　 ミガキ　 赤色 塗彩 外 1 0R 4 ／6 （赤） r111転 実測

2 弥生

（6．4 ）

く1．8 ）

内　 へラナ デ→ 三ガキ 内　 2．5 Y R 3／1 （暗 赤組） 細 長石 ・細 石英粒 子含 む。 底部 1／4 I 区

褒 外　 ミガヰ 外　 2．5 Y R 5／4 （にぷい赤 栂） riTl転実 測

3 弥生

（5．6 ）

（1．7 〉

画　 王ガキ 内　 7．5 Y R 7／4 （に ぷい鐙） ～ 1mm 大砂杓 含む。 底 部 1／4 検 出

褒 外　 ミガキ 外　 5Y R 6／4 （にぷ い橙） 回転実測

ー21－
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H22土層説明
1．黒褐色土層（10YR23）

砂、小石を多く含む。
2．黒褐色土届（10Yに打2）

砂、小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR訂3）

砂、小石を多く含む。
4．黒褐色土層（10YR3！2）

（柱痕）

jr－．

B　　6　　B’

‾感嘉

㌢
有

里麹
一

Pl　　　　　　標高689853m

O　　　（1ニ80）

5．暗褐色土層（10YRj／4）
砂主体。

6．黒褐色土層（10YR3／2）
砂、小石を含む。（貼床）

7．暗褐色土層（10YR3／4）
砂主体に黒褐色土ブロックを含む。

曽二二　∴「

第19図　H22号住居址

第10表INPX H22号住居址出土遺物一覧表

ゝ壊毒口
17

0　　（1ニ4）

番号 　種 は　抗 成　　　 形　・　調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 城　存・偶　考 ］仕柏椚

l 、Jt

杯 8．8

く5．3）

内　杯瓢ミガキ　脚那ナチ 勺10R4佃（赤） 細長石多く含み、細石英少も拾む。 脚部4／5 ⅢK検出

外　ミガキ　赤色塗彩 脚7．5YR7／4（にぷい櫨）

外10R4／8（赤）

完全実測

2 弥生

（6．6）

（4．8〉

画　王ガキ　脚部ナデ 内　7．5YR7／4（にぷい橙） 紺長石多く含み、細石英含む。 脚部1／2 コ巨

台付褒 外　ミガキ 外　2．5YR6／6（橙） H転実測

3 弥生 （11．2）内　へラミガキ 内　2．5YR2／1（赤盟） 細長石・細石英粒子含む。 n級1／4

H転栗細

u区3層

褒

く5．3〉

外　日唇部縄文11線部縄文→ヘフ描lMク文　円形貼付

休部櫛捕別状文・櫛描垂ド文

外10R5／6（赤）

4 弥生

捷こ

（146）内　ミガキ 内lUYR8／3（浅黄橙） 細長石・細石爽粒子含む。 目線2／3 Ⅲ区3回

く3．6）

外　仕縁縄文　へラ描山形文　・耶赤色塗彩？ 外10YR8／3（枝番楕） 回転実測

5 弥Jl （18．4）lノ、lミガキ 内　5YR6／6（楕） 細長有‾・榔イi英粒r・含む。 l1線1／4 臣区2層

襲

く5．9）

外　ミガキ 外　5YR6／6（給） M転実測

6 弥生

9．8

（7．3〉

内　へラナデ 内　7．5YR7！6（橙） 細長石・柵石英粒子含む。 底部完形 No．2

恵 外　ミガキ 外　5YR6／4（にぷい楕） 完全実測 Ⅲ区堀方

Ⅲl玉出　 H21

－22－



弥生中期

H25上層説明
1　黒褐色土層（10YRか2）

砂、小石、炭化材を含む。
2．極暗褐色土層（7．5YR28）

焼土粒子を多量に含む。
3．黒色土層（10YRl．7／1）

炭化物、焼土粒子を含む。
4．にぷい褐色土層（7，5YR5／4）

焼士粒子を含む。（旧炉）

唱

5．暗褐色土層（IOYR3月）
（柱痕）

6，暗褐色土層（IOYR3／4）
砂主体。（ビット堀方）

7，暗褐色土層（10YR3／3）
砂ブロックを含む。締まりあり。（貼床）

8．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。

l

l＼ト二．1・′

臣事芦

l　　　　　　　　　　　　　　題

．∴苛・

李鵬匡紬‾

義輝

第20図　H25号住居址

第11表INPX H25号住居址出土造物一覧表

蒜㍉五
・三患1㌦

番 丹 器　 地 法　 rlt 成 竪 色　　　 ぷl 胎　　　　 L 残　 存 ・備　 考 出 上 位 置

1 弥 ′i （1 7 ．6 ） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 喚 彩 （ド 用 則 7 両　 7 ．5 R 4 ／8 （赤 ） まれ に 1 m m 大 白 色 純 子 含 む 。 日録 1 ／8 検 出

鉢

（5 ．5 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 （下 勘 瓢 凱 射 外　 7 ，5 R 4 ／6 （赤 ） 細 石 英 ・細 長 石 紘 一「含 む。

2 弥 生

9 ．6

く4 ．8 〉

内　 鉢 部 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 肉　 5 Y R 6 ／4 （に ぷ い楕 ） 緻 密 。 底 部 完 形 N o ．1

台 付 鉢 脚 部 へ ラ ナ デ （柾 目） → 赤 色 顔 料 付 着

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩

外 1 0 R 4 ／8 （赤 ） 2 個 1 組 の 穿 孔 が

2 カ 所 に あ る 。

3 弥 ′l （1 0 ．6 ） 内　 へ ラ ナ チ （址 口 ） －′ミ ガ キ 内　 5 Y R 2 ／1 （公 租 ） 細 石 英 ・和 良 石 粒 子 含 む 。 底 部 1 ／2 刀 区 検 出

甑 （5

6

） 外　 ミ ガ キ 外　 7 ．5 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） ・孔　 1 L 経 （1 ．0 ）

4 弥 生

8

く5 ）

句　 胴 部 ミガ キ　 脚 部 へ ラ ナ チ （柾 l」） ナ デ l力　 7 ．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 時 ） 緻 腕 。 底 部 完 形 N u ．2

千川 ‘親 外　 へ ラ ナ デ （柾 目） → ミ ガ キ 外　 7 ．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橙 ）

弥 ′I

ム 付 魂

1

6

内　 胴 部 へ ラ ナ チ （鉦 日 ） → ミ ガ キ

脚 部 ナ ノ　 へ ‾ナ ー （柾 目 ） 可 ミ ガ キ　 目 線 ヨ コ ナ ノ

両　 7 ．5 Y R 7 ／3 （招 ）

外　 7 こY R 7 ／4 （橙 ）

細 長 石 ・細 石 英 粒 f 含 む 。 「1 緑 4 ／5 検 出

1 5

u　　 T　　　　 7　　 7 ，

外 l 施 用 縄 文 1 1 綾 部 櫛

胴 部 へ ラ描 F コ 』 の 字 ・証

（ヘ う で） 描 波 状 文

ね 文

1 区

P l

6 句 ［

＝ 0 ．2 ）

（4 ．3 〉

内　 豊 山 剥 落

外　 三 が キ　 休 部 下 端 へ ラ ケ ズ リ

底 部 へ ラ ケ ズ リ ーⅠナ デ か ・？

l′LJ 7 ．5 Y R 6 ／3 （に ぷ い 褐 ）

外　 7 ．5 Y R 6 ／3 （にぷ い 抱 ）

紺 長 石 ・細 石 英 粕 －1 含 む 。 底 部 3 ／5 I 区

弥 生

W （1 2 ．2 ）

（5 ．8 〉

lA l へ ラ ナ ヂ （柾 目 ） 内　 7 ．5 Y R 5 ／4 （砲 灰 ） 細 長 石 ・細 石 英 杓 子 含 む。 底 部 l／4 I 区

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ　 底 部 周 辺 へ ラ ナ ヂ 外　 7 ．5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 褐 ） 検 出

炉

－23－



P63珍珍
H24土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、小石を含む。
2．暗褐色士層（10YR3乃）

砂、小石を多墓に含む。（貼床） 第21図　H24号住居址

第12表INPX H28号住居址出土遺物一覧表
蹄け 器　 種 法　 H 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　 l 残　 存 ・備　 考 山 王付 椚

1 弥 生

蓋

（9 ．2） lノ、l ミガ キ 内 1αY R 7／：i （にぷい奇 抱） 細長 石 ・細 石英職 イ・含む。 Il循 3／8 N o ．15

3 ．7

外　 ミガキ 外 ltO Y R 8 ／3 （浅 笛穏） 完 全突測

2 弥 生

6．0

く1．8 〉

内　 脚 跳ナ チ 向　 5Y R 4／2 （灰褐） 細長 石 ・細石 爽粒子 祢 m 底 部 1／1 トレンチ

高杯 外　 ミガキ （雑） 赤色塗 彩 （ハケ塗 り） 外 10 R 5／6 （赤） 完 全実測

剥離 した血 も赤 い

3 弥生 （

（

く

．7 ） 内　 ミカキ　 赤色 塗彩　 凹酢へ ラナチ lJ、l 細長 石∴ 細石‘英杓子 含む。 底部 1／2 1坤転実測 トレンチ

†ニ製円板 ‘～ 6 ）

5 〉

外　 三ガキ　 赤色 塗彩 外　 7 ．5R 4 ／8 （赤 ） 外周摩 滅

用途 器確不 明

4 弥′l

6．7

（4．3 〉

両　 杯部 ミガキ　 赤 色塗彩　 脚部 へラナ デ （址 H ） ナ デ 内 10R 5／6 （赤） 細長石 ・細石 英杓子 含む。 底部 3／4 N o ．1

ふ杯 外　 ミガキ　 赤 色塗彩 5 trR 7／3 （にぷ い橙 ）

外 10R 5／6 （赤 ）

完全実 測

5 弥生 （11．8 ） 内　 ミガキ　 赤 色塗彩 向 1 0R 3／2 （暗 赤褐） 細 石英 ・細長石 粒子含 む。 底 部 1／3　 回転 実測

臨 （3 8 ）

6．6

外　 ミガキ　 赤 色塗彩　 H 屑 部縄文　 けL 径 0．8 ） 外 1 0R 3／2 （暗 赤勧）

二次 焼成か ．？

1L焼成 後せ ん孔

孔 径 （0 ．8）

Ⅱ区

6 弥 生 （1 9．2） 内　 ミガ キ　 赤 色塗彩 （剥落） 内 1 0R 4 ／6 （赤） 細ホ 英 ・細 長石村イ骨 む。 日録 1／6 ⅢlX

鉢

〈2 ．4〉

外　 ミガ キ　 赤 色塗彩 外　 5Y R 6 ／6 （楕） lF・】転実測

7 弥 JIモ （ユ3 ，5） 向　 ミガヰ　 赤色 塗彩 内 10 R 4 ／8 （赤） 細石 英 ・細 長有純 子含む。 ll級 1／4 Ⅲ区

鉢 ・～

く5 ．5〉

外　 ミガキ　 赤色 塗彩 外 10 R 4 ／呂 （赤） lH 転実測

8 弥 生

（8．5 ）

（1．9 〉

内　 ミガキ　 赤色 塗彩 内 10 R 5 ／4 （赤褐 ） 底 部 1／2 n 区

鉢 外　 ミガキ　 赤色 塗彩　 底部 ミガキ 外 10 R 6 ／4 （にぷ い赤褐）

底 10 R 7 ／4 （にぷ い靖橙）

回転 実測

9 弥生

（9．2 ）

（5．4 ）

内　 胴 部 ミガキ　 脚 部へ ラナデ （柾 目） 内　 5 Y R 6／6 （憺 ） 細長石 ・紺 石英絶 一子含む。 底部 1ノ4 トレンチ

台付頸 外　 へ ラナヂ （柾 目）　 ミガキ 外　 5 Y R 6／6 （槌 ） 回転 実測

†い 弥竹

痢

12．6 内　 ミガキ 内　 7 ．5Y R 4／2 （灰抱） 細 長石 ・細石 英粒子 含む。 ll絞 1／1 N く1．13

く8．2〉

外　 ‖唇 ・L l綾 部縄 文→へ フ描山 形又 2 本

胴部 縄文→ へ ラ描 『コ』 の字 重ね文

外　 7 ．5Y R 6／4 （にぷ い橙） 完全実 測

1 1 弥 生

4 ．8

く3 ．6〉

内　 外部 ミガキ　 脚部 ナデ 肉　 体 部 5Y R 4 ／1 （褐灰 ） 細 長石 ・細石英 粒子 含む。 底部 1／1 N o 」2

台 付焚 外　 へ ラナデ （柾 目）　 ミガキ 脚部 7．5 Y R 6／6 （橙 ）

外　 2．5 Y R 5／8 （別 赤褐）

完全実測

12 弥 ′ヒ

く ）

lAl ナデ　 ミカ キ 内　 7．5 Y R 6／3 （にぷい 抱） 0 ．51m 人砂粒 、細長 石 ・組 石英純 子含む。 底部 1／1 N o ．1 1

頭 外　 へ ラナ チ　 底 部へ ラナデ 外　 7．5 Y R 5／3 （にぷい褐 ） 完全実測

13 弥 ′1

（

（

）

）

内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 祖） 0 ．51細 大砂粒細 長石 ・細石 粟粒f 含む。 底 部 3 ／8 N n ．9

・ノ 外　 ミガキ　 底部 ミガ キ 外　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 褐） 円 転実測

14 弥生

壷 （9 6 ）

く2．6 〉

内　 へラナ デ （柾 目） 内　 2．5 Y R l．7／1 （Jm ～ 0 ．51nm 人相 長石粒子 多最 に含む。 底部 1／4 口区

外　 ミガキ　 赤色 塗彩＋ 底部磨 耗 外　 2．5 Y R 3 ／4 （暗赤 抱）

底　 2．5 Y R 3 ／1 （暗赤 褐）

細石 英精子 含む。 回転 実測

ー24－



弥生中期

旦　　　旦’

象形クラン

H28土層説明
1．黒褐色上層（10YR2／3）

パミス、小石を少量含む。
2．黒褐色上層（10YRか2）

パミス、砂を微量に含む。
3．恩褐色土層（10YR2佗）

（柱痕）
4．黒褐色土層（10YR訂3）

砂を多量に含む。
5．黒褐色土層　00YR〟2）

カクラン。（狸穴か）
6．黒褐色土層（10YR2佗）

砂を含む。
7．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多量に含む。（周溝）
8　黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を多量に含む。（堀方）

癖ン

標高689653m

O　　　（1こ80）　　　2m

⊂‾‾「

：「●潤鴨淘

ナ、了二
遺物出土状況（南より）

1Slぷ′♂1。
11第22図　H28号住居址（1）

ー25－

（1ニ4）　　　10cm



第23図　H28号住居址（2）

0　　（1こ4）　　　10cm

15 弥t

盛

（17．0）内　へラナチ（柾目）ミガキ11縁ヨコナデ 両　7．511’R6！2（灰褐） 細長石・細石英純子多く含む。 I緑3／8

転実測

No．3

N　4

く日5〉

外　日録ヨコナデ→＝H部縄文

休部櫛描波状文　櫛捕縦線文

外　7．5ヽR5／＿（1火褐） 回K

16 弥生

6．2

000〉

向　へナデ（fH）　ミガキ 内　7．5YR6／2　恢褐） 0．5rum大の土主石・石英粒子多くrTむ。 rl級完形 No．5

痢 外　へ

底

ナチ（車

へラケF

日）→蹄抽波状文→ミガキ

リ→ミガキ

外　7．5YR5／2（灰褐） 底那1／2

こ全実測

17 弥生 （9．4）向　三ガキ　Ll唇部餓文 内　7．5YR7／4（にぷい億） 細石葵・細長石粘子多く含む。 ll緑1／2

小型褒

（51〉

外　休部縄文　ナヂ 外　7．5YR7／4（にぷい柏） ll11転実I則

18 弓招 （13．2）内　ナデ（柾口）→ミガキ ［句　7．5YrR7／2（明視灰） 細心英・組ト長石粒一子含む。 ［

l

線1／8

転実測

No．5

兜

く74〉

外　日印酔縄文　体郡へフナ丁（柾目）→櫛捕簾状文

→悌摘羽状文（縦）

外　7．51R4／2（灰砲） ぢ　‾ハ

19 弥生

gh

（10．3）内　へラナチ→ミガキ 内　7 ） 細長石・細石張拉子含む。 l腐＝／Rlrll仮実測

波状文トかr上に施文

：て0．5

N　7

〈9．9）

外11線へフナ丁（柾目）→ミガキ

日何部縄文　胴部櫛描波状文

7

外　7

7

5YR5／2（灰

）

）

）

つ．、脂

汗内部逆にして庵文。
Ⅲ区

20 弥Jl

焚 （7．0）

く10．3〉

内　ミガキ 内　7 0．5mm大砂托、細長石・細石英 底部3／8 u区

外　へラナチ（柾目）→へラ捕『コjの7重ね文→三ガキ

底部へラケズリ

外　7．5YR5／4（にぷい褐） 拉「含む。 回転実測 Ⅲ区

トレンチ

－26－



弥生中期

2 1 J ［

蟄 （6．8 ）

lJ、題　 へ う ナ デ （柾 目 ） わ ず か に ミ ガ キ l勺 1（）Y R 7／3 （に ぷ い 褐 ） 細 1と有‾・紳 f湖 粒 r・合 む 。 底 出目 1 2 N o．6

N h l l外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 櫛 捕 波 状 文 （3 本 ） ・日好夫 測

く1 6 ．2） 櫛 描 縦 線 文　 ミ ガ キ　 底 部 ミ ガ キ 外　 川 Y R 7／こう （に ぷ しり桜楕 ） 鴻 「

2 2 弥 牛

蟄

（2 8．．1） lノ、J l的 ′R 7 ／3 （に ぷ い 長 滝 ） 0．5 ln nl 大砂 粘 、 細 長 f l∴ 細 イー‾英 H 緒 1／4 N u ．1 4

（1 8．1）

外 I l縁 那 純 文　 体 邪 へ フ ナ 丁 （柾 目 ）

ナ デ　 櫛 捕 斜 走 （羽 状 ） 文

外 l C）Y R 7 ！、う （に ぷ い 葦 紹 ） 粒 子 ハ む 。 回 転 実 測

2 ニi 弥 生

柵

（1 8．8 ） 画　 王 が キ 内　 7，5 Y R 6／ノl （に ぷ い 橙 ） 細 長 f ト 細 1 英 拉 －「 合 む 。 l l緑 1／6 P 6

く5 ．2〉

外　 H 唇 ．。1制 蚊 ： 頸 ，一1 柑 橘 波 状 文 （111．位 ィ、卿

櫛 描 斜 走 文 （酬 付 不 明 ）

外　 7．、，ヽ R 6／‘1 （に ぷ い 佗 ）

2 4 弥 生 （2 0．2 ） 内　 ミ ガ キ 内 10 Y R 7／3 （に ぷ い ㌶ 絶 ） 祥 1 m m 以 下 の 長 f l‘・細 石 英 含 む 。 日 録 1ノ5 Ⅲ区 ト レ ン チ

焚

（3 ．4 〉

外　 ヨ コナ デ l帽 潮 制 慄 I l緑 那 縄 文　 頸 矧 櫛 捕 簾 状 文 外 1 0 Y R 7／こ1 （に ぷ い 蛮 楕 ）

2 5 弥 ′L

璃

（1 7．0 ） 内　 ミ ガ キ

ノ　　 l T　 l

内　 7．5 Y R 6／こう （に ぷ い 終日 細 長 ん ・細 心 英 合 む 。 目 線 1／6 N o ．2

く乙6 〉

外 日 録 ヨ コ ナ T l l札 部 剣 突 文

胴 部 櫛 描 波 状 文 （一世代 ィ、岬日

外　 7．5 1 R b／2 ・7 ／4

（J天 被い1 こぷ い 楕 ）

2 6 勃 l

焚

（】7．2） 内　 日 録 ヨ コ ナ チ　　 胴 那 三 ガ キ 内　 7，5 Y R 7／4 （に ぷ い 柏 ） 径 1 m 以 下 の 長 石 ・紺 石 筍 l l縁 1／4 Ⅲ区

は 4 〉

外　 ミ ガ キ ［腑 漕 制 文　 隅 郡 櫛 描 波 状 文 （単 性 イこ明 ） 外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 臆 ） 赤 褐 色 粒 「、 細 f i英 含 む 。

2 7 弥 生

親

（1 5 ．8）

（4．0 〉

lノ、】 ミ ガ キ

外　 ミ ガ キ

＝ H 郷 純 受　 目 線 部 縄 文　 へ ラ 捕 1 11形 文

貼 付 文　 頸 部 肝 描 廣 状 文 （乳 化 不 明 ）

内　 7．5 Y R 6 ／6 （橙 ）

外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 佗 ）

細 長 （ ・柵 √ 英 純 一f 含 む 。 日 録 1／5

2 8 弥 ′ト （1 2．6 ） 向　 ミ ガ キ 両　 7 ．5 Y R 6／3 （に ぷ い 褐 ） 日間 以 下 の 長 石 ・細 石 英 含 む 。 ＝ 緑 1／5 トレ ンチ

凌

く4 ．6 〉

外 ‘～

文　 目 線 部 櫛 捕 堪 状 文 （1 辿 l卜 4 本 組 ） 鞘 郡 へ ラ に よ る 文 構

外　 7 ．5 Y R 5／1 （抱 快 ）

2 9 拘こ生

血

（1 1．2 ） ［句　 ナ チ 内 I U Y R 7／4 （に ぷ い 煎 柏 ） 細 長 ホ ・細 f 捕 縄 一戸 多 く 含 む 。 目 線 1／6 u 区

〈5 ．0〉

外 1 1線 縄 文　 蝕 甜；ヘ ラ 描 餓 碗 文 外 1 0 Y R 5／2 （灰 範 褐 ） 回 転 実 測

3 （） づ 生 （1 3．2 ） 内　 ミ ガヰ 内　 7．5 Y R 5／4 （に ぷ い 褐 ） 細 長 石 ・細 心 英 粒 子 多 く 含 む 。 I l扱 1／8 N o ．4

（3 ．5）

外　 目 線 縄 文　 頸 部 純 文 → へ ラ 種 描 線 文　 ミ ガ キ 外　 7，5 Y R 5／：弓 （に ぷ い 褐 ） l1－1転 突 沸

3 6 ウ
［ （1 5．0 ） 内　 ミ ガ キ l 緑 離 別 文 両 1 0 Y R 6／2　 灰 高 祖 ） 作 2 nlm 以 下 の 赤 色 純 一ト 細I f T英 r l緑 1／6 Ⅲ区

（0 ．9〉

外　 ミ カ キ　 ＝ 西 部 縄 文 外　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 柏 ） ・細 長 五 計 れ

4 0 刑 2 ．8 句　 三 ガ キ　 赤 色 喚 彩 内　 7．5 Y R 4 ／6 （赤 ） 細 長 石 ・細 f後 続 子 含 む 。 破 片 Ⅲ 区

上板 3．1

0 ．5 5

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外　 用 R 4／4 （赤 祖 ） 端 部 ス リ

杯 転 用

4 1 弥 竹 2．5 内　 ナ デ 内　 5 Y R 6ノ6 （橙 ） 欄 k 有 ・細 石 婿 粒 f 含 む 。 破 片 皿 Iス：

L 板 2．9

0．6

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 外　 5 Y rR 6／3 （に ぷ い 燈 ） 鼠　 褒 転 用 。

怒 り 棚　 難 長 さ （m m） 叫 （m nl）　 l　 厚 さ （m m ）　 l　　　 g lJ昔f　　　 考 仕上 付 箔

4 2 大 形 蛤 刃 石 斧 1 5 8 ．0 7 8．O I　 4 7°0 1 1。5 °‘0 変 敢 新 緑 岩 。 完 形 。 ガ 部 線 状 痕 ・研 磨 、 船 体 研 磨　 刃 緑 は 研 ぎ 直 し さ れ て い る 。

刃 il開 舶 肌 仙 ユ 研 磨 に よ る 面 取 り 整 形 。

N u，1 6

第13表INPX H29号住居址出土遺物一覧表
蘇 り 器　 顧 法 J．t 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 残　 存 ・伯　 母 ＝日立㌫

1 弥 t （3 ．2） 両　 ナデ　 ベ ンガラ付着 内　 7．5 Y R 6／4 （にぷい橙 ） 細 長わ ・紐佑‘英純 子含 む。 底 部 1／2 ト区

」 （3 ．9）

・ （6 ．0）

外　 へラナ チ　 ミガキ 外　 7．5 1’R 6 ／4 （にぷい臆 ） 回転 実測

手捏

2 弥 生

く且の

（4．2）

内　 ナデ

外　 へラナ チ 1L 邪は擦 り切 りか。

内 10 Y R 7／3 （にぷい 椅橙） 細 長fT ・細 fl英杓 子含む。 脚 部 1／4 I 区

甑 外 10 Y R 7／ニラ （に ぷい 此境） H 転 実測

卜端を替 っている。再利 用

1 糾

．1．9

（2．4 ）

lA J ミガキ　 赤色塗 彰 lAI lO R 4／6 （赤） まれ に 11m 人砂 粒含む 。 底飢＝／1 サ ブトレンチ

鉢 外　 ミガキ　 赤色塗 彩＋ 底 部 三ガキ 外 10 R 4／4 （赤禍）

底　 5 Y R 7／4 （にぷい橙 ）

完全 実測

4 効 1 7．4 内　 ナ チ一・日禄 ミガキ　 赤 色塗彩　 休部 へラナ デ 内 1りR 4／8 （赤） 細長 石 ・細石 英梢 「含むn 日放 1／】 N o．5

8．4

外　 ミカキ　 赤 色塗 彩 休 部 7 ．5R 7 ／4 （にぷ い鏡）

外 10R 4／8 （赤）

緻密。 完全実 測

5 リ出 （8 ．0 ） ［勺　 ミガキ l力　 7 ．5Y R 6／：∃ （にぷ い褐） 紐石英 ・細長 石純子 含む。 日録 1／4 1 区

片 目＝鉢

く6 ．2〉

外　 ミガキ 外　 7 ．5Y R 7／こう （にぷ い臆） llコl転実 潮

6 と同個体 か

li 弥′ト

壷 （5 ．R）

（4 ．6〉

向　 ベ ンガラ付着　 へ ラナ デ （柾 目）－Ⅰミガキ 両 lDY R 7 ／4 （にぷ い揖捷 ） 細 石葵粒 子含 む。緻鯨 ， 底部 こう／4 サ ブ トレンチ

外　 へ ラナチ （柾 目） －ウミガキ 外　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い危） 回転実測

7 勺 I （1 7．2 ） l句　 ミガ キ　 ′肘色塗彩 内 l DR 4 ／8 （赤） 細 石英 ・棚 長石 粒 予舟 払 H 縁 3 ／8　 日転実 測 サ ブ トレンチ 【は

rS‘ごi杯

〈6 ．1〉

外　 ミガ キ　 赤色 塗彩 外 1 0R 4 ／6 （赤） 目線突起 あ り。 A か 9

8 判 l （19 ．2 ） 内　 ミガキ　 赤色 塗彩 内 10 R 4 ／8 （赤） 細長 f l．・細 石 填粒 11含 む。 日録 1／1 l 区

〈6．4 〉

外　 三ガキ　 赤色 塗彩　 卜部は ミカキ のみか 外　 ユO R ・4／8 （赤） 完 全実測

カ

1ド

12 ．9 内　 胴 部ナデ　 へ ラナデ　 日綾 部 ミガキ　 赤 色塗彩

外 l鳩巨 しけ柑Ii縄 ‘‘－・へ ‾描 波状 ’　 頭甜純 ‘→ へ ‾描

lh1 10 1く4／8 （赤） 細長 石 ・柵 一英純 子含む。 rJ絹 7／　 完 全突 洪可

ごむ　　 、リ‾

N u ．1

サ ブ トレ ンチ

く15 9〉

H u　　 又　　 フ　　　　 又　　 U　 ．文　　 7

、目 線 文→ ミガキ赤 色喰彩　 掴中位 へ ラ描勅 緑 文

射那 m n u 石㌣ （にぷ い

外 lU R 4／8 （赤）

l 仕訳脹飾落あ り

壷 を船台に 再利用 か ・？

1 0 弥′ト

も・ニ

（16 ．4） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 7 ／6 （橙） 組長 石 ・細石 共粒 子含む。 目線 5／16 T l Oこ1

（3．9 〉

外 J l何 部机 文 ・ll綾 部緋 文叫 へラ描波 状文 外　 7 ．5Y R 7 ／6 （境） いり転 実測

11 判　 r （15．8 ） 内　 ミガキ 内　 5 Y R 5／6 （明 赤禍 ） 細k 石 ・細石 項粒 r 含む。 l J緑 1／6 N u．2

（6．1 〉

外　 ミガキ l輔 潮制 文 外　 5 Y R 7！4 （にぷい抱 ） 回転究 測

IZ 頻出

12こ

日8，8 ） 内　 ミガキ lA1 7 ．5Y R 7／3 （にぷ い抱） 細長石 ・租f 英杓子 含む。 創部 1／こう I 区

く8 ．8〉

外 I l絹縄 文予・ヘ フ描 山形 又 （．う木）　 ミガキ

頸部縄 文→ ヘラ捕 γ行綴 文 （3 本）

外　 7 ．5ヽR 6／4 （にぷ い楕） いl血こ実測

1こう 殉 l 1 3．6 ［ム題　 ミガ キ 内　 75 Y R 7／4 （にぷ い鏡 ） 細 長f ト 細石‾英粒 子含む。 日絶 1／1 N o ．7

く1 1．5）

外 1惰 訊縄文　 頸部縄 文→ ヘラ椎 、14行線 文　 ミガキ 外　 7．5 Y R 7／4 （にぷ い橙 ） 完 全つさ測

ト1 椚

壊

（22 ．4） l勺　 ミガキ

J

lA1 5Y R 2 ／1 （黒褐） 細心湖上 細 長f lr純 一予含む。 目線 I／4 l ：十

‖ 】．9）

外　 目線 ヨコナ丁 叫l け摘 机 又

頸 部櫛描 横線 3 本　 体 調糾文 一欄 描 波状 文

外 ．っY R 4 ／3 （にj 、い赤褐 ） 回 転実測

15 弥 ′r

兜

（I8 ．6） 内　 三ガキ

外　 H 緑ヨ コナ 一一一I lh ’那純 ‘

両1 5Y R 4／2 （I火

外　 FY R 6／3 （‾

抱）

赤 ）

細 長石 ・細 石英 ト予含む。 「l綾 1／2 I 区

く11 ．4〉

丁　　 ．Y U　 ，文

体 郎櫛描波 状 文→樹抽 縫紋 文→俄抽 波状 文　 卜部ミガ キ

にぷ い′ト褐 【り転突洪l

内 面赤付

1

着

検山 l由

N u ．8

－27一
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H29土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2，黒褐色上層（10YR訂2）

1層より明るく、砂を多く含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

砂を少量含む。
4．暗褐色土層

砂を含む。
5，赤褐色土層

焼土。
6．黒褐色土層

（炉堀方）
7．黒褐色土層

（柱痕）
8，黒褐色土層

（10YR3／3）

（周溝）

（5YR4／6）

（7．5YR3／2）

（10YRa3）

（7．5YR3／2）

（ピット堀方）
9．黒褐色土層（10YR23）

砂、多量に含む。（貼床）
10．暗褐色土層（10YR3〟）

（床下柱痕）
11．褐色上層（10YR4／4）

砂主体。（床下ピット）

ヽ1

愕

第24図　H29号住居址（1）
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第25図　H29号住居址（2）
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（1．3）

第26図　H29号住居址（3）

1 6 弥 Jt （1 6 ．4 ） 内　 ミ ガ キ 向　 7．5 Y R 5 ／1 （枢 灰 ） 細 長 石 ・細 石 英 純 子 含 む 。 目 線 3／8　　　　　　　 I lべ

焚

（6．4 〉

外 l lは ヨ コ ナ デ → 口 唇 郵 緋 文　 体 甜瀾 描 波 状 文 外　 7．5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 抱 ） いり転 実 測 サ ブ ト レ ン チ

1 7 弥 生 （1 3 ．9 ） 両　 ミ ガ キ 内　 5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 赤 褐 ） 椰 石 英 ・柵 長 石 粒 子 含 む 。 l 1線 1／2　　　　　　　 】区

褒 6．0

（1 5 ．1）

外 I l可 部 純 文　 頸 離 郷 描 廉 状 文 → 体 部 聯 楢 波 状 文 ・ヰ

櫛 捕 縄 碑 文　 下 部 → ミ ガ キ

外　 5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 招 ） 底 部 1／1

H 転 実 測

1 8 弥 生

餓

（1 1．0 ） 内　 ミ ガ キ 両　 7 ．5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 目 線 1／4 I 区

〈1 1．7 〉

外 I l緑 ヨ コ ナ 丁

体 郡 櫛 描 波 状

1 1掃 郡 純 文

一欄 凋 調 載 文 一・休 部 ド半 ミ ガ キ

外　 7 ．5 ヽR 3／1 （㍊ 抱 ） 回 転 実 測

1 9 リ川 （1 2．8 ） 両　 へ ラナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ 内 1 0 Y R 7 ／4 （に ぷ い 担 ） 細 長 石 ・細 石 偲 紆 十 か m 目 線 1 ／6 N o 4

褒

（8 ．2〉

外　 ＝ 綬 ヨ コ ナ デ ー・休 部 蘭 描 波 状 文 （4 本 ） l l軽 部 納 受 外　 5 Y R 6 ／3 （に ぷ い 橙 ） いJ版 実 測

2 0 弥 生 （1 2．4） 内　 ミガ キ 内　 7，5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 把 ） 細 長 石 ・細 心‘粟 粒 f 含 む 。 l I緑 1 ／7 1 十

褒

く5 ．6〉

外　 へ フ ナ T （柾 目 ）

文　 日 南 部 縄 文　 日 綾 部 へ ラ 抽 波 状 文

胴 部 へ ラ 捕　 rコ 』 の 字 ・重文

外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 臆 ）

2 1 弥 生

（9．2）

く6．6 〉

内　 三 ガ キ 両　 5 Y R 4 ／3 （に ぷ い 赤 松 ） 細 長 石 ・細 f潤 粍 11含 む 。 底 部 1／6 1 十

親 外　 ミ ガ キ 外　 5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 回 転 実 測

2 2 弥4

（8．0 ）

（4．4 〉

lA 題　 ミ ガ キ 内　 7．5 Y R 3 ／1 川 ．ミ掲 ） 紺 長 石 ・細 石 英 粒 ・含 む 。 底 部 1／2 ＝区

褒 外　 ミ ガ キ 外　 2．5 Y R 4 ／3 （に ぷ い 赤 褐 ） ll亜 紀天 測

内 面 ス ス

2 ごi 弥 生

4 ．8

（4 ．7〉

再　 三 ガ キ 力　 7 ．5 Y R （灰 褐 ） 細 長 石 ・紺 石 英 紘 一予含 む 。 底 部 1／1 1 甚

焚 外　 縄 文 → ミ ガ キ 外　 7 ．5 R 2 ／】 （赤 丑り 完 全 つミ測

2 4 弥 ′ト

（8 ．0）

く5 ．3）

勺　 杯 珊 ナ デ　 脚 部 へ ラ ケ ズ リ ． ナ デ 内　 2 ．5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 赤 褐 ） 細 長 fト 細 石 英 純 子 含 む 。 底 部 1／6 l l十

台 付 焚 外　 三 ガ キ 外　 2 ．5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 赤 褐 ） 回 転 実 測

2 5 弥 生

（8 ．2）

く4 ．3〉

向　 へ ラ ナ デ （粧 し！） 両　 5 Y R 6 ／6 （梢 ） 細 長 石 ・細 石 粟 粒 f 含 む 。 底 部 5 ／6 ＝ 区

台 付 頚

（脚 ）

外　 ミガ キ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 回 転 ’実測

2 6 （14 ．8） 沐1 ナ デ → ミ ガ キ 両　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ） 糊 長 石 ・椰 イゴ英 粒 一千含 む 。 r I緑 3 ／8 1 区

（3 ．4）

外　 目 線 ヨ コ ナ デ ー・I 「西 部 縄 文 外　 7．5 Y rR 6 ／2 （灰 褐 ） 回 転 実 測

2 7 勃 1

1げ

向　 ナ デ ー・上 部 ミ ガ キ 向　 7．5 Y R 8 ／3 （浅 黄 楕 ） 細 砂 粒 合 む 。 首 部 1／1 N o ．こi

外　 勤膵 附則 掛 的 経 文 （6 ノい　 一・三 ガ キ 外　 7．5 1－R 8 ／3 （洩 鏡 橙 ） 完 全 実 柵 目 貫

H 区 2 層

2 8 弥 生

壷

内　 へ ラ ナ ヂ → ミ ガ キ l句　 7．5 Y R 7 ／6 （橙 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 首 剖1 3／4 サ ブ ト レ ン チ

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → 沌 留 縄 文 －・ヘ ラ 描 平行 経 文 → ミガ キ 外　 7．5 Y R 7 ／6 （楕 ） 回 転 実 測 検 出

2 9 リ （1 9 ．2）

く2．4 ：ン

内　 ミ ガ キ

外　 ヨ コ ナ デ 後 へ う ナ デ　 川柾 目 ）

け 再 離 縄 文

内　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 招 ）

外　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 鮎 ）

細 長 石 ・細 石 英 純 子含 む 。 1 0 Y R l ／5 I 匡

3 0 弥 生

壷

（1 9．4 ） 内　 ミ ガ キ 両　 7 ．的 ’R 6／2 （尿 栂 ） 径 2 m m 以 下 の ユ 色 粒 子 、 循 l nlm l‾l緑 1／5 日 十

〈3．2 ：・

外　 ミ ガ キ

I l肩 部 剥 離 の た め 判 別 不 能

日 枝 部 別l文　 へ ラ括 波 状 文

外 1 0ヽ R 8 ／3 （桟 黄 楕 ） 以 トの 枢 色 拉 f ． 長 石 ・細 石 英 を 含 む 。

3 I 弥 生

W 9．6

く6 ．0）

内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 内　 5 Y R 7 ／6 （佗 ） 相 良 石 ・細 石 革 紐 11 含 む 。 底 部 1／2 N o ．6

外　 ミガ キ 外　 7 ．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 椅 ） 完 全 実 測 ＝ 区

3 2 弥 ′lt

（1 0 ．0）

く4 ．4 〉

lA l へ ラ ナ デ 肉　 7 ．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 楕 ） 細 長 石 ・細 石 英 精 子 含 む 。 底 部 5 ／1 2 I l耳

壷 外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 一・三ガ キ 外　 2．5 Y R 6 ／6 （槌 ） H 転 実 測

こ1 3 リ

（8．4 ）

（6．8 ）

Jカ　 へ ラ ナ ≠ （柾 H ） 両 1 0 Y R 7 ／2 （に ぷ い 長 滝 ） 細 石 英 ・細 k 石 粒 子含 む 。 底 部 1／4 目 星

外　 底 部 へ ラ ケ ズ リ → 休 部 ミ ガ キ　 淵 ；赤 色 疎 料 付 着 外　 5 l rR 3 ／1 （週 褐 ） 回 転 実 測

3 4

8．5

（1 0 ．3〉

向　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） ナ デ ［句　 7．5 Y R l ．7／1 （土は） 細 長 石 ・紺 石 英 粒 子 多 く 含 む 。 底 部 1／1 X H ．9

検 出

I 区

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ 外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 橙 ） 完 全 実 測

3 5 弥 ′仁

壷 （1 1．6 ）

く1 4．5 I

内　 へ ラ ナ デ （柾 目） 内　 7．Y R 6 ／2 （J火砲 ） 細 石 英 ・細 長 イ1粒 子 含 む 。 底 部 1／4 I

ヽ外　 三 ガ キ　 赤 色 顔 料 付 ポ 外　 7．5 Y R 7 ／2 （別 掲 灰 ） 卜一】転 実 測

蘇 り 顧 也 長 さ （m m） 両 （m m） Jゾ さ （m m） g 備　　　 考 JlH 日立 m

5 3 暦 学 践 3 0．5 2 7 ．0 6 ．rl 5 ．5 未 払 乱　 上 部 付 近 欠損 。 サ ブ ト レ ン チ

5 4 ニ次 ノj 二剥 片 5 ．0 7 乞0 1 6 ．0 5 3 ．（I 凝 尿 岩 。 器 体 加 ¶ 拙 脱 検

5 5 肖 1 7．0 3 9 ．0 5 ．（） 4 ．1 斑 岩 。 刃 郡 刃 こ ぼ れ 。

5 6 ＝ 7 5．0 6 】．0 3 6 ．0 8 ．0 軽 石 T（くつ 1

5 7 廠 石 1 3．6 6 ．5 4 ．5 4 8 4 砂 岩 。 直 接 に よ る 器 体 加 工 あ り 。 両 端 と 塞 那 r　 火 に 強 f 瓜

5 8 大 形 蛤 刃 石 斧 1 5 1．日 6 ．0 ノ1 2 ．0 7 4 （1．0 変 質 輝 最 償 ・。 刃 瓢 欠 損 ・研 磨 、 器 体 研 磨 。 刃瀾 凌 大 き く 腋 肱 N t 1．1 0
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弥生中期

「「三．亨舞単一
－騨

＿いJ－－

ド触jtモJ＿．．：ゴ二　‾道も

…去‥‥．，：賢二1‥：てく・‾1㌔：．′：‥、、こ・－1、：、l、．－’｝く：．：芋．．：、‥、、｝I
完掘（東より）堀方（西より）

霊完冠固く
H35土層説明
1，暗褐色土層（10YR3月）

砂、小礫を含む。
2．黒褐色上層（10YR3／2）

砂、小磯を含む。
3．褐色土層（10YR4／4）

砂、小磯、ローム粒を多く含む。
4．褐色上層（10YR4／6）

砂、小礫を極めて多量に含む。
5．褐色土層（10YR4／6）

砂主体。
6．暗褐色土層（10YR3瑚

砂、小磯を極めて多量に含む。

鞄彪

C’
D
一

D－杉

麿∴

第27図　H35号住居址

旦　32　3　2　　3　　旦’

P3P2　　　　　　Pl

旦　　　　⊆’

’誓彪

H36土屈説明
1．暗褐色土層（10YRコβ）

砂を多く含む。
2　黒褐色土層（10YR2／2）
3．黒褐色土層（10YRが3）

砂を多量に含む。（貼床）

第28図　H36号住居址
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第14表INPX H35号住居址出土遣物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出土位置

1 弥 生 （14．9） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 口縁 1／8 検出

鉢

〈3．4〉

外　 ミカキ　 赤色塗彩 外 回転実測

2 弥生

10．4

〈6．5〉

内　 杯部 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部 へラナデ （柾目） 内　 杯 部 10R4／6 （灰褐） 細長石粒子多量に含む。 底部 7／8 完全実測 No．3
高杯 外　 ミガキ　 赤色塗彩 7．5Y R 6／2 （灰褐）

外 10R 4／8 （赤）

細石一策粒子含む。 脚内側に赤付着

底部かな り摩滅

3 弥生

8．2

〈5．3〉

内　 胴 部ミガキ　 脚部 へラナ デ （柾 目） ナデ 内　 7．5trR 7／4 （にぷ い橙） 細長石粒子多 く含む。 底部 1／1 N o．2
台付襲 外　 ミガキ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷ い橙） 細石英粒子含む。 完全実測

4 弥生

”こ士雪ぎ （6．6）

〈13．0〉

内　 ナ デ　 剥離 内 10Y R l．7／1 （黒） 底部 3／4　回転実測 N o．1
外　 頚部縄 文→へ ラ描 平行線文　 ミガキ 外 10Y R 7／4 （黒）

10Y R l．7／1 （黒）

休 部穿孔か ？

門孔あり。

I 区

番号 種　 類 長さ （nlnl） 巾 （nlnl） 厚さ （nllu） g 備　　　 考 出 土位置

12 砥石 ＋敲石 89．0 29．5 23．0 69．0 部分的に砥面あ り。敲打痕端部にあり。 末

13 小形扁平片刃石斧 34．0 23．0 5．0 8．8 蛇紋岩。刃部縁辺整形加工研 磨、 流通 品か ？ Ⅱ区

第15表INPX H40号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出土位置

1 弥生

（6．0）

〈4．2〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 （薄く残 る） 内　 2．5Y R 4／6 （赤褐） 紺石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／4 Ⅲ ・IV 区
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 回転実測

2 弥生

6．4

〈4．3〉

内　 休部 ナデ　 脚部 ナデ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷ い橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／1 N o．2

台 付襲 外　 ミガキ 外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 完全実測

内面スス

3 弥生 （15．6） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 7／4 にぷ い橙） 細石英 ・細 長石粒 子含む。 目線 1／4 N o．1

賓

〈9．9〉

外　 目線 ヨコナ デ→ H 緑刻 目　 休部櫛描縦羽状文 外　 7．5Y R 5／3 （にぷい褐） 回転実測

4 弥生

5．8

〈6．2〉

内　 ミガキ 内 10Y R 6／4 （にぷい黄橙） 長石粒子多 い。 底部 1／1 N o．3

婆 外　 へ ラケズ リ 外 10Y R 4／2 （灰黄褐） 完 全実測

内面赤色顔料付着

2．弥生時代後期　　H270日33。H34D H39。H48。H50D H55（不明）。H77。H808H82個H880H105

弥生後期の住居址は12棟検出され、H55。H33を除いて、ほぼ同一期である。窯は口綾部に櫛描波状文が一段帯状に施文さ

れるか、または無文で、壷は胴中位に外稜を持っておらず、後期初頭の土器様相を持つものである。隣接する、西一本柳遺跡

ⅢeⅣで9棟検出され、本調査とあわせ17棟の弥生後期初頭の住居址が確認された。Ⅲ。Ⅳ地点では本資料より後出するであ

ろう弥生後期の箱清水期の住居址も5棟みられ、西の北西の久保遺跡も後期の箱清水期の集落が主体である。2棟のみが後期

初頭であるが他に後期初頭の住居址はみられない。本遺跡の弥生後期初頭の土器群は弥生中期と直接連続せずに琵琶坂遺跡群

直路遺跡IのHlなどの土器群が介在するようである。

本遺跡を含め、周辺の弥生後期住居址調査数は67棟である。

本遺跡　　　　西一本柳遺跡Ⅱ～ⅩⅡ　　　　北西の久保遺跡　　　　五里田遺跡　　　　合計

12　　　　　　　　　　　17　　　　　　　　　　　　　　38　　　　　　　　　　1　　　　　　　68

墓としては北に隣接する西一本柳遺跡Ⅸで一辺8．6mの四隅の切れる周溝が検出されている。報文では弥生中期としている

が弥生後期初頭の方形周溝であろう。本遺跡弥生後期初頭の集落に伴う周溝墓と推測され、弥生後期初頭の方形周溝が集落と

構成されていたことが確認された。
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弥生中期

くl　　　　　　　くl

B　　54

H40土層説明
1、黒褐色土層（10YR23）

パミスを少量含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

暗褐色土ブロック（10YR3／4）を含む。

調

査

∴　‾、∴ニー
0　　（1こ4）　　　10cm

完掘（南より）

3，暗褐色上層（10YRj〟）
パミス、砂を含む。

4．暗褐色土層（10YR3／3）
砂ブロックを多く含む。締まりあり。（貼床）

5．褐色土層（10YR4／4）
砂が多量に混入。

6．暗褐色土層（10YR3／4）

第29図　H40号住居址
（1ニ4）　　10cm

完掘（南より）

H43士層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

パミスを少量含む。
2．黒褐色土層（10YR訂3）

砂を含む。
3，暗褐色土層（10YR3／3）

（周構）
4　黒褐色土層（10YR2／3）

砂ブロックを含む。
5．暗褐色土層（10YR3／3）

パミスを少量含み、砂を多量に含む。
6．褐色上層（10YR4！4）

小石、砂を含む。
7．暗褐色土層（10YRコ〟）

砂が多く混入。
8．黒褐色土層（10YRか3）

砂ブロック、パミスを含む。
部分的には固く締まる。（貼床）

区　　9．黒褐色土層（10YR〟2）

外　　　締りなし。
10．褐色土層（10YR4／4）

砂を多く含む。
11～14．（床下ピット）

第30図　H43号住居址

第16表lNPX H43号住居址出土遺物一覧表

堀方（南より）

妄＝ここ〇4C＝＝＝二つ5検出　　Ⅳ区6Ⅳ区

3　　　　　　　　0

一くこも

逮語録既知
，茸．＿‘‾l　、，‘‾　て

12　　¶㌔亮哀憐
（1　2）

露丹 器　 種 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 ト 残　 存 ・備　 考 出土位置

1 弥′仁 （12 ．7） 内　 ナデ

外　 へラナ デ （柾 目）→ ミガキ

画　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 ） 紐 石英 ・相良石 粒子 含む。 Ll緑 5 ／1 2 P l

蓋

（2．1〉

外　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 ） 回 転実測 n 卜

Ⅳ ＿

2 ニナ十 （12 ．8） 内　 ミガキ　 赤色塗 彩 内 10 Y R 7／3 （に ぷい 黄橙） 繍石 英 ・細 長イ1杓 子含 む。 目線 1／8 堀方

鉢

く3．6 〉

外　 ミガキ　 赤 色塗 彩 外 10 Y R 7／3 （に ぷい黄 樽） lnJ転実刑

～33－



C’

H44土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）
2．暗褐色土層（10YR3月）
3．黒褐色土層（10YRか3）

（柱痕）
4．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多量に含む。
5＿　褐色土層（10YR4／4）

砂主体。（堀方）

9

nl郵1。噂も 14 15　第31図　H44号住居址
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弥生中期

こう 弥 ′tミ

（5 ．1 ）

く2 ．4〉

内　 ナ デ 内　 7．5 Y R 6 ／8 （紐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 底 部 1／2 検 とIj

覇 外　 ミ ガ キ 外　 7．5 Y 7 ／4 （に ぷ い 鎧 ） 回 転 実 測

内 面 ベ ン ガ ラ付 着

4 弥 生 （4 ．6）

4 ．6

0 ．8

句　 ミ ガ キ 内　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 拉 ） 紐 石 英 ・細 長 石 精 子 含 む 。 ・都 欠 損 Ⅳ 区

t 製 円 転 外　 へ ラナ デ 後 ミ ガ キ　 櫛 描 斜 走 、1え行 線 文 外　 5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橙 ） 弥 生 康 の　 こ次 利 用

弥 ′亡 5

5

9

3

3

0

向　 三 ガ キ 内　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 危 ） 怪 1 m m 以 下 の 黒 色 杓 子 ， 長 石 ほ ぼ 完 形 検 出

1ニ製 円 板 外　 へ ラ ナ デ （もI…日 ） 5 本 1 組 と す る 櫛 欄 斜 走 文 外　 7．5 Y R 5 ／1 （砲 灰 ） ・細 石 英 含 む 。 弥 牛 婆 の 二 次 利 用

轟 丹 種　 類 長 さ （m m） 巾 （m m ） 厚 さ （m m） g 備　　　 考 出 土 位 置

1 1 2 ノJ f （2 4 ．0〉 4．0 I　　　 2．5 1　　　 0 ．9 鉄 製 品 ・渥 人 品 ？ N o．1

第17表INPX H44号住居址出土遺物一覧表
番 持 譜　 越 法　 窮 成　　　 形　 ・ 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 士 残　 存 ・備　 考 出 土位置

1 弥 生 1 9．1 内　 へ ラケズ リ→ ミガ キ 内　 7．5 Y R 6／6 （橙 ） 紺 石英 ・柵長石粒 子含む 。 ほば完 形 N o ．2 ・3 ・4
壌 8 ．1

2 2．6

外　 ヨ コナ デ　 へラナ デ （柾 目）→ ミガキ

頭部櫛描 簾状 文 （1 連 止 7 本）

ー・休部櫛 描斜 走文 （柄佗 羽状）

外　 5Y R 8 ／4 （淡黄 ） 完 全実測 床

1 層

2 弥 1ミ

6 ．3

（2 ．7 ）

内　 ナヂ 内　 7．5 Y R 7／4 （にぷ い栂 ） 細石 葵 ・細 長石粒 子含む。 底部 完形 1 層

空 外　 ナデ 外　 7．5 Y R 5 ／3 （にぷ い栂 ） 完 全突湘

3 弥 ′巨

く2 0．8 〉

内　 へ ナデ （柾 目）　 ミガキ 内　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橿） 細石 英 ・細 長石粒 子含む． 頸郎 ～休部 上半完 形 N o．1

壷 外　 へ

へ

ナデ （柾 目） 頸 離縄文　 へ ラ描 平行線 文

描波 状文　 刺突 文

外　 7．5Y R 8 ／3 （浅黄橙 ） 頚部 ～桐中付 まで施 文

完全実 測

床

4 弥′lミ

（14．2 ）

内　 へ ラナデ　 ミガキ 内　 7 ．5Y R 3／1 （盟栂） 細石英 ・細長 石精子 含む。 頸部 3 ／4 床

壷 外　 へ ラナデ （柾 目） ミガキ　 頚 部縄文 →ヘ ラ抽 平行線 文 外　 7 ．5Y R 7／3 （にぷ い億） klI転実 測

5 弥 セ （19．6 ） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 7／3 （にぷ い橙） ～ 0．5 mrn 大細石 英 ・長石 粒子含 む。 目線 1／2 N o ．6

ナ

（1 2．1〉

外　 朝潮

→ 【

欄 描簾状 文 （9 本 1 避止）

」緑 ・胴 上部櫛 描波状 文 （9 本）

外　 7．5 Y R S／4 （洩蛮橿 ） 回転実 測

藤 一F子 種　 籾 長さ （mm） 巾 （mnl） 厚 さ （mm）
g 備　　　 考 用 土位㌍

16 扁平片 刃石斧 3 1．0 4 3．0 6 ．0 12 ．7 蛇 文岩。 上部 欠栂。 刃部縦 方向線状 痕 ・研 鳳　 詣体 研磨。

第18表INPX H47号住居址出土遺物一覧表
番－～こj・ 器　 種 法＋ 星 成　　　 形　 ・ 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 上 残　 存 ・備　 考 出十付 帯

王 リ′貴 （16 ．g ） 内　 ミガキ　 赤色塗 彩 ？ 内　 7．5Y R 7 ／6 （橙） 細石英 ・細長 石粒子 含む。 ∩扱 1／8 I 区

く5．7 〉

外　 ‖唇部織女 Il緑縄文 →へ ラ描 11j形 文

王ガキ赤 色塗彩 ？

外　 7．5Y R 6／4 （にぷ い招） 回転 実測

2 弥生

’くトニ

（6．0 ） 内　 ミガキ　 赤 色塗 彩 内　 2 ．5Y R 4／8 （赤褐） 紺石英 ・細長 石粒子 含む。 H 緑 1／4 I 区

（2 ．4）

外　 ミガキ　 赤 色塗彩 外 10R 4／8 （赤） 回転実 測

3 弥 生

褒

（1 3．4 ） 内　 ミガキ 内　 7 ．5 Y R 4／3 （栂） 椰 石英 ・細長石 杓子含 む。 U 緑 1 ／4 I 区

（4 ．6）

外　 噛 郎縄 文　 休部 櫛欄波 状文 外　 7 ．5 Y R 4／2 （灰 掲） 回 転実測

4 弥 生

痢

（1 1．2 ） 内　 ミガキ 内　 5 Y R 5 ／2 （灰栂 ） 細 石英 ・細 長石 含む。 目線 1 ／8 Ⅲ区

く1 ．4 〉

外　 ヨコナ T

文 Il肩部縄 文 11線部 縄文　 へ ラ描 波状 文　 貼付 文

外　 5Y R 5 ／2 （灰褐）

宿 り 梗　 概 長 さ （mm ） 巾 （m m） 厚さ （mm ） g 備　　　 考 出 土位 置

8 石蝿末 2 1．5 18 ．0 4．7 L 2 ユ此曜 石。 刃部縁辺 整形 加工押 圧、 ㍑体 加工押 托。 堀方

9 臍 製圧 級 24 ．0 2 1．0 2．0 L 2 粘板 岩。 先端右崩丁欠抱。 I 区

断、　細・脚一ニ・・一′h

旦’　B

遍彪磁旦つ
H47土層説明
1・暗褐色土層（10YR3！3）　3．褐色土層（10YR4／4）

小礫を多く含む。　　　　砂を多量に含む。（堀方）
2．黒褐色土層（10YR3佗）

砂を多く含む。

「闇‾視
第32図　H47号住居址
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〝
日
日
叫

威喝叫、l～

H

〃

〃

　

9

啓

0　　　（1ニ4）　　　10cm



言農あり黒色が強い。砂、小石を含む0。．禁雷ロック馳（堀方）第33図　H49号住居址

第19表INPX H49号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 純 法 ；l 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 上 残　 存 ・l茄　 考 山 lニ仲 間

l

H 49

弥J上

朋

】7 ．fJ 内　 へ ラナチ （柾 目）一・三ガキ　 赤色転科 付着 内 10 Y R 7 ／4 （にぷ い蹟椅 ） 細 長〃 ・細〟 英純子 含む。椒 乱 I l絃 部完形

N H．5

（9．の

外 Il緑 へ フナT （

弧 部綿文 一・ヘ ラ

柾 目） －Ⅰミガ キ　 日中は机瑠文

描 、lt行線 文　 赤 色血料 付着 外 lD Y R 7 ／4 （にぷ い此橙）

完全 実測

2 弥 生

銅

（19．0 ） 内　 へ ラナデ （柾 l］） 一一ミカキ 両　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い穐） 細 山 －‾・細石 英粒子 n む。緻 密。 l 縁 ～休部 l／2 N o ．2

H 4 9

〈17．0 〉

外 休 那下1 ・へ フナ 丁 （如こ□） → ミガキ

体 郡 上半へ ラナ デ （柾 目）櫛描 波状 文

日肩 部械ナ デ→押捺

外　 D Y R 6／4　 にぷ い橙） 回転突 測

3 弥 せ （15．4 ） ［ム1 」緑 ヨコナ デ　 へ ラナデ （柾 目） → ミガキ 内　 7 ．5Y R 6／4 （にぷい危 ） 紳石 英 多く、細 長石粒 ナ含む 1 目線 部完形 N o ．4

H 4 9 襲

（1 0．0〉

外　 r l縁 ヨコナ ヂ Il屑 剤⊆約 文　 櫛描 波状 文 （6 本） 外　 7 ．5YrR 7／4 （にぷい憺 ） 完全実 測

番号 相 蝋 長さ （mm ） 中 （mm） JIJ さ （mm ）
g 郁i　　 考

4 局 、l用 ‾刃石斧 58 ．0 53 ．0 9．0 0．5 変質輝線 岩。刃 部縦方 向線4夫痕 、 刃榔帆 酢∴隊 困彿 軋 N o ．6

H51土層説明
1．黒褐色土層（10YR2！2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR〟2）

（柱痕）
3．暗褐色士層（10YR3／4）

砂主体。

6B’　　4・黒褐色土層（10YR〟3）

碧　5．品土屑（．。，R3′3，

覧　6・蓋曇萎蓋廼芸喜怒

研磨痕のある剥片（貢岩）
l

第34図　H51号住居址

－36－



弥生中期

蛸

P4

D I D’

‾賓困
Ii52土層説明
1．黒褐色土層（10YRが2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR訂3）

砂、小石を多く含む。
3．暗褐色土屑（10YR3／3）

砂を多量に含む。

毎麺
標高689．75am

O　　　（1ニ80）　　　2m

10　　　　　11

4．黒褐色土層（10YR2花）
（柱痕）

5．時栂色土層（10YR3／3）
砂主体。

6，黒褐色土層（10YR〟3）
砂を多量に含む。（貼床）

12
－「1

第35図　H52号住居址
剰9

第20表INPX H52号住居址出土遺物一覧表

0　　（1こ4）　　　10cm

番号 器　械 法　相 成　　　形　・　調　　　整 色　　　調 胎　　　t 残　存・備　考 日日爛詔

1 弥生

（5．4）

く2．7〉

内　ミガキ　赤色塗彩 内10R4／6（赤） 細長ホ・細石英粒子含む。 底部1／5 検出

鉢 外　ミガキ　赤色塗彩　　底部三がキ 外10R4／8（赤）

底　7．5YR7／4（にぷい滝）

回転実測

2 弥生

6．0

く7．2〉

内　ミカキ 内　75YR6／3（にぷい褐）細長石・細石英粒子含む。 底部1／1 T4

衆 外　ミガキ 外　7．5YR7／3（にぷい橙） 完全実測

3 弥1た （16．4）山　王ガキ 両　5YR6／6（危） 紺長石・細石英粒子含む． 日韓3／10 Ⅳ区

褒

く3．1〉

外　目線縄文 外　5YR4／2（灰褐） 阿転実測

4 弥生 （16．4）山　王ガキ 内　7．5YR6／4（にぷい危）椰長石・紺石英耗子含む。 U緑1／4 H26

恵

く4．7〉

外　日録縄文 外lUYR7／4（にぷい黄橙） 回転実測 H52Ⅲ区

5 弥生

1まだ

（15．8）内　ミガキ 両　7．5YR5／2（灰褐） 繍長石・細石英粒子含む。 ll縁1／5 Ⅲ区

く3．4〉

外　ミガキ 外10YR5／2（灰黄褐） 回転実測

突起あり

藤一り・越　知 長さ（mm） 巾（mm） 厚さ（mm）
g 備　　　考 出土位置

13 扁平引‾刃石斧 151．0 69．0 16．0 268．0 砂質貢岩。刃郎縦方向線状痕ヰ刃こぼれ・研磨、器体研磨、長大な扇、1川▼刃石斧。
No．2

14 打製石斧 95．5 55．0 13．0 87．6 安山岩。刃瓢隠抱臥　刃部縁辺整形加丁直接、訟体加工l粕乱 Ⅳ区

15 砥石 52．0 52．0 9．0 30．0 砂岩。砥石かどうか疑問点あり。面取り認められる． Ⅲ区

16鵡翠匂玉末製品 15．5 10．0 5．0 1．8 胡乱　穿孔、研胤　ヒスイ製匂玉の未製品、穿1L投附のもの。挟りなし。 No．1
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0　　（1こ4）

炉（東より）

H59（WIi4）上層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

砂、パミス、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色土層（10YR3！4）

砂多く、締まりなし。（周溝）
3．暗褐色土届く10YR3／3）

砂、パミスを含む。
4．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体。
5．黒褐色土層（10YRか3）

焼土粒子を含む。
6，褐色土層（10YR4ノ4）

砂主体。（貼床）

く二二二ゝ （12）

第36図　H59号住居址

第21表1NPX H59号住居址出土造物一覧表

余

u

番 号 器　 確 法　 星 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 1ニ 残　 存 ・備　 考 出 土 仲 椚

1 弥 生 （15．0 ） 画　 王 ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10R 4 ／8 （赤 ） 細 石 英 ・欄 長 石 粒 子 含 む 。 11線 1／8

鉢

く6．3 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外　 2．5 Y R 4／6 （赤 栂 ） 回 転 実 測

2 弥 生

（6 8 ）

く2．0 〉

内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内　 2．5 Y R 3／3 （暗 赤 抱 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子含 む 。 底 部 1／8

鉢 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 底 部 へ ラ ナ チ 外　 2．5 Y R 4／6 （赤 福 ） 回 転 実 測

3 弥 生 内　 ナ デ 内　 7．5 Y R 2／1 （思 ） 欄 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 1m 人 頭 部 1／1 炉

壷 外　 へ ラ ナ チ （柾 目 ） ナ ヂ　 細 部 櫛 描 腹 状 文 外　 7．5 Y R 7／6　 日琵） 長 石 粒 子 含 む 。 回 転 実 測

Il級 別 再 加 工 か

番 り 種　 知 長 さ （mm） 巾 （nm） 厚 さ （m ） g 備　　　 考 llH 淵 ：開

1 1 使 用 痕 の あ る 剥 11° 9 7．0 5 L O 7 ．0 4 0 ．5 頁 岩 。 刃 部 刃 こ ぼ れ 、 背 部 に細 か い 剥 離 。 堀 方

第22表lNPX H66号住居址出土造物一覧表

番 号 器　 機 法　 u 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 戒　 存 ・備　 考 山王 柏置

】 ミニ チュ ア

（4 ．4）

く1．4〉

肉　 胴翔け デ　 脚 部 ミガキ 内　 7．5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙 ） 紐石 英 ・細 長石粒 子含む 。 底 部 1 ／4

，高林 外　 ミガキ 外　 7．5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 回転実測

2 弥 生 （1 7．2 ） 内　 ミガキ 内 10 Y R 6／4 （にぷい橙 ） 細石 英 ・細 長石粒イ・含む。 ll緑 1 ／8 床

鉢

く5 ．5）

外　 へラナ デ （地 上］） ナヂ 外 10 Y R 6／4 （にぷい橙 ） 卜一l転実測

3 弥 生 （2 6．2 ） 内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 6 ／6 （樽） 細石 英 ・細 長甘粕 千舟 m I

l

帽

扱 1 ／8

転実用11

Nb ．1

襲

〈1 5．7）

外　 け唇部 縄文 11線縄 文→ヘ フ胤 山形文

体郵相 相羽状 文→瑚 部櫛捕簾 状 文

外　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橙）

都に ヘラ描線 文あ り

4 弥 生

魂

（1 2．9 ） 内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 5 ／3 （にぷ い橙）

2 5 Y R 5 ノ4 （に 五一い赤抱 ）

緋石 英 ・紐 長石紘 一予含む。 日経 1／4

く4 ．4〉

外 唇甜縄 文　 目線部柵 文一，ヘフ描 波状 文→貼付 文

部　 rコJ の字 重ね 文

外　 ．

5 弥 生 （1 3．1） 内　 ミガキ 内 10 Y R 5 ／2 （灰薗 褐） 紺石 英 ・細 長石粒 f 含む。 Ll練 1 ／4

壌

く3 ．3）

外　 r1 唇部純 文　 胴 部櫛描 波状 又

・胴部榔 描波状 文→櫛 描縦線 文

外　 5Y R 7／4 （にぷい橙 ）

－38一



弥生中期

P3

H66（WH12）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、パミスを少量含む。
2．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂を多く含む。
3，黒褐色土届（10YRa3）

砂、炭化物を含む。
4．褐色土層（10YR4！4）

砂主体。
5．暗褐色土層（10YR3／4）

砂多く、締まりあり。

、こ・主‥

・華千二・三 確報
Il

第37図　H66号住居址

16

18

17

爪
旧
肌
肘

⊂＝＝＝＞　（13）22
0　　（1ニ4）　　10cm

6

恵

内　ナチ 内　7．5YR7／4（にぷい憺） 細石英・紐長石粒子含む。 首部1／3

外　へラナデ（柾目）→ミガキ赤色塗彩付着

頸部経文→ヘラ描平行線文

外　7．5YR7／4（にぷい橙） 回転実測

7 弥生

1まH

内　ナデ　へラナデ（柾目） 内　7．5YR7／4（にぷい招） 紺石英・細長石精子含む。 休部1／3

外　顧邪縄文→ミガキ　体部下半へラナデ　ミガキ剥離 外　7．5YR7／4（にぷい滝） 回転実測

番号 捲　督i 長さ（mm） l‥（mu） 厚さ（mm） g 備　　　 考 仕i上位椚

21 二次加工剥片 76．0 65．0 29．0 161．8 ホルンフユルス。得体加工直接、石核の可能性もある。 上1円

22 扁平片刃石斧 73．0 77．0 16．0 135．0 砂嵐　刃郵縦方向線状痕・研凰　器体研凰　基部欠脱 倹～11
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P2　　　　　　　　　　　　PI

H69（WIl15）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、炭化物を含む。
2．暗褐色土層（10YRj舟）

砂多く、炭化物粒子を含む。
3．黒褐色土層（10YRa3）

砂を少量含む。
4．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂を多く含む。
5．黒褐色土層（10YR2／3）

焼土、炭化物粒子を多く含む。
6．黄褐色土層（10YR5！＄）

焼土。
7．暗褐色土眉（10YR3／3）

焼土を少量含む。
8．褐色土層（10YR4／6）

砂主体。
9．黒褐色土層（10YRがヨ）

（柱痕）
10．褐色土層（10YR4／4）

砂主体。
11．にぷい黄褐色土層（10YR4！3）

砂、暗褐色土混在。（貼床）

官：一三’垂・遠喜藤・二㍍‾予

I　　、てこ亡二［ニ二王＿－J・．　日

（1こ4）　　　10cm

第38図　H69号住居址

第23表INPX H69号住居址出土遺物一覧表

t9　卿’－P【10

番号 洋　 種 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・備　 考 出土相関

1 弥生

6．4

（2．5〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5YR 6／6 （にぷい橙） 湖石英 ・細長石粒子含む。 底瓢3／4 上層

鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 7．5R4／6 （赤）

底　 5YR7／3 （にぷい将）

完全実測

2 弥生

摘

（19．4） 内　 ミガキ 内　 5Y R5／2 （’栂） 細石英・細長石含む。 ll緑1／3

l

上層

く4．5）

外 I睦柑 縄文　 ＿l緑。世糾又－・ヘフ細波は文

鴎部櫛描嬢状文

外　 5YR6／3 （にぷい橙） 恒1転実測

3 弥生 （23．2） 内　 へラナデ （柾目）→ミガキ 内 10YR 7／3 （にぷい長滝） 細石英・細長石含む。 日蝕 1／5 下層

襲

（6．1〉

外 【」肩部縄文　 目線縄文→へフ描き山形又

頸郡樺描康状文　 体部材描羽状文

外　 5Y R5／2 （灰褐） 回転実測

4 弥生

（10．6）

く3．2〉

両　 へラナヂ 内　 7．5YR6／4 （にぷい樺） 0．51m 人長石粒子多く、細石爽含む。 底部1／4 上層

壷 外　 ミガキ 外 10YR6／3 （にぷい橙） 回転実測

番号 極　 細 長さ （m ） 巾 （mm） 厚さ （mm） g 備　　　 考 出t仲間

22 台石 223．0 139．0 20．0 1170．0 鉄平石

23 石趣 118．0 68．0 41．0 600．0 変質柳緑岩。刃部欠‡n ・研鳳　 器体研敵　 破断面に磨り面。 東壁
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弥生中期

完掘（北西より）

調　　　　　　　査　　　　　　　区　　　　　　　　外

1J書フ
第39図　H70号住居址

第24表1NPX H70号住居址出土遺物一覧表

簿壷
′′

0　　（1ニ4）

番一号 器　範 法　Flと 成　　　 形　・．凋　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 残　存・備　考 田1‾付置

1 弥′†ニ （9．8）内　ミガキ　赤色塗彩 内　2．5YR5／6（明赤則） 細石英・細拉石拉r含む。 11線ユ／8 1層

鉢

（4．5〉

外　ミガキ　赤色塗彩 外　5YR6／6（琶） H緑に穿1Lあり。 回転実測

2 弥生 （15．0）内　ミガキ　赤色塗彩 内　2．5YR4／3（にぷい赤褐）細石英・細長石粒子含む。 Ll緑1／8 1屑

鈷

く4．6〉

外　三ガキ　赤色塗彩 外　2．5YR4／3（にぷい赤禍） 回転実測

3 弥生

（6．0）

〈4．4〉

内　ミガキ　赤色塗彩 内10R4／6（赤） 細石英・細長石粒子含む。 底淵＝／3 堀方

鉢 外　ミガキ　赤色塗彩 外10R4／6（赤）

底　7．5YR7／4（にぷい危）

回転実測 2層

4 弥生

（7．4）

く3．0〉

句　ミガキ　赤色塗彩 勺10R5／8（赤） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／3 堀方

鉢 外　ミガキ　赤色塗彰　底部剥落 外10R5／8（赤） 回転演劇l

5 弥Jlミ

10．0

〈10．3〉

内　ミガキ 内　7．5YR4／2（灰褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／1 No．1

褒 外　下絹へラナデ（柾目）－・休部ミガキ　底部ナヂ 外　7．5YR7／4（にぷい危） 完全実測 2屑

6 弥生

（7．2）

（3．6〉

句　三ガキ 両　7．5YR4／2（灰槻） 細石英・紐長石粒子含む。 底部5／12 l層

褒 外　下斌ヘラナチ（柾目）底部へラナデ 外　7．5YR5／3（にぷい褐） 凹転実測

7 弥生

焚

（17．8）両　ミガキ 内10YR4／2（灰炎抱） 細石英・紺長石杓子含む。 lJ奴1／8 1層

〈3．1〉

外　口再飾紐文　目線縄文→へフ描波状文

体部櫛描波状文

外　7．5YR6／3（にぷい褐） 可転実測

8 弥生

5．0

く3．3）

内　へラナデ 内IOYR呂／3（浅黄橙） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／1 2層

壷 外　ミガキ　底部ミガキ 外　7．5YR7／4（にぷい危） 完全実況rJ

9 弥′巨 内　ナデ

外　ナデ　へラナデ

内　7．5YR6／3（にぷい抱） 紺石英・細長石粒子含む。 破片実測 2層

．．
外　7．5YR7／4（にぷい橙） 水鳥か

10 t魁

紡頭巾

内　ナデ

外　へラナデ（柾目）→ミガキ

内1OYR6／4（にぷい哉榎）

外

細石．英・細長石粒f含む。 1／3

破片実測

1層
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調

Pl

⊆’H73（WIl19）土層説明
1　暗褐色土層（10YRヨ／3）

砂、パミス、炭化物粒子を含む。

、：笑物ンダニ
P4　P3　　P5

2．赤褐色土層（2．5YR4侶）
焼土。

3　暗褐色上層（10YR3！3）
（柱痕）

4．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。

A

司書野
（1こ4）　　　10cm

第40図　H73号住居址

第25表INPX H73号住居址出土遺物一覧表

番 r‾｝ 器　 機 法　 星 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 田上位 置

1 手押 し器 5 ．0 内　 ナデ 内 10 Y R 7 ／4 （にぷ い鈷橙 ） 細石英 ・細長 石粒 r 含む。 完 形品 P2

杯

2 ．6

外　 ナチ 外 10 Y R 6 ／2 （灰茂 褐） 完 全実測

2 弥 t

（7 ．4）

く2 ．1〉

内　 ミガキ　 赤色塗 彩 内　 2．5Y R 5／6 （明赤栂 ） 細石英 ・細長石 粒 子含む。 底部 1／4

鉢 外　 ミガキ　 赤色塗 彩 外　 2．5Y R 5／4 （にぷ い赤帽）

底 10 Y R 7 ／4 （にぷ い故危）

【111転 実測

3 弥生 （1 2．0） 内　 ミガキ　 赤色塗 彩 内　 2 ．5Y R 4／4 （にぷ い赤枢） 細石英 ・細長石 粒 子含む。 日紹 1／4

杯

（2 ．9〉

外　 ミガキ　 赤色塗 彩 外　 2 ．5Y R 4／8 （赤褐） 日録 蔀に 突起 あ り。

4 弥生 （19 ．8） 内　 ミガキ 内 10Y R 8 ／4 （洩古 橙） 細 石英 ・細長右 粒 子含む。 日縁 ～休部 1／2 N o．1

親 7 ．1

27 ．1

外　 へラナ チ （柾 目）一・三ガキ 11線縄 文→ ヘラ描 山形文

頸 部櫛描 波状文 （6 本） 休 部櫛描 斜走 文 （縦付 羽状）

外 10 Y R 7 ／3 （にぷ い黄橙） 底部 完形

完全 実測

N o．2

第26表INPX H79号住居址出土遺物一覧表

番 り 錆　 紐 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 残　 存 ・備　 考

1 弥′た

壌

（2 5 ．4 ） 内　 ミガキ 内　 7 ．5Y R 6／4 （にぷい 橙） 細 ん英 ・紐長石 杓子 含む。 日録 ～価瀾＝ ／4 I 区カ クラン

〈2 2 ．2 ）

外　 ミガキ l＿コ唇部縄 文　 休 部櫛描 波状 文 （4 本） 外　 7 ．5Y R 7／4 （にぷい橙 ） 回転実 刑

2 弥生

焚

（2 5 ．2 ） 内　 へ ラナデ （柾目） → ミガキ 肉　 7 ．5 Y R 7／4 （にぷい橿 ） 細 石英 ・細 長石 純子含 む。 R 緑 1／6　‾実 頭l ＝区

く4 8 〉

外　 へ フナ丁 （柾

頸沸 櫛描波状

目） 日額部 親文

文 （8 本 ） 休部樺描 斜走 文 （縦 伯：羽状 ）

外　 7 ．5 Y R 7／4 （にぷい攫 ） 回転 －1 、1

3 弥′ト （2 0 ．6 ） 内　 へ ラナヂ （柾 目） →ミ ガキ 内 10Y R 6／3 （にぷ い舌橙） 細 石英 ・細 長石 精子含 む。 11扱

U 転‘

1／5

実測

N o ．4　 1 区

褒

（12 ．5 〉

外　 口唇 部縄文 1 線頸 那櫛描 波状 文 （6 ～ 8 本）

休部櫛 描斜走 文 （縦 位羽状 ）

外 1 0Y R 5／2 （灰 高相 ） 阿　 －・

4 弥 生 （17 ．6 ） 内　 へ ラナデ （ 日） → ミガキ 内　 7 ．5 Y R 6／2 （灰 砲）

7　 Y R 5／2 （灰 抱）

細 石英 ・細 長石 拉f 含 む。 H 緑 1／4

円転安 激I

＝区

硬

（7．1〉

外　 へ フナ丁　 細

目肩部 縄文

ニ日） 一・三ガ キ

ロ緑 部確文→ ヘラ描 山形 文

外　 ．5

5 弥 生 12．0 内　 へ ラナ デ （柾 目）一一ミガ キ 内　 7 ．5 Y R B／3 （にぷ い橙 ）

）

細石 英 ・細 長石粒 子含 む。 ロ縛完 形

隻こ全実測

N °．5

競

く7．7〉

外 I嘱 離 縄文　 蝕那櫛 描横線 又 （6 本）

休部櫛 描斜走 文 （6 本）

外　 5 Y R 6 ／3 （にぷ い攫 ノt　一　一1

6 弥 JL

（6 ．8）

く3 ．3）

両　 三ガキ 両　 7．5 Y R 4 ／1 （褐灰 ） 細石 英 ・細 長石綿 子含 む。 底部 1 ／6 Ⅳ区

褒 外　 ミガキ 外　 7．5 Y R l．7／1 （規 ） 回転実測

7 弥 生

5 ．3

（3 ．2〉

内　 へラナ デ （柾 目）→ ミガキ 内 10 Y R 7／3 （にぷ い 故橙） 細石 英 ・細 長石粒 子含 む。 底 部 形

穿 孔　 イL

漁l

I 区

鮎 外　 へラナ チ （柾 目）→ ミガキ 外 10 Y R 7／4 （にぷ い黄 橙） 焼 成繭

完 全－

8 弥 生 8

く2

8

4〉

内　 ナデ 内　 2．5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 柵石 英 ・細 長石粒 子含む． 目線 1 ／6 検出

台付 襲 外　 ヨコナ チ 外　 2．5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 回 転実測
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弥生中期

完掘（南より）

P2　　　DI

H79（WH25）土層説明
1．黒褐色上層（10YR2／3）

砂、パミスを微量に含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

（柱痕）
3．黒褐色士層（10YRか3）

砂を多く含む。
4．黒褐色土層（10YR2！2）

砂ブロックを多く含む。
5．暗褐色土層（10YR3／3）

パミス、砂を含む。部分的に
締まりあり。（貼床）

6．暗褐色土層（10YR3謝）
パミス、砂を含む。

7，暗褐色土層（10YR2／3）
砂を多く含む。（Dl床下土坑）

遺物出土状況（東より）

が17聯8那19蛮ゝ2。劉21

16　　　第41図　H79号住居址（1）

ー43－

0　　（1ニ4）　　　10cm



第42園　H79号住居址（2）

9 弥 生

彙

（2 0．1〉

内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 両 1 0 Y R 3 ／1 （黒 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子含 む 。 体 刑i l／4 回 転 実 細 N o ．2

外　 へ ラ ミ ガ キ　 士 半 櫛 捕 垂 下 文 → 刺 突 文

中 央 縄 文 → へ ラ 描 連 弧 文 IT 形 浮 文 貼 付

沈 鰍 こ赤 色 頗 料 残 る 。

外　 7．5 Y R 7 ／6 （橙 ） 外 面 下 部 赤 色 原 料 付 着 N o ．3

1 区　 Ⅳ 区

1 0 弥 生

ナII （8 ．8）

く2 ．4〉

内　 剥 落 内 1 0 Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 鴇 子 含 む 。 底 部 1／4 N o ．4

外　 ミ ガ キ 外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 紐 ） Lリl砿 実 細

1 1 弥 生

棚

く2 0．4〉

向　 へ ラ ナ デ （址 口 ） 内 1 0 Y R 3 ／1 （ま．l．㌔抱 ） 細 心 英 ・紳 長 石 粒 一子含 む 。 休 部 4 ／5 N o ．2 ・4 ・6

外　 へ ラナ ヂ （伴 日 ） → ミガ キ 外 1 0 Y R 6 ／3 （に ぷ い 黄 滝 ） 完 全 実 測 1 ト

T 7 8

1 2 弥 生 1 4 ．3 内　 へ ラ ナ ヂ （柾 目 ） 1 ・I l級 ミ ガ キ

ミ ガ

両　 7．5 Y R 7 ／6 （楕 ） 細 石 炎 ・測 長 石 粒 子 含 む 。 1 線 －・頭 部 完 形 N o．巨 2 ・3

W

り 9 ．7〉

外　 へ フ ナ T （柾 目 ） → ミ ガ キ

l磯 部 縄 文　 頭 部 机 文 小 用 部 へ ラ捕 横 線 文

外　 7．D Y R 6 ／．3 （に ぷ い 褐 ） ノじ全 実 測

1 3 弥 ヰ

（1 6 ．1〉

内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 向　 7．5 Y R 7 ／6 （招 ） 柵 石 英 ・細 長 石 粒 r 含 む ． 蝕 部 ～ 休 部 完 形 N o．1

壷 外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） －・ミ ガ キ 外　 7．5 Y R 7 ／6 （臆 ） 完 全 実 測

轟 丹 柚　 類 長 さ （nlm） 中 （m m ） 厚 さ （m m） g 備　　　 考

2 2 砥 石 1 0 7 ．0 9 3 ．0 6 9 ．0 6 0 0 ．0 砂 岩 。 比 較 的 大 型 の 砥 石 。 Ⅲ 区

2 3 ニ次 加 工 剥 片 2 9 ．0 5 2 ．0 9 ．0 1 7 ．8 安 山 岩 。 左 側 欠 損　 メ用 i級 辺 整 形 如 上 直 接 、 器 体 加 上 直 線 ． 品 種 の 特 定 が 難 しい 。 Ⅳ 匡

H81（WH27）土層説明
1．暗褐色土層（10YRj／3）

砂、少礫を含む。
2．暗褐色土層（10YR3ノ4）

砂、少礫を多く含む。（柱痕）
3．褐色土層（10YR4／4）

砂、少礫を多量に含む。（堀方）

標高689．40m

（1ニ80）　　　2m

第43図　H81号住居址

第27表INPX H81号住居址出土遺物一覧表

し圭』

番 号 器　 種 法　 痕 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 田 上位 置

1 弥 生

（7．8 〉

く3．9 ：l

内　 ナ デ

外　 へ ラ ケ ズ リ

肉 1 0 Y R 5 ／4 （に ぷ い 黄 鞄 ） 細 長 石 多 く、 細 石 英 含 む 。 底 部 1／1 2

焚 外 1 0 Y R 5 ／3 （に ぷ い 朗 抱 ） l動 転 実 測

ワ 弥 1仁 （1 7 ．0 ） 向　 三 ガ キ　 赤 色 嘘 彩 内 1 0 R 4／6 （赤 ） 棚 石 英 ・瑚 長 石 粒 f 含 む 。 日 録 1！8

錐

く8．0 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 l U R 4／8 （赤 ） ［－TT転 実 測
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弥生中期

遺物出土状況

鞄

第44図　H86号住居址（1）

ー45－

P3　　　　　　　　P2

協旦’
P8

標高689．084m

O　　　（1・80）

諺’
F

2m

H86（Wli32）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、小磯、炭化物片を多く含む。
2．暗褐色土層（10YR3〟）

砂、小礫を多く含む。
3．褐色上層（10YR4／4）

砂を多量に含む。
4．褐色土層（10YR4／4）

砂、小磯を多く含む。（堀方）

ー



番 号 器　 碩 法　 旭 成　　　 形　 ・　 凋　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 桟　 存 ・備　 考 H l土付 置

1 弥 生

7．6

（5．7 ）

内　 ミ ガ キ　 赤 色 攻 彩 内 10 R 3 ／4 （赤 褐 ） 細 長 石 多 く ． 細 石 英 杓 子 含 む ． 底 部 3 ／4 N o ．6

鉢 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 底 部 ミ ガ キ 外　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 褐 ）

底　 5Y R 6／4　 に ぷ い 橙 ）

完 全 実 測

2 弥 生 勺　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 縄 ） 和 良 石 ・細 石 美 枝 子 含 む 。 回 転 実 測 検 出

高 杯 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 福 ）

こう 弥 生 2 2，5 4　 日級 ヨ コ ナ デ　 休 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ 勺 10 Y R 5 ／2 （灰 於 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 1線 2／3 N o．4

焚 6．4

2 4．2

外　 り招 部 縄 文 －・瑚 郎 圃 描 膜 状 文 → 休 部 蘭 描 羽 状 文

月 緑 ヨ コ ナ ヂ 胴 下 部 へ ラ ナ チ （柾 目 ）

外　 5 Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 完 全 実 測 N

N

7

8 Ⅱ区 床

4 弥 生 （19．1） 両　 日 紬 ヨ コ ナ デ　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ 内 10Y R 5 ／2 （灰 黄 褐 ） 紐 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 底 部 1／1 N o 5

7

8 m 区 床

褒 8．0

1 8．0

外 l時 喜郎 縄 文　 汀 線 櫛 描 波 状 文

体 部 櫛 描 羽 状 文　 体 ド 半 → ミ ガ キ

外　 5 Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 完 全 実 測 N

N c

5 弥 生

痢

（2 0．8 ） 内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ 肉　 5 Y lミ6／8 （橙 ） 細 長 石 多 く 、 瑚 石 英 粒 予含 む 。 l I級 1／2 N 1 0

〈1 5．5〉

外　 口 唇 部 縄 文 1 1綾 部 縄 文→ へ フ描 波 状 文

頸 邪 榔 描 液 状 文　 体 郵 相 描 縦 線 文 一′櫛 描 波 状 文

外　 5 Y R 6 ／6 （招 ） 7じ全 実 測 I 区 床

6 称 や

純

（14 ．4） 内　 ミ ガ キ

㌧

内 1 0Y R 7 ／4 （に ぷ い 茹 橙 ） 親 石 英 ・細 長 f l粒 子 含 む 。 H 緑 1／3 N o ．8

（7 ．6）

外 I l丹 剖 縄 文　 頭 部 櫛 描 横 線 文 （5 本 ）

体 部 櫛 描 縦 波 状 文

外　 5 Y R 6 ／6 （絶 ） 山 坂 実 測
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弥生中期

7 弥 生

焚 7．2

く9．6 〉

内　 三 ガ キ 両　 5 Y R 6 ！4 （に ぷ い 臆 ） 細 f lr 粟 ・棚 長 石 粒 子 含 む 。 底 部 完 形 N o ．1 0

外　 へ ラ ナ デ （柾 目） → 隅 下 部 ・底 部 三 ガ キ 外　 7 ．5 Y R 7 ／こう （に ぷ い 梢 ） 完 全 実 測 Ⅱ lヌ二床

8 弥 生

褒 6．6

く8．こi〉

内　 剥 離

外　 へ ラ ナ デ （柾 目） 一一ナ デ ー欄 描 斜 ノ上 文　 底 部 へ ラ ナ デ

内　 7 ．5 Y R 5 ／6 （明 抱 ） 細 石 英 ・細 長 石 純 子 含 む 。 底 部 完 形 N u ．2

□ 区 床外　 7 ．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 楕 ） 完 全 実 測 J

9

（7．6 ）

（2 ．3）

両　 脚 部 ナ デ 内　 7 ．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 臆 ） 組 む 共 ・細 長 f l‾粒 子含 む 。 休 部 1／4 検 f l】

台 付 褒 外　 ミ ガ キ 外　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 楕 ） 回 転 実 測

10 弥 生 （1 2．4 ） 句　 ナ デ → ミ ガ キ　 脚 部 －・ナ チ 内　 7 5 Y 恨6 ／4 （に ぷ い 楕 ） 細 石 葵 ・紐 長 石 精 子 含 む 。 目 線 1 ／4 口【真床

台 付 焚 （5 ．9）

1 2 ．2

外　 層 幻 縄 文　 ＿緑 離 郷 描 波 状 文 体 翻 櫛 描 波 状 文 一ト

へ う描 波 状 文 一・貼 付 文　　 脚 部 三 ガ キ

外　 7．5 Y R 6 ／6 （楕 ） 完 全 つ≡涙J」

1 1

壷

（7 ．1） 両　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 仕 綾 部 ミ ガ キ ム1 1 0 Y R 5 ／3 （に ぷ い 此 栂 ） 細 長 石 棺 多 く 、 細 ん 英 含 む 。 底 部 完 形 N o．2

□ 区 床

H 8 5 検 ＝

6 ．2

（1 7 ．4 ）

外　 へ ラ ナ チ （蛇 口 ） → ミ ガ キ

劫 部 へ ラ 描 、†1線 文 J け相 旧 刊 l三痕　 底 部 ミ ガキ

外 1 0 Y rR 6 ／2 （灰 範 褐 ） 完 全 実 測

1 2 弥 生

甘こ

（7．9 ） 内　 胴 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） l l縁 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 両　 7．5 Y R 6 ／3 （に ぷ い 褐 ） 細 1 1 妊 ・細 長 ム 穐 r r含 む 。 H 緑 1／2 Ⅱ は 昧

（1 8 ．5）

（6．1）

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 底 剖 ナ チ 外　 2．5 Y R 4 ／6 （赤 亀 ）

底　 7．5 Y R 6 ／3 （に ぷ い 祖 ）

回 転 実 測

1 3 弥 七

°・ポ 7．4

〈1 7 ．0〉

内　 へ ラ ナ チ （柾 目 ） 剥 落 JA l l D Y R 7 ／3 （に ぷ い 黄 楕 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 f 含 む 。 底 部 完 形 N o ．1

外　 朋 中 位 網 受 → ヘ ラ 描 、ド行 線 → ヘ ラ 措 山 形 文

胴 上 部 ・胴 下 郡ト 底 邪 ミガ キ

外　 7．5 Y R 7 ／2 （明 禍 J天 ） L ～ 2 m m 大 「1色 粒 子 含 む ． 完 全 実 測

区 床　 Ⅲ 区 沫

1 4 弥 生

壷

（1 9．4 ） 内　 胴 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 赤 色 塗 彩

外　 目 線 へ ‾ ナ ー （頼 口 ） ナ ノ I l西 部 縄 文 →

内　 7 5 Y R 7 ／4 （に ぷ い帽 ） 削 石 英 ・紺 長 石 粒 子 含 む 。 1 1綾 3 ／8 N o ．1 1

（1 3 ．9 ）

フ　 1‾　　 臼，　　　 T　　　　 u　 一文

へ ラ 描 、l弓 線 文 → ヘ ラ描 波 状 文 一－ミ ガ キ

外 1 0 1 R 7 ／4 （に ぷ い 笛 穏 ）

目線 2．5 Y R 5 ／4 （にぷ い 赤 福 ）

完 全 実 測

二 山 の 突 起 あ り

l区 床

1 5 弥 ′t

（9 ．8 ）

（1 2 ．0 〉

内　 へ ラ ナ チ （柾 目） 両 1 0 Y R 7 ／2 （に ぷ い 蛮 招 ） 細 長 石 多 く ． 細 石 粟 粒 ナ 含 む 。 底 部 1 ／2 Ⅱ区 床

藁 外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 底 部 ミ ガ キ 外　 2 ．5 Y 5 ／2 （灰 赤 ） 完 全 実 測

1 6 弥 生 1 9 ．0 両　 ナ デ　 へ ラ ナ ヂ （柾 目 ） ［句　 7．5 Y R l ．7 ノ1 （1．1ユ） 細 石 葵 ・細 長 石 棺 子 含 む 。 目 線 1 ／2 N o ．3

壷 （1 1 ．8 ）

（3 9 ，5 ）

外　 へ ラ ナ チ （柾 目 ） → ミ ガ キ ー一日 縁 部 へ ラ 描 山 形 文

・頸 瓢 へ ラ描 平 行 線 文　 へ ラ楕 山 形 文

外　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 完 全 実 測 ⅢK 床

1 7 弥 生

W （1 0 ．6 ）

く2 9 ．1〉

内　 ナ チ

外　 休 部 士 半 的 文 → ヘ ラ 描 縦 線 文 （3 本 ） 休 部 卜半 ミ ガ キ

内 1 0 Y R 3 ／1 （黒 褐 ） 組 石 英 ・紺 長 石 粒 子食 む 。 底 部 2／3 N o ．4

外 l U Y R 7 ／4 （に ぷ い 蹟 橙 ） 完 全 実 測 N o．7

Ⅲ 区 床

番 号 種　 類 良 さ （叩 ） 巾 （mm ）　 l　 厚 さ （m m ）　 l　　　 g 備　　　 考 出 十 付 帯

2 8 石 槌 1 4 9 ．0 7 2 ．0　　　 1　　　 4 2 ．O　　　 I　　　 8 0 0 ．0 変 質 例 規 岩 。 刃 部 欠 損 ・研 胤　 器 体 研 磨 、 破 断 耐 こ磨 り帆
N o．1 2

第29表INPX H92号住居址出土遺物一覧表
綴り 器　 紐 法＋ 星 成　　　 形　 ・ ．調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 山 七位椚

1 須恵器 （8 ．6 ） 内　 ロクロナ デ ［勺　 2 ．5Y 4／1 （於灰） 細 石英 ・細長石 粒 f 含む。 LJ繚 1／4

長瑚壷

く1．0〉

外　 ロクロナ デ 外　 7 ．5Y R 6／2 （灰褐） 毒

「

人品

転実測

2 弥 ′lミ 7 ．8 両　 へ ラナデ 内　 H JY R 6／3 （にぷい 晶橙） 細 石爽 ・組長ム 粒子含 む。 級完 形 N cl．3

汀 目 上器

く7 ．2）

外　 ミガキ 外 10Y R 7／3 （にぷい 黄楊） こ全実測

二j 弥 ′1こ

5 ．1

く6 ．1〉

内　 へ ラナチ （軋 Ll） →ミ ガキ 両　 7．5 Y R 4 ／1 （褐 灰） 細石 英 ・細 長石地 一戸含む 。 底 部完形 N u．2

親 外　 ミ ガキ 外　 7．5 Y R 4 ／2 （1火抱） 完 全実測

4

癖ニ

15 ．1 内　 へ ラナ デーーミガキ 内 1O Y R 7／6 （橙） 紺石 英 ・細 出石精 子含む． 目線 完形 N o．1

（12 ．0）

外 ［「再部 縄文　 湖 沼櫛摘 採状 文 （5 本） へラ描 jl勺　 経 文 外 10 Y R 6／6 （帽） 完 全実測

5 弥 生

W

（15 ．8） 内　 へラナ チ （佃・U ） 剥落 内　 7．5 Y lミ7 ／6 （橙） 細ん英 ・細長 石粒 子含む。 日録 1／3

く7．1）

外　 日毎剖ト H 緑 部縄文　 頸剖 ハケナデ （柾 目） 外　 7．5 Y R 6 ／6 （橙） lPl転 実測

藤 一り 種　 類 良 さ （mm） 小 （mln） 厚 さ （mn ）
g 考 山王化 笛

11 打 製ホ嘗 5 札0 5 1．0 9．0 3 8．7 安山 岩。刃 郡欠臥　 刃部紹 辺整1別 工直接 、 体加 丁首鼠

ニ次 加 丁剥 片 8 4，0 4 4 ．0 2 1．0 7 1．1 チ ャー ト。 刃部録辺 整形加 工直接 ．鑑体 加工直接‰ Ⅳ 区

1 撚 切〃雷 3 4．4 4 6 ．7 18．3 25 ．0 安山岩。 横方 向磨 耗私　 器 体ム側 叩き折 り。

禰
凋

C

d
．

H94（SH2）土層説明
1．暗褐色士層（10YR3／4）

砂、小磯を含む。
2．褐色土層（10YR4／4）

砂を多量に含む。
3．褐色土屑（10YR4／4）

砂、小磯を多丑に含む。

標高688．684m
（1ニ80）　　　　2rn

醜〟2

第46図　H94号住居址

ー471



闇
“
頂
い
悠
べ
“
・

調　　　　査

H92（WII41）土層説明
1．黒褐色土層（10YRが3）

砂、小石、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、小石をやや多く含む。
3．黒褐色土膚（10YRか3）

砂、小石、炭化物粒子を含む。
4．暗褐色土層（10YR3〟）

砂、′ト石を多く含む。

Hl O4（SH12）土層説明
1．黒褐色土層（10YR3佗）

砂、少礫を含む。
2．黒褐色土層（10YR訂2）

砂、少礫を含む。
3．暗褐色土層（10YR3！3）

砂、小康を多量に含む。（堀方）

∴＿ニ＝ス

標高68970m

O　　　（1ニ80）

5．黒褐色土層（10YR2／3）
砂、小石を多く含む。

6，暗褐色土層（10YR3〟）
砂、小石を多く含む。（周渚）

7．暗褐色土層（10YR3／3）
砂・小石を少量含む。
締まりあり。（貼床）

∴一手フユー、：

2　第48図　HlO4号住居址

第30表INPX HlO4号住居址出土遺物一覧表

♂91－轡壁
（1　4）　　10cm

番号 詳　 柾 法　 u 成　　　 形 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 1 残　 存 ・備　 考 出土位置

1 弥J仁

（6．0）

く2．2〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5 Y R 5／4 （にぷい赤福） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／4

鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 5Y R 6／4 （橙） 回転実測

2 弥セ

（

（

6）

3〉

内　 ミガキ　 黒色塗彩 JA1 10 Y R 3／2 （窯ミ褐） 細長石粒子多く、紺石英粒子含む。 底部1／2 棚方

鉢 外　 ミガキ 外　 7．5Y R 7／3 （にぷい危） 1 ・2mm 大赤色純子含む。 回転実測

3 弥生

5．4

（2．0〉

内　 へラナデ （柾目） 内　 5Y R 4／2 （灰栂） 細長石粒子多く、細石英粒子含む。 底離完形 堀方

褒 外　 へラナデ （柾目） 外　 5 Y R 4／1 （褐灰） 完全実測

4 弥生

W （1 0．2）

く2．6〉

内　 へラナデ （柾目） 内　 7．5Y R 8／3 （浅識橙） 細長石 ・細石英潮干含む。 底部 1／4 堀方

外　 ミガキ 外　 7．5Y R 8／3 （浅舌楕） lr・l転実測

番号 種　 懲i 長さ （m m） 巾 （mm） 厚さ （m m）　 l　　　 g 備　　　 考 出 し位置

7 臍製石鈍末製品 2 3．5 14．0 2．O　　　 I　　　 l．0 緑色片岩 堀方

ー48－



弥生後期

④

彪
P3　　P4　P5

PZ pI

D’　　E

廟
H27土層説明
1，黒色土層（10YRl．7／1）

2層より黒色強い。砂、小石を含む。
2　黒色士層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

砂を多良に含み、小石を含む。
4．黒褐色土層（10YRが2）

（柱痕）

5．黒褐色土層（10YR23）
砂を多塁に含む。（ピット堀方）

6．黒褐色土層（10YR〟3）
砂、小石を多く含む。

7．暗褐色土層（10YR3／4）
砂に黒褐色土を含む。

第49図　H27号住居址（1）
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弥生後期
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第51図　H27号住居址（3）
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第31表INPX H27号住居址出土遺物－・覧表
終 り 器　 相 法 1lt 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 十ニ 残　 存 ・（茄　 考 lh H 肯 置

】 弥 ′1ミ （15．8 ） lノ、l ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10 R 4／6 （赤 ） 細 長 f i ・細 1i 英 精 一チ 含 む 。 ll級 1／3 Ⅲ圧 2 ・3 層

鉢

く5．0 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 10 R 4ノr8 （赤 ） 回 転 実 測 A　 r　9

2 弥 ′巨 （19 8 ） 内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 橙 ） 細 k f i ・紺 什 英粒 11合 む 。 Il録 1／2

鉢

〈10．0 ）

外　 ミ ガ キ 外　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 橙 ） lnlm 大砂 粒 少 し 含 む 。 ll11転 実 測

3 弥 生 （2 2．4 ） lム1 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 両 10R 4 ／8 （赤 ） 相 良 石 ・細 石 英純 子 合 む 。 川 竣 1 ／4

鉢

く7 ．0 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 10 R 4 ／8 （赤 ） 回 転 実 測

4 弥 生 （2 3．0 ） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10 R 4 ／8 （赤 ） 細 長 有 ・柵 ！i塔 粒 子合 む 。 ‖緑 1／6 Ⅲ 区 2 ・3 屑

鉢 か 高 杯

く3 ．9 ）

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 10 R 4 ／8 （赤 ） 回 転 実 測

5 弥 生 （2 1．2） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10 R 4 畑 （赤 ） 細 石 英 ・細 長 ん 粒 「含 む 。 l‾l縁 1／8

壷

（4 ．8 〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 10 1く4 ／8 （赤 ） 1 ～ 2mm 大 口 色 ・′ホ 色 撞 一子 含 む 。 回 転 頂 瀾 l

6 弥 生 14．5 内　 へ ラ ナ デ → 三 ガ キ　 底 部 へ ラ ナ デ 内　 7．5 YrR 5 ／3 （に ぷ い 褐 ） 細 石 英 ・細は 石 純 子 、 llnm 夫 砂 粒 含 む 。 ほ ぼ 完 形 N o．5

鉢 5．9

12＿8

外　 へ ラ ナ チ ∴・ミ ガ キ　 底 剖 ナ デ 外　 活 ．R 4／2 （尿 褐 ） 器 形 不 整 彬

完 全 実 測

7 弥 ′上 16．2 内　 へ ラ ナ デ ー・ミ ガ キ　 底 部 へ ラナ チ 内　 5 Y R 5／2 （灰 掲 ） 細 f＿J 妊 ・細 長 石 棺 1∵ 吊 エ 4 ／5 N o ．7

鉢 6．ご3

1．1．0

外　 へ ラ ナ デ 一・三 ガ キ　 底 部 ナ デ 器 形 不 整 形

完 全 実 測

Ⅲ区 2 ・こ用 イ

R 弥 ′†ミ （12．4 ） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 肉 10R 4 ／8 （赤 ） 細 石‘姫 ・細 長 く満 子 含 む 。 日 録 1／4

無 頸 壷

（2 ．9〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 10R 3／6 （咄 赤 ） 目 線 に 円 イL 3 あ り

阿 転 実 測

9

賦 （6 ．0）

く2 ．8）

内　 へ ラ ナ チ （柾 目 ） 内　 7．5 Y R 萬／4 （に ぷ し域 抱 ） 細 長 ホ ・細 ん 英 精 子 含 む 。 底 部 1 ／4 Ⅲ区 1 1rll

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 底 郡 ナ ヂ 外 l UR 4 ／6 （赤 ） 回 転 実 測

10 弥 生 （2 5．2 ） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 （落 ち る ） 内 10 R 4 ／8 （赤 ） 紺 長 石 ・細 石 英 粒 J∵ 吊 ∴ ll緑 1／6

l瑞 杯

く8 ，3〉

外　 ミ ガキ　 赤 色 塗 彩 外　 LU R 5 ／8 （っl） まれ に 】 ～ 2 lnul人 赤 色 純 子 含 む 。 いり転 実 測

1 1 弥 生

18 ．0

（12 ．6）

内　 杯 彿 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 脚 部 へ ラ ナ デ （駐 日 ） 画　 材こ邪 1O R 4／8 （赤 ） 細 長 石 ・細 石 英 相 子 、 1mm 大砂 粒 含む 。 脚 部 完 形 N u．15

一高杯 外　 ミ ガ キ　 赤 色 暁 彩 朋】郡 5 Y R 4／6　 同 相 ）

外　 ＝）R 4 ／8 （赤 ）

4 が 杯 郡 か ？

完 全 実 測

12 弥 ′lニ 20 ．5 両　 杯 那 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 脚 部 へ ラナ デ （柾 目 ） 両 10 R 4 ／8 （赤 ） 紺 長 石 ・紺 ム 英 粒 子、 1m m 人 砂 杓 含 む 。 杯 部 ほ ぼ 完 形 N o．4

高 杯

〈14 ，5 〉

外　 、　 キ　 ′力、色 盟 彩　 塗 彩 は 変 色

日 録 外 面 比 熱 を う け る。
外 10 R 4／8 （赤 ）

邸 部 課 虻 ㈹ 川 細 」川

完 全 実 測

1：1 弥 ′lミ 9．0 内　 杵 蔀 ミ ガ キ （維 ） 脚 部 ナ デ 内 10 Y R 7 ／4 （に ぷ い 童 梢 ） 紐 f 英 ・細 長 石 ・細 砂 粒 f 含 む 。 ほ ぼ 完 形 N o．1 7

高 杯 6．5

7．9

外　 ミ ガ キ （雑 ） 外 10 Y R 7 ／2 （に ぷ い ‾損 橙 ）

10 Y R L 7／1 （黒 ）

完 全 実 測 N u ，1 8

1 ノl 弥 Jt

4 ．2

く3．1〉

内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5Y R 7／6 （橙 ） 細 長 石 ・細 fT 英 精 子 含 む 。 底 部 完 形 検 出

褒 外　 ミ ガ キ　 底 部 ナ チ 外　 7 ．5Y R 7／6 （櫨 ） 完 全 実 測

1 5 弥 生 2 1．3 内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5 17R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 細 長 パ ・糊 付 英 杓 子多 く 含 み 、 底 部 欠損

焚

く2 7．7 ）

外 I l緑 へ ラナ テ 細 調 ）‖ 緑 上 部 ヨ コ ナ デ →欄 捕 波 状 文 （9 本 ）

p ・頭 部 櫛 描 膝 状 文 （9 本 ， 一辿 IL）

→ 継目 淵 肺 捕 波 状 文 （9 本 ） 4 段 一帯 1部 ミ ガ キ

外　 7 ．5 Y R b／3 （に ぷ い 抱 ） 1 ～ 2 mnl 人 白 色 粒 子多 く 合 む 。 完 全 実 測 u 娃 トレ ン チ

16 弥 生 1 6．2 内　 ミガ キ ［4　 7，5 Y R 7／4 （にぷ い 楕 ） 0．5 mnl 大 の 長 石 ・石 英 粒 子 多 く 含 む 。 日録 完 形

焚 （6 ．6）

20 ．0

外　 rI緑 郡 ヨ コ ナ デ ー・上 郡 櫛 描 波 状 文 （9 本 ）

頸 部 将 捕 簾 状 文 （9 本 、 ・速 止 ）

→ 胴 上 平 肝 描 波 状 文 （9 本 ） 3 段 → ミ ガ キ　 底 部 ミ ガ キ

外　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い 榎 ） 底 部 1／2

完 全 実 測

n 区 トレ ン チ

17 弥 ′！ニ 19 ．0 内　 へ ラ ナ デ （fll三日 ） 中 位 下 ミ ガ キ　 底 部 ナ デ 内　 7．5 Y R 5 ／‘1 （に ぷ い 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子、 まれ に 3 ／4

頭 （6 8 ）

2 I．1

外　 へ ラ ナ デ （址 R ） → Ll繰 上 ヨ コ ナ デ ー′櫛 描 波 」天 文 （8 本 ）

新 郎 紺 描 液 状 文 （2 避 止） 胴 l淵 潤 描 波 状 文　 底 部 ナ チ

外　 7．5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 栂 ） 1 ～ 2rnm 人 砂 糾 含む 。 完 全 実 測 検 山

18 弥 生 13 ．1 両　 ミ ガ ヰ・ 目 線 瓢 櫛 描 波 状 文 （2 段 ） 内　 7．5Y R 7 ／4 （に ぷ い 橙 ） 細 石 箕 ・紐 拉 石 純 一・含 む 。 4／5

小 型 襲 5．6

14 ．5

外　 頸 離 櫛 措 膝 状 文 （10 本 ・辿 止 ） → 胴 上 部 櫛 描 波 状 文

（10 本 ） 2 殴 → 下 郡 ミ ガ キ （雑 ） 底 部 ナ デ

外　 7．5Y R 6 ／3 （に ぷ い 褐 ） 完 全 実 測

Ⅱ 区 2 屑　 皿 区 3 層

1 9 殉 l 15．5 内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5Y R 7 ／4 （に ぷ い 将 ） 細 長 f l ・細 石 英 粒 子 、 ま れ に 4／5

完 全 実 測

N U ．1 4

焚 6．7

2 0．4

外 l瞞 灘 ヨ コ ナ デ → 上 瓢瀾 措 波 状 文 （8 本 ） －・

頻 部 櫛 描 廉 状 文 （10 本 、 1 適 正 ） → 胴 上 ．羊蹄 描 波 状 文

掴 下 郡 ミ ガ キ　 底 部 未 調 整

外　 7 ．5Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ） 1 ～ 2mm 人 砂 粒 含 む 。

20 弥 生

焚

19．9 向　 三 ガ キ 内　 7 ，5Y R 7／3 （に ぷ い 楕 ） 細 長 石 ・細 石 爽 粒 子 多 く 含 む ， 頸 部 ～ 底 r部完 形 N o ．13

7 ．7

2 8．4

外　 ‖ 緑 ナ デ → ロ 線 上 雛 ヨ コ ナ デ

頸 部 櫛 描 膝 状 文 （12 本 1 辿 l上）

胴 上 部 櫛 捕 波 状 文 （3 段 、 1 3 本 ）

胴 中 部 櫛 描 斜 走 文　 胴 下 部 ミ ガ キ　 底 部 ナ ヂ

外　 7 ．5Y R 8／ごま （接 長 路 ） Il緑 2 ／3

完 全 実 測

Ⅲ 区 1 ・2 ・：1 Ipl

2 1 弥 ′1て

痛

（18 ．8） 内　 ミ ガ キ　 H 緑 部 へ ラ ナ チ （柾 目） 内　 7．5 Y R 7／6 （億 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 li緑 1／3 N o ．1 1

く6 ．4 〉

外　 へ フ ナ 丁 （柾 目 ） → 目 線 ヨ コ ナ 丁

頭 部 櫛 栖 廉 状 文

外　 7．J Y R 8／4 （桟 黄 燈 ） 回 転 ′夷測 Ⅲ 区 2 層

2 2 弥 生

5．2

（4．6 I

内　 三 ガ キ 向　 7．5 Y R 7／4 （に ぷ い 撞 ） 細 長 石 ・細 石 炎 純 子 含 む 。 底 部 完 形 Ⅲ K 2 層

焚 外　 ミ ガ キ　 底 部 へ ラ ケ ズ リ 外　 7．5 Y R 7／4 （に ぷ い 櫨 ）

7．5 Y R l．7／1 日 ミ）

完 全 実 根rl

2 3 弥 生 （25 ．4） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10 R 4／8 （赤 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 l1 線 1！5 Ⅲ 区 3 個

廿

く7．0 ：I

外　 ヨ コ ナ ァ　 ヘ フ ナ T （柾 目 ） → ミ ガ キ

頸 部 櫛 描 簾 状 文

外　 7．5Y R 6 ／6 （楕 ） 回 転 実 測

24 弥 生

qR 9．4

く2．1：－

内　 剥 落

外　 ミ ガ キ　 底 部 へ ラ ナ デ

内

外

紺 長 石r・紺 石 英 粒 子 ， 2m 人 山 色 底 部 1／2 N o．1 7

・1rnm 人 赤 色 粒 r 多 く 含 む 。 完 全 実 測 U 区 ト レ ン チ

25 弥 生

壷

18．4 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10R 5／8 （赤 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 目 線 3／4 N o ．1 9

（7．4）

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外 10R 4／8 （赤 ） 完 全 実 測 N o ．20

Ⅲ 区 2 層

26 弥 生

7．2

内 11線 郡 へ ラ ナ デ （flH ］） → ミ ガ キ　 胴 部 ナ デ 内　 7 ．5Y R 8／4 （i餌 宣橙 ） 細 長 ム ・細 石 英 粒 子 含 む 。 頸 郵 ～ 底 邪　 は ば 完 形 N u J l

壷 外　 頭 部 紺 挿 頭 状 文 （1 1 本 2 段 ） 櫛 描 波 状 文 （1 1 本 1 連 止 ） 外　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 境 ） 部 分 的 に 赤 色 塗 彩 あ り 。 n 区 ト レ ン チ

く24 ．1〉 ヘ ラ ナ チ （柾 目 ） 叫 ミ ガキ　 底 部 ミ ガ キ 完 全 実 測

27 弥 生

彙 1 1．1

く7．5〉

lノ、l 剥 落

外　 ミガ キ　 底 部 へ ラナ デ

内　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 橙 ） 細 長 石 ・紹 石 英 粒 一台　 ま れ に 底 部 完 形 N o ．1

外　 7．5Y R 6／6 （紐 ） 1mm 大 白 色 ・赤 色 杓 子 含 む 。 完 全 実 測 N o ．10

2 8 弥 生

10 ．8

く33 ．1〉

両　 剥 落

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 勝目ご半 ミ ガ キ

内 1 0Y R 7／4 （に ぷ い 錯 橙 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子、 ～ 3mm 夫 体 郡 ～ 底 部 完 形 N o ．5

盃 外　 2．5 Y R 4 ／8 （赤 褐 ）

5Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ）

白 色 ・赤 色 精 子 含 む 。 完 全 実 測 m K 2 屑

2 9 弥 生 l

10 ．6

く12．5〉

句　 へ ラ ナ チ （相・日 ） 向　 7，5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 招 ） 細 長 石 ・細 石 英 1 ～ ：軸 m 人 底 部 完彪 N o．3

壷 外　 ミ ガ キ　 底 郡 へ ラ ナ ヂ 外　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 臆 ） 白 色 ・赤 色 粒 子 含 む 。 完 全 実 測

30 弥 生 I

く19．日

句　 剥 落

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彰　 瑚 部 へ ラ描 械 羽 状 文

内 10 Y R 7 ／4 （に ぷ い 拉 佑 ） 細 長 石 ・細 石 英 杓 子 含 む 。 休 部 1／2 N o．12

一義 外　 7．5R 4／8 （赤 ） 完 全 実 測 Ⅲ 区 ト レ ン チ

Ⅲ 区 3 屑

3 1 弥 生 l

8 ．3

0 8．4 ）

Al へ ラ ナ デ （虹 【］）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l勺 10 Y R 7 ／6 （橙 ） 欄 石 英 ・紹 拉 石 粒 「 1mm 大 砂 粒 含 む 。　　　 イ本部 ～ 底 部 完 形 N °．2 1

壷 外　 へ ラ ナ デ （柾 R ） －ミ ガ キ 外 10 Y R 7 ／6 （招 ） 完 全 実 測

ー52－



弥生後期

番 り 餌 長 さ （m m ） 巾 （m m ） ／リ さ （FM ） g 山H j　　　 考 山 t 位 置

5 1 槌 1 1 6 ．0 6 0 ．0 3 4 ．0 4 3 0 ．0 変 質 輝 緑 岩 。 刃 部 欠 拍 ・研 軋　 詣 体 加】工 研 胤　 破 断 耐 こ暦　 瓦 Ⅲ区 サ ブ ト レ ン チ

5 2 磨 石 銭 3 6 ．0 2 0 ．5 2 ．0 1 ．7 両 側 欠 損
n 区 1 椚

5 3 忘「ド 刃 石 斧断 片 5 0 ．0 3 4 ．0 5 ．0 1 0 ．6 蛇 紋 宗 。 月 払 欠 損 ・研 磨 ． 謂 休 鯛 飯　 剥 片 状 の 断 片。
Ⅲ区 3 M

5 4 砥 石 （4 6 ．0 〉 3 4 ．0 1 4 ．0 2 8 ．3 砂 岩
検 出

A A’　B B，

磁壷
H33土層説明
1・暗褐色土層（10YR3／3）砂を含む。
2　黒褐色土層（10YR〟3）砂を含む。
3．褐色土層（10YR4ノ4）砂を多く含む。

第52図　H33号住居址

第32表INPX H34号住居址出土遺物一覧表
番り 器　 槌 法　 星 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 山 十付置

1 弥 生 （16 ．6） 内　 ミガキ　 赤色 塗彩 内　 2．5 Y R 4 ／4 （にぷ い赤 褐） 0．5 mm 大長石 ・紺石 英粒子 含む。 ll紹 1／6 P l

鈷

（3．4 〉

外　 ミガキ　 赤色 塗彩 外　 2．5 Y R 4 ／4 （にぷ い赤 掲） 回転 実測 P 2

2 弥 生

（6．6 ）

（2．8 〉

内　 ミガキ　 赤色塗 彩 内　 7．5 R 4／8 （赤） 0．5 1m 人長f －粒 子多 く、細石 英 底部 1／4 丁区

鉢 外　 ミガキ　 赤色塗 彩　 底 乙部 紬落不明 外　 7．5 R 3／6 （臍赤） 杓子 含む。 Fl1転 実測

ニラ 弥生

7．4

く1．8〉

内　 ミガキ　 赤 色塗 彩 内　 7．5R 4／4 （にぷい赤 ） 細長む ・細石 英粒子 含む。 底部 3／4 T 92

鉢 外　 ミガキ　 赤 色喰彩　　 底部 ミガキ　 赤 色塗 彩 外　 7 ．5R 4／4 （にぷい赤 ） 完全 実測

4 弥生 （14．3 ） 内　 ミガキ　 赤 色塗彩 （剥 落） 両　 2 ．5Y R 4 ／6 （赤禍） 1mm 大砂粒 、細石 英 ・細 長石 含む。 日蝕 1／4 I 区

ポI杯

く6 ．0〉

外　 ミガ キ　 赤 色塗彩 （剥 落） 外 10R 4／8 （赤 ） 回転実 測

5 弥 Jト （18．2 ） 内　 へラ ナチ （柾 目） 内　 7 ．5Y R 6／3 （にぷ い褐） 0．51m 人砂 粒、柵 長石 ・柵 石英 含む。 11緑 1／4 I 区

甑 ？

く7 ．0〉

外　 へラ ナデ （柾 目）－・ヨ コナデ ー・下郡 ミガキ 外　 7 ．5Y R 6／3 （にぷ い褐） ll＿り転実測 検 出

6 弥 生 （1 9．6） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい掩 ） 細 石英 ・翻 長石 粒子含 む。 H 稼 1／12 I 区

望芝

（4 ．5〉

外　 ナヂ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い橙 ） 回 転戌瀾 l

7 弥 ′上 （17 ．1） 内　 ミガキ lノ、1 7．5 R 2／2 （織増赤 褐） 柵長 石 ・細 石 英粒子含 む。 日録 1／8 堀方

深鉢

（4．4 ）

外　 ナ デ　 ミガキ 外　 2．5 Y R 4 ／2 （灰赤 ） l亘転実測

R 弥生 （15 ．0） 山　 王ガキ 内 10 Y R 7／3 （に ぷい黄招 ） 細石 英 ・細 長石 含む。 日録 1／8 検出

褒

く4，2 〉

外　 ヨコナ丁

文　 日録 離縄 文 頸 離～胴 那櫛描 波状 文

外 10 Y R 5 ／1 （褐 灰）

9 灰軸

（7．0 ）

く1，6 〉

内　 ロ クロナデ →施粕 （パ ケ） 内　 5 Y 7 ／2 （灰 白） 緻増。 底 部 1／12 検出

皿 外　 右回 転へ ラケズ リ→高 台 外　 2 ．5Y 7／3 （浅黄） ［ヮJ転 実測

※ 角高台＋ 混人品

10 須 恵器 （13．4 ） 内　 ロ クロナデ 内 10Y R 6 ／1 （栂灰 ） 1IⅦ 大砂軋　 細石 英 ・相 長石粒 子含む。 底部 3／8 I 区

杯 （6．8 ）

（3 ．8）

外　 ロク ロナチ →癖淵仙 l転 糸切 り 外 10Y R 6 ／1 （褐灰） l司転 実測

混人 品　 火だす き

爵号 種　 類 長さ （mm ） 巾 （m m）　 l　 厚 さ （mm）　 ［　　　 g 備　　　 考

21 大型磨 製イ1線 く30 ．0〉 2 1．0　　 1　　　 2 ．5　　　 1　　　 2．1 緑 色片 岩。 ト．下欠損
I 区

53－



41

調

物彪
H34土層説明
1，黒褐色土層（10YR3佗）

砂、小礫を多く含む。
2．褐色土層（10YR4／4）

砂、小磯を多く含む。

E F’3・雷撃孟雲豪ど芸慧）
4．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、小磯を含む。
5．褐色土層（10YR4／4）

砂、小磯を多量に含む。
6．褐色土層（10YR41の

P5　　　　　臥小磯を多量に含む。

1

1■芸ア2

1喜亡≡ア。
更、・ミ‘・、ミ‾ミ．．こ、’1

：主ニ・－＿．；・、、

ノ
第53図　H34号住居址
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弥生後期

第33表INPX H39号住居址出土遺物一覧表
I番号 器　 種 法　 量 成　　 形 ・ 調　　 整　　　　　　　　　 色　　 調　　 l　　　　 胎　　 士　　　　 ！ 残　 存 ・備　 老 l　 出土位置

1 弥生 （16月） 内　 ミガキ　 赤色塗彩　 剥落する　　　　　　　　　　　　　 内　 2．5Y R 4／8 （赤褐） 細石英 ・細長石粒子 含む。
ノ

日録 1／8
一止し旦

鉢 か高杯

〈3．8〉

外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 2，5Y R 4／8 （赤褐） 緻密。 回転実測

突起付 く
2 弥 生 （15．8） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 7．5R 3／6 （暗赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 目線 1／6

鉢か高杯

〈3．6〉

外　 ミガキ　 赤色 塗彩 外　 7．5R 4／8 （赤） 回転実測

突起付 く
3 弥生 内　 杯部 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部へラナデ　 ナデ 両　 杯部大半剥落 紬石英 ・柵長石粒子含む。

0
脚部 1／1 完全実測 T 16

高杯 外　 ミガキ　 赤色塗彩 脚部 7．5Y R 5／3 （にぷ い褐）

外 10R4／8 （赤）

上端部ス リ面あ り。

器台として再利用 か ？
4 弥生 （13．7） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） 細石英 ・柵 長石 粒子 含む。 胴 部 1／1 T 1 5

襲

〈8．7〉

外　 目線櫛描波状文　 貼付 文　 体部へ ラ描斜達文→貼付文

頸部櫛描簾状文　 下部 ミガキ

外　 7．5Y R 5／3 （にぷい褐） 完 全実測

5 弥生 （13．9） 内　 ミガキ 内　 5Y R 6／4 （にぷい橙） 径 1nlnl以下の黒色粒子、細石英 目線一部 ・頸部 検出
婆

〈8．3〉

外　 口緑ヨコナデ

頭部櫛 描簾状文 （9 本、 1 連止） 胴上部櫛描波状文

外　 7．5Y R 6／2 ・6／4

（灰褐 ・にぷい橙）

・細長石粒子含む。 1／4

6 弥 生

（4．8）

〈6．3〉

内　 ミガキ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／2 T 1 6
襲 外　 櫛描波状文　 ミガキ 外　 7．5Y R 4／2 （灰褐） 回転実測

7 弥生

（5．0）

〈4 ．2〉

内　 休部 ミガキ　 脚部 ナデ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷ い橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／2
台付婆 外　 へ ラ描 「コ」字 重文　 ミガキ 外　 7．5Y R 5／3 （にぷ い褐） 完全実測

8 弥生

（5．9）

〈2．3〉

内　 ミガキ 内　 7．5Y R 3／1 （黒褐） 細石英 ・細長 石粒子 含む。 底部 3／4 T 1 5
賓 外　 へ ラナデ （柾 目）　 ミガキ 外　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） 回転実測

9 弥 生 （19．0） 内　 ミガキ　 へラナデ （柾 目） 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 口緑 1／4 T 1 5
壷

〈6．5〉

外 l：1唇部縄文　 頸部へラ描横線文 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 回転実測

10 弥 生 内　 ミガキ　 赤色塗彩わずかに残る 内　 7．5Y R 5／4 （にぷ い褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 目線 1／6 堀方
壷 外　 ミガキ　 赤色塗 彩 ［ニー唇部縄文 外　 7．5Y R 5／4 （にぷ い褐） 回転実測

執うけて萎む
11 弥生 （15．4） 内　 ヨコナデ 内 10Y R 7／3 （にぷ い黄橙） 細石英 ・細長石含む。 LE

口縁 2／11 堀方
壷

〈3．2〉

外　 ミガキ

文　 口唇部縄文

外 10Y R 7／4 （にぷ い黄橙）

12 須恵器 （15．5） 内　 ロク ロナデ 内 10Y R 5／1 （褐灰） まれに 1nlm 大砂粒、細石英 底部 1／1 完全実測 検出
有台杯 11．0

7．1

外　 ロク ロナデ→底部回転糸切後

右恒1転へラケズ リ→高台

外 10Y R 4／1 （褐灰） ・細長石粒 子含 む。 高台底面磨耗

H 37 のものか ？混人品

第34表INPX H48号住居址出土遣物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 士 残　 存 ・備　 老 出」二位 苗
1 弥生

鉢

（10．9）

〈2．1〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩

外　 ミガキ　 赤色塗彩

内　 2．5Y R 4／4 （にぷ い赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。
ノ

目線 1／12

回転実測

I 区 1 層
外　 2．5Y R 4／3 （にぷい赤褐）

2 弥生

（5．6）

〈3．3〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5Y R 4／6 （赤褐） 細石英 ・細長石粒子、 まれ に 底部 1／4 I区 2 層
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部 ミガキ 外　 2．5YR 3／4 （暗赤褐）

底 部黒

1nlnl大赤 ・白色粒子含む。 回転実測

3 弥 生

（6．0）

〈2．1〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5Y R 4／6 （赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／4 床
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部 ミガキ （剥落） 外　 2．5Y R 4／8 （赤 褐）

底 10Y R 7／4 （にぷい黄橙 ）

回転実測

4 弥生

（6．6）

〈1．6〉

内　 ミガキ　 赤 色塗彩 内 10R 5／8 （赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／4 I 区 2 層
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部ミガキ 外 10R 5／6 （赤）

底　 7．5Y R 7／4 （にぷ い橙）
回転実測

5 弥生

（27．6）

〈2．0〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10R 4／6 （赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 日録 1／8 1 層
高杯 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外 10R 4／6 （赤） 回転実測 Ⅳ 区 2 層

6 弥生 （14．9） 内　 へ ラナデ （柾 目）→ ミガキ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長 石粒子 含む。 目線 1／12 Ⅳ区床
鉢

〈5．3〉

外　 ミカキ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

7．5Y R 6／4 （にぷい橙）

回転実測

7 弥 生 （7．0） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 4／2 （灰褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／2 Ⅱ区 2 層
甑 〈2．9〉

孔 （1．2）

外　 へラナデ （柾目）→ナデ 外　 7．5Y R 5／1 （褐灰） 緻密。 回転実測

焼成前穿孔　 一孔
8 弥生

（5．0）

〈4．0〉

内　 ミガキ 内　 7．5Y R 6／3 （にぷ い褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／1 Ⅱ区 2 層
台付襲 外　 ミガキ 脚　 7．5Y R 6／4 （にぷ い橙）

外　 7．5Y R 7／4 （にぷ い橙）

回転実測

9 弥生

6．0

〈3．0 〉

内　 胴部 ミガキ　 底部 ナデ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷ い橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／1 Ⅴ区 2 層
襲 外　 ミガキ

底部未調整

外　 7．5Y R 6／2 （灰褐） 完全実測

－55－



1．黒褐色土居（10YR2乃）
パミス、砂を微量に含む。

B’2．黒褐色土層（10YR2／2）
パミス、砂を微量に含む。

3．暗褐色土層（10YR3／3）
砂が多量に混入。

4．黒褐色土層（10YR3／2）
砂が多量に混入。（柱痕）

堀方（南より）

5．暗褐色土層（10YR3／4）
砂が多量に混入。（ピット堀方）

6．黒褐色上層（10YR23）
砂が多量に混入。（貼床）

7，褐色土層（10YR4！4）
（柱痕）（P3、12号住ピットか？）

8．にぷい黄褐色土層（10YR4！3）
砂主体。（P3、12号住ピットか？）

0　　　（1こ4）　　　10cm

⑥

・一品ミぜボブメ・・、

第54図　H39号住居址
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弥生後期

C’　K K’

H48土層説明
1．黒褐色土層（10YR2佗）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR〟3）

砂を多くみ、小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR3／2）

砂を多く含む。
4．黒褐色土層（10YR〟2）

砂、小石を含む。

し→＼

完掘（東より）
5．黒褐色土層（10YR2／2）

焼土粒を含む。
6．暗褐色土層（10YRj／3）

砂を多く含む。
7．褐色土層（10YR4／5）

砂を多量に含む。
8．暗褐色土層（10YR3／3）

砂主体。

＼一一一一一＼一　J

（1こ4）　　　10cm

第55図　H48号住居址（1）
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莞l三忘箆ユ！
23　　　　　　　24

三・・二諒二

由軒叫

18　　　　　　　・0　　（1ニ4）　　10cm

第56図　H48号住居址（2）

1 0 須 恵 霊 （1 9．6 ） 内　 ロ ク ロ ナ デ 内　 2．5 Y 5 ／1 （黄 灰 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 ． 0 ．5耶 大 日 級 1／4 検 出

畜I杯

く2．7〉

外　 ロ ク ロ ナ デ → 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ 外　 2．5 Y 4 ／1 （黄 灰 ） 砂 粒 含 む 。 llヨ1転 実 測

1 1 弥 ′lこ （1 1 ，2 ） 内　 へ ラ ナ デ （雁 日 ） 内　 7．5 Y R 7 ／3 （にぷ い 橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 胞 子 含 む 。 底 部 1／1 Ⅳ K 2 田

鉢 5．2

7 ．4

外　 へ ラ ナ デ （飼

底 部 へ ラ ナ

日 ） 一一日 紐 ヨ コ ナ デ ーH l緑 櫛 捕 斜 度 文 外　 7．5 Y R 7 ／3 （にぷ い 橙 ）

張

ま れ に 2 m m 大 白 色 粒 子 含 む 。 完 全 実 測

1 2 弥 生 1 5 ．2 内　 へ ラナ デ （柾 因 ） → ミガ キ 肉　 7．5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 掲 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子． ま れ に 目 線 1 ／1 V 区 2 屑

襲

（1 2．9 〉

外　 へ ラナ デ （柾 目 ） → 細 部 櫛 描 簾 状 文　　 ㈲ 描 波 状 文 外　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 1 ～ 2 m m 夫 白 色 粒 子 含 む 。 完 全 実 測 V 区 床

1 3 弥 生 （1 0．7 ） 内　 ミ ガ キ 内　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 撞 ） 紺 石 英 ・棚 長 石 含 む 。 U 縁 1／5 丁区 2 層

壌

く3 ．0〉

外　 ヨ コ ナ デ　 姐 部 櫛 描 腺 状 文 （車 付 不 明 、 1 辿 止 ） 外　 7．5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ）

1 4 弥 生

8 ．4

（＆ 6〉

内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） ナ デ 内　 7．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 隙 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 、 底 部 7／8 Ⅳ 区 2 屑

壷 外　 ミ ガ キ 外　 7．5 Y R 6 ／6 （‡琶） ま れ に 1 － 2 1m 火 赤 色 粒 ナ含 む 。 恒1転 実 測

1 5 土 師 器 （2 6．2） 内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ 内　 5 Y R 6 ！6 （協 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 2 1肌 大 日録 1／8 1 層

壷

く5 ．0〉

外　 ヨ コ ナ デ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 赤 色 、 白 色 粒 子 含 む 。 回 転 安 測

1 6 弥 生 （1 6 ．2） 内　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → 口 緑 ミ ガ キ 内 1 0 Y R 6 ／4 （に ぷ い 黄 攫 ） 翻 石 英 ・紬 長 石 粒 子 、 ま れ に

一 ‾・含 む

目 線 1／4 Ⅴ 区 床

Ⅳ　 2彙

く2 2 ．1）

外　 H 緑 櫛 抽 波 状 文　 頚 部 櫛 描 簾 状 文 （9 本 、 一連 IL ）

→ へ ラ 描 平 行 碑 文 → 口 緑 ・胴 部 ミ ガ キ

外　 7 ．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 痘 ） 1 m m 大 白 色 ・赤 色 拉 了 討 。 回 転 実 測 区 2 層

1 7 弥 牛 （6 ．8） 内　 ナ デ → 口 緑 ミ ガ キ 内 1 0 Y R 7 ／3 （に ぷ い 敢 橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 塵 子 、 ま れ に 頭 部 3ノ4 Ⅳ 区 I 層

義

く4．2 ）

外 ［嘱 都 縄 文 「1 線 部 ヨ コ ナ デ　　 ナ デ → 胴 部 ミ ガキ 外　 7 ．5 Y R 7 ／4 （に ぷ い 橙 ） l nm ～ 2 IⅦ 人 白 色 粒 子 含 む 。 完 全 実 測

1 8 弥 生 （1 2 ．2 ） 内　 三 ガ キ 両 1 0 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） 径 1仰 以 下 の 三光色 粒 子 、 細 石 葵 口 級 1／8 検 出

壷

く2．9 〉

外　 ミ ガ キ　 ロ 檀 那　 刻 み 目 外 1 0 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） ・相 良 石 含 む 。

許 号 極　 細 長 さ （nm ） 巾 （n m） 厚 さ （IⅦ ） g 備　　　 考 出 土 位 ㌍

3 6 凹 基 石 轍 1 4 ．8 1 2 ．9 2 ．7 0 ．3 且 曜 石 。 刃 部 縁 辺 整 形 加l⊥ 押 r［承憫 L　 ㌍ 体 加 上押 貯 細 腕 検 田

3 7 磨 製 石 娘 4 2 ．0 2 3 ．0 2 ．5 2 ．9 脚 欠 礼　 粘 板 岩 。 刃 部 縁 辺 整 形 加 工 研 磨 。 器 体 加 1 。 研 磨 穿 孔 。 lV 区 2 層

3 8 磨 製 石 娘 3 8 ．5 2 4 ．5 2 ．0 3 ．6 脚 欠 瓜　 緑 色 片 岩 。 刃 郡 縁 辺 整 形 加 工 研 磨 。 器 体 加 工 研 凰　 穿 孔 ． 床

3 9 靡 製 石 琳 5 6 ．0 2 0 ．0 2 ．0 3 ．3 緑 色 片 岩 。 刃 部 縁 辺 整 形 加 工 研 磨 。 器 体 加 工 研 磨 。 穿 孔 。 Ⅳ 区 床

4 0 磨 製 石 綴 2 4 ．0 9 ．0 1 ．5 0 ．5 緑 色 片 岩 。 刃 別 線 辺 整 形 加 工研 磨 。 定 休 加 工 研 磨 。 床
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弥生後期

標高689．9531m

O　　　（1ニ80）　　　2m

H50上層説明
1．黒褐色土層（10YRが3）

砂を多く含む。
2．黒褐色土層（10YR〟3）

（柱痕）
3．黒褐色土層（10YRが3）

砂ブロック、小石を多く含む。（貼床）
4，黒褐色土（10YR2／3）と

黄褐色砂ブロック（10YR5／8）混在。
5，黒褐色土層（10YR3／2）

p131　　　　　P130　　　　　　砂を多量に含む0（床下柱痕）

滋彦’
C　　　　　　　5　C

∵うら吻読癖
D D’　E E’　F F’

2　　　　　　　　5　　　　　　　　　　5

PI P3　　　　　　　　　　　P4

ヽi＝芦2

＿＿ヰ 也巨ゴ6（＝〕
0　　（1こ4）

第57図　H50号住居址

第35表INPX H50号住居址出土遺物一覧表
爵号 器　 趣 抜　 足 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出 土位置

1 弥生 6．8 内　 へ ラナデ （柾 目） 内　 7．5 Y R 7／4 （にぷ い橙） 細長 石、細 石英赤 色粒子 含む。 U 緑 1／1 H 13 カマ ド堀方

彙

（5．8 〉

外　 へ ラナチ （柾 目） 外　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橙） 完 全実測

2 弥生 （17 ．4 ） 向　 ミガキ　 赤 色塗 彩

Eかtレ

内　 2．5 Y R 5 ／6 （明赤 褐） 細長 石，細石 英赤 色杓子 含む。 目線 1／12 T 3 1

鉢

く4．8 〉

外　 目線 櫛描波 状 文　　 体 部 ミガキ　 赤 色塗彩 外 10 Y R 4 ／8 （赤 ）

目線 7．5 Y R 7／3 （にぷい積 ）

回 転実測

3 弥生 （2 0．2 ） 内　 へ ラナチ （柾 目） → ミガキ 内　 5 R Y 5／3 （にぷい 赤褐） 細長 石、細石 英赤色 粒子含 む。 臼縁 1／5 H 13 1 区

褒

く9．8 〉

外　 日録 櫛描波 状文 1 段 瑚 部材描腐 状文

体部 樋描波 状文 体部 中央線描 斜走文

外　 5 Y R 3／2 （聯 赤褐） 匝l転実測

4 弥t （10．5 ） 内　 ミガ キ

）

内　 7 ．5Y R 5 ／1 （袖灰） 径 l nm 以 下の長石 、細石 英含 む。 □緯 1／8 I 区

梁

〈7．7〉

外　 目線 離櫛描 波状文 （8 本 1 組　 頚部櫛 描液状 文

（2 連止、 9 本 1 組）　 胴部 樺描波 状文 （単位不 明）

外　 5 Y R 6／4 （にぷい樺 ） 外 面磨滅

5 弥 Jfモ （1 2．7 ） 向　 ミガ キ 内　 7 ．5Y R 6 ／3 （にぷ い褐） 径 1mm 大長 石、赤 褐色粒 子、 目線 1／6 I 区

褒

く2 ．6〉

外　 ヨコ ナヂ ［I唇部縄 文　 頸郵 相描液 状文 （1 連 止） 外　 7 ．5Y R S／2 （尿抱） 細 石葵 含む。

6 弥 ′†ミ

5 ．0

く1．8 〉

内　 ナデ

外　 ミガキ　 底部 ナチ

内　 7 ．5Y R 4／1 （褐 灰） 細 長石、 細石 英赤色粒 ・子含む 。 底部 1／1 ＝区

褒 外　 7 ．5Y R 5／4 （にぷ い編） 完全実 測

番号 樋　 類 長さ （m ） 巾 （m ）　 1　 厚 さ （nm）　 l　　　 g 備　　　 考 出t 位置

11 敲打 石 く78 ．0） 59 ．0　　　 1　　　 3 5．O　　　 I　　 2 42 ．0 安 山岩 N o ．2

－59－



H77（WH23）上層説明
1．黒褐色土層（10YRが3）

′くミスを微巌にふくみ、
砂を少し含む。

2．黒褐色土層（10YR2／2）
パミス、砂を少し含み、
炭化物粒子を含む。

3．黒褐色士層（10YR2／3）
（柱痕）

4．褐色土層（10YR4ノ4）
砂が多量に浪人。

5．暗褐色土層（10YR3／4）
砂が多量に混入。

6．黒褐色上層（10YR2／2）
（柱痕）

7．暗褐色上層（10YR3！3）
（柱痕）

8，暗褐色上層（10YR3／4）
砂ブロック、パミス、
小石を多量に含む。

9．黒褐色土層（10YRZ佗）
締まりなし。

10．暗褐色土眉（10YR3／4）
締まりあり。（貼床）

11．褐色土層（10YR4／6）
砂が多量に混入。

12．褐色土層（75YR4／3）
焼土粒子を含む。

13．黒褐色上層（】OYR2／3）
砂を少量含む。

－60－
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弥生後期

0　　　（1こ　4）　　　10cm

第36表INPX H77号住居址出土造物一覧表
路号 苫　 超 法　 Elt 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 甘封 鋸 ′よ

1 水生 （2 4．6 ） 内　 ミガキ　 赤色塗 彩 内 10 R 4／4 （赤 褐） lrum 大長石 純子 ．欄石英 粒 「 11線 1／4 N o．7

，高杯

く8．5 〉

外　 ミガキ　 ・部赤 色塗彩 I l唇 郡刻み 外　 7 ．5Y R 7／3 （にぷ い橙） 含む。 lF・転実 測 1 区 1 ・2 層

2 弥 生

3．3

（2 ．2〉

内　 ナ デ　 赤色 塗彩　 脚部へ ラナチ 向　 7 ．5R 4 ／8 （ ）

こぶ いぬ橙）

細石英 ・細長f T純子 含む。 脚部完 形 Ⅳ K 瑚方

満 杯

ミニ チュ ア

外　 ミガキ　 赤 色塗彩 脚 10Y R 7／3

外 10R 5／6　 り

完全実 測

3 弥 生 （1 1．2 ） 内　 ミガキ　 赤 色塗彩 内　 7．5 R 3 ／6 （ 赤 ） 細 長石多 く、怒‖ム牒津針子合詫お H 緑 1／4 Ⅳ 区 1 層

鉢

（3 ．0）

外　 ミガキ　 赤 色塗彩 外　 7．5 R 4 ／6 （赤） 回転実測

5 弥 Jlミ

拙

2 3．9 内　 ミガキ

外　 へ r ナ ー （柾 目） → ミガ キ

内 10 Y R 7／3 （にぷい滝 ）

外　 7 5 Y R 7／3 （にぷ い撞）

1mm 大益石杓子 、細 山凍 粒 ナ

含む。

日放 完形 N o ．5

く1 1．8）

フ　　 ‾r　　　　 ‾

11緑樹 捕波状 文　 頸 部櫛甜 嬢状 文

ーぷ ′ ト，実測 N o ．6

I 区 2 層

番 号 種　 類 長 さ （mm ） 巾 （mm ） 厚 さ （mm ） g 備　　　 考 出 十位 芹

16 人形磨裂石肢末製品 74 ．0 26 ．0 2．5 6 ．2 粘板 岩。 刃部級辺 整形加 工研磨 。器体 加工研 磨．穿 孔。 N o．1

17 靡製石 腹 18 ．0 10 ．0 2．0 0 ．4 粘板 嵐　 刃部縁辺 整形加 工研胤　 総体 加⊥研 靡。 皿区 1 層

18 磨磐石綴 23 ．0 15 ．0 2．0 0 ．7 粘板 岩。刃 部緑辺 整形加 工研磨。 器体 加工研 磨。 P 3

19 解 熱石鍼 ユ製品 3 3 ．0 2 1．0 1，5 1．6 凝灰 岩。刃 部縁辺 整形加 工研磨。 鑑体 加工研 磨。 1V 区 2 楢

2 0 砥 く4 2 ．0 〉 25 ．0 10．0 13．2 砂岩 床

2 I 砥石 〈6 1．0 〉 50 ．0 2 2．0 7 8，9 砂岩 1 I左 1 屑

2 2 房 、J 一l‘刃石 斧 7 1 ．0 53 ．0 10．0 6 4．0 線色 岩類。 刃部欠礼　 器体 研磨。 N u．3

2 3 当 9 4 ．0 （6 2 ．0） 5 8．0 9 3．5 軽石 Ⅳ 区 1 層

2 4 t 9．0 8．0 7．0 0 ．9 I 区堀方

第37表INPX H80号住居址出土遺物一覧表
番 －り 昔　 施 法 11く 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・備　 考 出 ll．位置

1 弥 生 7 ．4

く4 ．0〉

内　 ミガキ　 赤色 塗彩 内 1 0R 4 ／8 （赤） 細 長石杓 子含む 。 l級 1 ／4 墟 方

杯 外　 ミガキ　 赤色 塗彩 外　 7．5 R 4 ／8 （赤） 回 転実測

2 弥 ′1こ

く4．0 〉

内　 杯離 ミガキ　 脚部ナ デ 内　 2．5 Y R 4 ／1 （赤灰 ） 細石 英 ・細 長石粒 子含 む。 頸 郡 N o ．5

台付 褒 外　 へラナ デ （柾 目）→ ミ ガキ 脚　 2．5 Y R 2 ／1 （赤盟 ）

外　 5Y R 6／4 （にぷ い撞 ）

完 全実測

3 弥生 （19 ．2） 内　 へラナ デ （柾 目）－・ミガキ

部 ミガ

内 10 Y R 3／1 （黒柘 ）

外 10 Y R 4 ／2 （灰黄 褐）

細石 英 ・欄 長石粒 ・・予含 む． 1 ／2 N o．1

褒

く16 ．8〉

外　 胴 部 ミ　 キ　 日再部縄 文

目線部 へラ描 波状文 （3 本） 休部 へラ描 『コ』字 重ね文

肉 が薄 い。

転 実測

4 弥生 11 ．8 肉　 ミガキ　 赤色顔 料付着 内　 7．5Y R 5 ／4 （にぷ い褐） 細長f l多 く、 細石 英含む。 録 2／3 N o．4

憩

〈8．6 〉

外　 n 縁 上端 、 札　 胴上郡 櫛描波 状文→胴 下郎 ミガキ 外　 7．5Y R 4 ／2 （灰枢 ） ・全 実測

5 弥J仁

7．9

く4 ．3〉

向　 ナ デ

外　 ミガキ　 底 部へ ラナチ

内　 7 ．5Y R 7 ／4 （にぷ い琶） 細石 英 ・細妓 石粒 子含む。 底部 4／5 1 層

焚 外　 5 Y R 6／4 （にぷい撞 ） 完全実 測

6 弥 生

Ⅶ （11．2 ）

く15．3 〉

内　 へ ラナデ （柾 目） 内 10Y R 7 ／4 （にぷ い於臆 ） 細石英 ・細長 石を 多く含む。 底部 1／4 P 2

外　 へ ラナデ （柾 目） → ミガキ　 赤 色顔料 付着 外　 5 Y R 6／6 （橙） 回転実 測 ト レンチ

7 弥 生

壷 （10 ．3 ）

く5 ．7〉

内　 剥落 内　 7 ．5Y R 5／2 （灰 褐） 細 f r英 ・細長 石粒子、 31nrn 大 底部 2 ／3 N o ．2

外　 ミガ キ 外　 7 ．5YrR 7／3 （にぷ い橙 ） 粒 子含む． 完 全実 測

8 弥 生 （18 ．0） 内　 ミガ キ 両　 7 ．5Y R 3／1 （m 栂） 細石 英 ・細長右 粒子含 む。 lニ1線 1／4 1 層

焚

く9，0 ）

外　 日柄 部潮は： 受離 酎賂隙碇状 文　 胴 部膨抽 波状 文 外　 7．5Y R 4 ／3 （褐） 回 転実細

轟号 確　 難 長さ （nm ） 巾 （m m）　 1　 厚さ （mm ）　 l　　　 g 備　　　 考 出 lニ位置

2 4 イT槌 66 ．0 76 ．0　　　 1　　　 33 ．0　　　 1　　　 2 35 ．0 変 質輝線 岩。刃 離搬 状痕 ・研凰　 器体 研軋　 破断 面に磨 り面。 トレンチ

－61－



H80（WH26）土屑説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

パミス、砂を少量含む。
2．黒褐色土層（10YRか2）

パミス、砂を少量含む。
3．黒褐色士層（10YR〟3）

パミス、砂を少量含む。
4，黒色土層（10YR2／1）

パミスを微量に含む。
5．暗褐色土層

砂、′〈ミス
6　黒褐色上層

（柱痕）
7．暗褐色土層

砂ブロック
8．黒褐色土層

（柱痕）
9，暗褐色土層

砂ブロック
10．黒褐色土層

やや締まり

（10YR3／4）

を含む。（周溝）
（10YR2／3）

（10YRコ！3）

が多量に混入。
（10YR訂3）

（10YR3／3）

が多量に混入。
（10YR2／2）
あり。（貼床）

lI　褐色土層（10YR4！4）
砂ブロックを含む。

H80号住居址は、北側にカクランがあるためプランが充分に把握できていない。4・8の嚢から後期としたが、3の賓、6

の壷などは弥生中期であり、またプランと柱穴の位置も一致していない。弥生中期の住居址があるところにH80号住居址が重

複して構築されたものと思われるが、詳細は不明である。

ー62－



弥生後期

p126　　　　忘

H31　　　　　　寸

CD

H32　　　　　　　　＝

勿物

C’　H55土層説明

r’l〕∴．．1、
1，黒色土層（10YRl．7！1）

砂を含む。
2，黒褐色土層（10YR3／2）

（柱痕）（P2、P5）
3．黒褐色上層（10YR3／3）

（柱痕）（P3）

ご’・’′′　　　．・．　一一一ト∴

第61図　H55号住居址

堀方（南より）

疎「

H82（Wt128）士層説明
1．黒褐色土層（10YRj佗）

砂、ローム粒子を含む。
2，暗褐色土層（10YR3／3）

砂、ローム粒子を多く含む。
3．褐色土層（10YRヰ／4）

砂を極めて多量に含む。（ピット堀方）

壊高689．28m

（1．80）　　　2m

第62図　H82号住居址

第38表INPX H82号住居址出土遺物一覧表

0　　（1こ4）　　　10crn

番一号 2旨・絶 法．局 成　　　 形　・　調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　存・備　考 出土位置

1 弥JL 臥2

4．8

3．6

内　ミガキ　赤色塗彩 内10R4／8（赤） 細石英・細長石純一予含む。 完形 No．1

鉢 外　ミガキ　赤色塗彩

底　ミガキ　赤色塗彩

外10R4／8（赤）

底lUR5／8（赤）

完全実測

2 弥生

（

く2

8〉

0〉

内　ミガキ　赤色塗彩？ 内10YR6／6（明黄褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／6 P3

鉢 外　ミガキ　赤色塗彩

底　ミガキ　赤色塗彩？

外　2．5YR5／2（にぷい赤組） 回転実測

3 弥生

（5

く2

孔

0）

2〉

．2

内　ナデ 内　7，5YR6／4（橙） 細石英・細長石粒子含む。 底部＝／2 Pl

甑 外　へラケズリ 外　7．5YR5／3（にぷい褐） 回転実測

一63－
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H88（WH34）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3β）

砂、パミス、炭化物粒子を含む。
2，黒褐色土層（10YR2／3）

砂、パミス、炭化物粒子を含む。
3．にぷい黄褐色土層（10YR4ノ3）

砂主体。
4　暗褐色上層（10YR3／4）

砂を多く含む。（周溝）
5．暗褐色土層（10YR3！3）

砂を含み、炭化物粒子を少量含む。
締まりあり。（貼床）

6．黒褐色土層（10YR∽）
砂を少量含む。やや締まる。

6第63図　H88号住居址

第39表INPX H88号住居址出土造物一覧表

0　　（1こ4）　　　10cm

解り 器　機 法　旭 成　　　 形　・　ぷ1　　整 色　　　 調 胎　　　 十 残　存・協　考 田上位m

1 弥生 （13．0）内　三ガキ　赤色塗彩 内10R4／8（赤） 細石英・雅長石拉一子、0．5mm人 u抹1／8

l
鉢

〈6．1）

外　ミガキ＋赤色塗彩 外　51R3／6（暗赤褐）

底　5YR2／1（黒褐）

赤色拉丁．1む。 国転実測

2 弥生

（5．0）

（2．7〉

内　ミガキ　赤色塗彩 内　2．5YR4／6（赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／4

鉢 外　ミガキ　赤色塗彩　底部ミガキ 外10R4／6（赤） lPl転実測

3 弥生 20．1 内　ミガキ　赤色塗彩 内10R4／6（赤） 細石英・湖長石粒子含む。 U縁3／4 No．1

鉢 7．3

10．5

外　ミガヰ　赤色塗彩　目線上部櫛描波状文　底郡ミガキ 外10R4／6（赤）

底7．5YR7／4（にぷい橙）

底部完形

完全実測

No．2

下層

4 弥生 18．7 内　ミガキ 内　5YR5／6（明赤褐） 細石英・細長石椅子多く含む。 ほぼ完形 No．4

襲 6．6

26．3

外　口線上瓢櫛捕波状文（7本）→頸部櫛指頭状文（7本1辿止）

頸上部、胴上半櫛描波状文胴下瓢櫛描斜走文

胴下郡ミガキ　底部ナデ

外　2．5YR6／6（橙） 完全実測

5 弥生

（20．6〉

句　へラナチ（柾目）→ミガキ 内10YR7／3（にぷい童招）細長石粒予、11m人赤色粒子 頸部～休部2／3 Ncll

壷 外　ミガヰ　野点部櫛描械碗文（5本） 外10YR7／4（にぷい載積）含む。 国転実測 No．3

6 弥生

（11．2）

（2．5〉

内　剥落 内　7．5YR6／4（にぷい橙） 紺石英・細長石粒子含む。 底部4／5

彙 外　ミガキ 外　7．5YR6／4（にぷい滝〉 1mm大赤色粒子含む。 回転実測

番号 椎　類 長さ（l棚） 巾（mm） 厚さ（mm） g 備　　　 考 出土付置

11 管玉 14．0 2．5 2．5 0．1 碧玉。緑色凝灰嵐　研磨。

12 礫按石謹 65．0 79．0 46．0 238．0 安山乱　器体加工直接、録辺に滑れ痕あり。石核とは断定できない。

13 剥片 64．0 59．0 7．0 27．5 安山岩。裏面剥落。明確な加工なし。比熱でもろくなっている。 下層
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弥生後期

Hl O5（Sll13）土層説明
1．黒褐色土層（10Y3！2）

砂、少礫を多く含む。
2．黒褐色上層（10YR2佗）

砂、少礫を多く含む。
3．暗褐色土層（10YR3！3）

砂、小礫を多く含む。
4．暗褐色土層（10YR3！4）

砂、小礫を多く含む。
5．褐色土層（10YR4叫

砂、小礫を極めて多く含む。（堀方）

第64図　HlO5号住居址
0　　（1ニ4）

第40表INPX HlO5号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 椰 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 山 十付 m

1 弥生

匙

長 さ ．7

帖 3．0

Jワt 建 部 0．6

軸 1．3

内　 ミガキ　 赤色塗 彩

外　 ミガキ　 赤色塗 彩　 厚 さ匙 部 ．6　 厚 さ軸甜1 1．3

外　 2．5 Y R 4 ／8　し赤褐 ） 細長石 ・細石 莱粒 子含む。 3 層

2 弥生

（5 ．8 ）

く2 ．4〉

内　 ミガキ　 赤 色盤彩 内　 2 ．5Y R 4 ／8 （赤褐〉 細長石 ・紺石 英粒子 含む。 底部 1／2 1 屑

甑 外　 三ガキ　 赤 色塗彩　 底 部 ミガ キ 外　 7 ．5R 4／6 （赤）

底　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い燈）

回転実 測

3 弥 生

（6 ．6）

0 ．8〉

内　 ミガキ　 赤 色塗彩 両 10R 4／4 （赤 褐） 細 ～ 0 ．5mm 大石英 、長石 粒子 底部 1／3 1 層

瓶 外 l l級 ヨコナ デ　 休 部へ ラケズ リ　 底部 ミガキ 外 10R 4 ／8 （赤 ） 含む。 回転実測

4 弥 生

10 ．4

（9 ．5〉

内　 杯跳 ミガキ　 赤色塗 彩　 脚 部へ ラナデ †勺　 5 Y R 6 ／6 （招） 11m 大 石英粒 子多 く、細長 石粒子 脚 部ほ ぼ完形 2 屑

rE‘ごj杯 外　 ミガ キ　 赤色 塗彩 外　 2 ．5Y R4 ／6 （赤 砲） 含 む。 完 全項潮

5 弥 生

彙

（17 ．2） 内　 ミガキ 内 1 0Y R 6／4 （にぷい超 絶） 紺 長石 ・細 石英粒 子含 む。 口絃 1／5 1 層

（7．6 〉

外　 へフナ T （柾 目）→ ミガキ＋ 頸部将 描械練 文

へラ描 垂下文 （T 字 文）

外 1 0Y R 7／4 （にぷい 於橙） 1m 人赤 色粒 f Eうむ。 回 転実測

6 弥生

加

（10 ．2〉

内　 ミガキ　 赤色 塗彰 内 10 R 4 ／6 （赤） 1 mm 大石 英粒 子多 く、 細長石 粒子 頭 部 1／2 1 層

外　 ミガキ　 赤色塗 彩　 班別櫛描 横線 文

へ ラ嫡垂 下文 （T で 文）

外 10 R 4／4 （赤栂）

隻白　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い楕）

含む。 回 転題潮

7 弥Jiニ

9．7

〈2 0，1〉

内　 へ ラナヂ （柾 目） 内 10 Y R 7 ／3 （に ぷい攻橙 ） 細長 石 ・紐石 英 1m 天 赤色純 子 底 部完形 1 層

壷 外　 ミガヰ　 赤 色塗彩　 底 部 ミガキ 外　 7．5R 4／6 （赤 ）

下部 7．5Y R 7 ／4 （にぷ い橙）

含む。 完 全実測 2 層

8 弥 ′た

5．9

く3．0 〉

内　 剥落

外　 ミガキ

内　 7 ．5Y R 7 ／4 （にぷ い紐） 細石英 ・細長 石含む 。 底部 完形 2 層

璽 外　 7 ．5Y R 6 ／3 （にぷ い褐） 完全 実測

9 弥 生 （15．0 ） 内　 ミガキ 内　 7 ．5Y R 6／4 （にぷ い危） 棚 石英 ・細長 石含む 。 ‖緑 1／4 1 層

頭

く8 ．2〉

外　 櫛描 波状文　 櫛描態 状文 （2 連止 1 本） 外　 7 ，5Y R 6／4 （にぷ い穏） 回転実 測 2 層
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3．古墳中期　　　　H9・H12・H13・Hl4・H20・H3l・H64・H7l・H83・H84・H93・H96

古墳中期の竪穴住居址は12棟検出された。カマドの有無は調査区域外で不明であるが、土器様相からはH64はカマドを伴わ

なず、H71は北側未調査であるがはカマドを伴うであろう。他の住居址はカマドを伴っている。
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古墳中期

現在遺跡周辺で調査された古墳中期の住居址数は彪棟である。北西の久保遺跡の住居址はカマドを伴っておらず、西一本柳

遺跡Ⅱ～Ⅸはカマド伴うもの伴わないもの両者がみられる。

本遺跡　　　西一本柳遺跡Ⅱ～Ⅸ　　　北西の久保遺跡　　　五里田遺跡　　　合計

11　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　0　　　　　　　42

出土遺物には土師器・須恵器・石製模造品（剣形・勾玉）・臼玉・砥石がある。土師器は杯・椀、高帆　小型丸底壷、壷、

賓・甑がある。H64の長脚高杯や小型丸底壷を多く共伴する土器群は北西の久保遺跡と同期であろう。また南北に検出された

M8号溝址も同期であろう。H71からは須恵器の器台が出土し、長野県では長野市本村東沖遺跡（1993．『本村東沖』）、丸子町

井戸下遺跡（1995・『上田小県誌』）の竪穴住居址内より出土する。本村東沖遺跡は古墳中期末、井戸下遺跡は古墳後期にあた

るもので、H71の須恵器器台は5C後半に位置づけられもので、住居址出土の器台としては県内では最古といえる。この器台

は高杯形器台Aで、台部は深く内湾し、端部付近で外反し曲げられている。端面の加工はされていない。外面の施文は波状文

を巡らせ、2本の凹線の間に凸線を作り出し、波状文→凸線で全面構成される。脚端部は欠損し、不明である。脚部には台形

の透かし窓を縦方向一列に穿っている。共伴する土師器は口縁が内稜を持って外傾する杯・椀の器形が少なく、高杯は短脚化

し、小型丸底壷が減少するなど、古墳中期5C後半の様相を持つ。また石製模造品・臼玉が出土している。剣形品の形態は篠

原祐一（1997『祭祀考古学』創刊号）によれば4段階に分類し、C．断面台形を呈し、鏑の表現が形骸化し稜となるもの（5

C中葉～5C末葉）、D．長方形を呈し板状のもの（5C末葉～6C前葉）としており、H71，40はCに近く、H84．12はDに

分類され5C～6C前葉にといえるであろう。M8号溝址の剣形晶は縞があり、H71住居址より前段階のB段階であろう。こ

れも土器とはぼ一致している。

第66図　古墳中期土器図

4．古墳後期　Hl・H4・H15・H26・H30・H42・H45・H46・H56・H57・H58・H67・H75・H95・HlOl

古墳後期の竪穴住居址は15棟調査した。土器様相から位置付けをしてみる。

I H4・H30

Ⅱ　　Hl・H15・H42・Ii45・H57・H58・H67

Ⅲ　　　H46・H95・HE茹・HlOl・H75

長野市の榎田遺跡（1999　長野県埋蔵文化財センター『榎田遺跡』）の古墳後期の分類に準拠するとI群は5C末～6C前

葉に、Ⅱ群は6C中頃から後半に、Ⅲ群は7C代が充てられる。H26は遺物がなく不明である。
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⑥

P3

H9土層説明
1．黒褐色上層（10YR訂3）

パミスを多く含む。
2．暗褐色土層（10YR3／〕）

パミス、砂を含む。
3．黒褐色土層（10YR2佗）

パミス、炭化物粒子を含む。
締まりあり。

4，黒色土層（10YR訓）
パミスを少量含む。

5．黒褐色士層（10YRか3）
砂を多く含む。（壁崩壊層）

6．暗褐色土層（10YR3！4）
砂多量に混入。（周溝）

7．暗褐色土層（10YR3／3）
粘土ブロックを多く含む。（カマド崩壊層）

8．褐色土層（7．5YR4／4）
焼土、粘土、炭化物を多く含む。
（カマド崩壊層）

9．褐色土層（7．5YR4／6）
焼土。火熱を強く受けている。

10．暗褐色土眉（7．5YR3／4）
焼土、炭化物、粘土を含む。

11．褐色土層（10YR4／6）
砂ブロックを含む。

12．暗褐色土層（10YR3／3）
焼土ブロック、粘土を含む。（カマト構築土）

0　　（1こ4）

13．暗褐色土層（10YR3何）
砂を多く含む。（カマド堀方）

14．黒褐色土層（10YR〟3）
砂微量に含む。粘性あり。（カマド堀方）

15　暗褐色土層（10YR3／4）
砂を多く含む。（カマド堀方）

16，黒褐色土層（10YR2月）
パミスを少し含む。

17．黒褐色土層（10YRZ／2）
パミスを微量に含む。

18．暗褐色土層（10YR3／3）
パミス、砂を含む。

19．黒褐色土層（10YR23）
砂を多く含む。

20．黒褐色土層（10YR2／3）
パミスを微量に含む。（柱痕）

21．暗褐色土層（10YR3！4）
砂を多く含む。

22．黒褐色土層（10YR2〟）

砂、パミスを含む。
締まりあまりなし。（貼床）

23，黒褐色土層（10YRZ乃）
砂ブロックを含む。

24．黒褐色土層（10YR2／3）
砂微量に含み、粘土ブロックを含む。

第67図　H9号住居址（1）
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古墳中期
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第68図　H9号住居址（2）

第41表INPX H9号住居址出土遺物一覧表

0　　（1ニ4）　　　10cm

番号 思　沌 法　最 成　　　形　・　調　　　整 色　　調　　　　　　　　　 胎　　 ‾L　　　　　　　　 残　存・焔　考　　　 ・l・上位椚

1 L師器 （116）内　ナチ 内　2・5YR6／6り責）　　　　 まれに加入砂粒含む。　　　　　　 lI線1／4　　　　　 Ⅲ区1層

杯

6．6

外lコ縁ヨコナデ→底部へラケズリ　ヘラナヂ 外　2．5YR6／4（にぷい境）細石姓・細長石粒子含む。 回転実測 H区2層

Ⅲ区

2 十師昔 （13．2）内　へラナチ 内　2．5YR4／4（にぷい赤栂）11m人砂粒含む、細長石、 日録5／12 m区1屑

鉢

（7．7〉

外II緑ヨコナデ二一休部へラナデ 外　2．5YRl．7／1（赤上．Lも） 紺石英粒子含む。 回転実測 Ⅲ区2層

ご1 土師ぷ

（5．3〉

両　へラナデ　ナチ 両　5YR5／6（明赤褐） まれに0．5nm大砂粒、 底

回

β

転つこi則

Nb．7
小型丸底壷 外　へラケズリ　ヘラミガキ　ヘラナデ 外　2．5YR5／6（明赤褐） 細長石・和石英杓子含む。

4 寸二師㌫ （19．1）向　ヨコナデ　暗文 内　2．5YR6／6（縫） 細長石粒子多く含む。 ll

ll

緑1／3 Ⅳ区2層

高杯

（4．7）

外　ヨコナチ　暗文 外　2．5YR5／6（明赤組） 転実測 Ⅳ区3層

5 lこ帥悲 19．6 内　ヨコナデ　暗文 l力　7．5YR6／6（橙） 紐長石・紺石英粒子含む。 林部1／1 カマドNo．8

尚杯

く24．4〉

外　ヨコナチ　噌文 外　7．5YR6／6（榎） 完全実測

6 lニ帥器

15．8

賂0〉

内　へラケズリ　ヨコナヂ 両　5YR5／6（別赤的） 和上英・細長fl耗一千含む。 底部3／4 床　ⅢK2層

高杯

（脚）

外　暗文 外　5YR6／6（紐） 完全実測 刀区3屑Ⅱ区堀方

皿区
7 1こ帥器 （24．6）内　へラナデ→日録ヨコナデ 内　7．5YR6／4（にぷい危）1mm大砂粒多く含む。 日録1／4 Ⅳ区2屑

甑 （8．0）

（24．4）

外　休部へラケズリー・H緑ヨコナデ 外　7．5YR6／4（にぷい紐）細長石一紙石英粒子食む。 底

孔

部3／8　回転実測

径35

H81区

Ⅱ区1閻　Ⅲ区

8 lニ帥捜

（6．1）

く3，1〉

内　へラナデ 沐15YR4／4（にぷい赤鞄）11閻夫砂粒多く含む。 底部1／2 Ⅲ区2層

褒

（底）

外　へラケズリ 外　5YR4／4（にぷい赤禍）細長石・柑石英杓子含む。 H転実測

9 1湖j器 （15．0）内　体部ナチ一・日紬ヨコナデ 内　7．5YR7／4（にぷい臆）1m人砂粒多く含む。 口扱1／4 カマド

竣

く7．7〉

外　体部へラケズリーHL級ヨコナデ 外　2．5YR6／4（にぷい樽）細長石・細石粟粒予含む。 lllj転実測 1区1屑

10　師器 （15．5）内　ココナヂ 内　5YR5／3（にぷい赤褐）1m大砂粒多く含む。 日録7／12 M2

碩

く4．6〉

外　ヨコナチ 外　5YR5／3（にぷい赤鞄）細長石・細石英粒子含む。 hl転実測 Ⅲ区1層

Ⅳ区3層

11 土師訟

d

（17．2）内　日録ヨコナデ 内　7．5YR6／4（にぷい紹）1fnm夫砂粒多く含む。 ll縁1／3 H区1屑

く5．7〉

外Il級ココナヂ 外　7．5YR6／4（にぷい穏）紐長石・細石粟粒予含む。 回転実測 ⅢK3層

Ⅳ区1層

12 土師謂 15．7 内　へラナデ　日放ヨコナデ 内　7．5YR5／2（灰褐） 1脚1人砂塵多く含む。 目線3／4 Ⅲ区堀方

焚

く10．0〉

外　目線ヨコナデ　休部へラケズリ 外　5YR5！2（灰褐） 細長石・細石英粒子含む。 完全実測 Ⅲ区3層

13 弥生

（12．9）

く5．2〉

内　ナデ

外　ミガキ　赤色塗彩

内　5YR6／6（橿） 11m大砂軋　瑚石英粒子 底部1／3 Ⅱ区1層

高杯

（朗0

外　7．5R4／6（赤） 含む。 lnI転実測 m区2層

Ⅳ区1層

14 弥′上

（10．6）

く2．4〉

内　ミガキ　赤色塗彩 両　7．5R4／6（赤） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／6 Ⅱ区1層

鉢 外　ミガキ　赤色塗彩 外　2．5YR4／8（赤縄）

底　5YR7／4（にぷい橙）

l・il転実測

15 弥生

4．8

く4．g〉

内　ナデ

外　へラナチ（相・口）ナデ　へラミガキ

内10YR7／4（にぷい敢橙）細長右杓子含む。 底部完形 Ⅲ区堀方

諒 外10YR7／4（にぷい黄橙） 完全実測 IV区l層

16 弥生

7．3

く4．6〉

内　杯郡ナデーンミガキ　脚部→ミガキ 内　7．5YR7／3（にぷい責柁）細長石・細石英粒子含む。 底部1／1 検出

台付壊 外　ミガキ 外　2．5YR6／4（にぷい橙） 完全実測

17 縄文 （10．6）再　三ガ手　へラ捕平行経文 内10YR3／1（甜祖） 細長石・細石爽含む。 ll録1！8 皿区1椚

鉢

〈2．9〉

外　ミガキ　ヘラ描、lA行線文 外　5YR6／4（にぷい危）
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H12上層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

小石を多く含む。
2．黒褐色土層（10YR2佗）

砂、小石を含む。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、小石を多く含む。
4．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体。

言・一曽一皐‾．に
註守‘●

堀方（南より）

5・暗褐色土層（10YR3〟）
砂主体。

6・黒褐色土（10YR2月）と

褐色土（10YR4／4）シルト質土による貼瓦
7・褐色土層（10YR4〟）

砂主体。

第69図　H12号住居址

（1こ4）　　10C【・

第42表INPX H12号住居址出土遺物一覧表
藤一巧－ 榔 法 ［1≒ 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 存 ・備　 考 山 王仲間

1 而訟

杯 （6．8）

く2．6 〉

lAl ナチ　 へラ ミガヰ 刃　 2．5 Y 6 ／6 （危） ～ 1mm 人砂粒 、細長千 ・ 杯 威しi l／4 Ⅲ区

外＋休 部ナ チ可底 部 手持 へラケ ズ リ 外　 2．5 Y 6 ／6 （紐） 細f T英桔1 一含む。 回 転実測

2 1ニ帥繹

（14 ，6）

日．馴

内　 ヨコナ チ 内　 7．5 Y R 7 ／6 （楕） 細長 石 ・細 石英組 子含む。 目線 1／12 皿区 1 屑

満杯 外　 ヨコナ デ 外　 7．5 Y R 7 ／6 （橙） H 転実淑1

3 土師ぷ （15 ．2） 内　 へ ラ （柾 目） ナ デ 内　 7．5Y R 4 ／2 （灰抱 ） 和良 石 ・紐イ1 英杓子 含む。 rl緑 l／8

彙

（3．針

外　 ナ デ　 へ ラナデ （柾 目） → ミガキ 外　 7．5Y R 4 ／2 （灰褐） rlJl転 裏測

4 弥 生

3

0

3

1

6

内　 へ ラナチ （柾 目） JA1 7 ．5Y R 6 ／3 （にぷ い褐） 侍 細 長石 ・石 英相子 含む。 完 形 検 出

上板 外　 紺地 波状 文　 ミガキ 外　 7 ．5Y R 7 ／6 （楕）

番巧 檀　 類 長 さ （nm） 巾 （mm） 厚 さ （mm） g 備　　　 考 田 t 位置

5 砥石 2 35 ．0 13 L O 3 9．0 2 1 00 ．0 砂岩。 惑由 とも鮒 長あり。 N o ．1

第43表INPX H13号住居址出十遺物一覧表
番丹 誤　 植 法　 吊 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出 t 付 置

1 須恵詳

（6．0 ）

く1．7 ）

両　 ロク ロナ デ 画1 2．5 Y 6 ／3 （にぷ い於） 細長 石 ・細 石英粒 子、 底 部 1／2 検出

有 台杯 外　 ロク ロナ チ　 底 部切 り離 し→阿転へ ラケ ズ リ→ 高台 外　 2．5 Y 7 ／2 （灰鵡） まr Lに 0．5 ～ 1m 大砂粒 含む。 混 人品

2 須 血繹 （3 0 ．0） 内　 ロクロナ チ 内　 2．5 Y 7 ／2 （灰黄） 細長 石 ・細 石英粒 子， 目線 1／6 検出

饗

く5．2 ）

外　 ロクロナ デ　 タタキ 外　 2．5Y 6／2 （灰黄） まれ に 0．5 ～ 11m 大砂粒 含む。 混 人品

3 1ニ師器 （16．6 ） 内　 三がキ→栗 色処理 内 10 Y R 2 ／2 （黒栂 ） 細長石 ・細 石英精子 含む。 「l緑 l／8 Ⅳ区堀 方

鉢

（2．5 〉

外　 ヨコナチ→ ミガキ 外　 7 ．5Y R 6 ／4 （にぷ い招）

4 土師 等 （1 4．4 ） 内　 へ ラナチ （軸・日） → ミガキ 内 10 Y R 7 ／3 （にぷ い董招） 細 長石 ・細石 英結子 、llum 人 l I縁 1／8 I 区堀 方

鮪

（4 ．2〉

外　 へ ラナチ （柾口） 日録 ヨコナ デ 外　 7 ．5Y R 6／4 （にぷ い招 ） 砂 粒含 む。

5 土師器 （1 2．0 〉 内 I l級 ヨコナ チ　 胴 部へ ラナ デ 両　 5 Y R 4 ／2 （灰褐 ） 欄 長石 ・細石 英粒 台 11m 人 l‾1緑 1／8 ＝区 トレンチ

殉

く3．3）

外 Il緑 ヨコナ デ　 胴 部へ ラケズ リ 外　 5 Y R 5 ／4 （にぷ い赤抱 ） 赤 色砂粒 含む。
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H13土層説明
1．黒褐色士層（10YRヨ／2）

砂を多量に含み、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR23）

砂、′」、石を含む。
3．極暗褐色土層（7．5YR訂3）

（カマド崩壊層）
4，赤褐色土層（5YR4／6）

焼土。
5　黒褐色土層（75YR3／2）

焼質土。（カマド構築土）
6．極暗褐色土層（7．5YR2！3）

（カマド堀方）
7　黒褐色士層（10YR〟3）

（柱痕）
8．黒褐色土層（10YR2／〕）

細砂ブロックを含む。（貼床）
9．黒褐色土（10YRか3）と

黄褐色砂ブロック（10YR5／8）混在

′　　　　　　　　　ヽ　　　こtt．．

1

＼惑′／ノ′♂2

調

査

区

外

でこ轡…、‾諌
竜野・．創＿
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6 土 師 器

壷

（18．0 ） 内 ［1線 ヨ コ ナ デ 内　 7 ．5 Y R 7／4 （に ぷ い 協 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 、 1m 大 ロ 緑 1／8 検 出

く5 ．1〉

外　 r i級 ヨ コ ナ デ 外　 7 ．5 Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 砂 粒 含 む 。

7 寸瀬 喘

（7 ．2）

（5 ．0）

内　 へ ラ ナ デ 内　 7．5 Y R 6／4 （橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 ． ま れ に 底 部 2／3 I 区 堀 方

襲 外　 胴 部 一 底 部 へ ラ ケ ズ り 外　 5 Y R 6 ／6 （楕 ） 】～ 5 nlm 人 の 石 含 む 。

8 弥 生

（5．0 ）

（1．8 ）

内　 ミガ キ 赤 色 塗 彩 肉 10 R 4 ／8 （赤 ） 細 長 石 純 一f ・柵 石 英 粒 子 底 部 1／2 I 区 トレ ンチ

鉢 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 底 部 は ミ ガ キ の み 外 10 R 5 ／6 （赤 ）

底 7 ．5 Y R 7／3 （に ぷ い楕 ）

少 し 含 む 。

9 弥 生 （15 ．6） 内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10 Y R 5 ノ8 （赤 ） 紺 長 石 粒 十 含 む 。 緻 密 ， 日 録 l／8 I 区 ト レ ン チ

鉢

く2．3 〉

外　 三 ガ キ　 赤 色 塗 彩　 日 肩 部 に へ ラ状 工 具 に よ る 刻 み 外 10 Y R 5 ／8 （赤 ）

1 0 弥 生

（6．6 ）

く4．4 〉

内　 丑剛部 ミ ガ キ ーⅠ赤 色 塗 彩　 脚 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 両　 脚 5Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 底 部 1／4

脚 外 面 ミ ガ キ な し

カ マ ド

台 付 鉢 外　 へ ラ ナ ヂ （柾 目） 栴 部 ナ デ　 赤 色 塗 彩 胴 部 2 ．5 Y R 4／2 （灰 赤 ）

外 10 R 4／4 （赤 栂 ）

1 1 弥 生

く4 ．1〉

内　 胴 部 へ ラ ナ チ → 三 ガ キ　 脚 部 へ ラ ナ デ 内　 5 Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 湖 長 石 粒 子含 む 。 頸 郎 完 形 Ⅳ 区 堀 方

台 村 褒 外　 ミ ガ キ 外　 2 ．5 Y R 6／6 （燈 ）

12 t 肺 沿

（7 ．0）

く3 ．5〉

内　 へ ラ ナ チ 内　 2 ．5 Y R 3／2 （暗 赤 絢 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 底 部 1／4 検 出

襲 外　 胴 ～ 底 部 へ ラ ケ ズ リ 外　 5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 赤 褐 ） ま れ に 2 ～ 3 m 小 石 含 む 。 H 5 0 I 区

番 号 極　 頓 長 さ （mrの 巾 （mm ）　 l　 厚 さ （nm）　 l　　　 g 備　　　 考 出 十 仲 宿

2 1 軸 く54 ．0〉 4．0　　　 1　　　 4 ．0　　　 1　　　 3．3 鉄 製 品 rV 区
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H14土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂を少量含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を微量に含む。
3，にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂を多く含む。（周溝）

．

4．黒褐色土層（10YR2／2）
（柱痕）

5．黒褐色土層（10YR3佗）
（柱痕）

6．暗褐色土層（10YR3舟）
砂主体。（ピット堀方）

7．黒褐色土層（10YR封3）
（貼床）

8．黒褐色土層（10YRj〟）
砂多量に混在。（貼床）

9．褐色土層（10YR4月）
砂主体。

†
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第41表INPX H14号住居址出土遺物一覧表
番 号 器　 棚 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 残　 存 ・備i 考 田 上位 置

1 土師 ㌍

（1 1．2）

く6 ．7）

内　 へラナ チ　 栂剖ナデ 内　 2．5 Y lミ4 ／3 （にぷ い赤抱 ） 細長 石 ・細 石英杓 子． まれ に 底 宙＝ ／2 ！ト

高林 外　 ミガキ　 細部 ナヂ→ 暗文　 爪形文 外　 2．5 Y R 5 ／6 （明赤 褐） 1mm 人粒 子含む。

2 十二師 舘 （10 ．7） 内 11線 ヨコナデ　 体郡 ナデー・暗 文→黒 色処理 向　 7．5Y R l．7／1 （黒 ） 細長 石 ・細 石英粒 子、1 mm 大 u 扱 1／4 H 1 3 Ⅲ区

鉢

6．8

外　 日紐 ヨコナデ　 休部 ナデ→ まば らな ミガキ 外　 7．5Y R 7 ／6 （橙） 砂粒 少し含 む。 H 区

P l

3 l油朽器 （12 ．2） 向　 い絃ヨ コナデ→ ミガキ　 休部 ナデ 内　 5 Y R 6／6 （滝 ） 1mm 大長石 ・石 英純一f一合む。 ＝緑 1／8 楯 山

鉢

（4．2 〉

外　 目線ヨ コナデ　 朋 澗；ヘ ラケ スリー・わ ずかに 三ガキ 外　 5 Y R 6／6 （橙）

4 上師器 （2 7．2 ） 両　 日緑 ヨコナ デ　 胴 部へ ラナデ 内　 7 ．5Y R 6／4 （にぷい梢 ） 細 長石 ・細石 英鴇 r 含む。 H 緑 1／8 検 ＝

甑

く9，8 〉

外 I l緑 ヨコナ デ　 胴 部ナ デ 外　 7 ．5Y R 6／6 （橙 ） 日唇部にヘラ（柾目）痕あり

5 上師柑

（7．0 ）

く5 ．7〉

向　 へ ラナデ （柾目） 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい梢 ） 細 石英 ・細 長石 粒子 1 － 3mm 大 底部 1／3 Ⅲ区

頚 外　 胴部 ～底部　 へ ラナデ　 ナ デ 外　 5Y R 6 ／4 （にぷ い積） 砂 粒含む。

第45表INPX H20号住居址出土迫物一覧表
番 巧 思　 種 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 上 残　 存 ・備　 考 rl＝ て位 置

1 土師器 （14 ．8） 内　 ミガキ→ 班色処理 内　 5Y R 2／1 （黒 褐） 細 長石 ・柵f l英粒 子含む。 目線 1／4 トレン チ

杯

く3．4 〉

外　 川抜ヨ コナデ→ ミガキ　 底部 へラ ケズ り→ ミガキ 外　 5Y R 6／4 （にぷ い招 ） 回転実 測

2 H 帥繹 （12．2 ） 内　 ナ デ→放 射状暗文 内　 5 Y R 6 ／6 （危） 細 長石 ・細石 英粒子 含む。 1／2 トレンチ

杯

5．8

外　 へ ラケズ リ→ ミガキ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙） kll転実 況け 皿区

3 土師 器 （1 2．2 ） 内　 緒文

外　 放射状 昭文

lノヾ　 2 ．5Y R 5／8 （明赤縄） 細 長石粒 子、 ～ 1m 夫赤色 粒子 含む。 日録 1／5 Ⅲ区

杯

く3 ．4〉

外　 2．5 Y R 5／8 （明赤抱） 回転実 測

4 ＝細器 （2 1．2 ） 両　 ミガキ 内　 2．5 Y R 5／6 （明赤 褐） ～ 1m1m 人砂粒 含む。 1／3 Ⅲ区 トレ ンチ

鉢

（8 ．0 〉

外　 ミガキ 外　 2．5 Y R 5／6 （明赤 褐） 向 転実測
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H20土層説明
1．黒色土層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
2．黒色土層（10YRl．7／1）

1層より小石多い。
3．黒色土層（10YRl．7／1）

炭化物を多量に含み、黒色強い。
4，黒褐色土層（10YR2佗）

砂、小石を多量に含む。
5．黒色土層（10YRl．7／1）

砂、小石を多く含む。
6．黒褐色土層（10YR2月）

砂を多く含む。
7．黒褐色士層（10YR2／2）

（柱痕）
8，暗褐色土層（10YR3！3）

砂主体。（ピット堀方）
9．暗褐色土層（10YRj〟）

（堀方）
10．暗褐色土層（10YRj乃）
11．褐色土層（10YR4ノ4）

砂主体。

6「漸
9

＿＿ニ「ア7



弥 生 ？ 1 8．0 内　 ミ ガ キ 向　 7．5Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 細 長 石 ・細 石 其 粒 Jt含 む 。 l‾1緑 1ノ6 Ⅲ 区

甑

く7 ．4 〉

外　 ミ ガ キ 外　 7．5Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 【りl転 実 測

6 弥 生 （6 6 ） 内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 撞 ） 細 長 石 ・細 f f英 純 一lC 含 む 。 1／3 m 区 堀 方

杯 （

2

6 ）

8

外　 へ ラ ナ チ （柾 目） 一・三 ガ キ　 赤 色 顔 料 付 着 外　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 楕 ） 回 転 実 測

7 弥 生

（5．2 ）

く1．6〉

内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内　 7．5R 4 ／8 （赤 ） 細 長 石 ・細 f i英 純 子 含 む 。 底 部 2 ／3 Ⅳ K こ1 層

鉢 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩　 底 部 剥 落 外 10R 5 ／8 （赤 ）

地　 訂Y R 7 ／4 （に ぷ い 橙 ）

回 転 実 測

8 弥 生

（8 ．6）

く4 ．7〉

内　 へ ラ ナ デ （経 口 ） 内　 7．5 Y R 7／4 （に ぷ い 積 ） 細 長 石 ・細 イ1英 杓 子 含 む 。 脚 部 1 ／4 ト レ ン チ

高 杯 外　 ミ ガキ　 赤 色 塗 彩 外 10 R 4 ／8 （赤 ） ll11転 実 測

9 弥 生 （1 6．8 ） 内　 ミ ガ キ l勺　 5Y R 7 ／4 （に ぷ い 楕 ） 細 石 英 ・細 長 石 、 径 1 1m m 以 下 ll紐 1／10 Ⅲ 区

褒

く3 ．0〉

外　 ヨ コ ナ 丁　 口唇 郡 ・「 綾 部 縄 文

頸 部 櫛 描 横 線 文 （単 伯 不 明 ）

外　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橿 ） の 果 色 粒 子 d む 。

10 弥 生

r

（1 3．6） 内　 ミ ガ キ 内　 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 臆 ） 細 石 英 、径 11m 以 F の 長 石 ・赤 組 色 粒 子 含 む 。 ‖ 紹 1／8 Ⅳ 区 3 層

く4 ．3〉

外　 ヨ コ ナ T　 u 級 部 櫛 柚 波 状 文 （4 本 1 組 ）

頸 部 樺 描 旗 状 文 （l 連 止 ・単 位 不 明 ）

外　 7．5 1 R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ）

番 号 撥　 賊 長 さ （m ） 中 （mm ） 厚 さ （mm ） g 惜j　　　 考 1日 目立 間

2 2 靡 型 石 娘 20 ．0 1 2 ．0 2 ．0 0 ．5 末 成 品 。 賂 腋 払　 刃 部搬 辺 整 形 加 工 ・器 体 加 工 研 胤 桧 山

2 3 ミ ガ キ 石 6 ．U 2 U ．0 9 ．5 1 5，2 Ⅳ 匡　 1 層

2 4 凹 基 路 こう 0 21 ．1 5 ．8 2 ．2 珪 質 真 紅　 ガ 那 縁 辺 整 形 山 上 押 圧 剥 離 、 器 体 加 1 押 Jl三剥 離 。 Ⅳ 区　 2 IM

第41表INPX H31号住居址出土遺物一覧表
番 り 器　 極 法　 談 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 fト 備　 考 揖 ト仲間

1 両誌

杯

（1 8．6 ） 内　 ヨコナ デ→賠 文 内　 2．5 Y R 5／8 （明赤 組） 柵 長石 ・細 fi英杓 子、0 ．5mm 人 日録 1 ／4 I 区

く4 ．3〉

外　 ヨコナ ヂ→昭 文 外　 5Y R 6／8 （梢） 砂粒 含む。

2 土師 器 （1 5．0） 内　 口緑 ヨコナデ　 胴部 へラナ デ 内　 5Y R 5／3 （にぷ い赤 禍） 細長 石 ・翻 石英粒 上　 0 ．5叩 大 rl綾 1／3 堀方

観

く3 ．4〉

外　 目線ヨ コナデ 外　 5Y R 5／3 （にぷい赤 褐） 砂粒 含む。

3 土師 器

く7．0 ）

内　 へラナ デ （柾 ヨ） へ ラナデ 向　 5Y R 6／6 （紹 ） 細長石 ・細 石爽粒 子含む。 底部 付近 3 ／5 カマ ド

褒 外　 へ ラナデ （柾 目）　 ミガキ　 ヘラケ ズ リ 外　 5Y R 4／2 （灰 抱）

番号 村l 概 長 さ （mrn） 巾 （mm） 厚 さ （mm）
g 備　　　 考 出 土柏m

6 磨 製右腹 25 ，5 17．5 2．0 L 5 緑色片 岩。 刃郵縁辺 整形虹 E ・器 体加 丁研帆
P 2

∴・・・一一二一、去∴一十ll一つ

調　　　　　　査　　　　　区　　　　　外

P2

H31土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2佗）

1層より砂が多い。
3．黒色土層（10YRl．7／1）

砂主体。
4．黒褐色土層（7．5YR3佗）

焼土、粘土粒子を含む。
5．カマド堀方
6．黒褐色土層（10YR3佗）

（柱痕）
7．暗褐色土層（10YR3／3）

砂主体。
8．黒褐色土層（10YR訂2）

砂を少し含む。（貼床）
9．黒褐色士層（10YR訂3）

砂を多く含む。（貼床）

D　　　4　　旦’

＼

　

・

　

＼

第73図　H31号住居址

－74－

（1こ4）　　10cm



古墳中期

旦　3　旦’旦　3旦一　旦　3　塁，旦　3　呈，

ワーフで′・：五　㌔÷　干千丁・Tフ
F F’　　G

㌔・．．て．．γ
H64（WH9）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を少量含む。
2．明赤褐色上層（10YR3几）

砂主体。
3，暗褐色土層（10YR〕／3）

砂を含む。

灸′ノ〝！．戯

4．黒褐色土層（10YR〟3）
砂を少量含む。

5．暗褐色上層（10YR3！3）
締まりあり。（貼床）

6，褐色土層（】OYR4！4）
砂主体。

二‾＿　∴こ　∴二二二

0　　（1こ4）　　　10cm

－75－



第47衷INPX H64号住居址出土遺物一覧表

番号 品　 種 法　 り 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・備＋考 出 土柏m

1 土師 怒 （12 ．2） ［句　 ヨコナヂ 両　 5 1’R 5 ／14 （にぷ い赤褐 ） 翻 長石 ・細石 興粒 11 含む。 ll紬 1／8

杯

（3．7 〉

外　 ヨコナデ 外　 5 Y R 6 ／6 （佐） H 転実 測

ワ 土師 器 17 ．9 両　 杯 部へ ラナデ （柾 目） －叫昏文 1ム題　5 Y R 6 ／6　り琵） 細 石英 ・紺長f l腑 1 1nlnl 大 ほぼ完 形 N u ．1

高杯 12 ．8

15．4

周】部へ ラケズ リ　 裾郡 ヨコナ デ

外　 杯 郡へ ラナデ （柾 目） 一一ン暗文

杯底 部へ ラケズ リ 脚 剖ト 福 部噌文

外　 2 ．5Y R 6／6　日a ） 砂 粒合むn 完全実 測

3 1 帥 器 17．8 内　 杯 部暗文　 脚部 へラケ ズリ 裾部 ヨコナデ 内 10Y R 7／4 （にぷい 山積） 細 石英 ・0 ．加m 大長 石粒十 、 11緑 3 ／4 N o ．3

満杯 13．8

15．2

外　 杯部 ヨコ ナヂ→暗 文

杯底 部へ ラケ ズリ　 脚部 ミガ キ　 暗 文

外 11）Y R 7／4 （にぷ Ll潰椅） 1 ～ 2 mm 大砂粒 含む。 脚部 2 ／3

完全実 測

4 土師 詣

（16．2 ）

〈2．1 〉

肉　 へ ラナチ （柾 目） ［勺　 7．5 1’R 6！8 （澄 ） 0 ．5nul 大f i英 ・長f 湘 ！一、 1mm 大 脚盟＝ ／6

高杯 外　 へ ラナデ （柾 目） → ミガキ 外　 7．5 1’R 6／8 （橙） 砂粒 含む。 l可転実 測

5 十師器

（13．8 ）

く2．5 〉

内　 ヨ コナデ lA1 5 Y R 6 ／6　日踵） 細 長ム ・細 石英精 一こ含む 。 脚 剖＝ ／6

高林 外　 ナデ →暗文 外　 5 Y R 6 ／6 （橙） l可転実 測

6 1 湖j器

（16．0 ）

（2．5 〉

内　 ヨ コナデ 内　 7．5 Y R 5／6 （明 褐） 0．5rm 人イJ英 ・k 石純 子含 む。 脚 部 1！6

高杯 外　 ヨ コナデ 外　 7．5 Y R 5／6 （別 掲） 回転実 測

7 t 帥器 （18．6 ） 内 「J紹 ヨコナ デ　 へ ラナデ 画1 2．5 Y R 6畑 （樽 ） 細石 英 ・0 ．51nm 人拉石 粒子、 休 部 2 ／3 N u．2

壷 7．4

（3 3．0 ）

外　 日経 ヨコナ チ　 へ ラナデ 外　 2．5 Y R 6／8 （橙 ） 1 、′2 1nm 人抄本呈含 む。 底 郡ラ

完 全 －

形

測

8 L 帥器 13．7 内　 へ ラナデ 内　 5Y R 6 ／8 （橙） 0．5 ～ lnlm 大長石 ・紐石 英粒子 ほぼ 形

l

N o．1

小型丸底

壷 15．5

外 1 1線 へフナ 丁 （柾 目）→ ヨコナ 丁

体郡 上半へ ラナチ （柾 目）－Ⅰヨコナデ

下平 へラケ ズ リ→ 中位わ ずかに ミガキ

外　 5Y R 6 ／6 （憺） ．1む。 ノじ全実測

9 t 師器

（7．8）

く3．2〉

内　 ヨ コナデ 内 10 Y R 6／4 （にぷい 品滝） 細石 英 ・紐 長石純 子含む。 目線 1 ／2

小 型丸底

壷

外　 ヨ コナチ 外　 51 ’R 6 ／4 （にぷ い柏） H 転実測

1 0 土師課 （ 8） 両　 ヨ コナ デ 内　 5Y R 6 ／6 （橙） 細長 ｛ ・細石 爽純 一r 含む。 目線 1 ／4

小型丸底

もE く4 2〉

外　 ヨコナ デ 外　 5Y R 6 ／6 （櫨） まれ に 1mm 大砂粒 含む。 lr・I転実測

11 lこ師器

く 6〉

内　 ナデ lノ、1 7．5 Y R 5／6 （明 栂） 細石英 ・細 k 石粒 子合む。 底 部完形

小 型丸底 外　 へラ ケズ リーーミガ キ 外　 7．5 Y R 6 ／6 （穐） 完 全尖測

12 土師器

8 ．9

く2 ．3）

両　 へラナ チ （柾 目）→ ナデ 両 1（IY R 4／2 （灰 奇褐） 細石 英 ・細長 石粗 予含む。 底 部完形

壷 外　 へラ ケズ リ　 底部 へラナ チ 外 10 Y R 4 ／2 （尿 品抱） まれ に 1mm 人砂粒 含む。 完 全実測

13 †油抒㌍

く1 ．5 ）

内　 へラナ デ 内　 5Y R 6／6 （接 ） 0．5 ～ 1 1nm 人 長石 ・細石 英粒子 底部 形

測焚 外　 へラナ デ　 へラケ ズり 外 10 Y R 7／4 （にぷ い 祐捜） 含む。 】椚 天砂粒 称 m

14 須 恵思

（5 ．の

（2 ．5〉

向　 ロク ロナデ 内 10 Y R 7／2 （にぷ い 掛綴 ） 細長が ・細か項載 子、1Tum 人 底部 1／2

杯 外　 ロク ロナ デ　 底部回 転糸 切り 外 10 Y R 7／3 （にぷ い 蹟I琶） 砂粒 含む。 混 人品　 火 だす き

M 転 実測

番 り・ 組　 数i 長さ　 h m ） 巾 （mm ）　 ［　 厚 さ （mn ）　 l　　　 g 1む　　　　 考 用 七位 m

15 擦 切石盈 3 3．3 4 2 ．5　　 1　　　 9．5　　　 1　　 12．7 安山 岩。下 郡火薬L J明弘積方向磨 耗痕。

16 台 石 23 6．0 28 3．0　　 1　　　 7 5 ．0　　　 1　　 55 90 ．〔1 安山 岩。 N o．4

第48表INPX I－I71号住居址出土遺物一覧表
番 手I 緬 法　 最 成　　　 形　　　 調　　　 蛭 色　　　 調 胎　　　 t 城　 〟 ・備　 考 出 し位 置

1 恵 ㍍ 30 ．2 両　 杯 部 ロ ク ロ ナ デ 「1然 紬 付 着　 脚 部 ナ デ 両　 N 4／ （灰 ） 11nm 人 白 色 杓 子 少 u 含 む 。 H 緑 1／2

l I ズ 1 月
器 台

（25 ．1）

外　 櫛 描 波 状 丈 一一へ フ 拙1、1′イr孫 文

→ 櫛 描 波 状 文 （交 互 に 施 文 ） 脚 部 す か し

外　 N 3／ （暗 灰 ）

断 10 R 4／2 （灰 赤 ）

ノじ全 実 測 L＿．　 河

2 須 恵 据 （28 ．0） 内　 ロ ク ロ ナ デ 内　 5 Y 7／2 （灰 山 ） 細 石 英 ・細 長 石 純 子含 む 。 I

l

級 】／12

i‾r 一柳

I区 1 層

奥

（3 ．9 〉

外　 U ク ロ ナ T ll然 紬 付 1J‾ 断　 2 ．5Y R J／2　 0夷 赤 ）

外　 N 2／ （ま．旧

転 芙 l

3 須 恵 器 （24 ．2） †ム題　 ロ ク ロ ナ チ 内 10Y R 5 ／1 （褐 灰 ） 細 長 ム 含 む 。

緻 純 。

級 1／8

’一’－ソ1r

Ⅱ区 1 層

婆

く3 ．6 〉

外　 ロ ク ロ ナ T　 内 外 I l然 紬 付 1 1 外 10Y R 7 ／2 （に ぷ い 造 桧 ）

断　 2 ．5Y R 5／3 （に ぷ い 赤 褐 ）

回 転 実 測J

4 須 恵 鐸

すね （16，4 ）

く4．9 ）

内　 ロ ク ロ ナ デ 内 10Y R 6 ／2 （嫌 澱 褐 ） 柵 石 英 0 ．51nm 人 長 石 粒 子 多 く 底 部 1／7 Ⅲ区 2 層

外　 ロ ク ロ ナ デ　 桐 下 端 へ ラ ケ ズ l」　 底 部 へ ラ ケ ズ リ 外 10Y R 6／2 （灰 茂 褐 ）

断　 5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ）

含 む 。 ll・1転 実 測

5 t 帥 器 （1 1．6 ） 両　 暗 文 向　 5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ） 細 石 炎 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 Ll縁 1／5 【区 1 層

杯

く3．1 〉

外　 ナ デ 外　 5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 危 ） 緻 僻 。 l叫転 つミ測

6 L 師 呈旨 （12．8 ） 内 l＿1緑 ヨ コ ナ デ 内　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 親 石 英 ・細 長 イi 粒 f 含 む 。 目 線 1／5 I lぺ 1 層

鉢

（3．2 〉

外　 目線 ヨ コ ナ デ → ヘ ラ ケ ズ リ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 11mm 人 砂 粒 含 む 。 回 転 実 測

7 士 朗1結 （17．0 ） 内　 ミ ガ キ （暗 文 様 ） 内　 5 Y R 5 ／8 （明 赤 禍 ） 細 心 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 l

r

緑 1／3 I 区 床

．rJi杯

く6．1）

外　 ミ ガ キ （暗 文 枝 ） 杯 下 部 ナ チ 外　 5 Y R 4 ／8 （赤 褐 ） 転 実 測

8 t 帥 器 （15．8 ） 内　 ミ ガ キ （咄 文 様 ） 内　 5Y R 6 ／6 （橙 ） 細 石 英 ・細 長 f i杓 子 含 む 。 級 1／6 I 区 2 屑

ぷ 杯

〈4 ．2）

外　 ミ ガ キ （晴 文 様 ） 外　 7．5 Y R 6／6 （橙 ） lHl転 実 測

9 土 師 訟

14．4

く6．8〉

向　 へ ラ ナ チ　 据 部 ヨ コ ナ デ 両　 2．5 Y R 5／6 （明 赤 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 相 子 含む 。 附憫 ；完 形 N o ．2

高 杯 外　 ミ ガ キ （暗 文 様 ） 外 ． 2．5 Y R 5／8 （別 赤 褐 ） 完 全 実 測

10 土 師 怒 11．5 内 1 1線 ヨ コ ナ チ　 へ ラ ナ デ 両　 2．5 Y R 5／6 （明 赤 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 拍 子 、 ほ ば 定 形 品 N o ．3

鉢

5．3

外　 rl緑 ヨ コ ナ 丁 → へ フ ナ 丁 （柾 口 ） 外　 2．5 Y R 5／6 （明 赤 間 ） 1m1m 大 砂 純 H む 。 ノじ全 実 測 D l

Ⅲ区 2 層

1 1 上帥 器 （14．0 ） 内　 ミガ キ 内　 5Y R 4 ／6 （赤 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子含 む 。 日 録 1／4 Ⅳ 匡 ベ ル ト

鉢

（7．0）

外　 へ ラ ケ ズ リ→ 醸 文 外　 5Y R 4 ／4 （に ぷ い 赤 褐 ） 緻 軋
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；＿　　監　一腰乱二こ
應＼

－　：‾　。＼一人

緊

I l

P2

11．暗褐色土層（10YR3／4）
砂を含む。

12．褐色土層（10YR4！6）
砂主体。

13．暗褐色土層（10YR3／3）

炭化物粒子を含む。締まり強い。
（貼床）

14．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。

、二‥了！

OD　39
（1‘1）

A’1・黒褐色土層
－　　　　砂、パミス

2．暗褐色土層
砂、パミス

3．黒褐色土層
砂、パミス

4．灰褐色土層
粘土を多く

5．暗褐色士層

（10YR2／3）

、炭化物粒子を含む。
（10YR38）
、炭化物粒子を含む。
（10YR3佗）
、炭化物粒子を含む。
（7．5YR4！2）

含む。
（10YRj／4）

砂を多く含む。（周溝）
6．褐色土屑（10YR4／4）

砂を多く含む。
7．暗褐色土層（10YRj舟）

砂を多く含む。
8．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を含む。
9　褐色土層（10YR4／4）

砂を多く含む。
10．褐色土層（10YR4！6）砂と

黒褐色（10YR2／3）土の互層。

0　　（1ニ4）
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1 2 土 師 器 15 ．1 内　 口緑 ヨ コ ナ デ　 へ ラナ デ → ミガ キ 内　 2 ．5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 1 nlnl 大 完 形 品 N o ．9
鉢

6 ．5

外　 日録 ヨ コナ デ　 へ ラナ デ （柾 目） 外　 2 ．5 Y R 5／6 （明 赤 褐 ） 砂 粒 含 む。 扁 平

完 全 実 測

Ⅱ 区床

1 3 土 師 器 1 1 ．2 内 ［1 線 ヨ コナ デ　 へ ラナ デ 内　 5 Y R 4 ／2 （灰 褐 ） 0 ．5 nlm 大 石 英 ・長 石 粒 子 含 む 。 4 ／5 床
鉢

6 ．9

外　 目線 ヨコ ナ デ　 へ ラナ デ （柾 目） へ ラ ケ ズ リ 外　 5 Y R 5／3 （に ぷ い 赤 褐 ） へ ラ 記号 あ り

完 全 実 測

堀 方

I 区 2 層
14 土 師 器 1 0 ．2 内　 目 線 ヨ コ ナ デ　 へ ラ ナ デ → ナ デ 内　 5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ） 0 ．5 nlnl大 石 英 ・長石 粒 子 含 む。 完 形

巨ヨ
N o ．8

鉢 5 ．8

7 ．8

外　 日 録 ヨ コ ナ デ　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 底 部 へ ラ ケズ リ 外　 5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 赤 褐） ま れ に 3 nlnl 大 砂 粒 含 む 。 完 全 実 測

15 土 師 器 1 0 ．9 内　 へ ラ ナ デ　 目 線 ヨ コ ナ デ 内　 7．5Y R 5 ／6 （明褐 ） 細 石 英 多 く、 細 長 石 粒 子 含 む 。 2 ／3 Ⅱ区 1 ・2 層
鉢

1 0．3

外　 日 録 ヨ コ ナ デ → ミ ガ キ （暗文 様 ）

休 部 へ ラ ナ デ→ ミ ガ キ

外　 7 ．5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ）

7 ．5 Y R l ．7 ／1 （黒 ）

完 全 実 測 Ⅱ区 床

1 6 土師 器 （1 3．2 ） 内　 ミ ガ キ 内　 5 Y R 4 ／2 （灰 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 目 線 1 ／6 Ⅱ 区 2 層
鉢

〈5 ．1 ）

外　 へ ラナ デ （柾 目） → ミ ガ キ 外　 5 Y R 4 ／2 （灰 褐 ） 緻 密 。 回 転 実 測

1 7 土 師 器 1 4 ．6 内　 目線 ヨ コナ デ　 へ ラナ デ 内　 5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 赤 褐 ） 0．5m m 大 石 英 ・長 石 粒 子 、 1 mm 大 完 形 N o ．8
小 型 賓 6．2

1 2 ．7

外　 口縁 ヨ コナ デ → 体 ・底 部 へ ラケ ズ リ 外　 5 Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 砂 粒 含 む。 完 全 実 測

1 8 土 師 器 （1 5 ．6 ） 内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5 Y R 7 ／6 （橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 日録 1 ／4 I 区 1 層
杯

〈3 ．9 〉

外 ［］緑 ヨ コ ナ デ　 底 部 へ ラケ ズ リ 外　 5 Y R 6 ／3 （に ぷ い 橙 ） 緻 密 。 回転 実 測

19 土 師 器

（1 1 ．0 ）

〈9 ．5 〉

内　 杯 部 ミ ガ キ　 黒 色 処 理　 脚 部 へ ラ ナ デ　 裾 部 ヨ コ ナ デ 内　 7．5Y R 7 ／4 （に ぷ い 橙） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 脚 部 1／2 I 区 1 層
高 杯 外　 ミ ガ キ　 裾 部 ヨ コ ナ デ 外　 7．5Y R 7 ／6 （橙 ） 回 転 実 測 ベ ル ト

2 0 土 師 器 （1 2．8） 内　 口 線 ヨ コ ナ デ → ミ ガ キ　 黒 色処 理 内　 2 ．5 Y R l ．7 ／1 （黒 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 目線 1／4 ベ ル ト
鉢

〈5 ．0 〉

外　 口線 ヨ コ ナ デ→ へ ラ ナ デ （柾 目） → ミ ガ キ 外　 2 ．5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ） 緻 密 。 回 転 実 測

2 1 土師 器 （18 ．4 ） 内　 目線 ヨ コナ デ　 へ ラナ デ 内　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 ［1線 1 ／6 I 区 1 層
賓

〈4 ．0〉

外 「二1線 ヨ コナ デ　 へ ラナ デ （柾 目） 外　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙 ） 0．5nlnl 大 砂 粒 含 む 。 回 転 実 測

2 2 土 師 器 （1 4 ．0 ） 内　 へ ラナ デ 内　 7 ．5 Y R 6／6 （橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 1 ～ 3 mm 大 頸 部 ～ 底部 3 ／4 N o ．3　 ベ ル ト
聾

（1 7 ．6 ）

外　 へ ラナ デ （弱 い 柾 目） 外　 5 Y R 5／4 （に ぷ い 赤 褐 ） 砂 粒 含 む。 底 部 に へ ラ 記号

完 全実 測

Ⅱ 区 1 ・2 層

Ⅱ区 堀 方 I 区 床
2 3 土 師 器

〈1 4 ．8 〉

内　 頭 部 指 頭 圧 痕　 休 部 へ ラナ デ （柾 目） へ ラ ナ デ 内　 2 ．5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 頸 部 ～ 底 部 1／4 床　 Ⅱ区 堀 方
壷 外　 頸 部 へ ラ ナ デ （柾 目） 体 上部 へ ラナ デ （柾 目） → ミ ガ キ

体 下 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → へ ラ ケ ズ リ

外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 緻 密 。 回転 実 測 Ⅱ区 1 ・2 層

Ⅳ 区 堀 方
2 4 土 師 器 （1 5 ．8 ） 内　 目 線 ミ ガ キ　 休 部 へ ラ ナ デ 内　 7．5Y R 6 ／4 （に ぷ い橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 1nlnl 大 日録 ～ 休 部 1／4 Ⅱ区 1 ・2 層

壷

〈1 9．5〉

外　 口 緑　 ミ カ キ　 休 部 ミ ガ キ 外　 5Y R 6 ／3 （に ぷ い橙 ） 砂 粒 含 む 。 回 転 実 測 ベ ル ト

2 5 土 師器

（8 ．6 ）

〈10 ．9 〉

内　 へ ラ ナ デ （柾 目） 内 10 Y R 7 ／3 （にぷ い黄 橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 底 部 1／2 I 区 1 層
襲 外　 ミ ガ キ　 底 部 へ ラ ナ デ 外　 7 ．5 Y R 6 ／6 （橙 ） 回 転 実 測 Ⅱ 区 1 層

2 6 弥 生 （12 ．8 ） 内　 ミ ガキ　 赤 色 顔 料 付 着 内　 7 ．5 Y R 7 ／3 （にぷ い 橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 日 録 1 ／4 Ⅱ 区 1 層

壊皿
〈3．3〉

外　 縄 文 → へ ラ描 線 文　 孔 （2 ケ） 外　 7 ．5 Y R 7／6 （橙 ） 回 転 実 測 H 1 6 検 出

4 3 弥 生 （2 0 ．8 ） 内　 ミガ キ　 赤 色 塗 彩 内 1 0 R 5 ／6 （赤 ） 柵 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 目線 1／8
鉢

〈4 ．5 〉

外　 ミカ キ　 赤 色 塗 彩 外 1 0 R 5／6 （赤 ） 回転 実 測

番 号 種　 類 長 さ （nlnl） 巾 （nlnl）　　　　　 厚 さ （nlnl）　　　　　　 g 備　　　 考 出 土 位 置
3 9 臼玉 5 ．0 1 0 ．0　　　　　　　　　 4 ．0　　　　　　　　　 0 ．1 5 滑石 。 孔 径 1 ．5 nlm 。 2 層
4 0 石 製 模 造 品 4 2 ．5 1 7 ．0　　　　　　　　　 5 ．0　　　　　　　　　　 5 ．1 滑石 。 基 部 欠 損。 穿孔 裏 よ り。 Eヨ

Ⅱ区 2 層
4 1 使用 痕 のあ る剥 片 5 5．0 3 5 ．0　　　　　　　　　　 9 ．0　　　　　　　　　 1 7．3 安 山岩 。 被 熱 な し。 上部 欠損 。 刃部 刃 こ ぼれ 。 R

I 区
4 2 砥 石 1 5 4 ．0 7 8 ．0　　　　　　　　　 3 4 ．0　　　　　　　　　 4 9 6 ．0 砂 岩 。 N o．1 1

第49表INPX H83号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出土位置
1 土師器 （16．6） 内　 ミガキ　 黒色処理＋ 内面一部剥落 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細長石粒子 含む。 底 部 1／8 I区検出

杯 （14．6）

（6．8）

外　 ミガキ　 黒色処理 外　 7．5Y R l．7／1 （黒） 回転実測

2 土師器 内　 ナデ→暗文 内　 5YR 6／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子含 む。 破片実測 Ⅱ区
高杯 ？ 外　 ナデ→暗文 外　 7．5Y R 6／6 （橙）

3 土師 器 （16．2） 内　 ナデ→ 暗文 内　 7．5Y R 6／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 ［］緑 1／8 床

高杯 ？

〈4．4〉

外　 ナデ→ 暗文 外　 7．5Y R 6／6 （橙） 回転実測

4 土師器 （18．5） 内　 目線 ヨコナ デ　 休部 ナデ 内　 5Y R 7／6 （橙） 0．5rnnl大石英 ・長石砂粒 目線 1／6 N o．1
餐

〈10．0〉

外　 日録 ヨコナ デ　 休部 へラケズリ→ ナデ 外　 5Y R 7／6 （橙） 含む。 回転実測

5 土師器

（8．6）

〈4．5〉

内　 ナデ　 ミガキ 内　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／5 検 出
賓 外　 へ ラケズ リ 外　 5Y R 4／2 （灰褐） 回転実測

底にもみ圧痕 あり。

番号 種　 類 長さ （nlnl） 巾 （nlnl） 厚さ （nlnl） g 備　　　 考 出土位置
6 打製石斧 64．0 5 2．0 1 5．0 7 1．9 安山岩。刃部欠損。刃部縁辺整形加工直接、器体加工直接、刃部断片。 P l
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H83（WH29）上層説明
1．黒褐色土層（10YRj佗）

砂、少礫を含む。
2，褐色土層（10YR4！4）

砂、少礫を多量に含む。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、少礫を多く含む。
4，褐色土層（10YR4／6）

砂、黒褐色土混在。

l　　　　　　　　　題

㌧　　　　　ユ　　1

ら些

第77図　H83号住居祉

第50表INPX H84号住居址出土遺物一覧表

0　　（1ニ4）

番号 器　械 法1止 成　　　 形　・　調　　　 整 色　　　 調 階　　　 上 残　存・備　考 ！虹h隙帯

1 須思器

く6．の

内　ナチ

外　回転へラケズリー，ナデ　肩部川然軸付ポ

lAllDYRl．7！1（黒） 鰍軋 体調1／】 No．1

はそう 外　51′3／l（オリーブ黒） 完全実測

2 上帥器 （1（I．2）向　ナデ→暗文 内　51’R6／6（鏡） 0．5mm人石英・長石砂粒合む。 11縁5／16 J末

杯

（5．勘

外　体重Wiへラケズリ一・時文 外　7．5YR6／6　り指） 回転実測 Ilズ

Ⅲ区1層

3 lニ師器 （13．2）内　ナチ　咄文 内　2．5YR5／8（明赤縄） 11nm人赤色粒「含む。 日銀1／8 棚方

杯

く6．1；l

外　上1緑ヨコナデ∴・体瓢へラケズり 外　2，5YR5／8（明赤褐） 緻密。 回転実測

4 l湖器 （13．6）内　ナチ 向　5YR5／6（明赤褐） 0．51um人心英．細長ん純一「． 底都1／1 Nu．2

鉢 4．9

7．6

外　目線ナデ→底部へラケズリ　ナデ 外　2．5YR5／4（にぷい赤褐）～2mm大赤色純子含む。 完全実測

5 土師器 （19．4）両　ナデ→暗受 内　5YR5／6（明赤袖） 1mm大赤色精子含む。 11線1／4 床

高杯

く3．2〉

外　ナチ→鴫文 外　5YR5／6（明赤禍） 終繰上。 回転実測

6 ＝輔器

（11．8）

（9．こ1〉

内　杯邪へラナデ　脚部ナデ→ヘラケズり　福部ヨコナデ 句　杯5YR6／6（橙） 0．51nm人石英、細長fi杓子、 底部1／3 Ⅲ区

高林 外　杯部へラケズり一一脚絆ナチ∴・疇文 外　7．5YR5／4（にぷい褐） ～2mrn大赤色相子含む。 完全実測

7 l帥器 （10．0）内　ヨコナデ→昭文 内　5YR6／8（橙） 細f英・細長ム粒一戸含む。 rI緑1／3 床

小型丸底

壷
（4．0）

外　ヨコナデー′暇文 外　5YR6／8（境） l可転突洪rl

8 lニ帥器 14．7 ［勺11線ヨコナデ　体郎ナヂ 内　5YR5／3（にぷい赤褐）0．5mm人長石・石英相子多く 底部7／8 I区

褒

〈8．6〉

外Il緑ヨコナ丁　休部へフナ丁 外　5YR3／2（暗赤褐） 含む。 完全実測 床

堀カ

9 上師器

6．0

く5．5〉

内　ナチ

外　へラケズリ　底部へラケズり

lA15YR3／1（黒禍） 0．5mm人長石・右革世子多く 底眉目／2 床

頚 外　7．5YR6／4（にぷい臆） 含む。 完全実測

10 ＝細思

（4．8）

く3．6）

向　へラケズIj 両　7．5YR6／6（橙） 0．5mm大石葵、細長石杓子 底跳1／3 堀方

褒 外　5YR4／4（にぷい赤褐） 含む。 回転実測

11 十帥器

（6．8）

く11．9〉

内　へラナヂ 内　2．5Y4／2（灰赤） 0．5mm大長石・石英粒子多く 底部1／2 Ncj．3

義 外　へラケズリ 外10YR6／1（褐灰） 含む。 【Hj転実測

l軸敵赤色親料付着

番り 紬　類 長さ（mm） 巾（m）　 l　厚さ（mm）　l　　　 g 備　　　 考 出十付置

12 石製模造品 2．9 1．6　　　 1　　　 4．0　　　 1　　　 2．7 滑石。穿孔は裏から。剣形。 n区1片弓

－80－
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l削l■“ll．㌢
1

1

標高689．084m

（1こ80）　　　2m

第78図　H84号住居址

H93（SHl）上層説明
I層　黄褐色土層（10YR5／6）3・暗褐色土層（10YR3！4）

1．晴晶品呂禁欝。芸霊宝農に急慧′6，
1層の砂を極めて多量に含む。砂、小礫を多く含む。

2　褐色上層（10YR4／4）
砂を多丑に含む。

第79図　H93号住居址

第51表INPX H93号住居址出土遺物一覧表

完掘（北より）

0　　（1ニ4）　　　10Crn

終り・ 摘 法1．と 成　　　 形　・　調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 上 残　存・備　考 出土付置

1 巾器

杯

（17．5）向　ナデーー暗文 1ム15YR6／8（危） 細石英・細長石粒子、1m大 U緑1／8 瑚方

（5．3〉

外　ナ丁－ン暗文 外　2．5YR6／8（穐） 赤色粒子含む。 lljl転実測

2 ‖輔器

（9．5）

（3．6〉

内　へラナチ 内10YR7／4（にぷい苦境）llnll大石英粒子含む。 底部1／2

喫 外　へラケズリー・ミガキ 外10YR6／4（にぷい基紐） 回転実測

181－



H96（SH4）土層説明
1．黒褐色上層（10YRj佗）

砂、小磯を多く含む。
2．褐色土層（10YR4／4）

br、　．L細さ．

3．暗褐色土層
砂、′j、礫を

4．黒褐色土層
砂、小礫を

5．黒褐色土眉

夕皇h－ピHU‾8

（10YR3／3）

多く含む。
（10YR2／2）

多く含む。

（10YR2／2）

砂、小磯を含む。（カマド堀方）
6．暗褐色土層（10YR3！3）

砂、小礫を多く含む。
7．褐色土層（10YR4／6）

砂、小礫を極めて多量に含む。（堀方）

※H96遣物一覧表は、P99にあります。

第80図　H96号住居址
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Hl上層説明
1．黒褐色土屑（10YR3／2）

砂、小石を多く含む。
2．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR訂3）

砂、小石を含む。
4．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多塾に含み、小石を含む。

5．暗褐色土屑
（周溝）

6．暗褐色上層
（柱痕）

7．暗褐色上層
砂、小石を

8．暗褐色土屑

Pl

（10YR3／4）

（10YRj／3）

（】OYR3／4）

多く含む。（ピソト堀方）

（10YR3／3）

0　　（1こ4）　　10crn

砂、小石が多畳に混在。（貼床）

〒「て

5

rl■■三ス
第81図　H1号住居址

一◎眉　－㊨一口

第52表INPX H1号住居址出土遺物一一覧表

n

U

 

l

。

用

ニ

ー

・

．

臼
9
川

∵

解 り・ 接 法　 コlt 成　　　 形　 ・ ，調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 ‾1‾ 残　 存 ・備　 者‘ 山 十付 置

1 ニ帥 器 日 6 ．2） 内　 ミ ガ キ ＋ 黒 色 処 理 lA題　 7．5 Y R l．7／1 （盟 ） ～ 2 mm 長 石 的 －1 多 く 含 み ． 細 石 堆 粒 子 含 む 。 全 体 1／ 4 残 N u l

杯 （1 1．8 ）

4．9

外　 底 部 手 持 ち へ ラ ケ ズ リ ー・全 体 ミガ キ 外　 7．5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 褐 ） 回 転 実 測 Ⅳ 区 4 層

（1 0 ） 内　 ミ カ キ lA題　 7．5Y R 6 ／3 （に ぷ い 褐 ） 細 長 石 拍 子 多 く 含 み 、 矧 石 英 粒 子 多 く 合 む 。 全 体 1／ 2 残 N o ．1
鉢 4

8

外　 体 ・底 部 へ ラ ケ ス リー′ミ ガ キ 外　 7．5 Y R b／4 （に ぷ い 紹 ） 完 全 尖 測 Ⅳ 区 4 層

ー83－



3 l湖 儲 （1．0 ）

（5．4）

内　 へ ラ ナ デ 両 10Y R l．7／1 （ I）

外 10 Y R 6／4　 仕に ぷ い 品 臆 ）

細 長 石 粒 、 細 石 ‾英 粒 子含 む 。 底 部 1／ 2 城 〃

回 虹 実 測

Ⅲ 区

甑 （4 ．1〉 外　 へ ラ ケ ズ り　 ナ デ

外 郭 に 沈 線 あ り

イ L

ノ1 寸二師 ㍑ （17．11 ） 両　 日 緑 ヨ コ ナ デ l4　 7．5 Y R 5 1′8 （岬題褐 ） 細 1墓石 ・細 山‘粟 腑 f・含 む 。 日 枝 lバ Ⅲ ［真

焚

（5 ＿り〉

外　 日 録 ヨ コ ナ デ 外　 7．5 Y R fi／6 （橙 ） 回 鮎濾 捌rl

周 Ij謂 （15．6 ） 両 l沌 豪コ コ ナ デ lム1 5 °R 5 ／4 〔に ぷ い 赤 褐 ） 細 長 ん ・細 石 英 粒 子多 く 含 む 。 ll緑 1 ／－1

頸

く4 ．6 〉

外 Il綾 ヨ コ ナ チ → 休 部 へ ラ ナ デ （粧 し」） 外 ・ 5Y R 4 ／6 （赤 鶴 ） 】l一幅 謀 判

6 弥 生

（7 ．0 ）

（3 ．8 ）

内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 沐1 2．5 Y R 4 ／8 （赤潮 ） 細 長 石 粒 一予 多 く 、 細 石 英 粒 子 底 部 完 形

鉢 外　 三 ガ キ　 赤 色 塗 彩 外　 2．5 Y R 4 ／8 （赤 砧 ）

（底 部 橙 5 Ⅵ 捕 ／6 ）

含 む 。 完 全 ’天 測

番 り 重 触 長 さ （mnl） 月J （mm ） 悍 さ （mm ） g 備　　　 考1 山 王 相 関

7 1 7 ．0 7．0 6 ，0 0 ．4 1し祥 2．0 mm Ⅳ 区

8 6 7．0 2 ．0 0 ．2 Ⅲ 区

9 白 6 6．5 5 ．0 0 ．3 札 径 2 ．5m m 床 卜

10 臼 8 0 7．0 4 ．0 0 ．4 イLl掌 2 ．5m n l P l

＝ 台 石 16 7 ．0 6 5．0 1 9 6 0．0 安 山 ㍍ N o ．2

第53表INPX II4号住居址出土遺物・覧表
溶 け 純 法＋ u 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 】 城　 存 ・備　 考 田 上位置

1 湖 1器 （13．0 ） IAl ミ ガキ　 梵色 処理 内　 用 Y R l．7 ／1 （黒） 組 長石 ・ 1m 人赤 色怜子 含む。 Ll縁吾；1／6 旭カ

杯

く4 ．3〉

外　 へ ラ三ガキ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷい橙 ） い11転実測

！ 朝 偲

（7 ．6）

く1 1．0〉

句　 へラナ デー・ナ チ ～　 7．5 1rR 6／8 （佗） 11m 人の 砂粒多 く、組 長仕　 組 石 英含む。 底 部 1 ／3 カマ ド

Ⅶ l去

nJl末

華 外　 へラケ ズ リ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い橙） 回転 実測

ノト17cm）

P4

白雪，旦，
＝

H　－3

◎。。　。標雪書鵠1m　2m

協旦’

可l

旦’　⊆10　£’

二叛・

11．暗褐色土層（10YRjβ）
砂に黒褐色土ブロックを含む。
（ピット堀方）

12．黒褐色土層（10YR2／3）
砂、小石を多量に含む。（貼尿）

13．暗褐色土層（10YR3／3）
砂に黒褐色土ブロックを含む。

H4土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／〕）

砂、小石を多量に含む。
3．黒褐色土層（10YRか2）

砂、小石を含む。
4．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石をわずかに含む。
5．極暗褐色土層（7．5YR2／3）

粘土、焼土ブロックを多量に含む。
（カマド崩壊層）

6．赤褐色土層（5YR4／6）
焼土。

7．黒褐色土層（7．5YR3／2）
粘土。（カマド構築土）

8．時赤褐色土層（5YR3！2）
焼土ブロック、粘土ブロックを含む。（煙道）

9．極暗褐色土層（7．5YR2／3）
粘土を含む。（カマド堀方）

】0．黒褐色土屑（10R2／3）
（柱痕）

0　　（1こ4）

第82図　H4号住居址

－84－



古墳後期

E
一

1
2
1
〝
＝
瘍
銅

字i

H15土層説明
1　黒褐色上層（】OYR2佗）

砂、小石を多量に含む。
2．黒色士層（10YRか1）

1・一層より黒色強い。
3．黒褐色土屑（10YRか3）

（周溝）
4　黒褐色上層（10YR2／2）

（柱痕）
5．褐色土層（10YR4／4）

砂主体。（ビット堀方）

6　明褐色上層（7．5YR5／6）
焼土。

7．灰褐色土層（75YR4／2）
粘土粒子を含む。（カマド堀方）

P8　P7

8．黒褐色土層（10YR訂2）
砂、小石を含む。（貼床）

9．黄褐色土層（10YR5！6）
黒褐色土ブロック（10YR2／2）を含む。

10，黒褐色土層（10YR2／3）
（床下柱痕）

11　褐色土屑（10YR4！4）
砂主体。（床下ピット）

12．黒褐色土層（10YR3佗）
砂を多最に含む。

13，黒褐色上層（10YR2／3）
壌土ブロックを含む。（P4）

14，暗褐色土層（10YR3！3）
砂と黒褐色士を含む。（P4）

第83図　H15号住居址（1）

－85－

琵＿l享子
鍍

遣物出土状況（上から　南より　西より　東より）

堀方（南より）

l十一
カマド堀方

F了‾Il
O　　（1ニ4）　　　10cm
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第84図　H15号住居址（2）

第54表INPX H15号住居址出土遺物一覧表

番 号 器　 睦 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 十 残　 存 ・備　 考 田 上位置

1 須愈 譜 （8 ．6） 内　 ロクロナ チ 内　 5Y R 4／1 （灰 ） 細石 英 ・細長 ん粒 子含む。 まれ に 口録 部 1／4 Ⅲ区 1 斤弓

壷

く2 ．6〉

外　 ロ クロナデ 外　 2．5 Y 5 ／1 （茹灰） 1mm 大砂粒 うむ。 回転 実測

2 上師 話 （1 5．0 ） 向　 ミガキ　 黒色 処埋 力 10 Y R l．7／1 （l ） 細長石 ・細石 英粒子 、まれ に ll絃 ～底 部 1／3 I 区 I 層

杯 （9 ．8）

く4 ．3〉

外　 しl級 ヨコナチ　 底部 へラケ ズリ→ ミガキ ？ 外 10 trR 7／3 （にぷ い‾蹟招 ） 11m 人砂粒 含む。 内外 面鍔 面剥落

3 t 帥器 1 5．1 内　 ミガキ　 黒色 処埋 内 10 Y R l．7／1 （黒 ）

T jごしい

細長石 ・細石 英精子 、まれ に

1　 ’砂粒 含む

l＿1線 ～底 部 3／4

ノ主全実測

I 区 1 層

杯 1

（4

0

〉

外 11線 ヨコナT　 底部 へフケ ズ 」 外 10 Y R 7／4 （にぷ い讃楕） mm 人 プル．

4 土師総 15 1

4

内　 ミガキ　 月、と色処 理　 ベンガ ラ付着 内　 5Y R 5／6 （黒 ） 細長石 ・細石英 杓子 、まれ に 完 形晶 N o．1

杯 1 1

5 ．

外 l庖 ヨコナデ → ミガキ　 底部 へラケ ズり 外　 5Y R S／8 （明 赤組） 1mm 人砂粒 含む。 完全 実瀾Il

5 t 帥器 （1 1．0） lAj　 ミガキ　 ユミ色処 理 ？ 内　 5Y R 3／2 （略 赤組） 細 長石 ・細石英 粒 f 含む。 目線 ～休 部 1／2 ＝区 l 層

小型機

（鉢）

5，3

10 ．8

外 11線 ヨコナデ へラケ ズリ→底 部 ミガキ 外　 2 ．5 Y R 5 ／6 （明赤禍 ） まれに 2 rm 人砂粒 含む。 底部 完形

完全 実測

N 0．1 17

6 土師訟 （15 ．6 ） 内 Il縁 ヨコナチ　 へ ラナ チ 内　 5 Y R 5／3 （に ぷい赤 褐） 0 ．5nlm 大長石 ・石 英粒 子、 u 緑 郎 1／4 1 区 1 層

小型褒

（6．5 ）

外　 目線 ヨコナデ　 へ ラケズ リ→ ミガキ 外　 5 Y R 6／6 （橙 ） まれに ～ 3mm 人砂 粒。1む。 国板 実測

7 L 師器 （15 ，9 ） 両　 日緑ヨ コナデ　 へラナ デ 内　 5 Y R 3／1 （黒 褐色） 細 長石 ・和石英 粒子 含む。 目線 1／3 l l玉 1 層 トレンチ

褒 6．4

16 ．0

底 面 ・都ミガキ　 莞㌔色 処理 ？

外　 日経ヨ コナデ　 へラケ ズリ→ ミガキ

外　 5 Y R 5／6 （明 赤褐） まれに 3 ～ 5mm 大砂糖 含む。 底部 完形

完全 実測

8 t 師器

4．3

く2 9 ．8 〉

内　 へラナ デ 向　 7 ．5Y R 5／4 （にぷい 赤褐） 細 石葵 多く、細 長石 含む。 3／4

懇 外　 へラナ デ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙） まれに 3 mFn 太砂粒 含む。

9 土師詳

6，4

〈11 ．7 〉

内　 へラナデ　 底部 指頭ナ デ ？ 内　 5 Y R 5 ／6 （明赤 福） 細 長石 ・細石英 粒一子含 む。 底部 完形 1 区 1 層

襲 外　 へ ラナデ →ミ ガキ　 底 部へラケ ズ リ叫 ミガキ 外　 2 ．5Y R 4／4 （にぷい赤 禍） まれに 3 － 5mm 大砂粒 含む。 完全実 細

1 0 土師器

（8 ．7 ）

く3．5〉

内　 ナ デ ［句　 7 ．5Y R 6／4 （にぷい招 ） 細 長石 ・細 石英 粒子 含む。 底部 1／4 I 区 1 屑

褒 外　 三ガキ 外　 7 ，5Y R 6／4 （にぷい橙 ） まれに 1 ～ 3 ”1m 大砂粒 含む。 回板実 測 トレンチ

－86一
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1 1 t 締 結

（8．6 ）

く4 ．0 〉

勺　 へ ラ ナ デ 内　 5 Y R 3 ／1 （黒 褐 ） 捌 長 石 ・細 石 英 粒 f・含 む 。 底 部 1 ／4 I 区 2 屑

壌 外　 へ ラ ケ ズ リ 外　 5 Y R 5 ！6 （明 赤 褐 ） まわ に 5 m m 人 砂 粒 含 む 。 いヨl転 栗 沢IJ

1 2 十 帥 器

8 ．4

く1 1 ．2 〉

内　 へ ラ ナ デ （紋 日 ） ナ チ　 底 部　 ▼部 三 ガ キ 内　 5 Y R 3 ／2 （暗 赤 褐 ） 細 長 ん ・細的 ‘英 精 一予、 3 1u m 大 休 部 3／4 Ⅲ区 1 層

焚 外　 へ ラ ナ デ ー・ミ ガ キ 外　 2．5 Y R 4 ／4 （に ぷ い 赤 福 ） 砂 粒 少 品 含 む 。 底 部 完 存

完 全 実 測

番 号 種　 勧 長 さ （m m） 巾 （m rn） 厚 さ （n m ） g 備　　　 考 山 上付 置

1 3 石 製 模 造 品 5 7．0 1 4 ．0 7 ．0 7 ．7 袈 Jl。 滑 石 。 検 山

1 4 編 物 石 1 1 1 ．0 5 5 ．0 3 0 ．0 2 6 6 ．0 カ LL J I 区 1 層

1 5 台 石 2 3 2 ．0 2 1 0 ．0 6 6 0 5 1 2 0 ．0 安 llJ N o ．6

1 6 靡 賀 石 娘 未 製 品 4 1．0 2 6 ．0 4 ．4 粘 板 圧 区 2 層

1 7 扁 平 片 刃 石 斧 2 1．0 2 7 ．0 4 0 0 ．1 緑 色 l‾岩 。 刃 部 欠 f札　 刃 部 研 磨 、 器 体 研 磨 、 歳 都 断 什 。 □ 区 1 層

1 8 凹 基 拡 3 4 ．3 2 1 ．9 4 8 2 ．5 田 岩 。 〃都 扱 辺 整 形 加 工 押 ほ 剥 舶 1 器 体 加 t 押 圧 。 検 u

完掘（南より）

H26土層説明
1．黒褐色土層（10YRが2）

砂、小石を多く含む。
2．黒色土層（10YR7／1）

砂、小石を含む。
3．黒褐色土層（10YRか3）

（周溝）
4．黒色土層（10YRl．7／1）

砂を少量含み、′」、石を含む。（貼床）
5，褐色土層（10YR4／5）

砂主体。

区　6・雷雲墓孟票呈鑑Ⅲ′3）
外　　7・黒褐色土届（10YR2／3）

砂細ブロックを含む。（間仕切構）
8．暗褐色土層（10YR3／3）

（床下柱痕）
9．暗褐色土層（10YR3／4）

砂主体。（床下ピット）

第85図　H26号住居址

第55表INPX H26号住居址出土造物一覧表

洲掴

山

番 号 器　 櫛 法　 f lt 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 十 残　 存 ・ 備　 考 出 土 位 閏

1 弥 生

細

（1 6 ．2 ） 内　 ミ ガ キ

外　 ヨ コ ナ ノ I l同 部 純 一‾　 日 細 部 挑 1　 へ ‾ 描 山 形 文

内　 5 Y R 5 ／ 2 （灰 褐 ）

外　 5 Y R 4 ／ 2 （灰 枢 ）

細 石 英 ・ 細 長 石 含 む 。 日 録 l ／8 E 区

〈5 9 〉

T　　　　 u　　 又　　　　 U　 一文　　 フ　　　 ′

胴 部 縄 文　 へ ラ 描　 r コ 』 の 亨 重 ね 文

H 2 6

積 出

藤 一11 趣　 敗 長 さ （m ） 両 （m m ） 旧 さ （m m ） g 備　　　 考 田 上 位 置

8 編 物 石 1 3 2 ．0 7 3 ．0 3 4 ．0 4 7 8 ．0 多 1 L 質 安 山 岩 。 N o ．2

9 凹 墓 親 1 7 ．9 1 3 ．4 3 ．0 0 ．6 安 山 岩 。 刃 部 縁 辺 盤 形 加 工 押 圧 、 誅 体 加 工 押 圧 。 検 出

第56表INPX H42号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 越 法　 痕 成　　　 形　 ・ 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出 し位㌍

1 十師 器 （2 0．2 ） 刃　 三ガ キ　 黒色 処理 内　 7 ．5Y R 6／6 （橙 ） 細石 英 ・細 拉石粒 だ　 0 ．51Ⅶ ～ ［1縛 1／16 検 出

鉢 （16 ．8 ）

（4 ．9〉

外　 し1線 ナヂ→底 部へ ラケズ リ→全体 ミガキ 外　 7 ．5Y R 6／6 （橙 ） 1mm 大砂 的含 む。 回転実測

2 t 帥 詣

1 J

（19 ．6） 内　 目線ナ デ→全 体 ミガキ 画　 5 Y R 2 ／1 （盟抱） 紐長 石多 く、紺石 英含 む。 ロ緑 1／4

〈1 1．2〉

外　 日録ナ チ→全 体 ミガ キ 外　 7．5Y R 4 ノ2 （灰 褐） 回 転’夷l則

第57表INPX H46号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 確 法 11を 成　　　 形　 ・ 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・備　 考 出 土位置

1 須 愈訟 （9．3 ） 内　 ロクロナ デ

ノ　　　 欽　　　 ごYく

内　 2 ．5 Y 5 ／1 （舌灰） 細石 英 ・細長 石粒 子、細規 色 日録 1／8 l 区

く3．3 〉

外　 ロクロナ 丁 （臼．，．、紬付 着） 外　 2 ．5 Y 3 ／1 （黒褐） 粍イ煽 む。 卜

日

l転実洲

級端部内 湾

2 ニ1ニ帥器 （2 1．6 ） 内　 目線 ヨコナ デ　 休 部へ ラケ ズリ 内　 7．5Y R 4 ／1 （褐灰） 細石英 ・紐長 石粒子 、1 ～ 2 mm 人 日録 1／1 N o ．1

喪

〈2 0．1〉

外　 日録 ヨコナ チ　 休 部へ ラケズ リ　 ミガキ 外　 7 ．5Y R 6 ／3 （にぷ い褐） 砂粒 含む。 まれに 5 1nm 大小石 含む。 田 転実測

こう lニ師 が （13．8 ） 内 I l緑 ヨコナ ヂ　 体 邪へ ラナチ 内　 5 Y R 5／2 （灰 褐） 細 石英 ・細長 石棺イ＼ 1Ⅷ 人 U 緑 1／4 u 区

小 型競

く8 ．0）

外　 目線 ヨコナ チ　 休 部へ ラケズ リ 外　 7 ．5Y R 7 ／3 （にぷ い橙） 砂 粒 を惚 少含 む。緻 密。 回転 実測

・1 t 師 器

（6 ．0）

（9 ．8〉

両　 へラ ナデ 内　 5 Y R 3／1 （盟 抱） 紺 石英 ・紺長石 粒 「、11m 人 底 部 1／4 Ⅱ区

小型 憩 外　 へラ ケズ リ 外　 5 Y R 5／3 （にぷ い赤 褐） 砂 粒含む。 回転受潮

ー87



P2

H30土層説明
1　黒褐色上層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を多量に含む。
3．黒褐色土層00YR2／2）

2層より黄色が強い。
4．黒褐色土層（7．5YR3／2）

粘質土。焼士粒子を含む。
5．黒褐色土層（7．5YR3／2）

粘土。
6．黒褐色土層（10YRか2）

砂、焼土・粘土粒子を含む。（カマド堀方）
7．灰褐色土層（75YR4！2）

粘質土、焼土粒子を多量に含む。（カマド堀方）

P1

8．極暗褐色士層（7jYRか3）
娃土ブロックを含む。（カマド堀方）

9．黒褐色土層（10YRZ佗）
（柱痕）

氾　黒褐色土屑（7．5YR2佗）
焼土ブロック、粘土ブロック
炭化物粒子を含む。（貼床）

日　黒褐色土層（10YRか2）
砂を多量に含む。

I2．黒褐色土層（10YR2佗）
砂、小石を含む。

13．暗褐色士層（10YRj！3）
（床下柱痕）

第86図　H30号住居址（1）

一88－

完掘（南より）

堀方（南より）

l



古墳後期

0　　（1ニ4）　　　10cm

第87図　H30号住居址（2）

第58表INPX H30号住居址出土遺物一覧表
番り 昔㌶　 頼 法 ；Lt 成　　　 j杉　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・備　 ろ・ ll l’仲田

1 上値㍑ （12．4 ） lA題　 ナ チ　 日紬 ヨコ ナデ 両　 5Y R 5／8 （明 赤褐） 親長石 ・細石 英粒 子含む。 いね 1／4 Ⅳ l左

杯 （103 ）

く4 ．（））

外　 rl録 ヨ コナヂ　　 底部 へラケ ズり 外　 5 1Y R 5／R （明 赤組）

2 上師器 13．4 内　 日紬 ヨコナ デ　 ミガキ＋ 底部へ ラケ ズリ　 ミガキ ［～　 5 Y R 6 ／6 （楕 ） 細 長石 ・細石葵 粒 子含む。 Il緑 3 ／4 カ マ ド

杯 日月

5 ．3

外 I l縁 ヨコナ チ　 底 部へ ラケ ズリ 外　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い臆） Ⅶ1ぺ 2 層

j lこ帥 器

杯

（l3．5 ）

（1 －弓‘3）

内 l

外 l

I紋 ヨコナ デ　 底 部へ ラナデ （fLl三日）

l緑　　 ナ ヂ＋ 癖㍑ ′　 ニケ　 rり

内　 5 Y R （う／6 （佑） 紆 長石 ・細 イf英精ナ 含む。 lI綾 2／3 l I十

く5 ．5〉

・ヨコ　 r　 屯，．11へ ラケス 外 ．1Y R 6 ／6 （楕） 底 部に娩成 後の

穿孔 あ り。 イL往 0 ．3c m

Ⅳ［

Ⅳ1 職 方

‘1 ＝油器 （レ1．6 ） 内　 ナデ Il毎 ヨコナチ　 鴫 文．－・．黒色 処理か ？ lノ4　 5 Y R 5 ／4 （にぷ い赤鮎） 細 長石 ・細 山英粒 十含 む。 目線 1／3 1 ［ 旭方

杵 （1 1．8）

く4．2〉

外 11線 ヨコナデ　 底部 へ ラケズ リー・黒色処理 ・P 外　 5 Y R 5 ．7こう（にぷ い赤褐）

5 L 師 ㌫ （18 ．0） 両　 ヨコナ デ→暗 文 l句　 2．5 Y R 5 ／R （明赤 褐） 細f r英 ・細 長む粒 子含む。 l コ緑 1／4 日東嘱 方

高林

（2．7 ）

外　 ヨコナ テ→時 又 外　 5Y R lう／6 （橙）

t （17 ．4） ［旬　 日絃 ヨ コナデ　 胴部へ ラナ チ　 ナテ 内　 7．5 Y R 6 ／4 （にぷ い楕） 細長石 ・欄石 塔拉 予釦 仇 日紐 1／4 t 区

甑

（11 ．5）

外　 日録 ヨ コナデ　 腑雄へ ラケ ズり 外　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橙） 1mm 大砂的 含む。 n JI本戦方

7 i血儒

焚 6 ．6

く2 ．7〉

向　 ナ デ→ 三ガキ l力　 5 Y R 5／4 （にぷい褐 ） 0．1m m 大長 石 ・石 箕粒イ 　ヽまれ に 底部完 形 1 ［ぺ躯ノ1

外　 胴 一底部 へラケ ズ リ一・・一三ガキ 外　 5 Y R 4／2　 0元祖） ～ 3rnlm 人赤 色粒子 含む。

8 上郎1思

栗 呂．ノ1

（6 ．1〉

lJ、題　 へ ラナチ　 ナヂ 内　 7 ．5Y R 7 ／6 （楕） 細 長石 ・柵石 英精 子含 む。 底部 2 ／3 l I十

外　 へ ラケズ リー－ミガキ　 底 部へ ラケズ り 外　 7 ．5Y R 6／6 （楕） 1 ～ 2 れ1m 大砂粒 含む。 m E

Ⅳ L

2 層

9

く7 ．9〉

内　 へ ラナデ 内　 5 Y R 4 ／日　りJミ褐 ） 底 部完 形　　 多イL 1 区 戒方 N り．5

脱 外　 へ ラケズ リ 外　 2 ．5Y R 6／R （赤 鮎） ～ 21111n 人赤色 粒 f 含むゎ 底 矧＝こ胤 茂前の 穿孔

（外－・内 方向）

Ⅳ区

n Jlぺ堀 方

10 1 師 器 （15 ．0） 向　 日紬 ヨコナデ 画　 7．5YrR 5／3 （にぷ い 褐） 組 長石 ・組 子J英粍 r 含 む。 11線 1／4 カマ ド

襲

く2．6 〉

外 Il緑 ヨコナチ 外　 7．5 Y R 7／4 （にぷ い橙） 11m 人砂 粒含 む。 m 区 2 層

1 1 ‖ 市雷

焚

18 ．1 内

外

ヨコナ≠　 胴部 へラナ デ （細目】） ～　 5Y R b／6 （招） 柵！長 石 ・紺 h 英粒 子含む。 1 1線 3ノ4 N u ．1

5．8

2 1．4

；へ ラナデ （柾目 ）　 ミガキーント、1 ～底 部へ ラケズ リ

キ一・日綾 ヨコナ デ

外　 5Y R 6／6 （にぶ し局 褐）

5Y R4 ／3 （にぷい 赤組）

1 mm 大抄掩 含む。

l！ ＝叫器

無

（22 ．6） 内

外

緑 ヨ コナデ　 胴 部 へラナ ヂ ［句　 5Y R 6／6 （橙） 0．5 mm 大長山 ・有翼粒 予、 lMlm 人 日録 1／4 日メト

（9．D

緑 ヨ コナ≠　 胴 部 へうケ ズり 外　 5Y R 6／6 （橙） 砂穐 少し含む 。 Ⅳ区

1 3 判 l

魂

（10．8 ） lノ寸　 ミガキ 内 10 Y R 5 ／4 （にぷ い蹟佗 ） 細長石 ・細石 葵含む 。 目線 1／8 検 山

く5．4 〉

外 ナテニ lト唇 ．

櫛相槌 状文

一隅 又 1 1縁 ，脾縄文　 へ フ描 山形 又 2 条

（1 辿J上、 5 本 1 組 ）

外 10 Y R （J／3 （にぷ い冶橙 ）

解け 碓　 翻 （nlnl）　 l　 Jリさ （m ）　 ［　　　 g 備　　　 考 山王付置

1 7 H 劉 校造品 3．1 1．75　　　 1　　　 4 ．0　　　 1　　　 2．5 剣形。 片岩。 ロ区堀方

18 〃 子 く7 7．0 〉 13．0　　　 】　　　 5 ．0　　　 1　　　 8．3 鉄払 軋 Ⅳ 【ぺ

－89－
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H42土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

パミスを含み、砂ブロックを微量に含む。
2，暗褐色土層（10YRj／3）

パミス、砂ブロックを含む。
3．暗褐色上層（10YR3／4）

パミスを含み、砂を多量に含む。（柱痕）
4．暗褐色土届（10YR3〟）

砂が多量に混入。
5．黒褐色土層（10YR2／3）

砂ブロックを含む。
部分的にはよく締まる。（貼床）

6．褐色士層（10YR4！4）
砂が多量に混入。

0　　（1ニ4）

第88図　H42号住居址

H46土層説明
1．黒褐色土屈（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2．黒色土層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR〟3）
4．黒褐色土層（10YR2佗）

砂を多く含む。（周溝）
5．暗褐色土層（10YRj／3）

砂主体。（ビット堀方）
6，暗褐色士層（10YRコ／3）

砂主体。（堀方）

第89図　H46号住居址
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古墳後期

P2

H45土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、小石を多く含む。
2．黒褐色土層（10YRか2）

0・5mm大の′」、石を含み、わずかに砂を含む。
3．黒褐色土層（10YRか3）

（周溝）
4　黒褐色土層（10YR23）

（柱痕）
5．黒褐色土層（10YR3／2）

砂を多く含む。（ピット堀方）
6．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を多く含む。（貼床）
7．にぷい黄褐色土層（10YR5／4）

砂主体。

2
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第90図　H45号住居址

第59表INPX H45号住居址出土遺物一覧表

‾∴二「

‾…l　‾‾：‾

ヽ・、＿＿一／

0　　（1ニ4）

番－け 確 法＋星 成　　　 形　・　調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 1ニ 残　存・備　考 山七位帯

1 ニ師器 （16．0）内　ナヂ 両　7．5YR4／2（灰褐） 細石英・細長石約－f含む。 Il奴1／6

杯

〈3．5〉

外　ヨコナデ　へラケズリ 外　7．5YR2／1（黒） いり転実測

2 寸二肺碁 （14．0）両　ヨコナデ 向　7．5YR2／1（とは） 細心英・細長石粒子含む。 目線1／4

杯

〈3．3〉

外　ヨコナデ 外　7．5YR3／2（規格） 国転実測

3 弥′ト 内　へラナデ（柾目） 内　7．5YR7／4（にぷい機） 紺石英・細長石粒「含む。 目線1／2 検出

壷 外　へラナデ（柾目）　u屑郡縄文　頸部へラ描横線文　縄文外　7．5YR7／4（にぷい橙） 回転実測

番号 欄　類 長さ（mm） 巾（mm） J皐さ（r価） g 備　　　 考 Ⅱl’付置

6 物 83．0 46．0 25．0 154．0 安山岩

7 物 86．0 57．0 26．0 142．0 多孔質安山岩

8 物 94．0 45．0 22．0 150．0 砂岩

9 物‾ 96．0 56．0 32．0 226．0 安山岩

10 編物石 96．0 51．0 43．0 264．0 安山岩・

－91－



⑥調　査　区

句2　　㊦1

外

P2

H56（WHl）土層説明
1，黒褐色土層（10YR2／3）

Pl

標高689．10m

O　　　（1こ80）　　　2m

砂、パミス、炭化物を含む。
2，褐色土層（7．5YR4／3）

灰、焼土を多く含む。
3，黒褐色土層（10YR2／3）

砂、パミス、灰、娃土、炭化物を含む。
4．暗褐色土層（10YRj／4）

砂、炭化物を含む。
5．暗褐色士層（10YR3／4）

砂多く、パミスを含む。
6．黒褐色土層（10YRか3）

砂を含む。
7．にぷい黄褐色土層（10YR5／4）

砂層。
8　褐色土層（10YR4／4）

砂主体。
9．褐色土層（10YR4ノ4）

砂主体。（貼床）

0　　（1ニ4）　　　10cm

，

〝

4

喧嘩5
第91図　H56号住居址

第60表INPX HE6号住居址出土遺物一一・覧表

番 り 描　 顧 法 ；－も 成　　　 形　　　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 残　 存 ・備＋ キ 拙十こ位 置

1 lニ師 器 日 3 ．2） 内　 暗 文　 黒色処理 内． 5Y R l．7 ／1 （黒） 細石英 ・細長 イこl粒 「含む。 l l細 1／8

杯

く5 ．7〉

外　 ミガキ 外　 5 Y R 5／4 （にぷい赤 褐） 回転 実測

2 　 帥 器 （22 蔚 内　 へラナ デ （柾 目） ll緑ヨ コナデ ［句　 5 YrR 5／こう （にぷい赤 褐） ～ 0．5 mm 人石英 ・長石 粒子 含む 。 胴部 1／3

瑛

（3 1．0 〉

外 Il縁コ コナデ　 休部 へラナ デ （柾 口） 外　 5 Y R 5／4 （にぷい赤 褐） 巨中腹天測

3 l朝 雄葺 （22 ．8 ） lJ・】 ナデ Il紬 ヨコナチ 内　 7 ．5Y lて6 ／4 （にぷ い橙） ～ 0．5 mrn 人 fi英 ・長石糀 予 2 m 人 胴部 1／3

褒

く2 9 ．5 ）

外　 目線 ヨ コナデ　 体跳 ヘラケ ズリ 外　 鍋 ’R 5／4 （に ぷい赤 褐） 赤色純 一1一合む。 州転 実測

4 f一師器

壷

（18 ．6 ） 両　 ヨコナ チ 両　 7 ．5Y R 7／6 （提） ～ 0．5 1m 人石其 ・細長 ポ粒子 日経 1／12

（3．9 〉

外　 ヨコナチ 外　 5 Y R 7／4 （に ぷい招 ） 含む。 恒l転 実測

番 号 唖　 数1 長 さ （mm） 巾 （mm ） 厚 さ （mm ） g
備　　　 考 出 ‾　佗 置

5 打 製わ 斧 3 3 ．0 4 4 ．0 6 ．0 15 ．8 緑 色㌫ 机　 上都右 側欠軋　 刃挑階 級瓜　 刃部縁辺 照形 加 1二lた賂　 刃 剖附 ‾。 振 方

ー92一
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C’E E’

PI P3

H57（WH2）土層説明
1．黒褐色土層00YR2／3）

ローム粒子、パミス、炭化物粒子を含む。
2，灰黄褐色土層（10YR4／2）

粘土を多量に含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

ローム粒子、パミス、焼士、
炭化物粒子を含む。

4．黒褐色土層（10YR2／3）
砂を少量含む。

5．暗褐色土層（75YR3／3）
焼土、灰、炭化物を含む。

6．暗赤褐色土屑（2．5YR〕／4）
焼土、灰を多量に含む。

7．赤褐色土層（5YR4／8）
焼土。

8，時赤褐色土層（5YR3ノ6）
焼土粒子を多量に含む。

9．黒褐色土層（10YRz3）
砂、炭化物粒子を少し含む。

10．黒褐色士層（10YR2佗）
砂、炭化物粒子、焼土粒子を含む。
（カマド堀方）

11．暗褐色土層（10YR3／3）
パミス、焼士粒子を少量含む。

≡S．　一

誌コ‾

P2

12．灰褐色上層（7．5YR4／2）
粘土混じる。

13．黒褐色土層（10YR2侶）
焼土、炭化物粒子を微量に含む。

14．暗褐色土層（10YR3／3）
砂、炭化物を含む。

15．褐色土層（10YR4！6）
砂主体。

16．暗褐色土層（10YR3／4）
砂を多く含む。

17．黒褐色土層（10YRか3）
（柱痕）

18，褐色土層（10YR4！4）
砂、パミスを多量に含む。（ピット堀方）

19．暗褐色上層（10YR3／3）
砂、ロームを多く含み、締まりあり。（貼床）

20．暗褐色土層（10YR3〟）
砂、ロームを多量に含み、締まりあり。（貼床）

21．暗褐色士層（10YR3／3）
砂、ロームを多く含む。

22．暗褐色土層（10YR3ノ4）
砂、ロームを多く含む。

23．黒褐色上層（10YR2／2）
砂、ローム粒子を少し含む。

l

「1°‾

了／了
上から完掘堀方（西より東より）

17　　　遺物出土状況（南より）

OD（1こ1）
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o　　（140）　1m

0　　（1こ4）　　10c汀l

14　第93図　H57号住居址（2）

第61表INPX H57号住居址出土遺物一覧表

爵口 思　 柚 浮　 ‾最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・備　 考 山 t 絶間

1 須恵㌫ （13．6 ） 両　 ロ クロナデ 内　 N 5 ／ （灰） 1m m 大砂 織含む 。 rl紋 1／6 N o ．9

杯 （16．2 ）

（4 7 ）

外　 ロ クロナデ ーー底那 右H 転 へラケ ズ lJ 外　 N 5 ／ （灰） lHl転実測

底部へ ラ言己卑

2 1ニ師品 （14．2 ） 山　 王ガキ　 撼 色処埋 内　 7．5 Y R l．7 ／1 ぐ盟） 細石 英 ・欄 長石粒 子含む 。 【］練 1／5 I 区 棚方

杯 （

（

）

）

外　 ミガキ 外　 7．5 Y R 6／6 （楕 ） 回転実 測

3 土師思 （16．日 内　 ミガキ　 且 色処埋 ［ム1 7．5 Y R l．7 ／1 （黒） 細石 英 ・細 長石粒 f 含む 。 日録 1／6 I 区 1 層

杯 （10．3 ）

〈3．5）

外　 ミガキ 外 10 Y R 7／6 （明 鏡祖） H 転実 測 I 区 2 14

4 l 帥器 17

10

4 ．

．4

．1

3

内　 ミガ キ　 畏 色処理 内　 7．5 Y R l．7／1 （黒） 細石 英 ・和 長石粒 子、 1mm 大 U 縁 日／12 N o ．1

杯 外　 目線ナ デ→底 部へ ラケズ リーーミガキ 外　 7，5 Y R 6／6 （橙） 白色 ・赤色粒 子含 む。 完 全実測

5 土師詑 1

1

4

5

両　 三がキ　 鑓色 処理 か ？ 内　 7．5 Y R 4 ／3 （褐） 紐石 英 ・撮 長石杓 子含む。 日経 3 ／4 N o ．4

杯 外　 rI練 ヨコナ チ→底 部 fL錆 へラケ ズ リ　 黒 色処理 ？ 外　 7．5 Y R 4 ／2 （灰 褐） まれ に 1m 恥　 2 mm 人 赤色粒 子含む。

6 士師謡 （14．7 ） 山　 王ガキ　 悠色 処理 内　 7．5 Y R l．7／1 （盟 ） 細石 英 ・相 良石粒 子含む。 Ll 緑 1 ／8 Ⅲ区 1 層

杯

く3 ．6〉

外　 H 絃 ヨコナデ →底 部へラ ケズ リ→ 全体 ミガキ 外　 7．5 Y R 6 ／6 （楕） 回転実測

7 土師器 （1 3．4 ） 内　 ミガキ 内　 2．5 Y R 5／6 （明赤 褐） ～ 1mm 大 石英 ・長石粒 子、 1rnm 人 目線 1 ／4 N o ．8

杯 （1 4．3 ）

4 ．3

外 Il緑 ヨコナデ →底部 手持 へラケ ズIj 外　 2．5 Y R 5／6 （明赤 褐） 砂、7 mm 大白色粒 子含 む。 国 転実測

8 土 師雷 14．0 内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 6 ／8 （橙） 紐石英 ・細 珪石粒 子含む。 目線 1 5／16 N o．6

は そう

（7 ．2）

外　 ミガキ 外　 7．5 Y R 6 ／8 （佗） まれ に 1mm 大粒 F n む。 元 全実測

9 土師 鐙 （1 4．2 ） 内　 ナデ　 へラナ チ 両　 5Y R 4／2 （灰 鮎） （1．5 mm 大石英純 一「多 く、細長 石杓子 ． 頸 対日 ／4 I 区 2 層

小 型褒

（7 ．7）

外　 休部へ ラケズ リ一・日紐ヨ コナデ　 ナデ 外　 5Y R 4／2 （灰 褐） 1mm 天砂粒 含む． l叫転実測

10 t 師 器

（4 ．8）

（3 ．1〉

内　 ナデ　 ミガキ 内　 5Y R 6／4 （にぷい橙 ） 細石 英 ・細長 石粒 子、0 ．5mm 人 底 部 1 ／3 I 区 1 層

喪 ．7 外　 へラケ ズ リ　 ミガキ 外　 5Y R 6／4 （にぷい橙 ） 赤色 ・白色粒 子含 む。 In】転実測

1 1 L 師 器

（5

く5

）

〉

内　 へラナ チ 両 10 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 細石英 ・細長 石粒子 含む。 底 部 1／3 住区 1 層

喪 外　 へラケ ズ リ 外　 5Y R 6／6 （楕 ） 1 へ′2T脚 大赤色 粒 予含む。 回 転実顔l】

－94－



古墳後期

12 土 師 器

5 ．1

〈1 2 ．9〉

内　 へ ラ ナ デ 内　 5Y R 4 ／2 （灰 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 1 ～ 2 nlm 大 底 部 1／1 I 区 1 層
賓 外　 へ ラ ケ ズ リ 外　 5Y R 4 ／2 （灰 褐） 砂 粒 含 む 。 完 全 実 測 I 区 2 層

13 土 師 器 （1 5 ．8） 内 ［二］緑 ヨ コ ナ デ 内　 7 ．5 Y R 6 ／8 （橙 ） 0 ．5 mm 大 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 目 線 1 ／6 I 区 2 層
壷 ？

〈6 ．7 〉

外　 汀 線 ヨ コ ナ デ　 休 部 へ ラ ナ デ 外　 7 ．5 Y R 6 ／8 （橙 ） 回 転 実 測

1 4 土 師 器 （2 0 ．0 ） 内　 目線 ヨ コナ デ　 休 部 へ ラナ デ 内　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 0．5nlnl 大 石 英 ・長 石 粒 子 、 目 線 1 ／4 N o ．2
聾

〈12 ．5 〉

外　 日録 ヨ コナ デ → 休 部 へ ラケ ズ リ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 2 ～ 3 nlnl大 赤 色 粒 子 含 む。 回 転 実測

1 5 土 師 器 （2 1 ．4 ） 内　 口線 ミガ キ　 体 部 ナ デ 内　 5 Y R 6／6 （橙 ） 0 ．5 m m 大石 英 ・長 石 粒 子 、 目線 1／4 N o ．7
七号E

〈9 ．7〉

外　 口緑 ミガ キ （剥 落 ） 体 部 ミガ キ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 2 ～ 3 mm 大 赤 色 粒 子 含 む 。 回 転 実 測 カ マ ド

D l
16 土 師 器 （1 8 ．8 ） 内　 目 線 ミ ガ キ　 体 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） 内　 5Y R 6 ／6 （橙 ） 0 ．5 mm 大石 英 ・長 石 粒 子 、 首 部 1／3 N o ．5

壷

〈1 3 ．6 〉

外　 器 面 剥 離 外　 5Y R 6 ／6 （橙 ） 2 ～ 3nlm 大 赤 色 粒 子 含 む 。 回 転 実 測

番 号 種　 類 長 さ （m nl） 巾 （m nl） 厚 さ （mnl） g 備　　　 考 出 土位 置
1 7 臼 玉 1 0．0 9 ．0 1 0 ．5 0 ．7 9 滑 石 。 通＿＿L巨星

1 8 土 製 丸 玉 70 ．5 7 ．0 6 ．0 0 ．3 5 孔 径 1．5m m Ⅱ 区 2 層
1 9 石 製 模 造 品 4 ．8 2 ．2 4 ．0 7．1 滑 石 。 穿 孔 表 か ら嚢 。

Eヨ
Ⅱ 区 2 層

2 0 台 石 1 7 3 ．0 1 7 6 ．0 3 8 ．0 1 9 6 0 ．0 安 山 岩 。 裏 面 に も擦 痕 あ り。 Eヨ
N o ．9

第62表INPX H58号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 士 残　 存 ・備　 考 出土位眉・
1 須 恵器

〈4．6〉

内　 ロクロナデ　 自然粕付着 内　 2．5G Y 3／1 （暗オ リーブ灰）細石英 ・細長石含む。 杯底部～脚部
＝

検出
高杯 外　 ロクロナデ　 自然粕 付着　　 スカシ孔 （2 ヶ所） 外　 N 2／ （黒） 1／2

回転実測
2 須恵器

（16．2）

〈4．3〉

内　 へ ラナデ 内　 N 5／ （灰） 細石英 ・細長石粒子含む。 l
底部 1／3 検 出

襲 外　 胴下端回転へ ラケズ リ　 底部へ ラナデ　 自然粕付着 外　 N 2／ （異） 回転実測

3 土師器 （15．2） 内　 ミガキ　 黒色処理 ？ 内 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 細石英 ・細長石粒子含 む。 口緑 1／6 H 3
杯 （9．4）

〈3．7〉

外　 口縁 ヨコナデ　 底部へ ラケズ リ　 黒色処理 ？ 外 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 回転実測

4 土師器 （14．6） 内　 ナデ　 黒色処理 ？ 内 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 細石英 ・紬長石粒子含む。 ［］線 1／4 H 3 堀方
杯 （10．2）

〈3．8〉

外　 「1線ヨコナデ→底部へラケズ リ　 黒色処理 ？ 外 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 回転実測

5 土師器 （15．0） 内　 ナデ　 黒 色処理 ？ 内 10Y R 3／2 （黒褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 日録 1／6 H 3 堀方
杯 （11．2）

〈4．1〉

外　 目線 ヨコナデ　 底部 へラケズリ 外 10Y R 5／3 （にぷい黄橙） 回転実測

6 土師器

（7．2）

〈5．2〉

内　 へ ラケズ リ→裾部 ヨコナデ 内 10Y R 6／4 （にぷ い黄橙） 柵石英 ・細長石含む。 脚部 2／3 検 出
高杯 外　 ミガキ 外　 7．5Y R 7／6 （橙） 完全実測

7 土師器

（7．4）

〈5．8〉

内　 へ ラナデ （柾 目） 内　 7．5Y R 4／3 （褐） 細石英 ・細長石粒子 含む。 底 部 1／4 N o．8
賓 外　 へ ラケズ リ　 ミガキ 外　 7．5Y R 4／3 （褐） 1 ・2nlnl大赤色粒子含む。 ⑨ の底部か

回転実測
8 土師器 （13．8） 内　 へラナデ　 目線ヨコナデ 内　 7．5Y R 6／3 （にぷい褐） 細石英 ・細長石粒子含 む。 1／4

賓 （7．6）

（11．4 ）

外　 へラケズ リ　 目線ヨコナデ 外　 7．5Y R 5／3 （にぷい赤褐） 1 ～ 2nlnl大赤色粒子含む。 回転実測

9 土師器 （20．5） 内　 へラナデ （柾目） 内　 7．5Y R 4／3 （褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部欠損 No．1
襲

〈30．0〉

外　 体 部上半へラナデ （柾目）

下 半へ ラケズリわずかにミガキ l二1線ヨコナデ

外　 5Y R 6／4 （にぷい橙） 1 ～ 2nlnl大赤色粒子含む。 完全実測

10 弥生 （7．2） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10R 4／8 （赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 日録 1／2
去
m

1．7

外　 ミガキ　 赤色塗彩　　 穿孔 （2 ケ） 外 10R 4／8 （赤） 回転実測

番号 種　 類 長さ （nlnl） 巾 （mnl） 厚さ （mm） g 備　　　 考 出土位置
11 土製丸 玉 6．5 6．0 5．0 0．19 孔径 1．5nlnl。 ＝

12 敲打石 2 13．0 74．0 66．0 20 0 0．0 安山岩。 N o l
13 凹石 99．0 77．0 4 6．0 14 3．0 軽石。 N o 2
1 4 凹石 12 1．0 81．0 65．0 25 0．0 軽石。 N o．3

第63表INPX H67号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 士 残　 存 ・備　 老 出土位置
1 土師器 （14．4） 内　 目線 ヨコナデ 内 10Y R 7／3 （にぷ い黄橙） 細石英 ・細長 石粒子含む。

ノ
口緑 1／8

一．′＿＿L巨星

杯 （10．5）

〈3．9〉

外　 目線 ヨコナデ→底部手持へ ラケズ リ 外 10Y R 7／4 （にぷ い黄橙） まれ に 2nlm 大砂粒含む。 回転 実測

2 土師器

（4．2）

〈1．8〉

孔 （0．6）

内　 ナデ 内　 7．5YrR 6／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子 含む。 底部 1／3
甑 外　 へラナデ 外　 7．5YR 6／4 （にぷい橙） 回転実測

3 弥 生 ？

（8．4）

〈4．5〉

内　 脚 部へラケズリ　 へラナデ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石含む。 底部 3／8
台付婆 外　 ミガキ→ 下端 へラナデ 外　 5Y R 6／6 （橙） 回転実測

4 土師器 （17．0） 内　 目線 ヨコナデ 内　 5Y R 6／6 （橙） 0．5nlm 大石英 ・長石粒含む。 日録 1／8

襲

〈3．6〉

外　 日録 ヨコナデ 外　 7．5Y R 3／2 （黒褐） 回転実測
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P3

H58（WH3）土層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

砂、パミス、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、パミス多く、炭化物粒子を含む。
3．黒褐色士層（10YR2／3）

砂、パミス多く、炭化物粒子を含む。11．黒褐色土層（10YR2／3）
4・黒褐色土眉（10YR3／2）　　　　　　　　砂を含む。

砂、パミス多く、炭化物粒子を含む。12．褐色土層（10YR4！4）
5．暗褐色土層（10YR3／3）

4層より砂を多く含む。
6　暗褐色土層（川YRユ侍）

砂を少量含む。
7，暗褐色土層（10YR3／3）

6層より砂を多く含む。
8，暗褐色土層（10YR3！4）

砂、パミス多い。（柱痕）
9．黒褐色土層（10YR2月）

砂を含む。（柱痕）

相，褐色土層（10YR4／6）
10YRが2土ブロック混じる
北側は粘土を含む。（貼床）

暗褐色・褐色土ブロック混在。
締まり強い。（貼床）

13，暗褐色士層（10YR4／3）

暗褐色土、褐色土ブロック混在。
14．褐色土層（10YR4／6）

ロームブロック主体。
15．黄褐色土層（10YR5！6）

砂主体。

ー◎一〇

3　0ロ。1書，
r

第94図　H58号住居址

第64表INPX H75号住居址出土遣物一覧表

◎
倫
帯

番 号 器　 機 は　 い 成　　　 形 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 田 上 位 置

1 土 師 器 （2 5．0 ） 内　 日 録 ヨ コ ナ デ　 体 部 へ ラ ナ デ 内　 5Y R 6 ／6 （橙 ） 紹 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 目 線 1／6

褒

〈6 ．4 〉

外　 rl緑 コ コ ナ デ　 休 部 へ ラ ケ ズ リ 外　 5Y R 6 ／6 （紐 ） 0 ．5m m 人 の 粒 子 も含 む 。 回 転 実 測

爵 －l‾チ 種　 類 長 さ （mm） rD （nm ） 厚 さ （mm ）
g 備　　　 考 ～1け 調 慣

2 擦 切 石 器 27 ．8 5 4 ．8 7．1 1 0．2 砂 岩 。 刃 那 横 方 向 磨 耗 乱　 脈 純 血 が 器 体 中 央 深 く 入 る 。

ー96－



古墳後期

H67（WH13）土層説明
1．暗褐色土層（10YRj〟）

砂、パミスをやや多く含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、パミスを少量含む。
3　暗褐色士層（10YR3／3）

砂、パミスを多く含む。
4．暗褐色土層（10YR3／4）

砂、パミスを多く含む。

5．暗褐色土層（10YR3／3）
砂、パミス、炭化物を含む。

6．黒褐色土層（10YR2／3）
砂、パミスを含む。

7．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。

8．暗褐色土層（10YR3／4）
砂を多く含む。 l

第95図　H67号住居址

標高69010m

（1ニ80）

完掘（北より）

H75（Wt121）土層説明
1，暗褐色上層（10YR3／3）

砂、小石、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／4）

砂を多く含む。
3．黒褐色土層（10YR3！2）

砂ブロックを含む。（貼床）

第96図　H75号住居址

H95（SH3）土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、小磯を含む。
2．黒褐色土層

砂、小破を
3．暗褐色土層

砂、小磯を
4．褐色士層（

ご　＿　砂、小磯を

t l　　　　　　　　　　／I

二十．．　　　　1

（1こ4）　　　10cm

0　　（1ニ4）　　　10cm

（10YR2／2）
含む。
（10YRj／3）

多く含む。（柱痕と周渚）
10YR4！4）

多量に含む。
5．褐色土屑（10YR4／4）

砂、小礫を多量に含む。（堀方）

標高688684m

（1こ80）　　　2m

第97図　H95号住居址
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巨　　　　星’0

⊇・・．彪
Hl Ol（SH9）土層説明
1．褐色土層（10Y4／4）

砂、少礫を含む。
2．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、少礫を含む。
3．暗褐色土層（10YR314）

砂を多量に含む。（カマド堀方）
4．褐灰色土層（10YR4／1）

粘土。（カマド構築土）
5．褐色土層（10YR4！6）

砂、ロームブロックを多量に含む。（堀方）

√一∠二∃＿＿一二ゝ1

ノ

第98図　HlO1号住居址
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古墳後期

第65表INPX H95号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出十位置
1 土師器 （12．2） 内　 ミガキ　 黒 色処理 内　 5Y R 2／1 （黒褐） 細長石多 く、紬石英粒子含む。 「1線 1／12

杯 （11．3）

く3．3〉

外　 目線 ヨコナデ→底 部へラケズリ 外　 5Y R 6／6 （橙） 1 ・3nlnl大赤色粒 子含む。 回転実測

2 土師器

（15．3）

〈1．7〉

内　 脚部ナデ 内　 7．5Y R 6／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／8
高杯 外　 ナデ→暗 文 外　 5Y R6／6 （橙） 1 ・3nlnl大赤色粒子含む。 回転実 測

3 弥 生

（10．0）

〈6．8〉

内　 ナデ 内 10YR 6／4 （にぷい黄橙） 0．5111nl大細石英 ・細長石 ・赤色粒子含む。 底部 1／2 堀方
襲 外　 ナデ 外　 7．5Y R 7／6 （橙） 回転実測

ノ1 弥生

こしごノ群 （13．4）

〈6．0〉

内　 ナデ 内 10Y R 6／3 （にぷい黄橙） 0．5111nl大細 石英 ・細長石 ・赤色粒子 含む。 底部 1／8 P．3
外　 ミガキ 外　 7．5Y R 6／6 （橙） 回転実測

第66表INPX H％号住居址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 士 残　 存 ・備　 考 出土位置
1 土師器 （15．2） 内　 ミガキ　 黒色処埋 内　 7．5YR l．7／1 （黒） 細 石英 、～ 1nlnl大長石粒子含 む。 目線 1／12

杯 （12．1）

4．1

外　 目線ナデ→底部手持へ ラケズ リ→ ミガキ 外　 5Y R 5／4 （にぷい赤褐） 回転実測

2 土師器 （13．3） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 細石英、 1111nl大長石粒子含む。 日録 1／6
杯 （10．4）

〈4．2〉

外　 目線ナデ→底部手持へラケズ リ 外　 7．5Y R 4／1 （褐灰） 1 ～ 3nlnl大赤色粒子含む。 回転実測

3 土師器 12．8 内　 目線ヨコナデ　 ナデ 内　 7．5Y R 6／8 （橙） 細長石 1m 大石英粒子含む。 ほぼ完形 N o．1
杯 9．1

4．0

外　 日録ナデ→底部手持へラケズリ　 ミガキ 外　 7．5Y R 7／3 （にぷ い橙） 完全実測

4 土師器 （17．0） 内　 ナデ　 暗 文 内　 7．5Y R 6／6 （橙） 0．5nllll大石英 ・赤色粒子、 日録 1／8

菌杯

〈4．9〉

外　 ナ デ 外　 7．5Y R 6／6 （橙） 細長石粒子多 く含む。 桓l転実測

5 土師器

（8．8）

〈7．2〉

内　 ミガキ 内 10Y R 5／3 （にぷい黄褐） 細石英 ・細長石粒子、1nlnl大 底 部 1／8

甑 外　 ミガキ 外 10Y R 6／4 （にぷい黄橙） 赤色粒子含む。 回転実測

6 土師器 （17．6） 内　 へ ラナデ　 ナデ 内　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 細石英 ・細 長石粒子、 1 ～ 3nlnl大 胴部 1／1 N o．4
襲

〈20．0〉

外　 目線ヨコナデ　 休部へ ラケズ リ 外　 2．5Y R 6／6 （橙 ） 赤色粒子 含む。 完全実測

7 土師器

5．0

〈2．6〉

内　 ナデ 内　 2．5Y R 4／2 （灰赤） 細石英 ・細長石粒子、 1 ～ 3nml大 底部 7／8 カマ ド周辺
襲 外　 へラケズ リ 外　 2．5Y R 5／4 （にぷ い赤褐） 赤色粒子含む。 完全実測

8 土師 器

6．0

〈4．6〉

内　 へラナデ 内　 2．5Y R 6／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子、1 ～ 3mm 大 底部 3／4
襲 外　 へラケズリ 外　 5Y R 4／2 （灰褐） 赤色粒子含む。 完全実測

木葉痕

9 土師器 （24．4） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 6／8 （橙） 細石英 ・細長石粒子、1n珊大 目線 1／6

賓

〈8．5〉

外　 ミカキ　 赤色塗彩 外 10Y R 7／4 （にぷい黄橙） 赤色粒子含む。 回転実測

10 弥生 内　 脚部ナデ　 へ ラナデ （柾 目） 脚 10Y R 4／2 （灰黄褐） 細石英 ・細長石粒子、2 ～ 3nlm 大 脚部
高杯 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 7．5Y R 4／6 （褐） 赤色粒子 含む。 完全実測

番号 種　 類 長さ （nlm） 巾 （nlnl）　 I　 厚さ （nlnl） I　　 g 備　　　 考 出上位置
14 台石 26 5．0 2 5 3．O　 i　　 50．O　　 l　 60 0 0．0 安山岩 N o．2
15 ス リ石 12 7．0 1 0 8．O　　 l　　 78，O　　 l　 14 0 0．0 安山岩 N o．3

第67表INPX HlOl号住居址出土遣物一覧表
番一号 器　 種 法　 義 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出土位置
1 須恵器 （14．0） 内　 ロクロナ デ 内　 5Y R 6／1 （灰） 細長石 ・細石英粒子含む。 日録 1／7

蓋

〈1．6〉

外　 ロクロナテ 外　 5Y R6／1 （灰） 桓1転 実測

混人 品　 火だす き

2 須恵器 （12．8） 内　 ロク ロナデ 内　 5Y 7／2 （灰 自） 細長石 ・細石英粒子含む。 1／6
杯 （6．4）

（3．4）

外　 ロク ロナデ　 底部回転糸切 り 外　 5Y 7／2 （灰 白） 1 ・3nlm 大砂粒含む。 回転実測

混入品　 火だす き
3 土師器 （16．0） 内　 ミガキ　 黒色処埋 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細長石粒子 0．5nlm 大赤色粒子 口緑 1／6

椀

〈2．9〉

外　 ロクロナテ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷ い橙） 含む。 混人品

回転実測

4 土師器 （14．1） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 6／3 （にぷ い褐） 細石英 ・細長石粒子、1111nl大 目線 1／2 N o．2
杯 （12．4）

4．1

外　 し1線ヨコナデ→ミガキ　 底部へラケズリ 外　 7．5Y R 6／3 （にぷ い褐） 赤色粒子含む。 底部完形

完全実測

5 土師器

（4．2）

〈3．8〉

内　 へ ラナデ 内　 5Y R 6／6 （橙） 0．5mnl大長石、赤色粒子、細石英 底部 1／3

襲 外　 へ ラケズ リ 外　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 粒子含む。 回転実測

混人品

6 十師器 17．5 内　 へ ラナデ （柾 目）　 日録ヨコナデ 内　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） 細石英 ・細長石粒子、1nlm 大 底部僅 かに欠損 N o．1
甑 6．5

14．0

外　 へ ラナデ （柾 目）　 目線ヨコナデ 外 10Y R 6／4 （にぷい黄橙） 砂粒 、赤色粒子含む。 焼 成前穿孔多孔

完 全実測

7 土師器 （19．4） 内　 へ ラナデ　 目線 ヨコナデ 内　 2．5Y R 5／6 （明褐） 細石英 1nlnl大長石粒子、赤色粒子 2／3 カマ ド

賓 （6．8）

（29．8）

外　 へ ラケズ リ　 ロ緑ヨ コナデ 外　 5Y R 6／6 （橙） 多く含む。 回転実測

8 土師器

4．9

〈18．0〉

内　 へラナデ 内　 2．5Y R 4／6 （赤 褐） 柵石英 ・細長石粒子、3 ～ 5nlnl大 休部 1／3 床
賓 外　 へラケズ リ 外　 5Y R 4／2 （灰褐） 赤色粒子含 む。 底部完形

回転実測
9 十二師 器 （19．4） 内　 へラナデ　 日録 ヨコナデ 内　 2．5Y R 6／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子、 1 ～ 3nlm 大 I」緑～休部 3／4 カマ ド

賓

〈24．0〉

外　 へラケスリ ［1線 ヨコナデ 外　 2．5Y R 6／6 （橙） 赤色粒子少 し含む。 完全実測

10 土師器

（5．2）

〈3 1．2〉

内　 へ ラナデ 内　 2．5Y R 6／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子、1 ～ 3nlm 大 休部～底部 1／3 カマ ド
棄 外　 へ ラケズ リ 外　 2．5Y R 6／6 （橙） 赤色粒子含む。 回転実測

番 号 種　 類 長さ （nlm） 巾 （nlm）　 ！　 厚さ （nlm） I　　 g 備　　　 考 出土位置

11 削器 36．0 6 9．O　　 i　 lO．O　　 l　 18．9 チャー ト。刃部縁辺整形加工押圧。 床
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5．奈良　H2・H3・H7・H8・H10・H38・H53・H54・H6l・H63・H65

・H68・H72・H74・H76・H78・H85・H9l・H98・Hl（刀・H102

奈良時代の竪穴住居址は21棟を数える。H68は1の須恵器杯から奈良にしたが、臼玉・長胴聾からは古墳時代の可能性もあ

る。遺物の多い住居址を『西一本柳遺跡Ⅷ』の奈良時代の土器分類にしたがい4分類してみる。

L H3・H53・H38・H61・H74　　土師器賓が武蔵賓で口緑が「く」形を呈し、強く外反または外傾。土師器杯に畿内系

暗文が施される。須恵器杯は回転へラ切り離し・須恵器有台杯を伴う。口径の小さいものあり。

Ⅱ．H7・H65・HlO・H72　　土師器饗の武蔵賓口線の外傾度がわずかに弱まる。須恵器杯類にシャープさがない。

Ⅲ．H54・H63・H76・H85　　土師器の武蔵饗の口緑の外傾度がさらに弱まる。土師器杯は黒色処理される。

須恵器に回転糸切り離しが加わる。
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奈良・平安
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IV．H2・H78・H98・HlOO

土師器鄭こやや「コ」の字形を呈すものが含まれる。土師器杯は平底で、内面黒色処理される。

須恵器杯は底部回転糸切りが主体となる。

6．平安　H32・H37・H41・H60・H62・H87・H90・H97・H103

平安時代の竪穴住居址は9棟である。H32は奈良末ないし平安の初頭であろうか。またH60→H62（新）、H41→H37に重複

がある。H41．17・18の灰粕陶器皿は厚手で角高台が付き、内面施粕されトチンの後が残る。黒笹14号窯式で9C中頃であろ

うか。H41を切るH37．11の灰粕陶器椀は大型の深い椀形で、口線端部が外反し、高台は三日月形を呈する。粕は垂れている

ためパケか漬け掛けかは明確ではない。またH37．10の灰粕陶器皿は口縁端部の残存で高台は不明であるが薄手で、口縁端部

が外反している。これらは東濃の光ケ丘窯式にみられ、10C中葉以降に置かれている。H37は多数の須恵器・土師器が出土し

ている。土師器嚢はロクロ賓が主体を占め、杯・椀・皿は内面ミガキ処理され、数量が多く、墨書が多い。鉄製品の刀子や紡

錘車が伴出する。H32・H60・H41の3棟以外の土器はほぼH37と同期の10C代で、7棟は同時期の住居址とみられる。

第2節　単独ピット

単独ピットは186個検出された。Bお8グリットのP39は浅いため住居址の範囲が捉えられなかったが、弥生時代中期の住

居址の炉址であろうか。焼土は認められなかった。またAけ6グリットのP115は4個体の弥生土器がつぶれて出土している。

単独ピットは集中力所があり、本遺跡の東地区では7カ所程確認される。また基礎部分という限られた調査であるため、掘立

柱建物址になるものも多く含まれているであろう。

第3節　土坑

19基の土坑が検出され、出土遺物や新旧関係から時代の推測されるものは、10基である。

弥生中期以前－D19、弥生中期nD2・D3・D5・D6・D18、奈良・平安－D7・D13・D17、中世－D15

D9は明確な遺物はないが井戸址であろうか、平安の住居址を切っている溝を切って構築されている。
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第103図　単独ピット（2）

第68表INPX E区単独ピット出土遺物一覧表

15　0　（1こ4）

番弓‾苫宗　祖 法　rjt 成　　　 形　・　調　　　整 色　　　 調 胎　　　 1 残　存・備　考 Ⅲt位置

1 弥生 （21．0）内　ナデ　へラナチ（柾目）→ミガキ 両　7．5YR4／1（褐灰） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／1 P39

褒 （8．4）

（31．2）

外　し1線ナデ→ミガキ［嘱郎縄文

頭部櫛描波状文　体部櫛描羽状文

体下館三ガキ

外　7．5YR5／6（明拗） 回転実測

底部は焼成後せん孔か？

2 弥セ （16．2）内　へラナデ（柾目）→ミガキ 内　5YR4／2（灰掲） 細石炎・細長石判子含む。 日織3／8 Pl15　上面

褒 （5．6）

（16．2）

外　口唇挑縄文　日轟

休部櫛描羽状文

細部柑橘廉状文

剥雅縄文→ヘラ椒IJ形文

→ミガキ

外　5YR6／4（にぷい橙） 恒転実測 Ⅲ区傾111

3 弥生

壷 10．6

（12．4〉

内　衰面剥落 内　5YR4／2（灰褐） 瑚石英・細長石棺イ・含む。 底部1／1 Pl15上面

外　ミガキ 外　5YR5／2（灰褐） 完全実測 Ⅴ庄1層下部

4 弥生

8．6

日4．6〉

両　へラナデ（柾目） 勺　5YR2／1（よl，圭褐） 欄石英・細長石穐r含む。 底部3／4 Pl15　h而

外　別中位縄文→ヘラ摘山形文

胴下平へラナヂ（柾目）

底酎付近ミガキ　底部ミガキ

外　5YR7／4（にぷい位） 完全実測 m区桧山

5 弥生 2私5 内　ミガキ 内　5YR3／1（盟褐） 細石英・細長石粒子含む。 2／3 Pl15L薗

褒 8．5

295

外　へラナデ（柾目）→ミガキ　rl唇那純文

体部櫛抽斜走文（格子）

外　5YR4／2（灰褐） 完全実測 Ⅴ区1・2層

番に 相　類 長さ（mm） 巾（mm） 付さ（r間） g
備　　　考

6 擦切石器 49．0 77．7 10．8 42．3 ホルンフェルス。刃部横方向磨耗痕ヰ刃こぼれ、鐙休上辺単発加工。 P106

番号
．

法；読 成　　　形　・　調　　　 整 色　　　調 胎　　　 とニ 桟！≠・備　考 JJ日付閏

7 川面器 （16．0）内　ナデー・ミガキ lA題　517R5／2（灰抱） 細石英・細長石粒子1mm大 日放1／4

沌頭瀾

Pll

’慮

（61〉

外　ミガキ 外　5YR4／4（にぷい赤禍）

5YR2／1（黒褐）

砂粒ぶむ。 剛も－．

8 1瑚i器 （16．1）内　ミガキ 内10YR6／3（にぷい競橙）Il緑1／8

i転突謂IJ

Fl緑1／8

田転実測

P27

杯

く49〉

外　＝緬ヨコナ丁→体～底部手持へフケスノ

→全体ミガキ

外　5YR6／6（橙） 阿ムー一、

9 弥生

蛸

（138）lノ、】三ガキ 内　5YR6／6（橙）

に　　7　　　ね）

径1r融以トの長石・黒色麿＝∴

赤色精子・石英含む

日録1／3 P71

く5．8〉

外　へフナT（柾Ll）

孤部へラ描平行

Il肩部縄文

線文

外・5YR／6　日、L よ

】U 上帥器 （14，2）内　ミガキ 内　7．5YR6／4（にぷい橙）細石英・紐長石粒子含む。 ll縁1／12 PlO8

杯

（47〉

外　底部へラケズリ　Ll縁ミガキ 外　7．5YR5／2　日火栂） 阿転天測

番胃・絶　類 長さ（m） 巾（mm） 厚さ（mm） g
備　　　 考 出土位置

17 編物ポ 〈10．1〉 5．8 1　　　 2．3 172．0 安山耗 P96

第4節　溝祉

16本の溝址が検出された。出土遺物、重複関係などから時代の推測されるものは8本ある。

弥生中期－M5・M6・M12、古墳中期　M－8、奈良・平安一Ml・M2・M3・M15

M12号溝址は西一本柳遺跡Ⅱ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅷ・Ⅸで検出されていた弥生中期の土器を多量に出土するⅤ字形の溝の延長であり、

弥生中期の住居址を囲むように円形に巡っている。環濠の形態が少しではあるが明確になった。M12号溝址の出土遺物は壷の

胴中位に施文され、ロ緑端部は水平に近く延びる。喪の口縁は強く短く外反しており、弥生時代中期後半の様相を持ち、H86

の土器に近く、本遺跡では古相に次ぐ一群である。

M8号溝址は古墳中期の土器を多量に出土する溝で、本遺跡の北Aえ1から始まり、Eい9まで南北方向に81m検出された。

幅最大3．6m深さ最大107cmを測り、南に低くなっている。出土遣物は土師器の小型丸底壷、長脚の高杯、有段口緑の壷、鉢、

小杯、聾がある。剣形の石製模造品は稜をもつものである。また混入品として縄文後期浅鉢や弥生中後期の土器と磨製石嫉・

打製石鉄を出土している。本調査の古墳中期前半H64・H9の住居址と同時期の土器群である。また西隣の北西の久保遺跡の

古墳中期前半の住居址に近い時期である。
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土坑

ニ！
標高689953m

皇姦窟’
D2土層説明
1．黒褐色土層（10YRか2）

砂、小石を含む。
2．炭化物層
3．黒色土層（1（）YRL7／1）

砂、小石を含む。

D2

、十　　′　．ご二．jト．．‘

：＿＿＿肝二

＿＿‥＿＿＿‥＿笠

ノ

ニ′
標高689953m

脇’鰐誓6
D3土層説明
1．黒色土層（10YR17！1）

砂、′卜石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を多く含む。
3．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、小石を多く含む。

∵
6

　

　

　

　

A

一

D

標高690121m

A I A

l‰妙石
D6土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
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D5土屑説明
1．暗褐色土層（10YR〕乃）

灰、炭化物ブロック混入、
焼士粒子含む。

∠空藍蛍〕19

し三尋；±42。

くl

第104図　D2・D3・D5
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車輝

D18（WD9）土眉説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、パミスを含む。

0　　（1

・D18号土坑
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葡
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D8土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多く含む。
2．鞄色土層（10YR414）

砂を多量に含む。

外
DlO（WDl）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂少量、炭化物粒子を含む0
2．暗褐色土層（10YR3！4）

砂多く、締まりなし。

H56

A　那68900m　旦’

‾多・ガ．ア・ニケ．．タ．；シ．Z

D12（WD3）土層説明
1．黒褐色土層（10YR封3）

砂、炭化物粒子を含む。

∈
罠
二
軍
）
惟
駈

ー導．道かl

D13

＼

Dll

D9土層説明
1　黒褐色士層（10YRか3）

砂、小石を多量に含む。
2．黒褐色土層（10YR2／2）

砂を層状に含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

2層より黒色強い。
4．褐色土層（10YR〟4）

砂主体。

：三二：‘
酎689・00㌢　皇

／〝、．ハ．ゲ・諺
Dll（WD2）士層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、パミス多く、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色土層（10YR314）

砂主体、暗褐色土を含む。

生，‘轡l

‾瘍勿
D14（WD5）土層説明
1．黒褐色土層（10YRかつ）

砂、パミスを含む。

＿　＿二二二∴

D13（WD4）土層説明
1．暗褐色t層（10YR3〟）

砂多く、礫10cln大を少巌含む。
2．褐色上層（10YR4／4）

砂主体、暗褐色土を含む。

0　　（1こ4）

爪

Ⅲ

〓

日

用

田

儀

A　　標高689・00m A’

●　㍍諺
D15（WD6）上層説明
1．黒褐色土層（10YR23）

砂、パミスを含む。
2．黒褐色上層（10YR2／2）

砂を多く含む。
3　黒褐色上層（10YR2！2）

砂、パミスを含む、

第105図　D8～D15号土坑

第69表INPX D2・D3・D5・D6・Dll・D13・D15号土坑出土遺物一一覧表
爵一㌢． 器　 機 法＋ 星 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残 ！い 備　 考 出 t 仕 れ

1 弥生 1 1．0 両　 日級ヨ コナチ　 へラ ナデ （細・ll） 内　 7．5 Y R 6 ／4 （にぷ い痘） 細長 有 ・細 石戌 親 子含む。 日緑 1／2 D 2

襲

く9．9 〉

外　 ナ デ→ l仲子郡刻 みR　 休部 櫛描斜 よ文 外　 7．5Y R 6 ／ご弓（にぶ し瀾 ） 完 全‘夫測

2 弥 生

5．5

く3．8 〉

句　 杯 割け デ　 脚出汁 デ 向　 7 ．5Y R 7 ／4 （将） 細長 石 ・細 石英粒子 含む。 底 部 3／4 D 2

台 付焚 外　 三ガキ 外　 5 Y R 6／4 （にぷい挺 ） 完 全実測

3 弥 ′上ミ

頑

（14．2 ） 両　 ヨ コナデ→ ミガキ 内　 7 ．5Y R 4ノ1 （褐陳） 細 長石 ・細石 英的　 含む。 「l絃 1／3 D 2

（5．0）

外　 へ ラナデ→ ミガキ 赤色戯糾 付着 l 旧刊 制 文 外　 7 ．5Y R 7 ／4 （にぷ い抱） いI転 実湘

4 弥 生

憾

内　 休部 ナデ一・日綾部 ミガキ 内　 7 ．5Y R 4／2　日灰鞄） 細 長ホ ・細石 英粕11 含む。 首都 1／1 D 2

外　 頚部 へラ描 一、1相 磯戊　 へ ラナデ　 ミガキ 外　 7 ．5Y R 7／4 （にぷ い佗） 完 全奨 測
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土坑

潜
．
可
　
E
t
N
寸
○
潔
二
俺
駈

可！　　　　くl

Dl土屑説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を含む。
2．炭化物粒子を多量に含み、－・部焼Lあり。

D16（WD7）土層説明
1．黒褐色土層（10YRか2）

砂、パミスを含む。

D17（WDS）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、小石を少数含む。

（1こ80）

D4

△◎廼
標高689853m

A　12　　皇’

‥ア粛
D4土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂2）

砂、小石を含む。
2．暗褐色土層（10YR3！3）

砂を多誌に含む。

D7上層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

小礫を含む。
2　黒褐色土層（10YR3／2）

′ト礫を含む。
3．褐色土層（10YR4／4）

小礫、砂を多蕊に含む。

D17

皇◎旦’④
標高68970m

A　　皇’

㌣「－イて：

純近‘一鞠

：ここ主．＿▼J．．、主ミニFこ、‾・．

D17　完掘（南より）

＿：′

A
標高689653nl

D19（SDり士層説明
1．褐色上層（】OYR4！4）

砂、小礫を含む。
2．黒褐色土屑（10YR2／2）

砂、少礫を含む。
3．褐色土層（10YR4／6）

砂、小磯を多免に含む。
4，恩褐色土層（IOYR3／2）

砂、小磯を多重に含む。

第106図　Dl・D4・D7・D16・D17・D19号土坑

撮‥一二三i
や

、▼魔と曇
D19　完掘（南より）

弥 生

’居

（1 1．6 ） 両　 ミ ガ キ 内　 5 Y R ≡1／4 （に ぷ い 心 紛 紺 長 石 ・細 石 披 杓 r 含 む 。 紬 ニi／8 D 2

（5 ．3〉

外　 へ ラナ チ 一一・三 ガ キ　 H H 郎 純 文

雄 部 縄 文 一一へ う 描 横 線 文

外　 5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 赤 褐 ） 小転 実 れIl

6 勾 ［

‘顔

（1 6 ．4） 両　 ヨ コ ナ デ → ミ ガ キ 内　 7 ．5 Y R b ／4 （にぷ い 楕 ） 紺 1ミイf ・細 f T英 拍 子 含 む 。 綾 1／3 D 2

（3．3 〉

外　 へ ラ ナ デ （柾 L J） ナ デ ーH l緑 ヨ コ ナ デ ー一日 H 部 縄 文 外　 7．5 1 7R 6 ／4 （に ぷ い 橙 ） ・I転 ノ夷測

淋 号 種　 類 長 さ （lllm ） 中 （Ⅷ ）　 I　 JlJ さ （m l）　 1　　　 g bi青　　　 々 山 t 仲 間
7 小 槌 1 1 9 ．0 7 1 ．0　　 1　　 ．′1こ3．O　　 l　　 6 I（用 変 れ 形化 描 。 ‘彬 。 器 体 研 凧 敵 断 面 に 暦 机 軋 D 2 N l

終 り 器　 種 は 11と 成　　　 形　 ・ ，判　　　 鱒 色　　 ．測 肋　　　 f 残 ！い 脳　 炎
0．

日 目 一
レ 1 弥 生

tは （6 ．8）

（3 ．2〉

内　 ナ デ　 三 ガ キ l句　 7．5 Y R 了 ／4 （に ぷ い 楕 ） 細 1ミ有 ・細 f l‾英 頼 ！．含 む 。 底 部 】／3
、r ll L

D 3 検 出
外　 ミ カ キ　 底 部 ナ デ 外　 7．5 Y R 5 ！2 （尿 抱 ） 回 転 実 測

1 9 1

材、 （7 ，4）

（1 ．6〉

内　 へ ラ ナ チ （f lH l） → ミ ガ キ l力　 7 ．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橙 ） 組 土と石 ・細 石 好 紆 子 鈷 m 底 部 1／4 D 5

外　 ミ ガ キ 外 1 0 Y R 7 ／4 （に ぷ い 鍍 橙 ） lH l転 実 測

2 0 功 l

柵 （9．0 ）

（1．9 〉

l句　 ミガ キ lノ、J l 的 ’R 5 ／2　 り火 袷 褐 ） 紬 k 石 ・椰 1了英 精 子含 む 。 底 部 1／4 D 5
外　 ミ ガ キ 外　 7 ．5 Y R 6 ／6 （楕 ） 回 転 突 潮

2 1 日

放 9．6

く2．の

rJ、題　 ミ ガ キ 内 1 m ’R 6 ／こう （に ぷ い 鏡 損 ） 細 長 1 1∴ 細 石 英 粒 子含 む 。 底 部 1／1 D 5
外　 へ ラ ナ チ （柾 目 ） → ミ 小 キ 外　 7．5 1r R 5 ／4 （に ぷ い 粘 ） 完 全 実 測

2 2 ウホ生

（1 0．6 ）

く3 9 〉

内　 ナ デ l4 1 〔jY R 3 ／1 （黒 褐 ） 細 長 1i ・細 石 填 粘 一　合 む 。 底 潮目 ／4 D 5

外　 三 ガ キ　 底 翔け デ 外　 用 Y R 5 ！11 （に ぷ い 戯 掲 ） 回 転 ‘裏 測

ニー2 勃　 r （1 6 ．4 ） 向　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 ［句 1 0 R 4 ／8　 り lミ） 細 長 イイ ・細 石 英 杓 子含 む 。 底 部 1／1 6 D 6

鉢

く2 ．5〉

外　 ミ ガ キ　 赤 色 喚 彩 外 1 0 R 4 畑 （赤 ） 回 転 実 測

番 り 純　 類 叫 （m nl）　 l　 厚 さ （nlm ）　 l　　　 g 1歳　　　 考 比 十 柏 ‘T

4 2 出 張 鉢 2 9 ．9 1 6 ．5　　 I　　　 3 ．7　　　 I　　 l．5 黒 堀江 f。 用 級 辺 整 形 加l I二即 日二J貞l敵 、 ㌫ 体 加 1‾押 姑 相 私 D l l

終 り 顧 i上　 Ft≒ 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 l 残　 存 ・tが．‾　 井 山 王 付 －け

．1こう

（7．0 ）

く1．5 〉

［句　 ミ ガ キ　 ∴I．ミ色 処 P l！ 内 1 0 Y R l ．7 ／1 （ま，l，ミ） 約 1ミf i ・紺 イ「英拍 ／一合 む 。

l

H　　 J

祁 1／4 D l こう
杯 外　 U ク ロ ナ チ　 底 溜州 転 糸 切明 外 1 0 Y R 7 ／こう （に ぷ い 端 柏 ） 云実 測

心1 け 位 内　 相　 宮榊 は 両　 軸 7 ．5 1 ′6／2 （灰 オ リー ブ ） 鰍 軋

面 実 測

lJ 】5
碗 外　 紬 外　 紬 7．5 Y 6 ／2 （灰 オ リー ブ ）

断 1 0 Y R b ／】 （払 暁 ）
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X＝29ユ40

14　　誠M2 l＼4

Ⅹ＝29120
ユ

MI

A標高690721m　皇’

数仰，顔

M2
標高689．921m

姦・．．‾．．，矛

泌’
M3

M4

標高690．053m

完姦皇
M3土層説明
1．黒褐色土層（10YR2月）
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多量に含む。

標高690．121

磁

Ml土層説明
T．褐色土層（10YR4／4）

砂主体。
1．黒褐色上層（10YR2／3）

パミス、ロームブロックを含む。
2．暗褐色土層（10YR3！3）

パミス、砂粒を含む。
3，暗褐色土層（10YR3／4）

砂粒を多く含む。

M2士層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

パミスを微量に含む。
2．黒褐色土層（10YRか〕）

パミス、砂粒をブロック状に含む。
3．黒褐色土層（10YR〟2）

砂粒をやや含む。
4，暗褐色土層（10YR3／4）

崩落層、砂粒が多塁に混入。（崩落層）

＿圭：真ミ
ー〃轟　　く＝ゝ

M4土層説明
1・黒褐色土層（10YR2／2）

砂を含む。

0　　　（1こ80）　　　2m
0　　（1こ4）

1～5（Ml）、6～17（M2）、18・19（M3）

20（M4）、21・22（M5）

M5
標高690121

A’
A l　＿

瘍勿
M5土層説明
1，黒褐色土層（10YR2／2）

砂をわずかに含む。

l

O

 

D

　

書

　

】

0

　

　

窯

の

乱
用
用
肛
蟻
「
輌
帖
＝
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胴
鮭

二
炉．21

第107図　Ml～M5号溝址

第70表INPX l～7・9～16号溝址出土遺物一覧表
番一冒・ 謡　 和 法　 箭 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 宛　 存 ・備　 考 出 土付 置

1 弥 生 （3 0．8 ） 内　 ミガキ 内　 7 ．5Y R 5 ／4 （にぷ い抱） 細石 英 ・細 長石純一予含む。 H 紅 1／8 ＼1 1

焚

〈8．0 〉

外　 ミガキ 外　 7 ．5Y R 6 ／6 （招） いl】転実測

2 土師 訟

（6．0 ）

く1．3）

内　 ミガキ・ ！．し色処理 内 10 Y R l ．7／1 （黒も） 細長石 粒子 1mm 人砂粒 含む。 底 部 1／6 M l

杯 外　 ロ クロナデ ート底部 回転糸 切 り 外　 7 、5Y R 7 ／4 （にぷ い招） 回転 実測

3 L 師 器 （1 6．8 ） 内 Il級 ヨコナ チ 内　 7 ．5Y R 4／4 （褐 ） 細 石英 ・細長 石杓子 含む。 Il級 1／8 M l

褒

（4 ．4 〉

外 11線 ヨコナ デ→休 部へ ラケズ リ 外　 7 ．5Y R 6／4 （にぷ い楕） 回転栗 測　 武蔵無

4 須恵器

（3．5 〉

向　 ロク ロナデ

外　 ロク ロナデ　 ポ郡 へラ描平 行線 文

上下に刺 突文

［句　 N 6／0 （灰）

外　 N 6／0 （灰）

径 1mm 以下 の長石 ・石英含 む。 破片

Jl柑［＝こ自然粕 付着。

M l 検 出

はそ つ
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溝址

ノ

、＿

M6土層説明
M6標高689853m l　圏放鳥⊥

1・黒褐色土屑（10YR2／2）
砂、小石を含む。

2・黒褐色士層（10YR〟2）
1層より砂を多く含む．

MlO

A標高689・10mA

‾瘍詔

M10（WMl）土層説明
1．黒褐色土屑（10YR2月）

砂、ロームを少量含み、
炭化物を含む。

金品盆

M7
標高689．3531n

旦彿忘窟’
A I

M7上層説明
1．黒褐色土層（10YRj！2）

小磯、砂を含む。
2．暗褐色土屑（10YRj／3）

小礫、砂を多く含む。

－⑲一国
00　24

日　こl）

標高689．353m

A I A

、柳
M9土層説明
1．暗褐色土層（10YR3乃）

小磯、砂を含む

0　　　（1ニ80）　　　2m
（1ニ4）　　　10cm

M日
標高689．00m
A A’

現初頭琢

＿こ＿「二一　一
32

第108図　M6・M7・M9～Mll・M13号溝址

第70表INPX l～7・9～16号溝址出土遣物一覧表

瘍皇
M13（SMl）士層説明
1・黒褐色土層（10YRヨ／2）

砂、小礫を含む。
2・褐色土層（10YR4／4）

砂を多量に含む。

番 巧 統　 粧 長 さ （m m ） 巾 （m m ）　 l　 厚 さ （nIm ） g 備　　　 考 出 土 位 置‾

5 ノJ 子 3 7 ．0 1 0 ．0　　　 1　　　　 3 ．0 乙 9 鉄 弘 品
M l

番 丹 器　 棒 法　 もと 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 i 残　 存 ・備　 考 H j t 位 置

6 須 恵 器 （1 5 ．0 ） 内　 ロ ク ロ ナ デ 内　 2 ．5 Y 5 ／ 1 （結 膜 ） 細 石 英 0 ．5 m m 人 長 石 粒 子 含 む 。 底 部 1 ／3 M 2

杯 （

（

6 ）

2 ）

外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 山 坂 糸 切 り 外　 2 ．5 Y 7 ／ 2 （灰 黄 ） 回 転 実 測

7 須 東 鑑

（

く

4 ）

8 〉

両　 ロ ク ロ ナ デ 内　 2 ．5 Y 7 ／2 （灰 哉 ） 0 ．5 m m 人 石 英 ・細 長 石 含 む 。 底 部 ユ／2 M 2

杯 外　 ロ ク ロ ナ ヂ → 底 部 右 【lう1転 糸 切 り 外　 2 ．5 Y 7 ／2 （灰 舌 ） 回 転 実 測

火 だ す き 内 外

8 須 恵 鳥

7 ．9

（1 ．5 ）

内　 ロ ク ロ ナ チ 内　 2 ．5 Y 7 ／ 1 （灰 白 ） 細 石 英 ・細 長 石 組 子 l r m 大 底 部 7 ／8 M 2

杯 外　 ロ ク ロナ デ → 底 部 l．コl 転 へ ラ 切 り　 ナ チ 外 1 【）Y R 7 ／2 （に ぷ い黄 梢 ） 砂 粒 含 む 。 完 全 実 測

へ ラ 記 胃
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9 弥 生

（5 ．4 ）

（1 9〉

内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 影 内 10 R 5／呂 （赤 ） 細 石 夷 ・細 長 石 杓 子 含 む 。 底 部 3／4 M 2

鉢 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外　 2．5 Y R 5 ／6 （明 赤 縄 ）

底　 5Y R 6／6 （橿 ）

回 転 実 測

10 t 師 泊 （14 ．6） 内　 日 録 ヨ コ ナ デ 内　 2．5 Y R 4 ／3 （に ぷ い 赤 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 f 含 む 。 目線 1／4 M 2

小 型 渡

（4 ．5〉

外　 □ 緑 ヨ コ ナ ァ　 休 部 へ フ ケ ズ り 外　 2 ．5Y R 5 ／6 （明 赤 抱 ） ll礪 波 測

武 蔵 史

11 弥 生 （13 ．0 ） 内　 ミ ガ キ 向　 7．5 Y R 4 ／1 （抱 灰 ） 細 長 石 ・細 石 英 含 む 。 口 縁 1／7 M 2

褒

（4 7〉

外　 日 銀 離 脚 描 波 状 文 （射 た 5 本 ） 引用 職 場 腐 状 文 （2 連 止 ？） 外　 5Y R 7／4 （に ヵ、い 樽 ）

番 毘 栢　 粗 長 さ （rm ） 巾 （mn ） 厚 さ （r肌 ） g
備　　　 考 山 十 付 置

12 凹 基 石 楕 24 9 1 5 ．0 3．6 1．1 盟 曜 石 。 刃 部 縁 辺 整 形 如 上 押 圧 剥 離 、 器 体 加 工 押 任 剥 離 。 M 2

1 3 鉄 磁 く5 1 0 ） 5 ．0 6．0 3 ．9 鉄 製 品 。 M 2

1 4 玖 魁 軸 （56 0 〉 6 ．0 4 ．0 4 ．7 鉄 製 品 。 M 2

爵 一号 提　 槌 法＋ 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 m t 相 関

18 弥 生

U f （7．8 ）

く1 4 〉

内　 剥 離 向 10 Y R 7 ／4 （に ぷ い 童 櫨 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 底 郡 1／8 M 3

外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外　 5 Y R 5／8 （明 赤 禍 ） 回 転 実 測

2 0 弥 生 （16 ．9 ） 内　 ミ ガ キ 内　 5 Y R 4 ／1 （抱 尿 ） 細 長 石 ・瑚 石 英 粒 子 含 む 。 □ 縁 1／6 M 4　 検 出

壌

く2 5 〉

外　 ナ チ 一 十l唇 部 縄 文　 受贈 l櫛 描 脹 状 文 ？ 外　 7 ．5Y R 4 ／2 （灰 褐 ） 回 転 ‘実 測

2 1 弥 生 （13 ．0 ） 内　 ミ ガ キ J句　 7 ．5Y R 5 ／4 （に ぷ い 枢 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 一子含 む 。 11緑 1／6 M 5

壷

く2 5 ）

外 l「西 部 劇 は ： Ll縁 ミ ガ キ 外　 7 ．5Y R 7／4 （に ぷ い 楕 ）

2 2 弥 生 縦 6．0 内　 ナ デ 内　 7 ．5Y R 6／6 （橙 ） 細 石 英 ・欄 長 石 粒 子 含 む 。 ほ ぼ 完 存 M 5 織 田

t 板 概 6．8

厚 1 2

外　 ナ デ 外　 7 ．5Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ） 二 次 利 用

番 号 機　 転 長 さ （nm） 巾 （nm ） 厚 さ （mm） g 備　　　 考 上目t 佗 m

2 4 臼 玉 10 5 1 1．0 5 ．5 0．9 9 滑 石 製 。 礼 拝 3．0 mも M 7 検 山

番 一日・ 器　 種 法　 ht 成　　　 形 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 董 残　 存 ・備　 考 山 t 佗 椚

2 5 カ 恵 怨 （13 ．4 ） 内　 ロ ク ロ ナ デ 向 10 Y R 7 ／3 （に ぷ い 苗 橙 ） 細 石 英 ・細 長 石 、 1 ～ 2 m m 大 I l級 1／6 M l O ト レ ン チ

杯

（3．5 〉

外　 ロ ク ロ ナ ヂ 外 10Y R 7 ／2 （に ぷ い 黄 滝 ） 砂 粒 含 む 。 回 転 実 測 W 5 地 点

2 6 須 恵 昔 （10 ．6 ） 内　 ロ ク ロ ナ デ 内　 N 6／ （灰 ） 和 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 目 線 1／7 h l l O

短 頸 奄

（2．4 〉

外　 ロ ク ロ ナ チ　 自 然 糊 付 若 外　 N 3／ （暗 灰 ） 回 転 実 測 W 5 地 点

2 7 寡 恵 舘

焚

（2 7 ．6 ） 内　 ロ ク ロ ナ デ 向　 7 ．5Y R 5／1 （栂 灰 ） 細 石 英 ・椎 長 石 粒 子 含 む 。 目 線 1畑

l

h・11 O

W 5 地 点

く4 2 〉

外　 ロ ク ロ ナ 丁 外　 7 ．5Y R 5／2 （灰 栂 ）

断　 5 Y R 5 ／2 （灰 褐 ）

lul転 実 測

2 8 須 恵 器 lえl ナ デ 内　 5 Y R 4 ／1 （杓 灰 ） 細 石 英 ・細 長 石 杓 子 含 む 。

断 面 実 叔rl

h ・1 1 0

焚 外 JlA行 タ タ キ 外　 5 Y R 4 ／2 （灰 褐 ） W 5 地 点

2 9 弥 Jlミ

9．3

く6 7〉

向　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → 三 ガ キ 内　 胴 7．5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橿 ） 紺 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。 脚 部 3 ／4 M l O ト レ ン チ

台 付 褒 外　 へ ラ ナ チ （柾 目 ） －，ミ ガ キ 閥】5Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ）

外　 2 ．5Y R 6／6 （橙 ）

完 全 実 測 W 5 地 点

3 0 土 師 器

（15 ．8 ）

く4．5 〉

内　 へ ラ ケ ズ リ ーⅠナ デ 内　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 緻 密 ． 脚 部 1／6 M l O ト レ ン チ

高 杯 外　 ミ ガ ヰ 外　 5 Y R 6 ／6 （昭 ） Ip】転 実 測 W 5 地 ．・，＼

番 号 種　 類 良 さ （mm） 巾 （mm ） 厚 さ （mm） g
備　　　 考 山 十 位 m

3 1 ニ次 加 工 剥 片 6 1 ．0 6 2 ．0 1 5．0 4 8 ．7 安 山 岩 。 錐 体 加 工 直 胤 M lO ト レン チ W 5 地 点

番 号 器　 機 法　 最 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出 土 佗 m

3 2 帥 器

（1．8〉

内　 へ ラ ナ デ 内　 2 ．5 Y R 6／8 （給 ） 細 石 英 ・紺 長 石 粒 子 含 む 。 完 全 実 測 M l l

小 型 丸 底

彙

外　 へ ラ ケ ズ リ 外　 2 ，5 Y R 5／こう （に ぷ い 赤 禍 ） 2 屑

3 3 十 師 ㌍ （2 0 ．6 ） 1人　 三 ガ キ 内　 7 ．5 Y R 4／】 （褐 灰 ） 湖 石 英 、 1m 大 長 石 粒 f 含 む 。 日 録 1／8 M 1 3

壷

（5 5〉

外　 ミ ガ キ 外　 7 ．5 Y lミ5／4 （に ぷ い 褐 ） 回 転 実 測

3 4 弥 生

（8．4）

〈4 ．0〉

内　 ミ ガ キ 内　 掴 7．5Y R 5 ／1 （褐 灰 ） 細 長 む ・細 石 英 粕 千 含 む 。 底 部 1／4 M 1 2

台 付 褒 外　 ミ ガ キ 脚 7．5Y R 5 ／6 （憺 ）

外　 7 ．5 Y R 7／4 （に ぷ L l危 ）

！r帖 実 測 上 層

3 5 弥 ′1

6 ．5

く5 9）

向　 ミ ガ キ 向　 7 ．5 Y R 3／1 （艮 褐 ） 細 長 石 ・細 石 英 杓 子 含 む 。 底 部 完 形 h 上は

喪 外　 ミ ガ キ　 底 部 ミ ガ キ 外　 7 ．5 Y R 3／1 （黒 祖 ） 完 全 実 測 上 層

3 6 弥 生

焚

（14．4 ） 内　 ミ ガ キ lム】 7 ．5 Y R 3／1 （J、l．t抱 ）

灰 ‘）

細 長 石 ・細 山 英 拍 子 含 む 。 日 緑 1／3

日 転 実 測

M 12

く5 9〉

外　 へ フ ナ 丁 （柾 目 ） －′三 ガ キ

櫛 抽 斜 走 文 I 糖 憫 偶 成

外　 7 ．5 Y R 4／2 （火 褐

3 7 弥 ノ匡 （1 5．2 ）

く9 5〉

内　 ミ ガ キ 内　 7 ．5 Y R 3／1 （黒 褐 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 日 録 1／4

川 転 実 湘

M 12

焚 外　 日再 甜 縄 文　 甥 ．

桐 上 部． 種粗 桶 ＝

郡 櫛 抽 横 線 文

夫文　 相 描 垂 下 文

外　 7 ．5 ヽR 4／2 （J火 拗 ）

3 8 弥 生

壷

（17．4 ） 内　 ミ カ キ lノ、】 7 ．5 Y R 4／5 （鞄 尿 ） 柵 石 英 ～ 5mm 天 長 市 的 十 重 む 。 ‖ 繰 1／12

l・・版 実 ．則

M 12

（1〔15 ）

外　 へ ブ ナ 丁 （柾 目 ）

頸 部 純 文 一・ヘ ラ f

一 三 ガ キ l け7 ．。桐叩 文

鶴横 線 文　 へ ラ 捕 波 状 文

外　 7 ．J Y R ．1／8 （に ぷ い 褐 ） ム　 ーi

3 9 1ニ師 雷

（17．8 〉

内　 へ ラ ナ デ （柾 F l） 内　 7 ．5 Y R 6／6 （橙 ） 細 長 石 ・細 石 葵 粒 イ ・含 む 。 lI繰 2 ／3 M 1 2

外　 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ミ ガ キ＋ 頸 部 縄 文 十

へ ラ描 平行 横 線 丈　 胴 」ニ部 懸 垂 文

刑 中 位 縄 文　 へ ラ 描 平 行 経 文

外　 7 ．5 Y R 5／4 （に ぷ い 抱 ） H 転 実 測 上 層

4 （コ 弥 ′［

tIナ （6 ．8）

く2 9．0 〉

両　 ナ デ 内　 7 ．5 Y R 6／2 （J火 淘 ） 細 長 ん ・紺 f 英 精 一f 含 む 。 頸 盟ト 底 部 1／4 M 1 2

外　 へ ラ ナ チ （fl＝］）　 ミ ガキ

甥 郎ト 刑 中 柏 縄 文 → ヘ ラ描 絨 線 文 一・

ヘ ラ抽 波 状 文

外　 7 ．5 Y R 7／6 （橙 ） いI転 ‘実 測 1 層

L 層

4 1 弥 生

壷

く1 7．8 〉

句　 ナ デ 内　 7．5 Y R 6／2 （灰 褐 ） 細 長 石 ・細 心 英 粒 JL含 む 。 休 部 1／2 M 1 2

外　 ミ ガ キ　 胴 中 位 彩

へ ラ に よ る 列 点

へ ラ捕 波 状 文

亀文　 へ う 摘 約 線 文

文　 へ ラ捕 山 形 文

外　 7．5 Y R 6／4 （に ぷ い 樽 ） 回 転 実 測

番 号 経　 机 長 さ （mm ） 中 （nllu） 厚 さ （mm ） g
備　　　 考 出 t 仲 間

42 打 製 石 斧 7 9．0 7 7，0 2 1．0 2 0 9 ．0 安 此 銑　 ノ冊 腑 測 痕 欠 礼　 刃部 縁 辺 整 形 加 T lた接 、 語 体 JJ 工 鋸 、 人 形 の 打 製 石 斧 薬 部 断 片 。 h l 1 2

4 3 砥 石 1 1 6 5 ．7 5．3 凝 J夷 島 hl 1 5

終 り 器　 機 法 11と 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 1ニ 残　 存 ・備　 考 拙 1 付 置

44 上瞞 拙

（6 ．2）

く3 2〉

両　 へ ラ ナ デ （鉦 日 ） 内　 7．5 Y rR 7／4 （にぷ い 棺 ） 細 長 五 個 旧 英鞍 手」 へ㍗ 細 大赤 色 粒 子 含 む ． 底 部 り 2 M 1 6

焚 外　 へ ラ ケ ズ リ 外　 7．5 Y R 6／6 （億 ） 11－1転 ‘裏測

底 部 木 葉 痕 → 拓 本

45 H 緬 器 （1 8．6 ） 内　 ミ ガ キ → ㍊ 色 処 理 ？ 内 l DY R 7／こう （に ぷ い 武 楕 ） 細 石 英 ・用 益 fT粒 子 含 む 。 目 線 1 ／4 M 1 6

鉢 （1 1．0 ）

〈l 3．4〉

外　 三ガ キ 外　 川 Y R 7／3 （に ぷ い 蛮 樽 ） llJ】転 実 測

ー110－



溝址

MI2（SM2）土層説明
i．黒褐色土層（10YR2／2）

小礫、土器を含む。
2．黒褐色土層（10YR3佗）

砂、少礫を含む。
3．褐色土層（10YR4ノ4）

砂、′ト礫を多量に含む。

一㊨ Ⅹ＝ 29 100
ーく
蓋 う 姦椋 高 6 89．12 1In

1　 皇 ’

トく
ll
i

r d　 M 1 6 庵 ’

J

萄 M 1 5　　　 C 標 高 臥 1 2 1m C ’

動 物 房 男

Y ＝ －29 80 0

％

M 14

Iく

4　 3　　　　 5　 6　 標 高

（1 こ50 0）

6 89 ・1 2 1 m　　 ？ ？

M14・15・16（SM3・4・5）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、小磯を多く含む。
2，褐色土層（10YR4／4）

砂、少礫を多量に含む。
3．黒褐色士層（10YR2〃）

砂を多く含む。

4．暗褐色土層（10YR3／3）
砂、少礫を多重に含む。

5，暗褐色土層（10YR3／4）
砂、小磯を含む。

6，黒褐色土層（10YR3！2）
砂、少礫を多量に含む。

⑰
0　　（1こ4）　　　10cm

第109図　M12・M14～M16号溝祉
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ヨ－さミミ

l

解 ㍉
l
l
I
J
l
J

l　　 J
l　 l

コ ∴ ｛

ご一撃

l
l
J

＋　 壬

く ＞

X ここ29 140

l　 J
J

－　 ll

l　 l
′′　フJノノ　　　 J聾 ．

＿ 安 産 一　 義車

H 72

l
l

J　　 J
J
l
J

J　　 l
J　 l

l
J

l

－ C ′　 C ’

宰≡

∴

亡 ＝ ⊃ 。2 こ‡2

－－＿L一一一一一一一‾‾‾　Ⅹ＝2 912 0
－

A　　　標高689453m A’

‾該・777甥示；
標高689．353m

田lβ髪型

C　　　　標高688，921m

M8土層説明
1，黒褐色土層（川YR〟2）

小磯を含む。
2．黒褐色土層（10YR3！2）

小礫、砂を多く含む。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

小礫、砂を多量に含む。
4．褐色土層（10YR4／4）

砂、小磯を多量に含む。 第110図　M8号溝址（1）
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溝址

第71表INPX　8号溝址出土遺物一覧表
解 り 器 槌 法　 Tlを 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 t 残　 存 ・1茄　 一斉 出土佗撒

1 師器 （10 ．2 ） 内　 目線 ヨコナ デ→暗 文　 体 部ナ デ 内　 5 Y R 6 ／6 （橙） 細石英 ・細 長石粒 子、 1m m ・2mm 赤色椅子 含む H 縁 1／2

Ⅳ 区 1 層
鉢 （7．3 ）

（lrI．0 ）

外 体底 郡へ ラケズ リ　 体 郡上半 ヨコナチ

11緑 ココナチ →噌 文

外　 5 Y R 6 ／6 （橙） lリ】転実測

2 t 帥 器 内　 ナデ 両　 5 Y R 5 ／6 （明赤 枢） 0 ．5Ⅶ 人側 情 炎 ・細 長右粒 子 休 部 1 ／3

V K l 層
鉢 外　 休部 L 半ヨ コナデ→ 下 平へラケ ズ リ 外　 2．5 Y R 6／4 （にぷ い位 ） 含 む。 1mm 大砂粒 含む。 回 転実測

ご3

」

謹

t 底

1 1．2 内 IJ稼ヨ コナデ →暗文　 体 郎ナデ 内 10 R 5 ／6 （赤） 0．5 mm 天石英 ・長石 粒子多 く H 緑 1／3

Ⅲ区

く13 ．2〉

外 休 部下 平へフ ケズ 」

目線 ヨ コナデー′暗文　 胴上 部ミ ガキ

外 10 R 5 ／6 （赤） ロむ。 完全 実測

4 1こ師 器

小 一私丸底

壷

1 1．8 内　 休 部ナデ　 r J級 ヨコナ デ→暗 文

外　　 ‾

内　 5Y R 6／8 （紐 ） 0．5 mm 夫の石 英 ・長石 粒子 1mm 大砂粒含 む。 ロ緑 完存

N o．2

（14 ．2）

体底 部へ フケ ズリ→

il緑 ～体上 部 ヨコナデ　 暗 文

外　 5 Y R 6／8 （橙 ） 完全 実測

5 器 18 ．9 内

外

丁紐 ミガキ　 体 郡へラ ナデ （軽口）

l緑 ナデー・ミガキ

IA1 5 Y R 5／3 （にぷい赤 褐）

外　 にY R 6／2 （戻 褐）

0．5 r仰 天細 石英 ・柵長石 粒子 Ll緑完 存

〈17．8 〉 本部 へラケ ズ リ→ ヘラ ナチ　 ミガキ
火 d む。 1rnln 人砂粒 ．1 む。 完全実 測 Ⅳ 区 1 層

V K l 層
6 1 3

0

4

内　 杯部 へラナヂ （柾 目） 内　 5 Y R 6 ／6　日毘） 細 石英 ・細長 石粒子 1mm 大 完 形

V 区 1 屑

N o j

高 杯 14

14

ナヂ 一・日細部 ヨコ ナデ　 みこみ 部 ミガキ

外　 杯部 へラナデ （柾 目）－トll細部 ヨコナ チ

杯底部 へラケ ズ リ　 脚部 ナデ→ ミガキ

槻部 ヨコナデ 一・時文

外　 2 ．5Y R 6／6 （魔 ） 砂 粒含 む。 完 全実測

7 1 ニ帥 器 17 ．9 内　 杯 瓢ナ チ→咄 文 向　 2．5 Y R 6 ／6 （楕） 細石 英 ・細 長石純 f l r旧 人 底 部 3／4

V 区 1 層

N u ．2

高林 14 ．6

15 ．2

朋 J部へ ラケズ リ　 ナ デ　 福 部ヨ コナデ

外　 杯 部ナデ ・1 1線 ヨコ ナデーー暗 文

杯底 部へ ラケ ズリ　 脚 注部ナ デ

裾離 ヨコナ デ→暗 文

外　 5Y R 6／6 （紐） 砂粒 含む。 完 全実測

－1131



8 L 師器　　　　 1 7 ．8 両　 杯部ナデ→暗文　 脚部へ ラケズ リ

ユム

内　 2．5 Y R 5／G （明赤褐） 細ん英 ・細 長石粒子 1 IllIll 人 目線 1／3

I 区　 検出高杯
1 1 ．2

1 4 ．5

ナ丁　 裾ロ［；ヨコナァ

外　 杯部 日録 ヨコナデ→杯底部へ ラケズ リ

脚部へ ラナデ　 裾部 ヨコナデ

→わずかに晴文

外　 2．5 Y R 5／6 （明赤褐）
砂粒 百む。

完 全実測 、

9 土師器 2 2 ．4 内　 杯部ナデ Il緑 ヨコナデ→暗文 内　 5Y R 6 ／8 （橙） 細石英 ・細長ム粒子 lw l 大 ほぼ完形 Ⅴ区 1層
特殊高杯 1 6 ．6

1 5 ．6

脚部へラケズ リ　 裾部ヨコナデ

外　 杯部目線ヨコナデ　 杯底部へラケズ リ

脚部ナデ　 裾部ヨコナデ→暗文

外　 5Y R 6 ／（う（橙） 砂粒 含む。 帆風 こ3つ、痕に1つ射宅ij路吼射

（径 2 cnl）。完 全実測

）N o ．1

1 0 土師器

6．4

〈3．4〉

内　 ナデ 内　 7．5 Y R 6 ／6 （橙 ） 細石英 ・細長石粒子 1mnl 大 底部完存

Ⅴ区 1 層襲 外　 へラケズリ 外　 5 Y R 5 ／6 （明赤褐） 砂粒含む。 完全実測

内面鉄分付着

1 1 土師 器 （1 6．0 ） 内　 ヨコナデ 内　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 0．5 mm 大槻石英 ・細長石粒 子 目線 1／6 Ⅲ区

喪

く3．2〉

外　 ヨコナデ 外　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） ′含む。 1 11t111 人砂粒含む。 l＝胞ミ実測

1 2 土師器

〈17 ．9 〉

内　 ナデ 内　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 0．5 Illnl 大細石英 ・細長石粒 子 底部 ：〕／4 Ⅲ区
壷 外　 胴上部へ ラナ デ

胴下部～底部へ ラケズ リ

外　 5 Y R 6 ／4 （にぷ い橙） 、 1 lllnl 人砂粒含む。 完全実測

1 3 土師器 （1 9 ．0 ） 内　 ナデ 内　 5 Y R 6／6 （橙） 細石 英 ・細長石粒子 含む。 口緑 1／2 W 5 地点 1 層

高杯

〈5．7〉

外　 ミカキ 外　 5 Y R 7／6 （橙） 1nlm 大砂粒含む。 回転実 測

14 土師器

〈8．0〉

内　 へラケズ リ 内　 51 rR 6 ／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子 含む。 l＝惟三実測 W 5 地点 1 層

高杯 外　 ミガキ 外　 5Y R 6 ／6 （橙）

15 土師器

（1 4 ．4 ）

〈3．6〉

内　 ナデ 内　 5 Y R 4 ／ （にぷい赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 脚部 1／4 W 5 地点　 1 層
高杯 外　 ミガキ 外　 5 Y R 5 ／4 （にぷい赤褐） 回転実測

1 6 土師器

（6月）

〈7．5〉

内　 ミガキ 内　 2．5 Y R 5 ／4 （にぷい赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／2 W 5 地点 1 層

壷 外　 ミガキ

底　 ナデ

外　 2．5 Y R 5 ／4 （にぷ い赤 褐） 1 nlnl大砂粒含む。 巨jl転実測

1 7 ミニ チュア （6．0） 内　 ナデ 内　 7．5 Y R 6 ／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／2 S ・E い 9
小杯 （4．2）

3．4

外　 ナデ

底　 ナデ

外　 7．5 Y R 6 ／6 （橙） 恒l転実測

1 8 土師器 （14 ．0 ） 内　 ヨコナデ 内 1 0 Y R 6 ／4 （にぷ い黄褐） 0．5 nlnl 大石英 ・長石粒子含む。 口緑 1／6 S ・E い 9

杯

〈3．7〉

外　 ヨコナテ 外　 7．5 Y R 7／4 （にぷい橙） 回転実測

1 9 土師器 18 ．8 内　 杯部ナデ→暗文　 脚部へ ラナデ 内　 5 Y R 6 ／6 （橙） 細石英 ・細 長石粒 子 1 ～ 2 1mll 目線 7／8

高杯 （1 4 ．5 ）

1 4 ．2

裾部 ヨコナデ

外　 ナデ→暗文

外　 5 Y R 6 ／6 （橙） 人赤色 ・白色粒子 含む。 完 全実測

2 0 土師器 （1 9 ．4 ） 内　 ナデ→暗文 内　 5Y R 6 ／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子 1111m 大、 目線 1／3 S ・E い 9

高杯

〈4．9〉

外　 ナテ→暗文 外　 5Y R 6 ／6 （橙） 少量赤色 ・白色粒子含む。 ［［i‾I転実測 2 層

2 1 土師器

（1 2．7）

〈7．9〉

内　 脚部へラケズ リ　 裾部ヨコナデ 内　 7．5 Y R 5 ／6 （明褐） 細石英 ・細長石粒子 111m1 人、 底部 3／1 6 S ・E い 9
高杯 外　 脚柱 暗文

裾部 ヨコナデ

外　 7．5 Y R 5 ／6 （明褐） 少量赤色 ・白色粒子含む。 完全実測

2 2 川 柑旨

（12 ．の

〈8．0〉

内　 脚部 へラケズ リ　 福部ヨコナデ 内　 5 Y R 5 ／6 （明赤 褐） 1 1m 11 人、少 量赤色 ・白色粒子

高杯 外　 ナデ→暗 文 外　 5 Y R 5 ／6 （明赤 褐） 含む。 l＝l転実測

2 3 土師器

1 4 ．2

く9．8〉

内　 杯部暗文　 脚部 へラケズ リ 内　 5 Y R 5 ／6 （明赤褐） 細石英 ・細長石粒子 1 111m 大、 底部 1／2 S ・E い 9
高杯 外　 裾部 ヨコナデ　 暗文 外　 5 Y R 5 ／6 （明赤褐） 少量赤色 ・白色粒子含む。 完全実測

脚内面布圧痕

24 土師器 内　 脚部へ ラケズ リ　 裾部 ヨコナデ 内　 7．5 Y R 4 ／2 （灰褐） 細石英 ・細 長石粒子 1日用1人、 脚 S ・E い 9
高杯 外　 晴文 外　 2．5 Y R 5／6 （明赤褐） 少量赤 色 ・白色粒 子含む。 完全実測

2 5 i一滴帽旨

（1 6 ．0 ）

〈8．0〉

内　 脚部へラケズ リ　 裾部 ヨコナデ 内　 5Y R 5／6 （明赤褐） 細石英 ・細長石粒子 1Illnl 人、 底部 1／12

高杯 外　 暗文 外　 5Y R 5 ／6 （明赤褐） 少量赤色 ・白色粒子含む。 巨Ll転実測

2 6 土師器 （1 8 ．2） 内　 口緑ヨコナデ　 休部ナデ 内　 7．5 Y R 6 ／6 （橙） 0．5 111m ～ 1 111nl 大石英 ・長石粒子 口緑 1／6 S ・E い 9

2 層窯

〈1 0．2 〉

外　 休 部ナテ→目線ヨコナデ 外　 7．5 Y R 6 ／6 （橙） 含む。 回転実測

2 7 土師器 （1 7．4 ） 内　 目線 ヨコナデ　 休部へラナデ （柾 目） 内　 7．5 Y R 5 ／2 （灰 褐） 0．5 tllnl（） 1Illnl 大石英 ・長石粒子 目線 1／6 S ・E い 9

賓

〈10 ．4 〉

外　 目線 ヨコナデ　 休 部へラナデ 外　 7．5 Y R 3 ／1 （黒褐） 含む。 ト「転実測 2 層

2 8 土師器

〈5．4〉

内　 ナデ　 下 半しぼり込み 内　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橙） 紬石英 ・細長石粒子含む。 休部 1／2 S ・E い 9
小型丸底

壷

外　 へ ラナデ→ ミガキ ？ 外　 7．5 Y R 7 ／4 （にぷ い橙） 完全実測

2 9 土師器 （7．8） 内　 口緑 ヨコナデ　 上半 しぼり込み 内　 5 Y R 6 ／6 （橙） 細石英 ・細長石粒子 含む。 日録 1／4 S ・E い 9

小型 丸底

′ご＿Lご 〈6．3〉

1 0 ．6

く9 2 〉

外　 口緑 ・休部ナデ→体部下半へ ラケズ リ 外　 5 Y R 6／6 （橙） 回転実測

：jO
亘＿rI．

弥生
日縁帽又

両　 杯部 ミガキ　 赤色塗彩 内　 1 0 R 5／8 （赤） 0．51日11 人石英 ・長石粒子含む。 底 部 1／1 N o ．1
脚部へラナデ （柾 目）→ ミガキ

外　 ミガキ　 赤色塗彩

脚　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

外　 1 0R 5／8 （赤）

完 全実 測

3 1 弥生

（5．2）

〈2 8 〉

ここしこ　トノ’
内　 杯部ミガキ　 赤色塗彩　 脚部ナデ 内　 杯 1 0 R 5／6 （赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／4 Ⅲ区

高杯 外　 頸部へラケズ リ　 脚部ミガキ 脚 7．5 Y R 4 ／1 （褐灰）

†　　　　ナ

1nlm 大赤 色粒子 含む。 回転実測

3 2 弥生

jここご号E

（5．4） 内　 ナデ　 部分的にベンガラ付着
外　 7．5 Y R 5 ／4 （にぷい褐）

内　 7．5 Y R 8 ／4 （浅黄橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 口緑 1／8 Ⅴ区 1 層

〈5．2〉

（3月）

外　 ミカキ 外　 7．5 Y R 8 ／4 （浅黄橙） 「こil転実測

3こう 弥生 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5 Y R 5 ／6 （明赤褐）　　 ，細長石粒子多 く、細石英粒子

含む。

底部 1／2 W 5 地点
甑 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 2．5 Y R 2 ／3 （極暗赤 褐） l＿l三！I転実測 M 2　 2 層

3 4 弥生
〈1．7〉

4．5

底　 ミカキ　 赤色笠彩

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 1 0 R 4 ／6 （赤）　　　　　　　 ′柵石英 ・細長石粒子、 1 nlm 大 底部完形 W 5 地点

1 層鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩

1　　　 、　．

外 1 0 R 4 ／6 （赤） 砂粒含む。 →全実測

番号 種　 類
く4．2〉

長 さ （111nl）

底　 へフケス ノ　 ミカキ

巾 （lllnl）　　　　　 厚さ （m m ）　　　　　　 g

底　 7．5 Y R 4 ／1 （褐灰）

備　　　 考 上土「r二位置

検 出3 5 磨製右舷 3：3．0 2 2 ．0　　　　　　　　　 2．5　　　　　　　　 1．7　　　　 ノt．LLJ

3 6 磨製石嫉 1 3．0 1 9 ．0　　　　　　　　　　 2．0　　　　　　　　　　 0．5 左脚 、上部欠損。粘板岩。刃部縁辺整形加工 ・器体加二［二研 磨。
tヽ　」

Ⅴ区 1 層
3 7 扁 平片 刃再加工 5 3．0 頁岩。 刃部縁辺整形加工直接、器体加工直接。 Ⅴ区 1 層

2 層3 8 平基鍍 15 ．2 1 4 ．0　　　　　　　　　　 3．4　　　　　　　　　　 0．5 黒曜石。 刃部縁 辺整形加工押圧、器体 加工押圧 ＋研磨。

滑石。3 9 1 石製模造品 3 7 ．0 1 3 ．0　　　　　　　　　　 4 ．0　　　　　　　　　　 2．3
E∃

Ⅳ区 1 層

第5節　範囲確認のみの住居址

破壊される基礎部分の発掘調査をしたが、検出時にプランのみ確認した住居址がある。調査区外のため本調査はできなかっ

たが、遣物が出土し、ほぼ時代が推測可能な住居址上面の出土遣物を掲載した。
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範囲確認のみの住居址
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第112図　2号住～13号住検出



第72表INPX　2号住～13号住出土遣物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成　　　 形　 ・　 調　　　 整 色　　　 調 胎　　　 土 残　 存 ・備　 考 出土位置

1 弥生

ニまこご雪1壬

1 0．6 内　 休部ナデ→口緑 ミガキ ［］線赤色塗彩 内　 10 R 4／6 （赤） 細長石 ・細石英粒子含む。 口緑 3／4 2 号住検出

〈15．6〉

外　 ミカキ　 赤色塗彩　 胴中位に突起あ り 7．5 Y R 5／2 （灰褐 ）

外 10 R 4／8 （赤）

完全実測

2 弥 生

七

（16．2） 内　 ナデ 内 IO Y R 6／2 （灰黄 褐） 細長石 ・柵石英粒子含む。 目線 1／6 2 号住検出

〈8．9〉

外　 へラナデ （柾目）→日唇部縄文

頸部縄文→ へラ描平行線 文　 へラ描 山形線 文

外　 7．5 Y R 7／6 （橙） 匡！一転実測

拓本

3 弥生 （11月） 内　 ミガキ　 赤色 塗彩 内　 10 R 4／8 （赤） 細長石 ・細石英粒子含む。 ［］緑 1／8 3 ・4 号住検出

杯

く2．5〉

外　 ミカキ　 赤色 塗彩　　 口緑 に2 孔 あり 外 10 R 4／8 （赤） 回転実測

孔 0．2

4 弥生 （19．5） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 10 R 4／8 （赤） 細長石 ・細石英粒 子含む。 日録 1／3 3 ・4 号住検 出

高杯

〈5．1〉

外　 ミカキ　 赤色塗彩　 目線端部へ ラ調整 によ り波形の端面 外　 10 R 4／8 （赤） 緻密。 回転 実測

5 弥生 内　 杯郎 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部ナデ 内 10 R 4／6 （赤） 細長石 ・細石英粒子 含む。 頸部 1／1 3 ・4 号住 （T 2 0）
高杯 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外 10R 4／6 （赤） 完全実測

6 弥生

9．4

〈4．0〉

内　 杯部ミガキ　 脚部ミガキ 内　 5Y R 6／6 （橙） 細長石 ・細石英粒子含む。 底部 1／2 3 ・4 号住検出

台付賓 外　 ミガキ 外　 5Y R 6／6 （橙） 完全実測

7 弥生

ニたご

14．0 内　 へラナデ （柾目）→日録 ミガキ 内　 7．5 Y R 6／6 （橙） 細長石 ・細石英粒子含む。 目線 3／4 3 ・4 号住検出

〈13．5〉

外　 へラナデ （柾目）→頸部へラ描平行線文

LI綾部 ・休 部ミガキ i‾二l唇部刻み日

外　 7．5 Y R 6／6 （橙） 1111nl人砂粒 含む。 完全実測

8 土師器

8．0

〈4．9〉

内　 へラナデ 内　 5Y R 6／6 （橙） 細長石 ・細石英粒子含む。 底部 1／2 3 ・4 号住 （T 2 0）
壷 外　 休 部ナデ→ ミガキ　 底部 へラケズリ 外　 5Y R 6／8 （橙） 3mnl大砂粒含む。 完全実測

9 弥生

7．8

〈2．1〉

内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 3／1 （窯褐） 細長石 ・細石英粒子含む。 底部 1／1 3 ・4 号住検 出

襲 外　 ミガキ 外　 7．5 Y R 5／6 （明褐） 完 全実測

10 （13湖 内　 ミガキ 内 10 Y R 7／3 （にぷい黄橙） 径 1m 以下の長石、赤褐色粒子、 目線 1／7 3 ・4 号住検 出

饗

〈2．3〉

外 I二］緑　 櫛描波状文　 頸部　 櫛描簾状文 外　 7．5Y R 7／3 （にぷい橙） 石英 含む。

18 弥生

（5．6）

〈4．4〉

内　 杯部 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部 ミガキ 内　 2．5Y R 5／4 （にぷい赤褐） 細長石 ・細石英粒子含む。 頸部 3／4 5 号住検出

高杯 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外 10 R 3／6 （暗赤） 回転実測

22 須恵器 （12．8） 内　 ロクロナデ　 火だすき痕 内　 5Y 5／1 （灰） 細長石 ・細石英粒子含む。 日録 1／6 8 号住検出

杯

〈3！3〉

外　 ロクロナデ　 火だすき痕 外　 5Y 5／1 （灰） 1Illnl大砂粒 含む。 回転実測

23 土師器 （16．4） 内　 ミガキ 内　 5Y R 5／6 （明赤褐） 細長石 ・細石英粒子含む。 目線 1／8 8 号住検出

杯

〈3．7〉

外　 ロクロナデ 外　 7．5 Y R 7／6 （橙） 回転実測

24 土師器 （2 0．4） 内　 ヨコナデ 内　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い橙） 細長石 ・細石英粒子含む。 口緑 1／8 8 号住検出

賓

〈3．0〉

外　 ヨコナデ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い橙） 回転実測

25 土師器 （13．0） 内　 へ ラナデ　 ナデ→ I二1線 ヨコナデ 内　 7．5 Y R 6／6 （橙） 細長石 ・細石英粒 子、】nlnl大 目線 1／4 9 号住検 出 （T 9 1）
杯 （11．8）

〈3．5〉

外 l二1線 ヨコナデ　 底部手持へ ラケズ リ 外　 7．5 Y R 5／4 （にぷい褐） 砂粒含む。 桓l転 実測

2 6 土師器 内　 杯部ナデ　 脚部へ ラケズ リ 内　 5Y R 5／8 （明赤褐） 細 長石 ・柵石英粒子 含む。 脚部 1／1 9 号住検出

高杯脚 外　 ミガキ 外　 5Y R 5／8 （明赤褐） 完全実測

27 土師器 （19．8） 内　 ナデ　 暗文 内　 5Y R 5／8 （明赤褐） 細長石 ・細石英粒子、1 ～ 2 nlnl大 口緑 1／1 2 9 号住検出

高杯

〈5．2〉

外 ［二］緑ナデ　 暗文　 杯下部へラケズ リ 外　 5Y R 5／8 （明赤褐） 砂粒 まれ に含む。 回転実測

28 土師器 （19，2） 内　 ナデ 内　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い橙） 細長石 ・柵石英粒子、1nl111人 目線 1／8 9 号住検出

襲

〈5．3〉

外　 し二1線 ナデ　 休 部へラケズ リ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷ い橙） 砂粒含む。 回転実測

29 弥生 （5．4） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 10 Y R 3／3 （暗赤褐） 細長石 ・細石英粒子含む。 H 縁 1／4 9 号住検出

壷

〈2．3〉

外　 ミカ キ　 赤色塗彩 外　 10 R 4／8 （赤） 回転実測

30 須恵器

（6．2）

〈2．8〉

内　 ロクロナデ 内　 2．5 Y 4／1 （黄灰） 細長石 ・～ 0．5 nlnl大長石粒子、 底部 1／2 9 号住検出
杯 外　 ロクロナデ→底部へ ラ切 り→ナデ 外　 2．5 Y 4／1 （黄灰） 2nlnl大砂粒含む。 回転実測

3 1 土師器 縦 3．9 内　 ナデ 内　 7．5 Y R 6／6 （橙） 細長石 ・細石英粒子、 1 ～ 2 nlnl大 破片 実測 9 号住検 出

土板 横 3．7

厚 0．7

外　 へラケズ リ？ （剥離） 外　 7．5Y R 5／3 （にぷい褐） 砂粒含む。 土師 賓転用

番号 種　 類 長さ （mnl） 巾 （mm）　 I　 厚さ （nlm） l　　 g 備　　　 考 出土位置
32 大形蛤刃石斧 80．0 7 6．O　　 l　　 3 1．0　　 1　　 2 8 0．0 変質輝緑岩。 刃部刃こぼれ ・研 磨、輝体研磨、基部欠損。 9 号住検出

番号 器種 法量 成　 形　 ・　 調　 整 色 調 胎　 士 残存 ・備考 出土位置

33 弥生 （16．4） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10 R 4／6 （赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 目線 1／8 1 0 号住検出

鉢

〈4．1．〉

7．0

外　 ミカキ　 赤色塗彩 外 10 R 4／6 （赤） ：i：‾iT転実測

34 弥生 内　 へラナデ （柾 目）　 ミガキ 内　 7．5 Y R 4／4 （褐） 細長石 ・細石英粒子、まれに 底部 1／1 1 0 号住検出

賓 外　 ミガキ 外　 5Y R 5／6 （明赤褐） 1mm 大砂粒含む。 完全実測

35 須恵器
〈5．9）

（14．0）
内　 ロクロナデ 内　 2．5 Y 7／2 （灰黄） 細長石 ・細石英粒子、0．5 ～ 2 nlnl大 底部 1／2 1 0 号住 （T l）検出

杯 （7．9）

3 「

外　 ロクロナデ→底部右 回転糸切 り 外　 2．5 Y 7／2 （灰黄） 砂粒含む。 回転実測

39 弥生
．〇

（14．4） 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5 Y R 3／1 （暗赤灰） 細石英 ・細長石粒子含む。
火たすき

口縁 1／1 2 1 2 号住検出

壷

〈1．8〉

（1 4．0）

外　 ミカキ　 赤色塗彩 外　 2．5 Y R 2／1 （赤黒） 弓転実測

本

1線 1／6

残存 ・備考

40 弥 生 内　 口緑 ミガキ 内　 7．5Y R 7／8 （黄橙）　　　 ，細長 石 ・細石英粒子含 む。 12 号住検 出

こヒ互E 外　 ナデ　 口唇部縄文 外　 7．5Y R 6／3 （にぷい褐）

41 弥生 内　 口綾部ミガキ　 赤色塗彩　 胴部へラナデ （柾目）後 ミガキ 内 10 R 4／4 ・1 0 Y R 7／4　　　　 ′細石 英 ・細長石含む。 12 号住検 出 （J1 2）

賓

〈5．3〉

長 さ （n川1）

外　 ヨコナデ　 日唇部縄文　 頭部櫛描簾状文 （一一一一連止、5 本組） （赤褐 ・にぷい黄橙）

番号 種　 類

胴部櫛描羽状文 （4 本 1組）

巾 （mnl）　 l　 厚 さ （nlnl） l　　 g

外 10 Y R 7／4 （にぷい黄橙）

備　　　 考 出土位置
4 3 石製模造品 22．0 1 2．O　　 I　　 2．O　　 i　　 o．7 剣形。片岩 （磨製石金族の可能 性あり） 12 号住検出

番 号 器種 法量 成　 形　　　 調　 整 色 調　　　　　　　　　　　　　　　 胎　 士 出土位置

44 弥生 （15．0） 内　 ミガ キ

外　 胴下部 ミガキ　 ロ縁 ・胴上部櫛描 波状 文 （9 本）

頸部櫛描簾状文 （9 本）

内　 5Y R 2／1 （黒褐）　　　　 細石英 ・細長石粒子、1nlm 大　　　　　　　 口緑～休部 1／2 1 3 号住検出

賓

〈14 6〉

外　 5Y R 6／4 （にぷ い橙）　　　 栗

5Y R 3／2 （陪赤褐）

範子含む。 回転実測

45 須恵器 ［

（9．4）

句　 ロク ロナデ　 自然和付着　　　　　　　　　　　　　　　 l
＝　　　」

句　 5Y 4／1 （灰）　　　　　　 細長石 ・柵石英粒子含む。　　　　　　　　 底部 1／6 1 3 号住検出

壷 外　 ロク ロナデ　 休部下端回転へ ラケズ リ　 底部 回転糸切 り 外　 5Y 4／1 （灰） 回転実測

番号 種　 類

〈2．9〉

長さ （nlm） 巾 （nlnl）　 l　 厚さ （mn－） l　　 g

5 Y R 6／1 （褐灰）

備　　　 考 出土位 置
47 ！二次加工剥片 52．0 4 3．O　　 I　 l l．O　　 l　　 3 2．3　　 1疑灰岩。 器体加工直接。

L　＿＿　…．
13 号住検 出
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第Ⅲ章　西一本柳遺跡Ⅹ次調査より出土した弥生石器群の評価

はじめに

本稿では西一本柳遺跡Ⅹ次調査より出土した弥生石器群を、現状の研究成果を踏まえながら評価していきたいと思う。

西一本柳遺跡は佐久市を流れる湯川の右岸に位置し、近隣には著名な北西の久保遺跡、そして弥生箱清水期の銅釧の出土し

た五里田遺跡等、弥生集落が密集する。西一本柳遺跡と地続きであったであろうこれら遺跡一体は広大な平坦面を有し、湯川

が形成した河岸段丘上にある。西一本柳遺跡の南側段丘下と北側に沖積地が控えており、おそらく西一本柳遺跡一帯の生産地

はこれら沖積地であると推定される。

さて西一本柳は既にX次の調査を重ねており、特にIII次。IV次調査では遺跡の南北の範囲を確認できる調査がなされ、弥生

中期後半の栗林式、弥生後期の箱清水式、古墳時代、古代と断続的ながらも集落は営まれている。中期においては石川編年

（石川2002）の栗林2式新段階相当から3式まで、後期箱清水式は青木氏の松原遺跡編年（青木1998）の1～6期まで認めら

れる。Ⅹ次調査範囲の東側からは従来の調査区よりも比較的栗林期の住居跡が多く検出されているため、栗林期の集落の中心

がここⅩ次調査区の範囲に接している可能性がある。

なお、栗林期で注目されるのは、III。IV次調査で石川編年栗林式2式新段階から3式相当の土器が多量に出土するV字溝の

M2溝が検出されたことであろう（森泉2003）0この溝の内側に栗林期の住居跡がまとまって検出されることからも、この溝

はいわゆる「環濠」と呼ばれるものに相当すると考えられる（森泉2003）。その後、VIII。IX次調査のM6溝、そして本調査

のM12溝というように集落を囲う溝が断続的ながらも検出される（本報告の第110図参照）。

環濠集落としての評価は今後の課題になると思うが、西一本柳遺跡がこの佐久平の弥生中期栗林期において、他の集落より

比較的大規模な居住域をもつ集落遺跡であることは動かしがたい0一方、後期箱清水式段階にも集落の南北を走る「環濠」に

相当する溝が検出され、ちょうど中期栗林期の「環濠」で囲われ範囲の中央を切るように検出された。後期「環濠」の東端は
I次調査のMl溝と考えられる。

このようにポイントとなる集落特徴を踏まえ、西一本柳遺跡の弥生石器を本稿では触れることにする。本稿ではⅩ次遺跡出

土石器を対象に検討を加えるが、必要がある場合は過去の調査の出土石器についても触れることにする。

西一本柳遺跡から出土した石器で特に評価すべき石器として上げられるのは、①打製石鉄、②磨製石鉄、③擦切石器、④太形

蛤刃石斧。扁平片刃石斧等の磨製石斧、⑤管玉・勾玉、⑥有孔石剣の6点である。本稿ではこの重要な石器6点について主に

検討を加え、評価を行う。

1。器種ごとの評価

打製石鉄（写真1～9）

本調査では、黒曜石製有茎鉄とその未成品が各1点、凹基鉱3点、平基鉄1点、石鉱末成品1点が出土した。他に貢岩。珪

質貢岩e安山岩製の凹基鉱が各1点出土する。また縄文草創期に特徴的な黒曜石製の有舌尖頭器が1点出土した（W7検、写
真5）。

（彰黒曜石製の石鉄について

本調査で出土した有茎鉱は、いずれも最大長3cm前後の標準的なサイズであり、第113図の属性分類では鉄身デザインIb

型に該当する。長野県内の弥生時代遺跡では一般的なデザインである。また、長身化した有茎鉱の未成品がII次調査のH59住

居跡（時期不明）から1点出土し、長野市方面と同様、長身有茎鉱と2～3cm前後の一般的な有茎鉱の二者で構成される。

中期栗林期は他石材を含めて、全体的に長身化傾向となることを確認している（馬場2003b）。

次に、産地分析の結果を見てみよう。沼津工業高等専門学校の望月明彦氏の分析結果と、筆者の器種分類の結果を統合した
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第113図　石鋸の形態分類模式図

ものを第76表に示した。産地表記は全て望月氏に従っている。西一本柳遺跡の各調査次に共通して、諏訪星ケ台群が原料の主

体となる。これは弥生前期後半の佐久市東五里田遺跡、中期後半の佐久市後家山遺跡と同じ傾向であり、複数遺跡で確認でき

るこの傾向は、佐久平の黒曜石原産地利用の特徴として理解してもよいであろう。諏訪星ケ台群の原石・石核は、いずれの遺

跡も最大長2～3cm前後の小形晶である。

一方で、筆者は、少量しか認められない産地にも注目している。なぜなら、ここには同一時期の遺跡差が認められるからで

ある。佐久市根々井芝宮遺跡は、西一本柳遺跡より一段階古い石川編年栗林2式古段階を主体とする遺跡で、Y25住居跡の壷

19にストックされた状態で出土した黒曜石には、諏訪星ケ台群が多数を占めながらも、蓼科冷山群の原石8点と剥片5点が含

まれていた。これほど蓼科冷山群の原石がまとまって出土した例はない。残念ながら他の遺構から出土した黒曜石の産地分析

は行われていない。

また、後家山遺跡では、和田鷹山群の凹基敗を始め、和田土屋橋北群・和田土屋橋西群・和田高松沢群の有茎鉄や凹基鱗が

出土する。これら石鉱は、遺跡内での製作途中工程が認められないため、遺跡外から完成品の状態で持ち込まれた可能性が高

い（馬場20似C）。

そして、西一本柳遺跡の少数産地としては、後家山遺跡と同様の和田鷹山群・和田土屋橋北群・和田土屋橋西群・和田土屋

橋南群の石鉄・剥片・原石が出土する。西一本柳遺跡では先の遺跡と共通する産地が認められる一方、和田芙蓉ライト群と浅

間山千ケ滝群といういままで認められなかった二つの産地がある。浅間山千ケ滝群の原石は爽雑物が多く、剥片石器の原料に

は適さない。この二つの産地がどのような意味をもつのか、今後の課題である。

このように、少数産地の構成で遺跡差が認められることを確認したが、同時に、器種と石材産地の結びつきでも大きな問題

がある。それは、和田鷹山群が凹基鑑と結びつく実態であり、後家山遺跡では有茎鉱に和田鷹山群が認められず、凹基嫉のみ

に認められた。筆者は有茎鋲の発達する栗林期に、和田鷹山群のみ有茎鉄がない点を疑問に思い、これは縄文時代所産の可能

性を考慮する必要があることを提起した。なぜこの間題を大きく取り上げるのかというと、有茎銭と凹基嫉が弥生時代におい

て共伴するか否かという問題は末だ解決しておらず、仮に原産地分析で有茎鉱と凹基轍に産地を違えるという有意差が認めら

れれば、原産地遺跡の時期を手がかりに有茎鉄と凹基鉄の時期を分離あるいは共伴をチェックできるからである。これを検討

課題1としよう。

またここから派生するもう一つ重要な課題として、消費地遺跡の時期や器種組成を確認することで、「和田鷹山群」の広が

りと時間幅を捉える必要性である。これは、黒曜石原石の採掘坑が確認された鷹山遺跡群そののものの評価にかかわることで、

縄文時代から弥生時代において、「和田鷹山群」産出地である鷹山遺跡群どのように利用されたのかを明らかにすることである。
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写真2　H47（諏訪星ケ台）凹基鍍 写真3　H49（和田土屋橋南）凹基鉄

写真5　検出7（諏訪星ケ台）有舌尖頭器

－119一

写真6　D11（諏訪星ケ台）凹基鍍



これを検討課題2する。

では、最初に、西一本柳遺跡の和田鷹山群の黒曜石製石器組成をみてみよう。西一本柳遺跡の場合、有茎鉱と凹基鉄（平基

鉱含む）の産地が、諏訪星ケ台群は有茎嫉9点：凹基嫉11点、和田鷹山群は有茎鉱2点：凹基鉱5点である。和田鷹山群の

有茎鉱の初例であるが、2点（III。IV次H41住居跡、H93住居跡出土）とも第113図の鉱身デザインの逆刺がd型で、長野県域

では縄文晩期全般におよぶ長野市宮崎遺跡（長野市教育委員会1988）や、縄文晩期後半（大洞C2～A’併行）を主体とする

茅野市御社宮司遺跡（長野県教育委員会1982）で一般的にみられるデザインである。なお、これら二つの遺跡のほかに、佐野

遺跡（大洞BC～C2古段階併行、樋口1％7）では既に有茎鉱が顕著であり、凹基鉄e平基鉱等の無茎鉱から有茎鉱への石鉄

デザインの変化が縄文晩期前半に起きていることを示す。

肝心の原産地遺跡である鷹山遺跡群では、晩期後半の氷式の土器片が試掘で出土したのみで（山科ほか2003）、該当時期の

採掘坑は未だ検出されていない。今後、複数の縄文晩期遺跡で和田鷹山群の有茎鉄の共伴例をチェックしていく必要があるが、

西一本柳遺跡の和田鷹山群の有茎鉱2点は縄文晩期所産である可能性が高い。

では次に、黒曜石の原産地推定の結果を時期別にみてみよう。第77表は、長野県内において黒曜石産地推定分析が行われた

遺跡のうち、全点あるいは全点に近い黒曜石を対象とした分析結果である。全て沼津工業高等専門学校の望月明彦氏による分

析である。鷹山遺跡群の採掘坑の時期に該当する縄文後期中葉と、縄文晩期のデータがまだ存在しないものの、縄文時代前期

から弥生後期にかけて、「諏訪星ケ台群主体e和田鷹山群少数」という傾向は変わらない（第77表a）。少数であるのは和田土

屋橋北群など和田峠付近の産出も同様である。注目すべきは、諏訪星ケ台群と和田鷹山群の器種組成の違いで、諏訪星ケ台群

には石鉱等のツールのほかに、原石や石核（残核）が多数伴う。対象的に、和田鷹山群は、ツールのうち凹基鉱e平基鉱等の

無茎鉱に偏り、原石はわずか1点、石核については現段階では確認すらされていない。

このデータに基づき、検討課題1を考えれば、和田鷹山群が凹基鉄。平基鉄等の無茎鉄に強く結びつくという実態があり、

そして長野県域においては、無茎鉱の出土が縄文後期以前に顕著であるという点から、私は和田鷹山群の無茎鉄は縄文時代後

期以前に帰属するものであると推定し、後家山遺跡等で弥生時代の中期。後期集落から出土する和田鷹山群の無茎鉄は縄文時

代後期以前のものであると考える。

では、検討課題2に移ろう。縄文時代のなかでも和田鷹山群の無茎鉄の時期をさらに限定すれば、第77表Cに示されたよう

に、縄文前期末および中期に該当する三岳村小島遺跡（木曽、広田ほか2003）や朝日村熊久保遺跡（松本、樋口e小口e上候

ほか2003）では和田鷹山群の無茎鉱は出土せず、中期後葉の唐草文系土器から後期初頭の称名寺式段階の木曽福島町板敷野遺

跡（木曽、贅田ほか2003）で凹基鉱が1点出土する。つまり、和田鷹山群の石器は現段階では遡っても縄文後期の範囲に概ね

収まる。鷹山遺跡群の1号採掘跡の時期は縄文後期中葉（加曽利Bl式、安蒜。官本ほか1999）であり、多少の時期幅は存在

するものの、鷹山遺跡群側と分布側の遺跡の時期はほぼ一致する。

次に、第77表b。Cが示すように、縄文前期から弥生後期にかけて木曽。松本e佐久e長野の長野県各地に広域に流通する

のは今のところ諏訪星ケ台群の原石および石核であり、和田鷹山群の原石等の流通はほとんど確認できない（注1）。この点を

詳細に検討するためには、今後も多くの遺跡のデータを分析。吟味する必要があるため、今後の報告事例を待つことにしたい。

②下呂石製有茎鉄について

さて、西一本柳のIII次調査で出土した有茎鉱のなかに下呂石製有茎鉱が出土しており（写真8e9）、長野県内の有茎鉱を評

価する上で必要な有茎鉄であるので、ここで触れておきたい。現在まで、下呂石製有茎鉄は上伊那郡箕輪町の箕輪遺跡（市川

2002など）の他に、長野市松原遺跡で6点（町田勝則2000aなど）、飯田市恒川遺跡群で1点（佐々木。山下1％8）と分布状態

は散発的であるが、長野県内各地で下呂石製有茎鉱の出土が確認されている（馬場2003b）。西一本柳の事例は佐久地域の初の

例であり、分布が長野県内一帯に広がっていることが改めて確認できる重要な事例である。

西一本柳遺跡出土の特徴は、第113図に示した鉄身デザインI’b型、茎デザインC型に相当し、長野市松原遺跡の黒曜石製有

茎鉄の多数に見られる特徴と一致する。長野県内の黒曜石製有茎鉱にはない鉄身デザインVc型は栗林式分布圏の内部に入る

につれて数が少なくなる傾向にあり、松原遺跡の6点の中に1点確認できる。

長野県内において、いまだに下呂石製有茎鉄の素材を剥離した石核や剥片がまとまって出土した例がない以上、特定の場所

による製作が推定される。現在、下呂石製有茎鉱のうちVc型の鉱身デザインに限っては、従来の長野県内の有茎鉱の系統関

係にないデザインであるため、下呂石の産出地に程近く下呂石製長身有茎鉄末成品の出土する下島遺跡等で製作されている可

能性が強いと推定する（馬場2003b）。
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磨製石鉄（第114図◎第115図、写真10～27）

西一本柳遺跡Ⅹ次調査から出土した磨製石鉱の評価にあたって、大きく二つの問題点をまず提示しておきたい。一つは磨製

石鉱の製作技術および製作工程の内容についてであり、もう一つは磨製石鉄のデザインについての問題である。

まず、磨製石鉱の製作技術および工程について検討したい。以前、飯田市恒川遺跡群の報告のなかで桜井弘大氏は磨製石鉄

を粗割一剥離調整一研磨一穿孔の4工程に分類した（桜井1986）。研磨には「片面研磨e両面研磨e側面研磨e刃付け」の4

種類があることを指摘する。桜井氏の提示する工程で西一本柳遺跡も基本的に製作が行われているが、恒川遺跡群には認めら

れない技術や新たに明らかとなった工程も存在するので、その点に着眼しつつ説明する。

まず西一本柳遺跡の基本的な製作工程として、上素材準備工程－2．素材分割工程－3．剥離加工工程－4．研磨加工工

程－5・決り部研磨加工工程－6・穿孔工程の6工程を設定し、それぞれ第一工程などと呼ぶことにする。第一工程の素材獲

得工程とは、磨製石鉱の素材剥片をつくる母体となるブランク（加工された素材）段階である。第二工程の素材分割工程とは、

ブランクから磨製石鉱の直接素材となる剥片をつくりだす工程で、折り取り加工や擦切加工で分割される。第三工程の剥離加

工工程は素材の余分な箇所を押圧剥離等で調整する工程、第四工程の研磨加工は表裏e側面の厚みを整える工程で刃付けの加

工もここに入る。第五工程の挟り部研磨工程とは、研磨加工は基部の決り部に研磨が及んだ段階である。第六工程の穿孔工程

は穿孔を行う工程である。

以上の6工程が西一本柳遺跡の基本的な工程作業であるが、この工程は次に説明するように、「I　素材の準備作業」、rII

磨製石鉄用素材の分割作業」、「III　二次加工と仕上げ作業」の大きく三つの作業段取りで行われていることが重要である。

I。IIeIIIのそれぞれで、素材の形状に応じ、加えられる加工の種類で違いがあるものの、このI。II。IIIの枠組みは西一本柳

遺跡の磨製石鉄製作技法の構造として存在する。

【I　素材の準備作業】

第一工程　素材準備工程（第114図－1e3e5～7）

この工程では、磨製石鉱の直接素材となる剥片は剥離されず、ブランクとなる素材を剥離することが行われる。したがって、

6e7のように長方形状の大形の剥片がまずこの段階で剥離されることになる。1の裏面上部には複数回のハンマー打撃痕が残

り、この石器がブランクの素材となる母体であることを示す好例である。

ところで、直方体の剥片6e7のような剥片を作り出す方法として興味深い痕跡をもつ石器がある。それは3（写真10弓1）

であり、先端3mm程度の尖った工具を節理と節理の境界に挿し込み打撃して二つに分割しようと試みている剥片である。結

局分割できなかった剥片であるが、写真10の上部が白く潰れているのはこの打撃を繰り返し行った結果である。このように素

材獲得工程における打撃痕が5（写真12）や1にも認められた。

【II　磨製石鍛用素材の分割作業】

第二工程　素材分割工程（第114－2e408～15）

まず、素材分割工程を検討するにあたり研磨加工の存在がポイントとなる。西一本柳遺跡の場合、研磨加工は①二等辺三角

形の磨製石鉄のかたちを仕上げるための器体e決り部に加えられる研磨、と②磨製石鉄用の素材剥片を分割する前の研磨、の

二種類が認められる。つまり①は二等辺三角形状にかたちを整える二次加工技術として、②は素材を分割する直前段階のブラ

ンク整形技術として存在しており、報告書による限り②の研磨加工は恒川遺跡群に認められない。実例を挙げると、2。8（写

真13）。9（写真14）elOe13はブランク整形の技術としての研磨加工の例であり、これらは直方体状の素材剥片6。7に対し

研磨を加え、折り取る、擦切など加工して分割した結果生じた剥片に相当する。

なお、ここで注目すべきは、後述する第四工程の研磨線状痕に比べ、一本一本の線が深く、そして太いことが挙げられ（写

真13e写真14）、その違いは明瞭である（写真26。写真27）。第二工程の素材分割工程で使用されている砥石は「荒砥」に相当

することが推定されるが、一方で第四工程の研磨加工工程の砥石は「仕上げ砥」に相当する砥石と推定される。西一本柳遺跡

から実際出土した砥石には、弥生時代に一般的な砂岩製の「荒砥」しか確認できないが、「仕上げ砥」に相当するものが存在

しないか、今後追究すべき課題である。

ところで先に触れた、分割に擦切が用いられることであるが、擦切加工の前に、14（写真17）のように先立って研磨加工が

行われる場合と、4（写真15）のように直接擦切加工に入るものの二つの方法が認められる。また分割の形状も、14（写真

17）のように扇形に分割する場合と、15（写真18）のように長方形に分割する二つの方法が認められる。素材剥片段階におい
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写真16（第115図－35）　H66
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ても施溝は凱（写真16）のように明瞭である0磨製石鉄の素材分割に擦切加工が認められる長野県内例は、西一本柳遺跡の例

を除いて今のところ確認されていない。

HH　二次加工と仕上げ作業ヨ

第三工程　剥離加工工程（第114図－16～21、第115図－22～30）

16（写真20）や21（写真19）に代表されるように、素材剥片の周囲の調整は押圧剥離で行われる。特徴としては、石材に片

岩系を使用していることも影響して、粗雑な剥離痕という印象をまず受けるという点と、21（写真19）のように押圧具の先端

が細い工具であるという特徴がある。実際どのように工具であるかは現段階では不明であるが、先の3（写真10ell）と同様

に、先端の尖る工具を磨製石鉄製作に使用することが推定される。

また、この剥離加工工程は場合によっては加工されないこともあり、補助的な加工である点が重要である。35e36e38e39

には押圧剥離痕が認められず、素材分割工程で得られた剥片から直接研磨加工に進んでいる実例である。

第四工程　研磨加工工程（第115図－31～44）

研磨加工工程については桜井弘大氏の指摘のとおり、33e誤のように表裏から研磨加工が行われる例と、31（写真21）。32

（写真22）のように側面から研磨加工が行われている例が認められる。

これら表e側e裏の研磨加工に後続するものとして亜～魂が挙げられ、43の上辺には先端部の刃付け前段階の器体の厚みを

整える加工が認められ、魂は両側辺の刃付け加工、さらに一段階進んで42（写真24）のように先端部の刃付け段階というよう

に進行する。このように器体を薄くしつつ、刃付けのための研磨加工が行われているものが後半段階の研磨加工に該当する。

なお、先の素材分割工程の箇所でも触れたが、本工程の研磨線状痕は「仕上げ砥」に相当すると推定される。砥石の使い分

けが、「II　磨製石鉄用素材の分割作業」と「III　二次加工と仕上げ作業」で有意な関係として推定できる。

第五工程　挟り部研磨加工（第115図－45e46）

前段階の研磨加工工程完了後に、決り部を研磨で形成する加工が行われる。挟り部の形成には二つの方法があり、挟り部の

端面が面取りされた状態の第32図－9（写真26）の例と、表裏とも傾斜をつけて挟り部が形成され、挟り部の表裏の境界が一

本稜となる45（写真23）や第58図－16（写真27）の例がある。

第六工程　穿孔工程（第115図－47）

47は穿孔途中段階で破損した実例である。両側穿孔で、穿孔具はやや先端の尖る工具である（写真25）。写真26。写真27の実

例のように、穿孔径はおおよそ2mm～3mm程度である。

以上のように、西一本柳遺跡では、素材分割工程に擦切や研磨加工の採用など、特徴的な加工が認められた。また第二工程

の素材分割工程と第四工程の研磨加工工程とでは、研磨用砥石の表面の粗さが異なることが研磨線状痕の痕跡から明らかとな

り、工程で使用される道具立てに違いがあることが推定される。

擦切石器（写真28～30）

横長剥片の末端辺に横方向の線状痕と磨耗痕の認められる石器であり、磨製石鉱の素材分割のための施溝用道具と推定され

る石器である。

刃部の横幅は2mm程度である。西一本柳Ⅹ次調査では10点の擦切石器が出土し、石材は貢岩e安山岩eホルンフェルスe

砂岩と多様な石材が使用されている。素材選択の特徴と刃部の位置は、横長剥片で末端に鋭角な縁辺をもつことである。二次

加工には第16図－63e64のように刃部の反対側辺に直接打撃による連続的な潰し痕、そしてHlO（図版26。班）。第102図－6

のように大きく一撃で挟りを施す加工の二種類がある。いずれも擦切石器としての機能を発揮するための二次加工と推定され

る。擦切石器の使用対象となる磨製石鉱は、第114図－4e14。15。第115図－35（写真15～18）のような施溝による素材分割

を行うものであり、満幅が擦切石器とほぼ合致する。

なお、刃部磨耗痕の刃緑からの進入度は3～5mm程度（写真28。29）が一般的であるが、一点だけ10mm程度（写真30）

とかなり深く磨耗痕が認められるものがある。10mmと深く施溝するものは磨製石鉱の施溝でも認められないため、この石器
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に限っては他の擦切石器と対象が異なる可能性がある。

太形蛤刃石斧◎扁平片刃石斧

Ⅹ次調査で出土した太形蛤刃石斧は5点で、全て緑色岩類（町田1999a）の変質輝線岩製である。また、太形蛤刃石斧断片を

石鎚に転用したものが4点で、同じく全て変質輝緑岩製である。

扁平片刃石斧完成品は断片を含め、変質輝線岩製1点、緑色片岩製1点、蛇紋岩製3点、砂質貢岩1点、緑色岩類製1点、

砂岩製1点出土する。未成品は在地産の蛇紋岩製で1点、そして石斧未成品と推定される両面加工石器1点が出土し、石材は

在地産の蛇紋岩製である。

太形蛤刃石斧は長野盆地の榎田遺跡付近で製作されたものと推定される。石材の色調e質は榎田。松原両遺跡（町田1999。

2000b）と合致し、また器体の丁寧な研磨整形、そして石斧基端から器体中央方向に向けての基部の整えるための剥離加工痕

（第14図－57）、また幅。厚みの法量いずれをとっても「榎田型太形蛤刃石斧」（馬場2003a）に適合する属性である。法量に

ついての統計分析結果を第116図e第117図に示した。完成品。破損品のうち、第14図－57〇第23図－42は最大長が16cm前後

で、榎田型太形蛤刃石斧の完成品仕上がり標準サイズ18cm前後よりやや短い。そして実際の石斧の観察からも研ぎ直しなど

のメンテナンスが行われた痕跡が確認できる。これは使用が繰り返され、そのたび刃部のメンテナンスを繰り返すうちに短く

なったものと推定することができる。

さて、この大形蛤刃石斧の短さについてはもう一つ重要な問題点がある。北信e中信の主要な遺跡の太形蛤刃石斧の法量を

比較すると、長野市松原遺跡出土の太形蛤刃石斧のみが異様に短いことが見出せる（第116図）。松原の太形蛤刃石斧には形態

的に明らかに研ぎ直しが繰り返し行われたものが多数見受けられる（馬場2003a図3。馬場20似a第116図）。松原遺跡のものに

比べると西一本柳遺跡から出土する太形蛤刃石斧はいまだ長さを保っている方である。この松原遺跡とそれ以外の遺跡の差異

の背景には何があるのか、長野盆地における松原集落の性格。機能e意義に関わってくる材料となると考える。

なお、本調査で出土した太形蛤刃石斧と、その破損品が転用された石鎚全て変質輝線岩製である。この傾向は佐久平のみな

らず少なくとも栗林式分布圏に共通する現象である。筆者は根々井芝宮遺跡。川原端遺跡e北西の久保遺跡等の佐久平弥生集

落遺跡の太形蛤刃石斧を実見していないが、写真で確認する限り、多くの割合で佐久平にも変質輝緑岩製の太形蛤刃石斧が出

土しているようである。

なお、小形の扁平片刃石斧2点と柱状片刃石斧が1点出土しており、石材は全て蛇紋岩である。H7－45（巻頭図版五）は

当初基部であった部分を刃部に作り直している。第27図－13とH65－5（巻頭図版五）にはうっすらとではあるが使用による

線状痕が認められる。

管玉◎勾玉（写真31～32）

緑色凝灰岩製管玉1点（第63図－11）、ヒスイ製勾玉1点（第35図－16）が出土し、ヒスイ製は穿孔途中の未成品である（写

真31）。管玉が箱清水期のH88住居跡出土、勾玉未成品が栗林期のH52住居跡出土である。

ヒスイ製勾玉は糸魚川市教育委員会の木島勉氏の肉眼観察の結果、糸魚川産のヒスイでほぼ間違いないことをご指摘いただ

いた。そしてこのような穿孔途中のものが流通することは決して珍しいことできないとのご教示もいただいた。同市の後家山

遺跡からも緑色凝灰岩製管玉6点、ヒスイ製勾玉が1点が出土し（富沢20似）、流通の実態が伺える。穿孔自体は製作地現地

なのかあるいは佐久平の集落遺跡内なのかついて云々できる材料は現在揃っていないが、今後、弥生時代のヒスイ製勾玉の流

通を考える上で西一本柳。後家山遺跡の例とも重要であろう。なお、新潟県上越市の吹上遺跡で、ヒスイ製勾玉の製作が報告

されており（小島e笹揮ほか2002）、栗林式も集落より多数出土する。現在、報告されている遺跡に限定すれば、ヒスイ製勾

玉の製作痕跡が明瞭なのは吹上遺跡のみであり、今後、長野県域のヒスイ製勾玉は上越市方面との対比も課題となってくるだ

ろう。

さて緑色凝灰岩製管玉は最大長13．6mm、最大径2．9mmで、やや細身の管玉である。同時期では長野市松原遺跡や春山B

遺跡等で出土する。長野盆地出土の緑色凝灰岩製管玉のついては、形態的な特徴の把握はもとより流通経路についても研究は

進んでおらず、今後の課題である。
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弥生石器

有孔石剣（写真33a～C）

写真33a～Cの有孔石剣は西一本柳III・IV次調査のH44住居跡から出土し、栗林式でも石川編年2式新段階に相当する器形

と文様モチーフをもつ土器群が伴う。同住居跡からは他に有茎嫉・磨製石嫉・打製刃器類・打製石斧が出土する。

この有孔石剣の重要な特徴は・写真33bにあるように、左側辺部は敲打で面が形成され、右側辺は写真33Cにあるように研

磨で器体を薄くし、研ぎ出しがなされていることである。この左右の異なる加工は左右非対称形を生み出す結果ともなり、写

真33bの点線の中軸線を境として、やや右反りになっていることがわかる。

この左右非対称形の重要性は学史的に有孔石剣の系譜を論じるうえで欠かせない材料である。かつて石川日出志氏はマン

ローコレクションの資料に触れる中で、坪井活足氏の「石弐原型説」（坪井1％0）を支持し、長野県松本市の官淵本村表採例

（第118図一1）は、関が強く張り出し、茎部が明瞭、そして茎下部のラインと関の突出が平行しない点などを指摘しながら、
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弥生石器

式の形態をよくとどめている」有孔石剣と指摘する。この資料の石材は閃緑岩と報告されている（関沢19惧）。

次に、石川氏が提示したマンロー資料の有孔石剣（第118図－2）は茨城県内発見資料と伝えられるものであり、石材は輝

線岩で「くすんだ濃緑色」と報告されている（石川1992）である。この有孔石剣は宮淵本村表採例とは対照的に身部が左右対

称形で、関は左右にやや張り出した突端部分にしかもはやとどめていない。そして関の痕跡に相当する両側辺の突出部と茎部

下辺はほぼ並行する。このような点から、本例は宮淵本村例から形態変化がより進んだ一例と理解できよう。

次に、未成品の例であるが、第118図－3の榎田遺跡出土例について見てみたい。剥離で全体を整形したのち、茎部分とそ

の両側辺を中心に敲打整形が行われる。茎中央の敲打痕は穿孔準備のための敲打整形である。完成品ではないので鏑の有無は

不明であるが、先の官渕本村表採例と同様、茎下部のラインと関の突出が平行しない点、茎部が左右非対称形である点で、官

淵本村表採例と同型式に属する。

では、これら前例と比べ、西一本柳遺跡出土の有孔石剣はどのように位置づけられるのであろうか。結論から言うと西一本

柳遺跡出土の有孔石剣は、系統的に、官淵本村表採例とマンロー資料のちょうど中間位置に相当する資料と考える。石犬の関

部が側辺の突出部にしか痕跡をとどめていない点、茎部下辺と側辺の突出部のラインが並行する点は、マンロー資料と同じで

ある。ただ、一点異なるのは、身部の左右非対称形である。左側辺は敲打で面形成、右側辺は研磨で器体を薄くし研ぎ出す、

という明瞭な加工の違いは左右非対称形につながる行為である。これは第118図－1の宮淵本村表採例の身部の左右非対称形の

系譜を直接引く特徴と理解することができる。したがって、冒頭にも言及したように、石犬が変形する過程における宮淵本村

表採例とマンロー資料の中間的な位置に置くことの出来る有孔石剣であると考えることができよう。

なお、もう一点、西一本柳遺跡で出土したことで重要な点は、本例が長野県内発掘出土品として確認された有孔石剣の数少

ない一例であるという点である。石或は既に松原遺跡等でも出土が確認されているが、宮淵本村例は表採品であり（関沢19似

a）、石川日出志氏が論文の中で触れた長野県内出土の有孔石剣の大半は表採品である（石川1992）。西一本柳遺跡の発掘調査

で完成品が出土し、さらに長野市榎田遺跡の石川編年栗林2式新段階の住居跡から第118図－3の末成品が出土したことからも、

中期栗林期の製作はほぼ確実といえよう。

打製石斧（打製石鍬）

Ⅹ次調査では合計9点の打製石斧が出土し、そのうち板状の輝石安山岩製が7点である。中期後半栗林期と後期箱清水期の

住居跡から出土する。

第13図－20の刃部断片からは、刃緑が摩耗していることが確認できる。第77図－6の打製石斧は全体形が「く」の字状に屈

曲するデザインをもち、主体となる長方形のデザインをもつ打製石斧とは異なる装着が考えられるため（池谷e馬場2003）、

注意が必要である。第109図－42は出土した打製石斧のなかでも大形の部類に入る基部断片で、側辺の敲打整形が明瞭である。

推定復原全長は15cm前後になろうか。

これら輝石安山岩製打製石斧は、後家山遺跡のM1号溝から箱清水式をとともに出土し、弥生後期段階にまで存続すること

が佐久平においては確認されている（冨沢20似）。なお、輝石安山岩製で20cm近くの大形品の破片が弥生前期後半、氷II式段

階の土坑から出土する（森泉20似be馬場20惧b）。栗林期の集落出土例は、確実な共伴事例が抑えられないため、不明である。

スクレイパー◎使用痕のある剥片◎二次加工のある剥片

本稿では、スクレイパーを「一つの辺に、人為的な同一剥離面が連続的に認められ、なおかつ刃部に相当するエッジが形成

されている」ものと定義し、使用痕のある剥片を「人為的な加工により生じた剥離面ではなく、エッジをもつ辺に微細な剥離

がうろこ状に重なる」ものと定義し、二次加工のある剥片を「人為的な剥離が、刃部以外の部分に認められるもの」と定義す

る。

Ⅹ次調査では、スクレイパーは5点（第76図－41。第41図－23。第98図－11e試掘8。40）、使用痕のある剥片は1点（第

36図－11）、二次加工のある剥片は5点（第26図一班と55e第47図－12。第108－9。Bう6）である。第26図一弘と第108図－

9は二次加工により折り取られた痕跡を残す。（巻頭図版六を参照）

ー13＿1－



砥石◎石血

砥石と石皿をここでは一括して説明するが、面の状態を「比較的ざらついた湾曲する面（砥面と定義）をもち、線状痕を伴

うことがある」と、「比較的平坦で、光沢を伴うこともある磨り面（磨面と定義）」で区分すると、Ⅹ次調査から出土したこれ

ら面をもつ石器は以下のように細分される。

1類…大形で、扇平な大形河原石を素材とし、一面に平坦な磨面をもつ0アプライト製である。用途は不明だが、顔料の擦

り潰し等の目的にも使用された石器と推定される。第69図－5、第76図一更の2点が該当する。いわゆる従来の石皿

に該当する。

2類…全体形は直方体状の形状をもち、なおかつ6両に砥面をもち、線状痕も部分的なに認められる。凝灰岩製である。奈

良e平安に見られる典型的な砥石の例で、金属工具の仕上げ砥として利用が推定される。H78。89－8e9、M15、

W検、試83出土の6点が該当する。いわゆる従来の砥石に該当する。

3類e e大形で、素材の形状を留めかつ直方体状の形態をもち、2面あるいは3面に砥面が認められ、線状痕も部分的に認め

られる。そして磨面は2類に比べ大きく湾曲する。砂岩製である。弥生時代に一般的に見られる砥石であり、H78e

89－10の線状痕は先の擦切石器の刃部幅にはぼ合致する。刃部のメンテナンス用であろうか。H78e79－10、第41図

－22の2点が該当する。

4類e e小形で、扁平な河原礫を素材とし、部分的に磨面をもつ。砂岩製である。用途は不明である0第12図一誤、第27図－

12、H41－37、試掘出土の4点が該当する。

5類e e小形で、表裏側面に砥面が認められるが、縁辺の使用摩耗が最も進展し、断面が菱形となる。砂岩製が主体である。

用途は不明であるが、磨製石鉄用の砥石となんら関係があるのではないかと推定する。Ⅹ次調査では数量的にまとまっ

て出土する。磨製石鉱製作遺跡との関連性を追及するのが今後の課題である。H2－9、第12図－33、第14図－60、

第35図－15、第51図一狼、第58図－21、第58図－20、第51図一班、W1－5検出士の7点が該当する。

※図に示してない遺物は図版に写真のみ掲載してある。

2。Ⅹ次調査出土石器の時期についての検討

①黒曜石製石器の時期について

第73表の黒曜石製石器群の遺構別組成表を参照しながら検討してみたい。今回のⅩ次調査において、栗林期の住居跡はM8

溝東側の調査区東側に偏る傾向にある。Ⅹ次調査のM12溝は北東側に行くとVIII次。IX次のM6溝（森泉2003e2004）に繋が

り、南東側に行くとIII。IV次のM8溝（小林1999）に繋がるものと推定される（本報告第101図参照）。V次調査のM5（森泉

2001）は、連続的には繋がらないものの、溝の形状の類似点より、前者の溝に達なるであろう。

冒頭にも触れたが、過去の調査を振り返ると栗林期の住居跡はこれら溝の内側に集中して検出さる傾向にあるため、この溝

はいわゆる「環濠」機能をもつ溝であると考えられる（森泉2003）。

今回のⅩ次調査のM12溝東側の区域が環濠内に相当するが、この区域の栗林期住居跡から多数の黒曜石製剥片e石核。原石

が出土する。区域のなかでも多数の黒曜石製石器群を出土したH17～H19eH21～H25の区域は他時期の住居跡との重複がほ

とんど認められない栗林期住居跡である。

この住居跡区域とこれ以外を比較した場合、第73表からH17～H19。H21～H25の区域が黒曜石製石器群を最も出土する区

域であることを確認でき、一方、栗林期住居跡の少ない区域では、黒曜石製石器群の出土が少ないこと、この二点を黒曜石製

石器群が栗林期に帰属する遣物である可能性の高さの材料とする。同市後家山遺跡の弥生後期箱清水期出土の遺構からの黒曜

石製石器群の出土は少なく、やはり中期栗林期の遺構から多く出土することが判明している上に、溝内の層位的な出土状態の

裏付けもあることから黒曜石製石器群は中期栗林期に帰属するものとの所見を得ている（冨沢20似。馬場20似C）。したがって、

現段階の遺物の共伴関係等からみて、黒曜石製石器群の大半は、弥生中期栗林期に帰属するものであると判断できる。

②磨製石鉄の時期

弥生後期の住居跡であるH27。H34eH48eH77の4棟より剥片。裂片等合わせ20～80点近くの出土がある（第74表）。H
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朝の住居跡床面からは剥片e裂片のほかに未成品が多数出土する。弥生後期段階での磨製石鉄製作は疑いようもない。

問題は中期栗林期に製作されているか否かである。弥生中期。後期の複合遺跡以外でこれを確認してみると、佐久市内で既

に調査された遺跡で磨製石鉱の製作跡が明瞭であるのは久禰添遺跡の弥生後期住居跡Hl。H17eH18で、栗林式が出土して

おらず弥生後期単純の遺跡である（上原2002）。後期の住居跡遺構が多く検出した後家山遺跡では、末成品2点、完成品1点

が出土する。一方、弥生中期栗林期では、対照的に完成品の出土が確認できるものの、こと末成品を伴う製作跡となると確認

ができない。石川編年栗林2式新段階相当の佐久市五里田遺跡では、栗林期の住居跡が43棟検出しているのにもかかわらず、

完成品の磨製石鉱が1点出土しているのみで、黒曜石製有茎鉱が石鉱の大多数を占める。また同市川原端遺跡も同様に、栗林

期の住居跡13棟の検出に対し、磨製石鉱の出土は1点である。

このように栗林期主体の遺跡を点検すると、磨製石鉱の出土は極めて少ない実態が判明する。西一本柳遺跡のⅩ次調査分の

弥生中期の住居跡覆土から確かに磨製石鉱未成品が出土しているが、H48住居跡のように住居跡床面からは検出されていない。

また、H27e H凱eH48。H77のように剥片。裂片がまとまって出土することもない。

以上、住居跡床面からの出土確認できない点と、そして同市の他遺跡の栗林期集落で磨製石鉄の製作痕跡が認められない実

態を考慮すれば、佐久平において栗林期に磨製石鉄が製作されていたという推定は再検討を要する。この間題は事例を増やし

検討する課題であるので、現段階では栗林期の製作を否定する材料が多いことだけを言及するに留めておきたい。

3。まとめ

以上の各検討のなかで明らかになったことを以下に記述し、まとめにかえることにする。

1・本調査および過去の調査で出土した黒曜石の産地分析の結果、有茎鉄が諏訪星ケ台群に、凹基嫉e平基鉱が和田鷹山群

に結びつく傾向が認められた。これは同市後家山遺跡と同様の傾向である。また、和田鷹山群に有茎鉄が2点初めて認め

られた。凹基鉄e平基鉄は長野県内において縄文後期以前に顕著である点から、西一本柳遺跡や後家山遺跡等の弥生時代

集落出土の凹基鉱。平基鉄は、縄文時代後期以前の所産であると推定する。なお、縄文時代から弥生時代にかけての鷹山

産黒曜石および原産地遺跡の利用の姿の復元には、和田鷹山群の分布や時期幅を今後もデータから抑える必要がある。

また下呂石製有茎鉱が過去の調査で1点出土していることが確認された。下呂石製石核や素材剥片が出土していないた

め、搬入品であると考えられる。下呂石製有茎鉱は長野県内各地で散在しており、伊勢湾から東美濃e飛騨地域との交流

を示す材料となろう。

2・磨製石鉄の一連の製作工程品が出土した。その製作工程のなかで、第二工程の素材分割技術に擦切単独あるいは擦切と

研磨加工が合わさって直接磨製石鉄の素材となる剥片を分割する方法が認められた。

そして西一本柳遺跡の磨製石鉄製作には、I～IIIの作業段取りに象徴される磨製石鉄製作技法の構造が存在する一方で、

技法を構成する各工程において、剥離加工工程が存在するものとないものがあり、実施される工程内容に変異があること

も注目すべきことである。

3・西一本柳遺跡の磨製石鉄の素材分割には擦切加工が認められ、その擦切具としての擦切石器が出土している。擦切石器

は不定形な横長剥片を素材とし、刃部には横方向の線状痕と磨耗痕が認められ、刃部の対辺には刃潰し加工やノッチ状の

剥離がある。この加工は保持や装着のためのものであろう。

4・黒曜石製石器群の帰属時期は弥生中期栗林期、磨製石鉄の帰属時期は弥生後期箱清水期であることを、遺構出土状態や

磨製石嫉製作跡と近隣の弥生集落の共伴関係をもとに推定した。

5・　太形蛤刃石斧は全て変質輝線岩製で、「榎田型太形蛤刃石斧」の特徴が認められる石斧である。末成品は認められず、

全て長野盆地からの搬入品と考えられる。破損品は石鎚に転用されているものが多い。報告書写真に見る限り、佐久平の

弥生集落には変質輝線岩製の太形蛤刃石斧が多数出土しているので、今後型式学的な特徴を追究していく必要がある。

6・過去の調査で出土した有孔石剣は、松本市官淵本村表採の石犬の原型をよくとどめた有孔石剣と、マンロー資料のなか

の茨城県内出土資料との系統関係において、中間的な位置に置かれる有孔石剣であることが判明した。

7・西一本柳遺跡は佐久平の中期栗林期弥生集落のなかで、環濠をもつ集落であることを改めて確認した。集落の構造的な

復原は今後の課題であるが、集落の性格も踏まえ、今後弥生石器を分析していく必要がある。

（馬場伸一郎）
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（注1）明治大学黒耀石研究センターの山科哲氏によると、この間題に対し次のような予測を立てている。ひとつは星糞峠一

帯の出土土器から想定できる、利用される原産地の時期的な違い、いわば産地推定分析例の少ない時期に和田鷹山群の

頻度が高い、という可能性である。もうひとつは、窯耀石の流通ルートや流通するエリアの違いで、産地推定分析例の

少ない、ある特定のエリアおよびそのエリアへのルート上の遺跡で、和田鷹山群の出現頻度が高いという可能性である。

いずれにしても、産地推定分析例を増やすことが不可欠である。
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第74表　磨製石蛎の遺構別Ill土状況

時 期 退 構 番 号 穿 孔 工 程
挟 リ 部 研 磨

加 工 工 程
研 磨 加 工 工 指 剥 離 加 工 工 程

素 材 分 割 工 手呈

（折 り取 り ）

素 材 分 割 工 程

（擦 切 ）
剥 片 ・裂 片

素 材 準 備 工 程

（原 石 ・ブ ラ ン ク ）
備　 考

古 墳 後 期 H l 1

奈 良 H 3 1

奈 良 H 7 2

古 墳 中 期 H g 1 1 3

弥 生 中 期 H 1 1 1

古 墳 中 期 H 1 2 1 3

古 墳 中 期 H 1 3 1 † 1 1

古 墳 中 期 H 1 4 1

古 墳 後 期 H 1 5 1

弥 生 中 期 H 1 7 4 1 3 1

弥 生 中 期 H 18 1 擦 り 切 り剥 片 素 材 か 。

弥 生 中 期 H 19 1 1 2

古 墳 中 期 H 2 0 1 1

弥 生 中 期 H 2 1 1

弥 生 中 期 H 2 5 1

古 墳 後 期 ？ H 2 6 1

弥 生 後 期 H 2 7 5 4 1 1 8

弥 生 中 期 H 2 9 2 1 1

古 墳 後 期 H 3 0 「

古 墳 中 期 H 3 1 1 1

平 安 H 3 2 2 3

弥 生 後 期 H 3 4 1 1 2 4 1

弥 生 中 期 ？ H 3 5

平 安 H 3 7 1 3 1

奈 良 H 3 8 3 1 7

弥 生 後 期 H 3 9 1

弥 生 中 期 H 4 0 1

平 安 H 4 1 1 3

弥 生 中 期 H 4 4 1

弥 生 中 期 H 4 7 1

弥 生 後 期 H 4 8 1 5 2 3 7 7 6

奈 良 H 5 3 1 2

奈 良 H 5 4 2

古 墳 後 期 H 5 7 2 1

古 墳 後 期 H 5 8 1

奈 良 H 6 3 1

弥 生 中 期 H 6 6 1 擦 り切 り 痕 。

古 墳 後 期 H 6 7 1 1

奈 良 H 6 8 1

弥 生 中 期 H 6 9 1

古 墳 中 期 H 7 1 1

奈 良 H 7 2 1

奈 良 H 7 4

古 墳 後 期 ？ H 7 5 1

弥 生 後 期 H 7 7 1 5 4 1 4 4 1 1

弥 生 中 期 H 7 9 1

弥 生 後 期 H 8 0 1

奈 良 H 7 8 1

弥 生 後 期 H 8 0 1 1

票 良 ？ H 8 5 1

弥 生 中 期 H 8 6 1 4 1

弥 生 後 期 H 8 8 1 2

弥 生 中 期 H 9 2 2 1

古 墳 中 期 H 9 3 1

古 墳 後 期 H 9 5 2 3

奈 良 H l O 2 1

奈 良 平 安 H lO 2 ・1 0 3 1 1 再 加 工 か ？．

平 安 H lO 3 1 1

弥 生 後 期 H lO 5 1 1

弥 生 中 期 3 ・4 位 1

奈 良 6 住 1

弥 生 後 期 1 3 号 住 1

奈 良 平 安 M 2 2

M 7 1

古 墳 中 期 M 8 1 1

平 安 M lO 1

古 墳 後 期 F 4 1

P 1 2 6 1

W P 2 1

W P 4 1

グ リ ッ ド 1 1 1 1

表 探 1 1

試 掘 2 1 2 3

合 計 4 4 4 4 2 8 3 2 4 2 1 7 2 4
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弥生石器

第76表　西一本柳遺跡　各調査区の産地推定結果

×次調査 有茎£族 有茎鉱未成品 凹基鍍 平基鉱 石鍛断片 石鎚未成品 石錐 スクレイパ ー 二次加工剥片 両極石器 ・剥片 剥片 石核 原石 合計 備考

諏訪星ケ台群 1 1 1 2 8 1 2 3 8 4 4 9 有舌尖頭器 1 点
和田鷹山群 1 1 1 3 1 7
和田土屋橋北群 1 1
和田土屋橋西群 1 1
和田土屋橋南群 1 1 1 3
和田芙蓉ライ ト群 1 9 2 12
和田小深沢群 0
和田ブ ドウ沢群 1 1
浅間山千ケ滝群 7 7

】×次調査 有茎鍍 有茎鉱未成 品 凹基鉱 平基鍛 石鉱 断片 石鉱未成 品 石錐 スク レイパー 二次加工剥片 両極 石器 ・剥 片 剥片 石核 原石 合計 備考

諏訪星ケ台群 1 2 1 4
和 田鷹 山群 1 1 2
和 田土屋橋北群 0
和 田土屋橋西群 0
和 田土屋橋南群 0
和 田芙蓉ライ ト群 0
和田小深沢群 0
和田ブ ドウ沢群 0
浅間山千ケ滝群 0

∨…次調査 有茎鍍 有茎鍍 未成品 凹基鉱 平基鍍 石鍼断片 石鉱夫成品 石錐 ス クレイパー 二次加工剥片 両極石器 ・剥片 剥片 石核 原石 合計 備考

諏訪星ケ台群 3 3 1 3 ＝ 2 1

和田鷹 山群 1 1 1 3
和田土屋橋 北群 0
和田土屋橋西群 2 2 4
和 田土屋橋南群 0
和 田芙蓉 ライ ト群 0
和 田小深沢群 0
和 田ブ ドウ沢群 0
浅間山千ケ滝群 3 3

ii次 ・…次調査 有茎故 有茎鉱未成品 凹基鍍 平基鍛 石鍛断片 石鍍未成品 石錐 スクレイパ ー 二 次加工剥片 両極石器 ・剥片 剥 片 石核 原石 合計 備考

諏訪星ケ台群 4 5 1 1 1 12 石鉱 ？ 1 点
和田鷹山群 2 1 3
和田土屋橋北群 0
和田土屋橋西群 1 2 3
和田土屋橋南群 1 1 2

和田芙蓉 ライ ト群 1 1

和田小深 沢群 1 1
和田ブ ドウ沢群 0
浅 間山千ケ滝群 0

第77表　長野県内の産地推定結果の比較

第77表a　遺跡別産地構成

地域 遺跡 名 時期
測定

対象条件

言取訪

星ケ台群

和 田

鷹山群

和 田

土屋橋

北群

和 田

土屋橋

両群

和 田

土屋橋

西群

和田

高松沢群

和田

小深 沢群

和 田芙 蓉

ライ ト群
和 田

ブ ドウ沢
蓼科
冷山群

浅間

千ケ滝群

神津島

恩馳島
文献

木曽 三岳村　 小島遺跡 縄文前期末～中期後葉 一部 58 3 広 田ほか 20 0 3

松本 朝 日村　 熊久保遺跡 縄文中期前葉～後葉 一部 35 4 3 1 樋 口ほか 20 0 4

木曽 木 曽福島町　 板敷野遺跡 縄文中期後葉～後期初頭 全点 23 6 3 蟄 田ほか 20 0 3

佐久 佐久市　 東五里田遺跡 弥生前期 全点 28 1 森泉ほか 20 04 b
佐久 佐久市　 後家 山遺跡 弥生中期後半～後期後半 全点 19 5 10 3 1 1 3 冨沢ほか 2 0 04
佐久 佐久市　 西一本柳遺跡 弥生中期後 半～後期後半 全点 8 6 15 1 5 8 1 13 1 10 本報告

佐 久 佐久市　 東久保遺跡 弥生後期後 半 全点 4 2 森泉ほか 2 0 04 b

第77表b　諏訪星ケ台群の器種内訳

地域 遺跡名 時期
有茎鉱

（未成品含）

凹基鍼

（未成品含）
平基毒族

石鉱

未成品
石鉱 断片

石錐

（未成品含）
削器・掻器

使用痕

剥片・刃器
二次加工

剥片 剥 片・裂片
両極

石器類

石核

（断片含む）

原石

（断片含む）
その他 合計 （点）

木 曽 三岳 村　 小島遺跡 縄文前期末～中期後葉 3 7 2 1 4 38 1 1 1 58
松本 朝 日村　 熊 久保遺跡 縄文中期前葉～後葉 2 5 1 09 18 0 4 2 2 3 04 （注 1）
木曽 木 曽福 島町　 板敷野遺跡 縄文中期後葉～後期初頭 1 60 1 12 8 7 0 33 8 3 1 3 9 2 3 6
木曽 三岳村　 下在 l遺跡 縄文早期後半 ・晩期末～弥生前期 1 1 1 1 4
佐久 佐久市　 東五里 田遺跡 弥生前期 2 1 3 1 16 4 1 2 8
佐久 佐久市　 後家 山遺跡 弥生中期後半～後期後半 15 6 7 1 4 5 4 10 2 1 1 2 4 1 5 1 19 5
佐久 佐久市　 西一本柳遺跡 弥生中期後半～後期後半 9 1 1 2 2 10 3 6 4 8 4 8 6
佐久 佐久市　 東久保遺跡 弥生後期後 半 1 2 1 4

注1）望月氏分析合計は354点だが、報告書掲載の属性表304点分のみの結果を提示している。

第77表C　和田鷹山群の器種内訳

地域 遺跡名 時期 有茎鉱 凹基鉱 平基鉱
石鉱

末成品
石錐 削器 ・掻器 両極

石器類
剥片・裂片 原石 そ の他 合計（点）

木 曽 三岳村　 小島遺跡 縄文前期末～ 中期後葉 3 3
松本 朝日村　 熊久保遺跡 縄文 中期前葉～後葉 1 1 1 3
木 曽 木曽福島町　 板 敷野 遺跡 縄文 中期後葉～後期初頭 1 1 1 3

木曽 三岳村　 下在 l遺跡 縄文早期後半 ・晩期末～弥 生前期 1 1

佐久 佐久市　 後 家山遺跡 弥生中期後半～後期後半 5 1 3 1 10

佐久 佐久市　 西一本柳遺跡 弥生中期後半～後期後半 2 3 2 1 1 1 4 1 13
佐久 佐久市　 東久保遺跡 弥生後期後半 1 1 2
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佐久市西一本柳遺跡　田並黒曜石産地推定結果
沼津工業高等専門学校　望月　明彦

測定元素

エネルギー分散蛍光X線分析法（EDX）

セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光X線分析計　SEA－2110L

管電圧　　　　　　　50kV　管電流　　　　自動設定

測定時間　　　　　　240sec　雰囲気　　真空
照射径　　　　　　　10mm

検出器　　　　　　　Si（山）半導体検出器

Al（アルミニウム）、Sl（ケイ素）、K（カリウム）、Ca（カルシウム）、Tl（チタン）、

Mn（マンガン）、Fe（鉄）、Rb（ルビジウム）、Sr（ストロンチウム）、
Y（イットリウム）、Zr（ジルコニウム）

分析法の特徴　長所　　　　　　　非破壊分析
多元素同時分析
前処理不要　　→　洗浄は必要

迅速分析
操作が簡単

短所 微量分析は不得意
表面分析　　　→　試料を破壊せずに測定するため、分析結果は

表面を測定したことになる。
→　そのため、汚れた試料、風化した試料は汚れ、

風化を測定したことになり、正確でない。
類似した組成の標準試料が必要

試料の洗浄　　5分間（汚れがひどい場合は15分間）超音波洗浄器で洗浄。
さらに汚れを拭き取ってから測定。

試料は破壊せずに分析できますが、以下のような試料は分析できません。

測定不可能な試料　　　　　　　・風化した試料　　　→割ることが可能ならば、できます。
・汚れがとれない試料　→割ることが可能ならば、できます。
・厚さが1mm以下の試料
・大きさ5mm以下の試料
・遺物番号などの書き込みで測定できる面がない試料

産地推定可能な石材 上記の条件をクリアしていれば、以下の分析ができます。
・現在は黒曜石（日本全国）と下呂石
・ガラス質安山岩は分類可能。

ただし、原石データが不足しているため、産地推定は不可能。
現在、原石データを収集中

・その他の石材（特に堆積岩）は分類不可能。

産地推定法　　得られた蛍光X線スペクトル強度を元素記号で表すとする。
二つの方法とも以下の指標を用いる。

指標 Sum＝Rb＋Sr＋Y＋Zr　とする。

Rb分率　＝　Rb／Sum

Sr分率　＝　Sr／Sum

Zr分率　＝　Zr／Sum

Mn＊100／Fe

10g（Fe／K）

産地のシートに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集し、測定する。
測定結果から上記の指標を算出する。
以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。
下記の二つの方法で産地推定を行う。

①判別図法（判別図のシート参照）
用いる指標　図1横軸：R b分率、縦軸：Mn／F e

図2　横軸：S r分率、縦軸：I og（Fe／K）
特長　簡単な計算であり、誰にでも作成可能

視覚的に確認でき、分かりやすい。
推定方法　遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。

指標を図にプロットする。
重なった原石産地を推定結果とする。

②判別分析（推定結果表参照）
用いる指標　算出された指標全て

特長　各産地との類似度を距離で算出
既知の産地のどれに類似しているかを判別する方法である。

→　未知の産地の判別はできない。
推定方法　判別図法では遺跡出土試料と重なっている産地を推定結果とする。

この産地は試料と2次元的に最も距離が近い。
判別分析ではこの距離を数学的に∩次元で計算する。
試料と最も距離（マパラノビス距離）が近い産地を推定結果とする。
この距離から、各産地に属する確率を計算する。
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付編

推定結果表の見方

推定結果　　　　下記の右の表に判別図法の結果と判別分析の結果を挙げてあります。

左の表は二つの方法から導いた推定結果をまとめたものです。

分 析 番 号 遺 構 名 黒 曜石 品名 遺 構 帰 属 年 代　　　　　 推 定 産 地
判 別 図

判 別 群

判 別 分 析

第 1 候 補 産 地 第 2 候 補 産 地

判 別 群 距 離 確 率 判 別 群 距 離 確 率

l N P w l lN P X ・H l 原 石 古 墳 中 期 和 田土 屋 橋 北 群 W D T K W D T K 5． 48 0 ．99 9 1 W D T N 1 9．77 0 ．O C沿9

】N P －　2 】N P X ・H l 二 次 加 工 の あ る 剥 片 古 墳 中 期 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D SW H D 22 ．6 1 SB IY 128 ．63 0

l N P M　3 l N P X ・H 2 剥 片 平 安 諏 訪 星 ケ 台 群 S VVH D S＼〃H D 8．48 1 VV D T N 13 1．99 0

I N P －　4 l N P X ・H 4 剥 片 古 墳 後 期 言取訪 星 ヶ 台 群 S W H D SW H D 6．24 1 S B 】Y 87 ．73 0

i N P －　5 i N P X ・H 7 有 茎 石 鈷笑 奈 良 和 田 土 屋 橋 南 君羊 W D T M W D T M 1．97 1 VVO T M 32 ．96 0

】N　P －　6 】N P X ・H lO 石核 奈 良 諏 訪 星 ケ 台群 S VV H D S VVH D 8．8 1 S B IY 87 ．4 3 0

l N　P w　7 I N P X ・H lO 剥 片 奈 良 諏 訪 星 ヶ台 群 S W H D S W H D 1 1．28 1 S B 】Y 89 ．0 9 0

l N P －　8 I N P X ・H 15 剥 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ台 群 S W H D S VVH D 9 ．8 6 1 S B IY 4 5，5 8 0

】N P 〃　9 】N P X ・＝ 17 石 錐 弥 生 中期 諏 訪 星 ヶ台 群 SW H D S W H D 6 ．4 3 1 S B IY 1 24．0 3 0

】N　P一一10 l N P X ・H 17 剥 片 弥 生 中期 和 田 土 屋 橋 西 群 VVD T N W D T N 8 ．3 7 0．9 95 9 W D T K 19．1 3 0 ．00 4 1

lN　P－1 1 lN P X ・H 1 7 原 石 弥 生 中期 言取訪 星 ヶ台 群 S ＼〟H D S ＼〟H D 3 ．6 1 S B IY 9 3．4 2 0

l N P －12 】N P X ・H 1 7 剥 片 弥 生 中 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S W H D S W H D 5．9 7 1 S BiY 5 7．26 0

】N P －13 】N　P X ・H 1 7 両 極 石 器 断 片 弥 生 中 期 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D S W H D 6．4 7 1 W D T N 9 3．55 0

l N　P －14 l N P X ・H 17 剥 片 弥 生 中 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S W H D S W H D 2．64 1 SB IY 98 ．39 0

I N P －15 l N P X ・H 18 剥 片 弥 生 中 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S VVH D SVV H D 13．1 5 1 SB 】Y 85 ．8 1 0

l N P －F16 】N P X ・H 19 石 核 弥 生 中 期 言取訪 星 ケ 台 群 S W H D SW H D 1 7．7 1 1 S B IY 75 ．52 0

】N　P A17 l N P X ・H 20 二 次 加 工 の あ る 剥 片 古 墳 中 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S VVH D S VV H D 9．92 1 S B IY 13 1．52 0

l N P －18 l N P X ・H 20 原石 古 墳 中 期 浅 間 山 千 ヶ 滝 群 A M S T A M ST 20 ．03 1 H N K T 85 ．62 0

l N P －1 9 i N P X ・H 2 1 剥 片 弥 生 中 期 和 田 土 屋 橋 両 群 W D T M W D T M 4．4 0 ．9 99 7 ＼〟D T N 24 ．1 0．αX ）3

i N P が20 】N P X ・H 2 8 石 核 弥 生 中期 和 田芙 蓉 ラ イ ト群 ＼〟D H Y W D H Y 6 ．18 1 W D T Y 50 ．4 5 0

】N　P －2 1 l N P X ・H 2 9 二 次 加 工 の あ る剥 片 弥生 中期 言取訪 星 ケ台 群 SVV H D S W H D 1 1．8 6 1 S B IY 94 ．5 0

lN Pヮ22 lN P X ・H 2 9 剥 片 弥 生 中期 諏 訪 星 ヶ台 群 SW H D S W H D 1．7 1 S B IY 93 ．5 0

l N PA23 IN P X ・H 3 0 二 次 加 工 の あ る 剥 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ台 群 S W H D S VVH D 8 ．15 1 S B iY 8 1．2 9 0

I N P －24 】N P X ・H 30 剥 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S ＼〃H D S W H D 9 ．3 1 S B IY 8 5．6 1 0

】N P w25 l N P X ・H 34 剥 片 弥 生 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S W H D S いノH D 2．2 9 1 S B IY 86 ．2 0

l N P －26 l N P X ・H 34 原 石 弥 生 後 期 浅 間 山千 ケ滝 群 A M S T A M S T 10．5 7 1 H N K T 115 ．2 0

l N P －27 I N P X ・H 38 剥 片 古 墳 後 期 言取訪 星 ヶ 台 群 S VVH D S W H D 4 ．8 1 S BIY 9 5．73 0

！N P －2 8 】N P X ・H 38 剥 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S W H D S ＼〟H D 5．4 2 1 SB 】Y 6 7．22 0

l N P M2 9 l N P X ・H 4 0 石 核 弥 生 中 期 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D S W H D 10 ．3 1 SB IY 8 1．53 0

l N P －3 0 l N P X ・H 4 1 剥 片 平 安 諏 訪 星 ケ 台群 S ＼〃H D S W H D 7 ．7 1 SB iY 124 ．48 0

l N P －3 1 】N　P X ・H 4 1 石 核 平 安 諏 訪 星 ヶ台 群 S W H D S W H D 3 ．69 1 S B IY 8 5．7 0

】N P －3 2 l N P X ・H 4 1 原 石 平 安 浅 間 山 千 ケ 滝 群 A M S T A M ST 4 ．45 1 H N K T 115 ．4 5 0

l N P－3 3 I N P X ・H 4 7 石 茎族 弥 生 中期 諏 訪 星 ヶ台 群 SW H D S W H D 3 ．08 1 S B 】Y 107 ．9 9 0

IN P一一34 l N　P X ・H 48 石 鉱 弥 生 後 期 諏 訪 星 ケ台 群 SW H D S VVH D 10 ．28 1 W D T N 1 11 ．5 8 0

I N P ”35 】N P X ・H 48 剥 片 弥 生 後 期 諏 訪 星 ケ台 群 S VV H D S W H D 13 ．0 9 1 S B lY 10 8 ．7 9 0

l N P －36 lN P X ・H 4 9 凹 墓 石 鉱 弥 生 中期 和 田土 屋 橋 南 群 W D T M W D T M 2 ．7 3 1 W D T N 39 ．8 9 0

l N P m37 l N P X ・H 56 剥 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群 S W H D S W H D 3 ．5 1 1 S B IY 9 6．5 7 0

l N P －38 】N P X ・H 56 原 石 古 墳 後 期 浅 間 山千 ヶ滝 群 A M ST A M S T 15 ．3 2 1 H N K T 10 3．8 1 0

】N P m39 l N P X ・H 57 二 次 加 工 の あ る 剥 片 古 墳 後 期 言取訪 星 ケ 台 群 S W H D S VV H D 8 ．2 1 S B IY 8 7．5 1 0

l N P －4 0 I N P X ・H 59 原 石 弥 生 中 期 浅 間 山 千 ヶ滝 群 A M S T A M S T 2 0．2 4 1 H N K T 8 4．8 3 0

l N P w4 1 i N P X ・H 64 原 石 古 墳 中 期 浅 間 山 千 ヶ滝 群 A M S T A M S T 8．0 2 1 H N K T 12 5．0 2 0

】N P －4 2 l N P X ・H 66 剥 片 弥 生 中 期 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D SW H D 1 8．74 1 SB iY 10 3．27 0

l N P 一一4 3 l N P X ・H 6 6 二 次 加 工 の あ る 剥 片 （両極 打 方） 和 田 鷹 山 群 W D T Y W D T Y 6．4 7 1 W D H Y 3 6．1 1 0

IN Pw44 i N　P X ・H 6 7 原 石 古 墳後 期 推 定 不 可 推 定 不 可 推 定 不 可 推 定不 可

iN P－45 i N P X ・H 6 8 石 錐 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ台 群 S W H D S W H D 3．75 1 S B 】Y 105 ．27 0

】N P w46 lN P X ・H 6 8 原 石 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ台 群 S W H D S W H D 1．89 1 S B IY 94 ．43 0

l N P －47 lN P X ・H 70 小 剥 片 8 弥 生 中期 和 田 芙 蓉 ラ イ ト群 W D H Y W D H Y 14 ．02 1 W D T Y 55 ．18 0

l N P w48 l N P X ・H 7 1 石 核 古 墳 中期 言取訪 星 ヶ台 群 SVV H D S W H D 13 ．26 1 S B IY 1 38 ．4 5 0

】N P －4 9 l N P X ・H　74 二 次 加 工 の あ る 剥 片 奈 良 和 田 芙 蓉 ラ イ ト群 W D H Y W D H Y 2．5 0 ．98 7 W D T Y 1 3．6 0 ．0 1 3

I N P －50 l N P X ・H 74 剥 片 奈 良 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D S W H D 9 ．22 1 S B ［Y 6 1 ．5 6 0

I N P w5 1 i N P X ・H 74 剥 片 奈 良 和 田 芙 蓉 ラ イ ト群 ＼〃D H Y ＼〃D H Y 18 ．2 4 1 VV D T Y 5 6 ．3 7 0

I N P －5 2 l N P X ・H 76 石核 奈 良 諏 訪 星 ケ 台 群 S W H D S W H D 26 ．7 8 1 S B 】Y 14 1．9 3 0

】N P w5 3 l N P X ・H　77 剥 片 弥 生 後 期 言取訪 星 ヶ 台 群 S W H D S W H D 17．13

5．5 8

1 S B IY 56 ．1 0

l N P －54 】N　P X ・H 77 剥 片 弥 生 後 期 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D S ＼〃H D 1 S BiY 6 8．2 1 0

lN P w5 5 l N P X ・H　77 剥 片 弥 生 後 期 和 田 鷹 山 群 ＼〟D T Y W D T Y 1．2 5 0 ．99 99 W D H Y 1 8．0 7 0 ．0（沿1

】N P－56 l N P X ・H 7 7 剥 片 弥 生後 期 諏 訪 星 ケ 台群 S W H D SW H D 1．9 7 1 SB 】Y 6 3．99 0

】N Pw57 】N P X ・H 8 0 石 核 弥 生後 期 諏 訪 星 ヶ台 群 S W H D S W H D 1 4．7 3 1 SB IY 9 5．1 1 0

I N P－58 lN P X ・H 84 剥 片

二 次 加 工 の あ る剥 片

古 墳 中期 諏 訪 星 ケ台 群 S W H D S W H D 2 2．57 1 SB iY 14 7．53 0

l N PW59 IN P X ・H 88 弥 生 後 期 言取訪 星 ヶ台 群 S W H D S VVH D 8 ，62 1 S B lY 11 1．0 1 0

l N P －60 I N P X ・H 88 二 次 加 工 の あ る 剥 片 弥 生 後 期 和 田 芙 蓉 ラ イ ト群 W D H Y W D H Y 2 ．28 1 W D T Y 32 ．48 0

l N P w6 1 】N P X ・H 88 二 次 加 工 の あ る 剥 片 弥 生 後 期 和 田鷹 山 群 W D T Y VVD T Y 7 ．7 1 1 W D H Y 3 6．6 0

l N P 一一6 2 l N P X ・H 88 石 核

剥 片

剥 片

剥 片

原 石

剥 片

凹 基 石 鉱

弥 生 後 期 推 定 不 可 推 定 不 可 推 定 不 可 推 定 不 可

l N P w6 3 l N P X ・H 88 弥 生 後 期 和 田鷹 山群 VVD T Y VV D T Y 2 ．99 1 W D K B 24 ．23 0

l N P t 辺 I N P X ・H 8 8 弥 生 後 期 諏 訪 星 ヶ 台 群 S W H D S W H D 15 ．0 8 1 S B IY 13 0．4 0

】N P －6 5 i N P X ・H 8 8 弥 生 後 期 和 田鷹 山群 W D T Y W D T Y 2 ．7 1 0．9 98 4 W D H Y 13 ．18 0 ．00 1 6

l N P －6 6 l N P X ・2 住 弥 生 後 期 浅 間 山 千 ヶ滝 群 A M S T A M S T 13 ．3 4 1 H N K T 1 19 ．0 2 0

l N P－6 7 ＝q P X ・10 住 弥 生 後 期 諏 訪 星 ケ 台群 S W H D S W H D 4．2 8 1 S B 】Y 10 1．2 5 0

iN Pw68 i N P X ・D 12 弥 生 後 期 諏 訪 星 ヶ 台群 S W H D SW H D 14．5 7 1 S B IY 6 0．4 9 0

】N P－69 】N P X ・M 2 凹 基 石 茎族 奈 ・平 和 田 鷹 山 群 W D T Y VVD T Y 9 ．1 1 W D H Y 3 2．2 2 0

l N Pm70 lN P X ・M 8 原 石

平 碁 石 鉱

古 墳 中期 諏 訪 星 ヶ台 君羊 S W H D S W H D 13．0 1 1 W D T M 1 14．3 2 0

l N P －7 1 lN P X ・M 8 和 田 鷹 山 群 VV D T Y VVD T Y 3．5 1 0 ．99 87 W D H Y 14．34 0 ．00 13
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推定結果表の見方

推定結果　　　　下記の右の表に判別図法の結果と判別分析の結果を挙げてあります。

左の表は二つの方法から導いた推定結果をまとめたものです。

】N P －72 l N P X ・＼〟 7 石 鉱 諏 訪 星 ヶ台 群

】N P －73 l N P X ・試 掘 25 （H 17 ・H 18 検 ） 剥 片 和 田 ブ ドウ 沢 群

i N P －74 】N P X ・試 掘 36 二 次 加 工 の あ る剥 片 諏 訪 星 ヶ台 群

I N P －75 】N P X ・試 掘 53 原 石 和 田 鷹 山 群

l N P W76 】N P X ・試 掘 106 原 石 諏 訪 星 ヶ台 群

l N P －77 l N P X ・表 彩 責 片 諏 訪 星 ケ台 群

l N P m78 l N P ・H 2．35 責 片 古 墳 後 期 言取訪 星 ヶ台 群

l N P －79 l N P ・H 2．36 凹 碁 石鉱 古 墳後 期 諏 訪 星 ケ台 群

l N P －8 0 l N P ・H 18 ．18 凹 墓 石鈷 古 墳後 期 諏 訪 星 ケ台 群

l N P w8 1 l N P ・S M 3．3 凹 基 石茎族 古 墳後 期 和 田 鷹 山 群

l N P －8 2 l N P ・グ リ ッ ト 7 有 茎石 鋲 諏 訪 星 ケ台 群

l N P W8 3 】N P ・ク リ ッ ト8 平 碁石 鉱 和 田 鷹 山 群

】N　P －8 4 】N　P ・H 9．33 凹墓 石 鉱 古 墳後 期 和 田 土 屋橋 西君羊

】N P ”8 5 】N P ・H 9．34 有 茎 石 鍛 古 墳 後 期 言取訪 星 ケ台 群

I N P －8 6 l N P ・H 13 ．14 凹墓 石 鍍 古 墳 中期 諏 訪 星 ケ台 群

l N P －8 7 l N P ・H 17 ．2 5 ミ ガ キ石 奈 良 浅 間 山 千 ケ 滝群

lN P m8 8 l N P ・H 25 ．11 両 極 石 器 奈 良 諏 訪 星 ケ台 群

lN P －8 9 I N P ・H 26 ．2 3 石 鉱 平 安 諏 訪 星 ケ台 群

lN P ん9 0 l N P ・H 29 ．5 ス ク レ イパ ー 弥 生 中期 諏 訪 星 ヶ 台 群

lN P p9 1 】N P V ・H 3 2．3 7 ミ ガ キ石 弥 生後 期 浅 間 山千 ケ滝 群

iN P －9 2 】N　P ・H 3 2．3 6 類 形 石 器 弥 生 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群

】N P －9 3 】N P ・H 4 2．3 5 凹墓 石 鍛 平 安 言取訪 星 ケ 台 群

IN P m9 4 l N P ・H 4 3．5 石 鉱 弥 生 中期 和 田鷹 山群

lN P 一一9 5 l N P ・H 4 8．6 楔 形 石 器 奈 良 諏 訪 星 ケ 台 群

lN P ．が9 6 l N P ・H 4 9．7 責 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群

lN P －9 7 l N P ・＝ 4 9．8 藁 片 古 墳 後 期 言取訪 星 ケ 台 群

IN P－9 8 l N P ・H 6 0．6 桑 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群

lN P”9 9 】N　P ・H 6 7．3 1 凹 墓 石 茎族 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群

i N　P－10 0 】N P ・H 7 4．10 ミガ キ 石 弥 生 中期 浅 間 山千 ケ滝 群

】N P”10 1 l N P ・H 7 4．10 責 片 弥 生 中期 諏 訪 星 ケ 台 群

】N P一一一10 2 l N P ・H 8 6．16 蓑 片 奈 良 和 田鷹 山群

l N P－10 3 l N P ・H 9 4．1 桑 片 弥 生 中期 諏 訪 星 ケ 台 群

l N P一一104 l N P ・M 6 ．35 ス ク レイ パ ー 和 田鷹 山群

l N P－10 5 i N　P ・H 8 ．4 4 剥 片 和 田土 屋 橋 西 群

l N Pw 10 6 】N P ・グ リ ッ ト 2 5 平 碁 石 茎族 諏 訪 星 ケ 台 群

i N P－10 7 l N P ・グ ーノッ ト 2 6 凹 墓 石 鍍 諏 訪 星 ケ 台 群

】N P ”108 l N P ・グ リ ッ ト 2 7 責 片 和 田土 屋 橋 西 君羊

i N P 一一109 l N P ・M l 貴 片 末 実 測 言取訪 星 ケ 台 群

l N P ”110 lN P ・F 3 2 責 片 末 実 測 諏訪 星 ヶ 台 群

l N P －11 1 lN P ・＝ 8 9 藁 片 未 実 測 諏訪 星 ケ 台 群

l N P －112 】N P ・グ リ ッ ト H く 10 責 片 未 実 測 諏 訪 星 ケ 台 群

i N P －113 IN P ・グ リ ッ トM あ 9 責 片 未 実 測 諏 訪 星 ケ 台 群

】N P －1 14 lN P ・M l 卦 片 未 実 測 諏 訪 星 ケ 台 群

】N F 1 15 lN P ・lV ・H 3 1 静 片 諏 訪 星 ケ 台 群

l N P －1 16 lN P ・lV ・H 27 凹 墓 石 鉱 弥 生 後 期 諏 訪 星 ケ 台 群

l N P 一一1 17 i N P ・】∨ ・H 4 1 有 茎 石 鉱 弥 生 後 期 和 田 鷹 山 群

l N P －1 18 】N P ・】∨ ・H 44 ．24 有 茎 石 鉱 弥 生 中 期 言取訪 星 ケ 台群

l N P m1 19 l N P ・lV ・H 44 ．24 二 次 加 工 の あ る 剥 片 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台群

l N P －1 20 l N P ・lV ・H 43 ．7 石 鉱 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ 台群

】N P “〃1 2 1 l N P ・lV ・H 65 ．1 1 凹 墓 石 鍛 古 墳 後 期 和 田 鷹 山 群

i N P －1 22 l N P 有 茎 石 鉱 古 墳 後 期 和 田 土 屋 橋 西 群

l N P ル1 23 l N P ・iV ・H 15 8 凹 墓 石 鉱 古 墳 後 期 （末 ） 諏 訪 星 ケ 台群

l N P －1 24 】N P ・】∨ ・H 16 7 原 石 古 墳 後 期 和 田 土 屋 橋 両 群

l N P 1 2 5 】N P ・iV ・H 19 5 原 石 古 墳 後 期 和 田 土 屋 橋 西 群

l N P －12 6 l N P ・lV ・H 19 5 有 茎 石 鉱 古 墳 後 期 言取訪 星 ケ 台君羊

】N P w12 7 l N P ・lV ・H 47 ．6 ス ク レイ パ ー 奈 良 諏 訪 星 ヶ 台群

】N P －12 8 l N P ・lV ・H 93 ．8 有 茎 石 室族 奈 良 言取訪 星 ケ台 群

l N P r12 9 l N P ・iV ・H 18 6 凹 墓 石 鉱 古 墳 後 期 諏 訪 星 ケ台 群

l N P ル13 0 】N P 凹 墓 石 鍍 平 安 和 田芙 蓉 ラ イ ト群

l N　P －13 1 i N P 石 錐 平 安 言取訪 星 ケ台 群

l N P －13 2 l N P ・lV ・ F　7．1 凹 基 和 田小 深 沢 群

1 N P －13 3 l N P ・IV ・H 93 ．8 有 茎 石 鉱 奈 良 和 田 鷹 山 君羊

】N P m13 4 l N P ・lV ・M 1．56 ス ク レ イ パ ー 諏 訪 星 ケ台 群

i N P －13 5 l N P ・】∨ ・遠構 外 69 凹 碁 石 鉱 言取訪 星 ケ台 群

l N P －13 6 】N P ・H 59 ．5 有 茎 石 茎族 和 田 土 屋 橋 南 群

l N　P w13 7 l N P ・ P it　8 凹 墓 石 鉱 諏 訪 星 ケ台 群

l N P －13 8 l N P 】 ・lV ・H 14 3 原 石 古 墳 和 田 土 屋 橋 西 群

】N P m13 9 l N P l ・lV ・H 173 凹 墓 石 鍛 古 墳 ～ 平 安 諏 訪 星 ケ台 群

SW H D S W H D 8 ．7 1 SB IY 8 2．9 4 0

W O B D W O B D 9 0 ．99 8 7 W O M S 2 1．7 2 0．0 0 1 3

SW H D S W H D 1．16 1 SB lY 10 1．8 5 0

W D T Y W D T Y 3．3 1 1 ＼〟D H Y 25 ．5 0

SV VH D S W H D 2 7．2 6 1 SB IY 18 2．17 0

SⅥ／H D S W H D 11．1 1 1 S矧Y 10 6．16 0

SW H D S W H D 1 2．7 7 1 S矧Y 10 9．4 5 0

SW H D S ＼〃H D 6 ．2 1 W D T N 74 ．3 7 0

SW H D S W H D 6．0 4 1 S B IY 10 7．2 8 0

W D T Y W D T Y 5．6 2 1 VVD H Y 3 1．11 0

SVV H D S W H D 1 0．7 9 1 S B IY 7 1．5 0

W D T Y VVD T Y 6．2 9 0 ．90 8 7 W D H Y 8 ．4 5 0 ．0 9 13

W D T N VVD T N 1 0．14 1 W D T M 29 ．0 4 0

S ＼〟H D S W H D 1 0．8 1 1 S B 】Y 124 ．4 4 0

S 〕V H D S W H D 4 ．8 1 S B 】Y 10 6 ．3 0

A M ST A M S T 7．3 5 1 H N K T 110 ．5 3 0

S W H D S VVH D 0 ．6 4 1 S B IY 96 ．4 9 0

S W H D S VVH D 9．0 6 1 S B IY 1 17 ．6 0

S W H D S W H D 2．13 1 S B IY 1 07 ．4 1 0

A M ST A M S T 7．7 4 1 H N K T 1 59 ．0 8 0

S VVH D S W H D 1．9 3 1 S B IY 1 02 ．6 5 0

S W H D S W H D 18 ．0 6 1 S B IY 87 ．7 7 0

W D T Y W D T Y 9．7 5 1 W D H Y 4 2 ．9 0

S い／H D S W H D 1 2．3 1 1 S B 】Y 8 7 ．4 1 0

S W H D S VVH D 14 ．18 1 S B iY 65 ．04 0

S W H D S VVH D 10 ．8 1 1 S B IY 1 16 ．04 0

S VVH D S い／H D 7．8 7 1 S B IY 79 ．1 9 0

S VVH D S W H D 15 ．9 6 1 S B IY 8 0 ．5 7 0

A M S T A M S T 25 ．2 2 1 H N K T 7 5 0

S ＼〟H D S W H D 10 ．3 1 1 S B IY 1 15 ．64 0

W D T Y W D T Y 6 ．3 9 0．9 9 6 7 W D H Y 15 ．3 5 0 ．0 03 3

S VVH D S W H D 9 ．0 6 1 S 矧Y 9 9 ．54 0

VVD T Y W D T Y 2 ．6 1 0．9 9 9 9 W D H Y 19．9 0 ．0 00 1

W D T N W D T N 13 ．9 7 0．9 9 68 ＼〟D T M 2 1．77 0 ．00 3 2

S W H D S W H D 1 1．6 9 1 VVD T N 7 2 ．55 0

S W H D S VV H D 15 ．8 5 1 い／D T N 9 1．05 0

W D T N い／D T N 4 ．0 7 1 W D T M 2 7 ．57 0

S VVH D S W H D 7 ．6 1 S B IY 10 6．4 0

S ＼〟H D S W H D 18 ．18 1 S B IY 13 6 ．79 0

S ＼〟H D S W H D 14 ．8 6 1 S B IY 8 2 ．83 0

S W H D S W H D 18 ．2 1 1 S BIY 12 7 ．95 0

S W H D S W H D 26 ．4 4 1 W D T N 16 5 ．4 2 0

S W H D S VV H D 8 ．6 4 1 W D T N 9 5 ．75 0

S W H D S VVH D 7 ．0 1 1 S B】Y 5 6 ．36 0

S ＼〃H D S W H D 14 ．2 1 1 S BIY 13 7 ．39 0

W D T Y VV D T Y 4 ．2 5 0 ．9 9 9 5 W D H Y 17 ．0 4 0 ．00 0 5

S ＼〟H D S W H D 16 ．04 1 W D T N 14 1．93 0

S W H D S W H D 14 ．2 5 1 S BIY 1 14 ．57 0

S W H D S W H D 14 ．5 3 1 S BIY 13 6 ．74 0

VV D T Y W D T Y 5 ．1 3 1 W D H Y 2 3 ．14 0

W D T N W D T N 1 3 0 ．9 9 19 W D T M 18 ．9 3 0 ．0 0 8 1

S VVH D S ＼付H D 10 ．2 1 S B】Y 1 17 ．4 9 0

W D T M W D T M 4 ．4 6 1 W D T N 3 6．37 0

W D T N Ⅵ／D T N 6 ．14 1 W D T K 3 4．34 0

S VVH D SW H D 2 5 ．09 1 S BIY 13 4．0 7 0

S ＼〃H D SW H D 5 ．5 2 1 S BIY 7 8．3 2 0

S W H D SW H D 7 ．19 1 S BIY 9 6．0 7 0

S W H D SW H D 1 1．29 1 S BIY 9 3．0 1 0

W D H Y W D H Y 14 ．09 1 W D T Y 5 6．5 7 0

S W H D SV VH D 9 ．16 1 S BIY 10 7．9 8 0

W D K B VV D K B 9 ．17 1 W D T K 3 4．4 9 0

W D T Y W D T Y 2 ．33 1 W D H Y 19．9 9 0

S W H D SW H D 4 ．74 1 S 矧Y 1 14．3 4 0

S W H D SW H D 7 ．6 1 1 S B】Y 1 15，7 9 0

W D T M Ⅵ／D T M 3 ．35 1 W D T N 3 0．7 3 0

S 小／H D SW H D 2 0 ．16 1 SB IY 15 1．6 8 0

＼〟D T N W D T N 5 ．0 8 0 ．9 99 9 W D T M 2 0．5 3 0 ．0 0 0 1

S ＼〟H D S Ⅵ！H D 17 ．92 1 SB IY 10 6．5 8 0

右側の表

判別図判別群：判別図法によって推定された産地　（判別分析と結果が異なるときは“＊”をつけて示す。）

判別分析：　　第1候補産地‥判別分析により推定された産地の第1候補

第2候補産地‥判別分析により推定された産地の第2候補

判別群　　　　候補産地記号→判別図法による産地と通常は一致する。

距離　　　　試料から候補産地までのマパラノビス距離→値が小さいほど候補産地と類似性が高い。

確率試料が候補産地に属する確率→1に近いほど類似性が高い。
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産地原石判別群（SEIKOSEA－2110L蛍光Ⅹ線分析装置による）

】 都道府県 地図N o． エリア 新判別群 旧判別群 新記号 旧記号 原石採取地 （分析数）

北海道

1 函竜
八号沢群 ST H G 擁 拙 」山頂 （19）、八号沢露頭 （こう1）、八号沢 （79）、

巨捌崖の沢 （6）、幌加林道 （4）黒唯の沢群 ST K Y

2 上士幌 三股群 K SM M 「三ノ沢 （16）

3 置戸 安住群 O D A Z 安住 （25）、清水ノ沢 （9）

4 旭川
高砂台群 A K T S l

i高砂台 （6）、雨紛台 （5）、春光台 （5）春光台群 A K SK

5 ウ 布川群 N Y H K 布川 （1（．））

6 新十吾川［ 須田群 ST SD 須間 （6）

7 赤井川 曲川群 A IM K 曲川 （25）、土木用 （15）

8 豊浦 豊泉群 TU T I 豊泉 （16）

9 木造 出来島群 K D D K 出来島海岸 （34）

10 八森山群 H U H M 八森山公園 （8）、六角沢 （8）、岡崎浜 （40）

秋川 11 男鹿
金ヶ崎群 0 G K S 金ヶ崎温泉 （37）、脇本海岸 （98）

脇本群 O GW M 脇本海岸 （16）
ト 形

12 羽黒
月山群 H G G S 月山荘前 （30），朝 日町田代沢 （18），櫛引町中沢 （18）

今野川群 H GIN 今野川 （9）、大網川 （5）
！新潟 13 金津群 N T K T 金津 （29）

14 新発山 板山群 SBIY 板LLJ牧場 （40）
！栃木

15 高原山
甘湯沢群 高原山1 群 T HA Y T K H l 甘湯沢 （50）、桜沢 （20）

七尋沢群 高原山2 群 TH N H T K H 2 七尋沢 （9）、自然の家 （9）

i

i

16
和間

鷹山群 和田峠 1 群 W D T Y W D T l l

l

l鷹山 （53）、小深沢 （54）、束鵬 （36）、芙蓉ライト （87）、描 （50）、

小深沢群 和田峠 2 群 W D K B W D T 2

土屋橋北群 和m 峠 3 群 W D T K W D T 3

土屋橋西群 和田峠4 群 W D T N W D T 4
（W D）

l

l

！土屋橋北 （83）、土屋橋西 （29）、土屋橋南 （68）、 招 朋 （18）

l

土屋橋南群 和田峠5 群 W DT M W D T 5

芙蓉ライト群 W DH Y

古峠群 W DH T

和田
ブドウ沢群 男女倉 1 群 W OB D O M G l

ブドウ沢 （36）、ブドウ沢右岸 （18）、牧ヶ沢 l二（33）、
牧ヶ沢群 男女倉 2 群 W OM S （〕M G 2

（W O ） 牧ヶ沢下 （36）、高松沢 （40）
高松沢群 男女倉 3 群 W O T M O M （．；3

17 諏訪 星ヶ台群 霧ヶ峰系 SⅥrH D K R M
票言霊 豊 崇訟 芸票 2 禁 孟禁 書 霊 （36）、星ヶ台B （11）、i

18 蓼科

冷山群 蓼科系 T ST Y T T S
芸霊 3豊 、慧 霊 、7）誓 霊 3呂這）霊 霊 2冒去左）　 i

双子山群 TSH G 双子池 （26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

揺鉢山群 TSSB 揺鉢山 （31）、亀甲池 （8）　　　　　　　　　　　　　　　 l

l

神奈川 ！

I

19

l

芦ノ湯群 芦ノ湯 H N A Y A SY 芦ノ湯 （34）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

20
畑宿群 畑宿 H NH J H T J 畑宿 （71）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

黒岩橋群 箱根系A 群 H N K I H K N A 黒岩橋 （9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

21
鍛冶屋群 鍛冶屋 HN K J K JY 鍛冶屋 （30）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

静岡 ！ 上多賀群 上多賀 H N K T K M T 上多賀 （18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

22 天城 柏峠群 柏峠 A G K T K SW 柏峠 （80）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

東京 23 神津島
恩馳島群 神津島1 群 K ZO B K O Z l 恩鵬 （100）、長浜 （43）、沢尻湾 （8）　　　　　　　　　　 l

砂糖崎群 神津島2 群 K ZSN K O Z 2 砂糖崎 （40）、長浜 （5）　　　　　　　　　　　　　　　 l

島根 24

久見群 OK H M 久見パーライいい （30）、久見採掘現場 （18）　　　　　　　　　 I

箕浦群 OK M U 箕浦海岸 （30）、加茂 （19）、岸浜 （35）　　　　　　　　　　　 i

岬群 OK M T 岬地区 （16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】

その他 N K 群 N K 中ッ原 1G 、5G （遺跡試料），原石産地は未発見　　　　　　　　　 ！

佐々木繁喜氏提供試料（まだ地図には入れていない）

宮城

小泊　　折腰内群

北上川　北上折居1群

北上折居2群

北上折居3群

宮崎　　湯ノ倉群

色麻根岸群

仙台　　秋保1群

秋保2群

塩竃　　塩竃群

KDOK

KKOI

KKO2

KKO3

MZ YK

SMNG

SDAI

SDA2

S GS G

小泊市折腰内（8）

水沢市折居（36），花巻目形田ノ沢（36），雫石小赤沢（22）

水沢市折居（23），花巻日形田ノ沢（8），雫石小赤沢（2）

水沢市折居（5）

宮崎町湯ノ倉（54）

色麻町根岸（48）

仙台市秋保土蔵（17）

仙台市秋保土蔵（35）

塩竃市塩竃漁港（22）
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佐久市西一本柳遺跡出土黒曜石産地組成

エ リア 判 別 群 記 号 試 料 数 ％

和 田 （W O ）

ブ ド ウ沢 W O B D 1 0 ．7 3

牧 ヶ 沢 W O M S 0 0

高 松 沢 W O T M 0 0

和 田 （W D ） 芙 蓉 ラ イ ト W D H Y 6 4 ．38

鷹 山 W D T Y 16 11 ．68

小 深 沢 W D K B 1 0．73

土 屋 橋 北 W D T K 1 0．73

土 屋 橋 西 W D T N 7 5．日

土 屋 橋 南 W D T M 5 3．6 5

古 峠 VV D H T 0 0

諏 訪 星 ケ 台 S VVH D 90 6 5．6 9

蓼 科 冷 山 T S T Y 0 0

双 子 山 T S H G 0 0

揺 鉢 山 T S S B 0 0

天 城 柏 峠 1 A G K T 0 0

箱 根 畑 宿 H N H J 0 0

鍛 ′台屋 H N K J 0 0

黒 岩 橋 H N K l 0 0

上 多 賀 H N K T 0 0

芦 ノ 湯 H N A Y 0 0

神 津 島 恩 地 鳥 K Z O B 0 0

砂 糖 崎 K Z S N 0 0

高 原 山 甘 湯 ；尺 T H A Y 0 0

七 尋 沢 T H N H 0 0

浅 間 山 大 窪 沢 A M O K 0 0

千 ヶ 滝 A M S T 10 7 ．3

新 津 金 津 N T K T 0 0

新 発 田 板 山 SB 】Y 0 0

深 浦 ∧ 森 山 H U H M 0 0

木 造 出 来 島 K D D K 0 0

男 鹿 金 ヶ崎 O G K S 0 0

脇 本 O G W M 0 0

羽 黒 月 山 H G G S 0 0

今 野 川 H G IN 0 0

●黒曜石産地

エ リ ア 判 別 群 記 号 試 料 数 ％

北 上 川 折 居 1 君羊 K K 0 1 0 0

折 居 2 群 K K 0 2 0 0

折 居 3 群 K K O 3 0 0

宮 崎 湯 ノ 倉 M Z Y K 0 0

仙 台 秋 保 1 群 S D A l 0 0

秋 保 2 群 S D A 2 0 0

色 麻 根 岸 S M N G 0 0

塩 竃 塩 竃 潜 群 S G SG 0 0

小 泊 折 腰 内 K D O K 0 0

魚 津 草 月 上 野 U T H T 0 0

高 岡 二 上 山 T O F K 0 0

佐 渡 真 光 寺 S D S K 0 0

金 井 ニ ッ 坂 S D K H 0 0

隠 岐 久 見 O K H M 0 0

岬 地 区 O K M T 0 0

箕 浦 O K M U 0 0

白 滝 8 号 沢 ST H G 0 0

黒 曜 の 沢 S T K Y 0 0

赤 石 山頂 S T S C 0 0

赤 井 川 曲 川 A IM K 0 0

豊 浦 豊 泉 T U T l 0 0

置 戸 安 住 O D A Z 0 0

十 勝 三 股 T K M M 0 ○

名 寄 布 川 N Y H A 0 0

旭 川 高 砂 台 A K T S 0 0

春 光 台 A K S K 0 0

不 明 産 地 1 N K N K 0 0

下 呂 石 G E R O 0 0

合 計 13 7 10 0
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佐久市西一本柳遺跡Ⅹ出土試料の自然科学分析
株式会社古環境研究所

I。西一本柳遺跡Xにおける種実同定

1．はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその群集の構成や組成を調べ、

過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植

物や固有の植生環境を調べることができる。

2。試料

試料は、古墳時代後期の床より採取された試料No・8（E・H46床）と弥生時代後期の炉跡より採取された試料No．9（W．H23

炉）の2点である。

3．方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。結果は同定レベルに

よって科、属、種の階級で示した。

J二1．結果

試料No・8（E・H46床）および試料No・9（W・H23炉）はいずれもモモ核であった。以下に学名および特徴を記し、写真を添付

する。

モモ　jhH7lL5YPEmt27　Batsch　核　バラ科

やや炭化し黄褐色？黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。試料恥．8は音歯類

の富り痕があり、試料恥．9は破片となる。

5．所見

モモは食用となる栽培植物であり、稲作とともに伝来する。西南日本を中心に多くの遺跡か出土し、弥生時代から古墳時代

にかけて多くなる。試料恥・8は比較的丸いタイプであるが、いずれの試料も遺存が悪く詳細な観察は困難であった。

参考文献

南木睦彦（1992）低湿地遺跡の種実．月刊考古学ジャーナルNo．355，ニューサイエンス社，p。18？22。

南木睦彦（1993）薬。果実e種子　日本第四紀学会編，第四紀試料分析法，東京大学出版会，p．276？283．

金原正明（19％）古代モモの形態と品種．月刊考古学ジャーナルNo．亜9，ニューサイエンス社，p．15？19．

Ⅱ。西一本柳遺跡Xにおける樹種同定

1．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定が可能である。木材は、

花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものに

ついては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2．試料

試料は、西一本柳遺跡Ⅹより出土した弥生時代中期、弥生時代後期、古墳時代中期および古墳時代後期の遺構より出土した
炭化材10点である。

3．方法

試料を割折して、炭化材の新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と同義）の基本三断面の

切片を作製し、落射顕微鏡によって50～1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4．結果

結果を表1示し、顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

コナラ属コナラ節　67ue〝uSY SeCt。f物zL5Y　ブナ科　図版1e2。3

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道管が、火炎状に配
列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。
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以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミズナラがあり、北

海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、径60cmぐらいに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材など

に用いられる。

5．所見

同定の結果、西一本柳遺跡Ⅹで出土した炭化材は10点はいずれもコナラ属コナラ節であった。コナラ属コナラ節は日当たり

の良い山野に生育する落葉高木で、温帯を中心に広く分布する。ミズナラなどは冷温帯落莫広葉樹林の主要構成要素である。

当時、遺跡周辺からもたらすことができる樹種であったと考えられる。

参考文献

佐伯浩e原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p・49－100．

表1　西一本柳遺跡Ⅹにおける樹種同定結果

N。　　　　　　　遺構名　　　　　　　　　　旧番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果（≠名／和名）

1　　　　　　　　　　　　H15

2　　　　　　　　　　　　H17

3　　　　　　　　　　　　H19

4　　　　　　　　　　　　　H25

5　　　　　　　　　　　　H27

6　　　　　　　　　　　　H30

7　　　　　　　　　　　　H45

10　　　　　　　　　　　　H83

11　　　　　　　　　　　H86

12　　　　　　　　　　　　H86

E．H15No．3

E．H17No8

EH19

EH25

EH27

E．H30P　2

E．H45No．3

ⅥHH29No．3

1へr．H32No3

WTH2No．6
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（lJ、．．‘∵il∵、．、’く・し∴！∵十一∴’．‘、
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紡／（ソrJ／人、ヾPrと′ウノ／ノ〃ヾ

（～－∴‘‘・∴‘∴．．、∴、＝∴1！ン∵∴’∴、．

（～，∴‘（l．Ji∴・．、∴、〔・∴∴∴′∴′∴’∴、．

¢〟とソr一！げJtつ〔1∠ク接男が

O／Pノr－〃∫J正一rJとノうノノ〝∫

（tノー∴’（．ノ∴＼‘．、∴、C・∴‘∴′ン∴・〝∴、

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

コナラ属コナラ節

表2　西一本柳遺跡Ⅹにおける動物遺存体同定結果

No　　　　　　　遺構名　　　　　　　　　旧番号　　　　　　　　　小分類 学名　　　　　　　　　種類　　　　　　部位　　　　　　　　　　　備考

1　　　　　　　　H32　　　　　　　EH32カマド（焼十）　　　　　　不明

2　　　　　　　　　日38　　　　　　　　E．Ii38「区1層　　　　　　　　　不明

3　　　　　　　　　日57　　　　　　　　W．H2「区」層　　　　　　　　不明

4　　　　　　　　　日57　　　　　　　　　WH2カマド　　　　　　　　　イヌ

5　　　　　　　　I177　　　　　　　　　WH23炉　　　　　　　　　不明

6　　　　　　　　MlO WMlトレンチ　　　　　　　　ウシ

平安時代

－tf墳時代後期

古墳時代後期

〔：‘〟ノ∴ヾ∠・ノノノ〝ル∠〝！ヾ　　　　　　哺乳類　　　　　肋骨　　　　　　　　しキ墳時代後期

弥生時代後期

励ヾ由〝ノど∫　　　　　　　　　哨乳類　　　　　　脛骨（左）　　　　　平安時代

Ⅲ。西一本柳遺跡Xにおける動物遺存体同定

1．はじめに

一般に日本の国土は、火山灰性の酸性土壌に広く覆われ、動物遣存体の保存状態には恵まれていない。そのため、遺跡で動

物遺存体が出土するのは、貝塚、石灰岩地帯の洞穴や岩陰が代表的で、近年では湿地環境の遺跡や遺構からも多くの動物遺存

体が報告されつつある。しかし、乾燥した沖積平野上の遺跡ではほとんどの動物遺存体が、長い年月の間に腐食して土に還っ

てしまっている。その中で、動物の歯、特にエナメル質は、動物骨格の中でも腐食に強く、特に大きく堅固なウシやウマの臼

歯のエナメル質が、乾燥環境から出土する例は珍しくない。また微細な魚骨の歯のエナメル質は、発掘中肉眼で採集すること

は不可能で、遺構の埋土を1ミリ以上のフルイの面上で洗うことが必要である。そうした晴乳類の歯のエナメル質、灰化して

無機質化した微細な魚骨や動物骨からそれぞれの種類を同定することで、その生態的情報を援用して当時の環境を復元したり、

過去の人々の生業や食生活を知ることができる。

2．試料

試料は、弥生時代後期の炉跡、古墳時代後期のカマド跡および平安時代のカマド跡などから出土した動物骨6点である。試料

はいずれも水洗選別されていた。

3．方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

4．所見

分析の結果、哨乳類2分類群が同定された。学名、和名および部位を表2、試料の写真を図版に示す。

試料No．1：骨片が小さいため同定には至らなかった。

試料No。2：骨片が小さいため同定には至らなかった。

試料N0．3：骨片が小さいため同定には至らなかった。

試料No．4：イヌ［晴乳類］（海月云彪戊〟怨ノ壷　肋骨（熱を受け変形している？）

試料No．5：骨片が小さいため同定には至らなかった。

試料N0．6：ウシ［晴乳類］蝕7包払柁搭　左脛骨部分
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付編

参考文献

松井章（1987）「岡山城本丸中の段出土の動物遺存体」，「史跡岡山城跡本丸中の段発掘調査報告」、岡山市教育委員会、p．323－
331．

松井章（2000）「恒武西宮・西浦遺跡発掘調査報告書」，（財）静岡県埋蔵文化財研究所、p．1駈1161．

松井章・宮路淳子（2000）「坪井・大福遺跡から出土した動物遺存体」「坪井・大福遺跡」奈良県立橿原考古学研究所、pJ似－
205．

Ⅳ．西一本柳遺跡Ⅹにおける蛍光Ⅹ線分析

1．試料

試料は、古墳時代中期とされるH15（No・1）、古墳時代後期とされるH17伽．2）および弥生時代中期とされるH27伽．3）か

ら採取された計3点の赤色顔料である。ここでは、赤色顔料の構成元素から顔料の種類を同定する目的で蛍光Ⅹ線分析を行っ

た。

2．分析方法

エネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析システム（日本電子㈱製，JSX3201）を用いて、元素の同定およびファンダメンタルパラメー

タ法（FP法）による定量分析を行った。以下に分析の手順を示す。

1）試料を絶乾（105℃・24時間）

2）試料を塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力15t／？でプレスして錠剤試料を作成

3）測定時間300秒、照射径20mm、電圧30keV、試料室内真空の条件で測定

なお、X線発生部の管球はロジウム（Rh）ターゲット、ベリリウム（Be）窓、X線検出器はSi（Li）半導体検出器である。

3．分析結果

各元素の定量分析結果（wt％）を表3よび図1に示す。

4．考察

赤色顔料としては、一般的に水銀朱（硫化水銀：HgS）、ベンガラ（酸化第二鉄：Fe203）、鉛丹（酸化鉛：Pb30。）が知ら

れている（市毛，1998，本田，1995）。

蛍光X線分析の結果、No・1、No・2、No・3の各試料とも鉄（Fe）の明瞭などークが認められ水銀（Hg）や鉛（Pb）は検出

されなかった。鉄（Fe203）の含量は、恥．1では20．8％、Ⅳ0．2では15．5％、恥．3では10．9％であり、恥．1が最も高くなってい

る。

これらのことから、古墳時代中期とされるH15（恥．1）、古墳時代後期とされるH17（恥．2）および弥生時代中期とされるH

27（恥．3）から採取された赤色顔料は、いずれもベンガラと考えられる。

文献

市毛　勲（1998）新版朱の考古学．考古学選書．雄山閣出版

本田光子（1995）古墳時代の赤色顔料．考古学と自然科学．31・32，p．6379．
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西一本柳遺跡Ⅹの炭化材

1．Nnl　コナラ属コナラ節

2．No．2　コナラ属コナラ節

3．No．4　コナラ属コナラ節
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西一本柳遺跡Xの種実

1モモ炭化核片　　　　　　　2　同左　　　　　　　　　　　3・モモ炭化核片

5．Olul

西一本柳遺跡Ⅹの動物遺存体
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加速器分析研究所放射性炭素年代測定結果報告書

2004年　8月　20日

佐久市教育委員会　様

2004年7月26日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致します。
表示したBP年代は、1950年から何年前かの年数で、14Cの半減期としてuBBYの半減期5570年を

使用しています。また付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差げにもとづいて算出した年数で、標準偏
差（ONESIGM心に相当する年代です。また試料のβ線計数率と自然計数率の差が2び以下のときは、3
0に相当する年代を下限の年代催（記号＞）として表示してあります。また試料のβ線計数率と現在の
標準炭素についての計数率との差が2げ以下のときには、Modernと衷示してあります。

表示した同位体比は標準値からのずれをパーミルで表した億です。∂14Cの値は、放射線の測定で求め
た試料炭素中の14C濃度Aと現在の炭素の標準の済度A（std）を用いて、
∂14C＝［（A－A（std）／A（std）］×1000　によって算出された債です。613Cの値は、試料炭素の13C／12C原子
比を質量分析器で測定し、標準にP工）Bを用いて同様に算出した値です。

△14Cは試料炭素が∂13Cニー25．0パーミルであったときの14C濃度を計算した値です。この濃度を用
いて、（貝殻など海洋起源の試料を除き）表記のBP年代債が算出されています。したがって、表記の年代
値は同位体効果による測定誤差を補正した年代催となっています。

記

CodeNo．

IAA－520　　木炭　丘om　酋一本柳Ⅹ（INPX）H17

No．1

IAA－521　木炭　丘om　西一本柳Ⅹ（INPX）H86

No．2

BP年代と炭素の同位体比

2240　±　70

614C＝－243．8　±　6．3

613Cニー24．8

A14Cここ－244．1　±　6．3

2320　±　70

∂14Cニー252．2　±　6．7

∂13C＝－25．6

△14C＝－251．3　±　6．7

（株）加速器分析研究所　白河分析センター

〒　961・0835

福島県白河市白坂字一里段6・270

TELO248－21・1055（代）

mlXO248受1－1057
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佐久市埋蔵文化財調査報告書

第1集　『金井城跡』
第2集　『市内遺跡発掘調査報告書1990』
第3集　『石附窯址群Ⅲ』
第4集　『大ふけ』
第5集　『立科F遺跡』
第6集　『上曽根遺跡』
第7集　『三貫畑遺跡』
第8集　『瀧の下遺跡』
第9集　『国道141号線関係遺跡』
第10集　『聖原遺跡Ⅱ』
第11集　『赤座垣外遺跡』
第12集　『若宮遺跡Ⅱ』
第13集　『上高山遺跡Ⅱ』
第14集　『栗毛坂遺跡』
第15集　『野馬久保遺跡』
第16集　『石並城跡』
第17集　『市内遺跡発掘調査報告書1991』（1月～3月）
第18集　『西曽根遺跡』
第19集　『上芝宮遺跡』
第20集　『下聖端遺跡Ⅲ』
第21集　『金井城跡Ⅲ』
第22集　『市内遺跡発掘調査報告書1991』
第23集　『南上中原・南下中原遺跡』
第24集　『上聖端遺跡』
第25集　『上久保田向Ⅳ』
第26集　『藤塚古墳群・藤塚Ⅱ』
第27集　『上久保田向Ⅲ』
第28集　『曽根新城V』
第29集　『筒村遺跡B　山法師遺跡B』
第30集　『市内遺跡発掘調査報告書1992』
第31集　『山法師遺跡A　筒村遺跡A』
第32集　『東ノ割』
第33集　『聖原遺跡Ⅶ　下曽根遺跡I』
第34集　『西一本柳遺跡I』
第35集　『市内遺跡発掘調査報告書1993』
第36集　『蛇塚B遺跡Ⅲ』
第37集　『西一本柳遺跡Ⅱ　中西ノ久保遺跡I』
第38集　『南下中原遺跡Ⅱ』
第39集　『中屋敷遺跡』
第40集　『寺畑遺跡』
第41集　『曽根新城遺跡I・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ

上久保田向遺跡I・Ⅱ・V・Ⅵ・Ⅶ
西曽根遺跡Ⅱ・Ⅲ』

第42集　『寄山』
第43集　『権現平遺跡　池端遺跡』
第44集　『寺添遺跡』
第45集　『市内遺跡発掘調査報告書1994』
第46集　『濁り遺跡』
第47集　『上芝宮遺跡V』
第48集　『池端城跡』
第49集　『根々井芝宮遺跡』
第50集　『藤塚遺跡Ⅲ』
第51集　『寺中遺跡　中屋敷遺跡Ⅱ』
第52集　『坪の内遺跡』
第53集　『円正坊遺跡Ⅱ』
第54集　『市内遺跡発掘調査報告書1995』
第55集　『番屋前遺跡I・Ⅱ』
第施集　『聖原遺跡Ⅹ』
第57集　『高師町遺跡Ⅱ』
第58集　『下穴虫遺跡I』
第59集　『市内遺跡発掘調査報告書19％』
第60集　『曽根城遺跡Ⅱ』
第61集　『割地遺跡』
第62集　『野馬久保遺跡Ⅱ』
第63集　『西大久保遺跡Ⅲ』

第64集　『梨の木遺跡Ⅳ』
第65集　『中宿遺跡』
第66集　『中西ノ久保遺跡Ⅱ　仲田遺跡　寺畑遺跡Ⅱ』
第67集　『供養塚遺跡』
第68集　『前藤部遺跡』
第69集　『高山遺跡I・Ⅱ』
第70集　『観音堂遺跡』
第71集　『市内遺跡発掘調査報告書1997』
第72集　『市道遺跡Ⅱ』
第73集　『西一本柳遺跡Ⅲ・Ⅳ』
第74集　『五里田遺跡』
第75集　『八風山　五斗代』
第76集　『南近津』
第77集　『番屋前遺跡』
第78集　『蛇塚遺跡　蛇塚古墳』
第79集　『四ツ塚遺跡I』
第80集　『四ツ塚遺跡Ⅱ』
第81集　『薬師寺遺跡』
第82集　『市内遺跡発掘調査報告書1998』
第83集　『下聖端遺跡Ⅳ』
第84集　『榛名平遺跡』
第85集　『柳堂遺跡』
第86集　『市内遺跡発掘調査報告書1999』
第87集　『宮添遺跡』
第88集　『下曽根遺跡』
第89集　『川原端遺跡』
第90集　『梨の木遺跡Ⅲ』
第91集　『西一本柳追跡　中長塚I・Ⅱ　松の木遺跡I・Ⅱ』
第92集　『辻の前遺跡Ⅱ　中仲田遺跡Ⅱ』
第93集　『入高山遺跡』
第94集　『聖石遺跡』
第95集　『市内遺跡発掘調査報告書2000』
第％集　『上木戸遺跡』
第97集　『久禰添遺跡』
第98集　『深堀Ⅱ・Ⅲ・V』
第99集　『中道遺跡』
第100集　『野沢館跡Ⅲ』
第101集　『深堀遺跡Ⅳ』
第102集　『円正坊遺跡Ⅳ』
第103集　『聖原　一第1分冊－』
第104集　『聖石遺跡Ⅱ』
第105集　『曽根城遺跡Ⅲ』
第1（範集　『樋村遺跡Ⅱ』
第107集　『聖原　一第2分冊－』
第108集　『市内遺跡発掘調査報告書2001』
第109集　『西一本柳Ⅷ』
第110集　『佐久駅周辺土地区画整理事業

埋蔵文化財発掘調査報告書』
第111集　『上ノ城遺跡』
第112集　『西赤座』
第113集　『西一本柳遺跡Ⅸ』
第114集　『供養塚遺跡Ⅱ』
第115集　『聖原　一第3分冊－』
第116集　『東久保遺跡Ⅱ』
第117集　『東五里田遺跡』
第118集　『東近津遺跡』
第119集　『野沢館跡Ⅳ』
第120集　『市内遺跡発掘調査報告書2002』
第121集　『後家山』
第122集　『聖原　一第4分冊－』
第123集　『西村中遺跡』
第124集　『西村中遺跡』
第125集　『西一本柳ⅩⅡ』
第126集　『聖原　一第5分冊－』

佐久市埋蔵文化財調査報告書　第127集

西一本柳遺跡Ⅹ
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